




一般国道 49号は、ଠ平༸ଆの෱ౡ県いΘき市と日本海ଆの新潟市を݁Ϳ主要װઢ

道࿏です。2011 年 3月の東日本大਒ࡂのࡍは、మ道や൬ӽࣗಈं道とともにආ೉や

の༌ૹに大きな໾ׂを果たした事は記Աに新しいとこΖです。また、ಉ࿏ઢࢿԉ物ٹ

は沿ઢ市町村と新潟市を݁び、日ৗੜ׆や地Ҭ経ࡁをࢧえる重要な基൫道࿏としての

໾ׂを果たしています。

しかし、ݱ道は阿賀野市֗地での幅員ݮগ౳の໰୊を๊え、近年の著しいަ௨ྔの

૿Ճにे分にରԠできておりません。その݁果、ަ௨ࠞࡶ、ަ௨૽Ի、ަ௨事ނの૿

Ճ౳、ੜڥ؀׆にѱӨڹを༩える༷ʑな໰୊がੜ͡ています。

そこで、阿賀野市࿡野੉からಉ市下ࠇ੉を݁Ϳ延௕ 13�7Lmの阿賀野バイパスの建

設がܭըされました。ಉバイパスは、安શでԁ׈なަ௨の֬保と౎市機能׆性化のた

めに重要な໾ׂを果たすものと大いに期଴されています。

本書は、阿賀野バイパス建設にઌ立ち、2013 年౓に࣮ࢪした山口野中遺跡の 2ճ

目の発掘調査報告書です。調査の݁果、縄文時代、ݹ代、中世の遺構・遺物を層位的

にݕ出しました。縄文時代は、晩期後葉にӦまれた遺跡で、ଟくの焼土と炭化物の集

積をݕ出しました。ここでは、食ྉとしてར用されたトチノキ・オニグルミ・クリな

どのほか、コイ科・アユ属・サケ属など魚のࠎยを焼いていたことがΘかりました。

特に堅果類は焼いた後、それͧれの種別͝とに分けて集積した༷ࢠがӐえます。また、

焼土の近くでは祭祀具と考えられる石冠の出土もݟられます。こ͏した状況から、食

΂ऴΘった堅果類、魚ࠎなどを燃やす祭祀的な行為が૝定され、౰時の人ʑのʮ食΂

ऴΘったものʯあるいは、ʮ໾目をऴえたものʯにରするّྱのଘ在を֞間ݟることが

できます。

今ճの調査݁果が、地Ҭのྺ史をղ明するための研ࢿڀྉとして޿く׆用されると

ともに、県ຽの方ʑの埋蔵文化財にରするཧղと認ࣝをਂめるܖ機となれ͹޾いです。

、をいたͩいた阿賀野市教育委員会ྗڠޚԉとࢧޚ後に、この調査に関してଟ大な࠷

ฒびに地ॅݩຽの方ʑ、そして、発掘調査から報告書ץ行にࢸるまで格別の͝高഑をい

たͩいた国土ަ௨ল北཮地方੔උہ新潟国道事຿所にରしてްくおྱਃし上͛ます。

　　2015 年 3月

新潟県教育委員会
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	 1	 本報告書は、新潟県阿賀野市大字月崎地内に所在する山口野中遺跡の発掘調査記録である。

	 2	 発掘調査は一般国道 49号阿賀野バイパスの建設に൐い、国土ަ௨ল北཮地方੔උہ新潟国道事຿所（以下、国ަ

ল）から新潟県教育委員会（以下、県教委）がडୗしたものである。

	 3	 発掘調査は県教委が調査主体となり、公益財団法人	新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）に調査をґ

པした。埋文事業団は、発掘調査࡞業ٴび関連ॾ޻事を株式会社帆苅組に委ୗし、2013 年 4月から 11月にかけ

て࣮ࢪした。発掘調査面積は 14,857㎡である。

	 4	 出土遺物ٴび調査に係る֤種ࢿྉは、す΂て県教委が新潟県埋蔵文化財ηϯλーにおいて保؅している。遺物の

ம記は調査年౓の下二ܻを಄に付しʮ13ϠϚノʯとし、出土地఺・遺構名・層位をଓけて記ೖした。

	 5	 本書のਤ中で示す方位は、શてਅ北である。

	 6	 本書にࡌܝした遺構番号はす΂て௨し番号とし、本文ٴびૠਤ・遺物࡯؍ද・ਤ面ਤ版・ࣸਅਤ版の番号は一க

している。

	 7	 Ҿ用文ݙは、著者ٴび発行（西ྐྵ）を文中にʦ　　ʧで示し、巻຤に一ׅしてࡌܝした。

	 8	 。用した場߹は、それͧれにその出యを記した࢖成の地ਤをط、成したਤ版の͏ち࡞

	 9	 調査成果の一部は、ݱ地આ明会、޿報ࢽʰ埋文にいがたʱ/o�85、新潟県埋蔵文化財調査事業団年報（2013 年౓）

で公։しているが、本書の記ड़をもって正式な報告とする。

	 10	 。の͝教示をಘた（ηϯλー।教तڀ研֐ࡂ新潟大ֶ積ઇ地Ҭ）ࢯࢤ地における地਒ӷ状化のࠟ跡については、๼部ްݱ

	 11	 遺構と地਒のࠟ跡との関係、埋設土器については、ݹᖒଥ史ࢯ（阿賀野市教育委員会）の͝教示をಘた。

	 12	 石器・石製品の石ࡐは、竹೭内ࢯߞ（ࢳ魚川市教育委員会）の͝ࢦಋをಘて、୲౰者の੹೚でܾ定した。

	 13	 縄文土器の年代؍については、ߥ川ོ史ࢯ・౉ᬑ༟೭ࢯ（新潟県教育ி文化行੓՝）のࢦಋを͏けた。

	 14	 ࣗવ科ֶ分ੳは株式会社パレオ・ラボ、パリノ・サーヴェイ株式会社に委ୗし、分ੳ݁果は第ᶜ章にࡌܝした。

	 15	 遺構அ面ਤのトレースٴび֤種ਤ版࡞成・編集は有限会社不二出版に委ୗした。

	 16	 本書のࣥචは、田海義正（埋文事業団）、村上章久・高橋　均・今村　克（株式会社帆苅組調査員）があたり、編集

は村上が୲౰した。ࣥච分୲は以下のとおりである。

	 	 田海ɿ第ᶗ章 1、2A・2$・2%、3	 村上ɿ第ᶗ章 2#、第Ⅱ章、第ᶙ章、第ᶚ章 4、第ᶛ章 3、第ᶝ章

	 	 高橋ɿ第ᶚ章 1・2・3、第ᶛ章 1F	 今村ɿ第ᶛ章 1A・1#・1$・1%・1E、2

	 17	 遺物の઀߹・෮ݩは佐藤௚美・大月ਗ਼也・౉部　֮・大୍明美・佐藤由紀・田中Ճ代ࢠ・౉部由ߐ・伊藤ຑ美、

୓本・࣮ଌは佐藤௚美・大୍明美・伊藤ຑ美・ᴡ藤　४、トレースは佐藤௚美・伊藤ຑ美、遺構ਤ版の࡞成は佐藤

௚美、遺物ਤ版の࡞成は佐藤௚美・伊藤ຑ美が行った。

	 18	 発掘調査から本書にࢸるまで、下記の方ʑからଟくのޚ教示・ྗڠޚをಘた。ްくྱޚਃし上͛る。

（Իॱेޒ　শུܟ）

	 	 朝Ԭ੓߁　　๼部ްࢤ　　ᖒ田　ರ　　ेඛॣ෢　　ླ木俊成　　竹೭内ߞ　　立木޺明　　橋本博文

	 	 ෱Ӭ　ప　　藤田　ొ　　ݹᖒଥ史　　౉ลୡ࿠　　౉ᬑ๎࿨　　

	 	 阿賀野川土地վྑ区　　阿賀野市教育委員会　　阿賀野市建設՝　　ࢳ魚川市フΥッサϚグφミϡーδアϜ

	 	 月崎集落　　新潟大ֶ

ݴ　　　ྫ
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ਤ版 70	 縄文時代の土器（13）遺構֎出土遺物

ਤ版 71	 縄文時代の土器（14）遺構֎出土遺物

ਤ版 72	 縄文時代の土器（15）・焼成粘土塊

ਤ版 73	 縄文時代の石器（1）

ਤ版 74	 縄文時代の石器（2）

ਤ版 75	 縄文時代の石器（3）・石製品・漆製品・ۄࢳ・

アスファルト

【写真図版】

ਤ版 76	 Χラーਤ版（1）遺跡近ܠ

ਤ版 77	 Χラーਤ版（2）調査区શܠ・基本層ং・෾ ・࠭

෾࠭口・ؕ຅・4$863・埋設土器 883

ਤ版 78	 Χラーਤ版（3）4I860・4$825・842・

859・埋設土器 1・824

ਤ版 79	 Χラーਤ版（4）下層出土土器・石器・ۄࢳ・

漆製品・アスファルト

ਤ版 80	 遺構（1）4#7〜 9・4E386・398・478・

479

ਤ版 81	 遺構（2）4#6・4#7�1381・4E308・

349・386・396・398・4,412・1411

ਤ版 82	 遺構（3）4E478・479・520・4,312・

313

ਤ版 83	 遺構（4）4,336・346・351・362・

385・390・395・397・399・4%373

ਤ版 84	 遺構（5）4,403・437・471・476・

488・4%347・4X525

ਤ版 85	 遺構（6）4%11・37・40・300・303・

553・554・道 1（4%6・30）

ਤ版 86	 遺構（7）中層׬掘・4,503・531・4%46

ਤ版 87	 遺構（8）4I860

ਤ版 88	 遺構（9）4I860・4I860� ࿍・4I860�1873

ਤ版 89	 遺構（10）4I860�1874・895・896・

899・901・917・919・921・923

ਤ版 90	 遺構（11）4$283・800 〜 803

ਤ版 91	 遺構（12）4$804・806



ਤ版 92	 遺構（13）4$807・810・815 〜 817・

850・858

ਤ版 93	 遺構（14）4$825

ਤ版 94	 遺構（15）4$842

ਤ版 95	 遺構（16）4$842・859・4$859 焼土・

4$859�11

ਤ版 96	 遺構（17）4$861・866・867・870・879

ਤ版 97	 遺構（18）4$880・884・911・914・918

ਤ版 98	 遺構（19）4$914・埋設土器 824・828・

830

ਤ版 99	 遺構（20）埋設土器 834・837・839・

840・883・887

ਤ版 100	 遺構（21）埋設土器 894・903・908・

928・933・土器集中 1・2

ਤ版 101	 遺構（22）土器集中 820・835・865・

886・932・1848・855・878

ਤ版 102	 中世の土器・土器転用研磨具・石製品・మ

製品　4E349・386・479・4,343・362・

397・445・488・1450・4%11・300・遺

構֎出土

ਤ版 103	 中世の木製品・ݹ代の土器　4E386・479・

520

ਤ版 104	 縄文時代の土器（1）4I860・4$800・801・

803

ਤ版 105	 縄文時代の土器（2）4$804・806・808・

811・815・816・817・825

ਤ版 106	 縄文時代の土器（3）4$842・850・859・

861・868

ਤ版 107	 縄文時代の土器（4）4$879・914・埋設土

器 824

ਤ版 108	 縄文時代の土器（5）埋設土器 1・828・

830・834

ਤ版 109	 縄文時代の土器（6）埋設土器 837・839・

840・883・887

ਤ版 110	 縄文時代の土器（7）埋設土器 894・898・

903・908・924・928・933・土器集中 1

ਤ版 111	 縄文時代の土器（8）土器集中 2・3・820・

822・836・838

ਤ版 112	 縄文時代の土器（9）土器集中 835・852・

864・865・881

ਤ版 113	 縄文時代の土器（10）土器集中 886・888・

932・遺構֎出土遺物

ਤ版 114	 縄文時代の土器（11）遺構֎出土遺物

ਤ版 115	 縄文時代の土器（12）・縄文時代の石器（1）

ਤ版 116	 縄文時代の石器（2）・石製品
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1　調査にࢸる経緯

一般国道49号（෱ౡ県いΘき市〜新潟市）は、ଠ平༸ଆと日本海ଆを݁Ϳ重要なװઢ道࿏である。県内では、

沿ઢの阿賀町 ŋ阿賀野市と新潟市を݁Ϳ地Ҭװઢ道࿏として重要な໾ׂを果たしている。道࿏は阿賀野市

の市֗地（旧安田町 ŋ旧ਫ原町 ŋ旧ژϲ੉村）を௨աしており、幅員がڱ小なため、そのަ௨ྔにରԠできͣ、

ަ௨ࠞࡶ、ަ௨૽Ի、ަ௨事ނ౳౎市機能やੜڥ؀׆に༩えるӨڹが໰୊となっている。これらの໰୊を

ղফし、安શかつԁ׈にަ௨をॲཧすることを目的に、ʮ一般国道 49号安田バイパスʯ（阿賀野市࿡野੉〜

ಉ市ࣉ社間 5�6Lm）とʮ一般国道 49号ਫ原バイパスʯ（阿賀野市ࣉ社〜ಉ市下ࠇ੉間 8�1Lm）がܭըされた。

これら二つのバイパスは、2004 年の市町村߹ซに൐͏阿賀野市の஀ੜを機に、ʮ阿賀野バイパスʯとݺ

শされることもある（第 1ਤ）。

阿賀野バイパスの͏ち、安田バイパスは1977年に事業化され、1979年に用地ணख、޻事ணखは1981

年である。1985 年に࿡野੉〜ࣉ社間の 4�3Lmで࢑定ڙ用され一時事業が中அした。1998 年౓にಉ事

業が෮׆し、ࣉ社地内ະڙ用区間 1�3Lmの用地ணखが行Θれた。これをडけて国ަলと県教委との間で、

建設用地内における埋蔵文化財のऔѻい、ࢼ掘

調査に関するٞڠが本格化し、2003 年に国ަ

লからࢼ掘調査のґཔをडけた県教委は、埋文

事業団に調査を委ୗした。ࢼ掘֬認調査の݁果、

प஌の遺跡である大௶遺跡の調査ൣғを֬定し

た。また、י
かもふけこ͏

。遺跡を新遺跡としてొ録したߕਂ

྆遺跡の本発掘調査は大௶遺跡を 2004 年౓、

遺跡をߕਂי 2005 年౓に࣮ࢪした。

ਫ原バイパスは、1999 年 3 月に౎市ܭը

道࿏としてܾ定され、ཌ 2000 年 4 月に事業

化、2003 年౓から用地ணखが行Θれた。これ

をडけて国ަলと県教委との間で、建設用地内

における埋蔵文化財のऔѻい、ࢼ掘調査に関す

るٞڠが本格化した。2005 年 4月、国ަলか

らࢼ掘調査のґཔをडけた県教委は、埋文事業

団に調査を委ୗした。これ以߱、ࢼ掘調査が本

格化し、2005 年౓に߀
かのえͮか

௩遺跡、2006 年౓に

ޅ
きつͶͮか

௩遺跡、2007 年౓に村
Ήらまえͻがし

前東 A遺跡・村前

東#遺跡・ฑ
がら

目
め

木
き

遺跡・山口遺跡、2008 年౓

にはڥ௩遺跡を新遺跡としてొ録した。本発掘

調査は、2007 年౓から本格化し、2007 年౓ ʤ国土地ཧӃ発行ʮ新潟ʯʮ新津ʯ1ɿ50,000 原ਤʥ

第 1図　阿賀野バイパスの路線と遺跡の位置

0 4Lm（1ɿ100,000）
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（安田バイパス）

2 狐塚遺跡

山口野中遺跡山口野中遺跡
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2　調　査　経　ա

に߀௩遺跡・ޅ௩遺跡、2008・2010・2013 年౓に山口遺跡、2008・2009・2011 年౓にฑ目木遺跡、

2009 年౓にڥ௩遺跡・村前東A遺跡・村前東#遺跡の発掘調査を࣮ࢪした。

山口野中遺跡は 2008 年 1月に県Ӧ୷ਫ๷আ事業に൐͏阿賀野市教育委員会にΑるࢼ掘調査で新発ݟ

された遺跡である。遺跡は安野川ࠨӈの྆؛に約 50,000m2 にΘたって޿がり、阿賀野バイパス建設༧

定地内における本発掘調査面積は 23,271m2 である。2012 年 3月、国ަলから委ୗをडけた県教委は、

埋文事業団に本発掘調査を行͏Α͏ґཔし、埋文事業団は 2012 年౓に縄文時代、ݹ代・中世面、中世面

の延΂ 9,128m2 の調査を行った。なお、縄文時代、ݹ代・中世面については、中世の井戸下半部の調査

に൐い、井戸付近の縄文時代、ݹ代・中世面を井戸֦ு区として部分的に調査した。2013 年౓は、調査

区内を૸る೶道・用ഉਫ࿏、޻事用道࿏部分のほか、バイパス建設に൐͏੝土のӨൣڹғをؚめた縄文時

代、ݹ代・中世面、中世面の延΂ 14,857m2 の調査を࣮ࢪした（第 8ਤ）。

2　調　査　経　ա

A　ࢼ　掘　調　査

山口野中遺跡のバイパス法ઢに関Θるࢼ掘調査は、埋文事業団が2008年5月8日〜5月22日に行った。

調査地఺は国道 460号から J3Ӌӽ本ઢの間である（第 2ਤ）。調査ର৅面積は 35,960m2、࣮質調査面積

は 1,042m2、ࢼ掘֬認཰は 2�9�である。ࢼ掘調査は、調査ର৅地に調査坑（ࢼ掘トレϯチɿུ号 T）を೚

ҙに設定し、重機（バックϗー）ٴび人ྗにΑる掘࡟・ਫ਼査を行い、遺構・遺物の有ແを֬認した。その後、

土層ଯ積状況、トレϯチ位置、遺構・遺物のݕ出状況౳をਤ面・ࣸਅに記録する方法で行った。ࢼ掘トレ

ϯチは 33か所設定し、遺物はトレϯチ西端から 2m୯位でऔり上͛た。

調査の݁果、北西ଆの 7〜 15T、17T 付近と南東ଆの 21〜 26T、29 〜 33T の大きく 4つのൣғで
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遺構をݕ出した。9・10T では柱穴・土坑・土坑状炭༼・溝をݕ出した。出土遺物から中世集落の一部

とݟられる。また、このほかは溝を主体にݕ出した。溝の෴土はփ৭系とփ׊৭・׊৭系に 2分できる。

中世の遺物がแؚされる遺構は後者、近世以߱の遺物が出土する遺構は前者であり、こ͏した܏向は本発

掘調査の݁果と੔߹する。

以上から、山口野中遺跡はࢼ掘トレϯチでの遺構ݕ出を基に 4か所（7〜 15T、17T 付近、21 〜 26T、

29 〜 33T पล）をൣғとし、本発掘調査ඞ要面積は 20,785m2 として、平成 20 年 8月 7日付、新埋第

172 号で県教委にࢼ掘調査報告書をఏ出した（第 2ਤ）。しかし、調査ର৅を分ׂしたが、本発掘調査で

は遺構がつながったことからର৅は޿がった。また、2012 年౓は、本発掘調査とฒ行して、下層におけ

る遺構・遺物の有ແを೺Ѳする調査を行った。֬認トレϯチは 15か所設定し、調査はࢼ掘調査とಉ༷の

方法で行った。調査の݁果、遺構ݕ出面はⅡ・ᶚ・ɕ 層の 3面あることが認められ、Ⅱ層上面は中世（上層）、

ᶚ層上面はݹ代・中世（中層）、ᶝ層上面は縄文時代晩期（下層）であることが明らかとなった（第 5ਤ）。

代・中世に属する遺構は、2区のݹ 3・11T でݕ出した。ᶚ層のଯ積はى෬があり、1区 9〜 10T で

は土層の落ࠐΈが著しく、西ଆ΁向か͏ࣼ面部を形成する。これΑり東ଆの 2区 1〜 4T、10・11T に

かけてはঃʑにඪ高を上͛、3区 5〜 7T、12〜 15Tでは平ୱ面となる。遺構は 2区の؇ࣼ面でݕ出した。

3Tน面では、ᶚ層を掘りࠐΉ遺構があり、そのくぼΈにᶙ層土が落ࠐΉ。また、11Tではピットをݕ出した。

中層は、遺構のݕ出状況から、2区の؇ࣼ面部に分布Ҭをもつものとݟられる。3区については、Ⅱ・ᶙ

層が࡟平されていたことから、ᶚ層上面の調査は 2012 年౓でऴྃした。また、1区については೶道ٴび

用ഉਫ࿏がଘ在するため、1区શҬの֬認調査ができなかった。このため、2013 年౓はトレϯチにΑる

調査がඞ要である。

以上から、ݹ代・中世面は 2区શҬのൣғとし、本発掘調査ඞ要面積は、1区のトレϯチ調査部分をؚ

めた 5,616m2 とした。

縄文時代に属する遺構・遺物は、2区の 3・10・11T のᶜ・ᶝ層でݕ出し、10T では埋設土器をݕ出

した。ᶜ層のଯ積は 2区で認められるが、西ଆ 1区と東ଆ 3区では不明ྎとなる。3区 13〜 15T では、

有機物層と考えられる҉オリーϒ׊৭࠭質シルトがଯ積し、下位のփ৭࠭質シルトからはྲྀ木・᛽が出土

した。こ͏した土層のଯ積は河川の埋積形状を示しており、3区は旧河川部分にあたるものとݟられる。

また、東ଆ 1区においてはᶚ〜ᶝ層がܹٸに落ࠐΉことから旧河川ଘ在が推定される（第 3・4ਤ）。遺構・

遺物をݕ出した 2区は、東西の旧河川に挟まれた微高地と考えられ、土層அ面から、遺跡は旧河川に沿っ

て南北方向΁延びると推定される。また、旧河川部分からの遺構・遺物の出土はなかった。

以上から、縄文時代面は 2区のશҬのൣғとし、本発掘調査ඞ要面積は、5,482m2 とした。

2012 年౓は上層のほか、上層でݕ出した井戸下半部の調査に൐い井戸付近の中・下層を井戸֦ு区と

して調査した。調査面積は上層ɿ8,623�6m2、中層ɿ252�2m2、下層ɿ252�2m2 の延΂ 9,128m2 である。

発掘調査報告書は 2013 年౓にץ行した。2013 年౓は、上層ɿ3,759m2、中層ɿ5,616m2、下層ɿ5,482m2

の延΂ 14,857m2 の調査を࣮ࢪした。

#　本 発 掘 調 査

本発掘調査は、2013年4月1日〜 11月30日に行った。調査区は、2012年౓の調査で޻事用道࿏を

にศٓ的に分けた1区・2区・3区を౿ऻし、年౓్中から新たに調査した3区からJ3Ӌӽ本ઢଆのൣڥ

ғを4区とした（第8ਤ）。
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本発掘調査は、上層（1〜 3区）ˠ中層（2区）ˠ下層（2区）・上層（4区）のॱに行った。

4月 1日〜 4月 11日に調査区内を૸る޻事用道࿏と೶道をఫڈした。また、೶道࿬にෑ設されたطଘ

の用ഉਫ࿏については、調査区֎΁ӌճさせる޻事を行った。バックϗーにΑるද土掘࡟は、これらの޻

事とฒ行して 4月 9日〜 4月 15 日に行った。4月 16日から࡞業員にΑる上層の遺構ݕ出を։࢝した。

上層では、掘立柱建物・井戸・土坑・溝などをݕ出した。遺構の分布はૈີがあり、2012 年౓の調査で

出した中世集落付近のݕ 2区南東ଆにଟく、このほかはগない。遺構のݕ出状況から、集落は調査区֎の

に南ଆ΁延びるものと考えられる。このほか、2012ߋ 年౓の調査でݕ出した近世以߱に属する溝につな

がるものもෳ਺֬認した。溝の෴土は粘性のऑいփ৭系シルトのଯ積が認められることが特௃である。こ

れらについては׬掘せͣ、遺構平面・土層அ面をਤ面・ࣸਅに記録した。上層の調査（1〜 3区）は 5月

21日にऴྃした。また、本発掘調査と一部ฒ行して、4月20日〜5月10日に2区の҉ڎෑ設޻事を行った。

5月 13日〜 5月 21日に、1区において中・下層の遺構・遺物の有ແを೺Ѳするための調査を行った（第

3ਤ）。1区શҬに東西方向のトレϯチを設定し、バックϗーにΑりᶙ層を掘࡟した後、ᶚ層上面を人ྗで

掘࡟・ਫ਼査した。遺物は土師器࿶のఈ部ยが 1・3Tで֤ 1఺出土した。この後、下層の遺構・遺物の有

ແを೺Ѳするために、ᶚ層から約 1�5m下まで掘࡟し、遺構・遺物の有ແを֬認したが、いͣれのトレϯ

チからも遺構・遺物はݕ出できなかった。この݁果、1区の中・下層については、遺構はݕ出できͣ、遺

物の出土がۇগなことから、本発掘調査は不要と൑அした。

5月 22 日〜 6月 3日に 2区の間層（Ⅱ・ᶙ層）掘࡟を行った。ᶙ層からݹ代・中世の遺物がগྔ出土

したことから、ᶙ層はݹ代・中世の遺物แؚ層と൑அした。6月 3日からᶚ層上面の遺構ݕ出を行い、中

層の調査を։࢝した。遺構には土坑・溝・ピットなどがあり、ピットが 2区南端部にやや集中するものの、

これ以֎は調査区શҬにࢄ在していた。中層の調査は 7月 3日にऴྃした。

7月 3日〜 7月 29日に下層の土層ଯ積状況を೺Ѳするために、東西方向に 2か所のトレϯチを設定し

た。トレϯチは、バックϗーにΑりᶚ・ᶛ層を掘࡟した後、ᶜ層を人ྗで掘࡟・ਫ਼査した。この݁果、縄

文時代晩期の地形は調査区南ଆが微高地となり、北ٴび東西方向΁向かって؇やかなࣼ面を形成し、北ଆ

は低位面となっている状況が明らかとなった。また、土層அ面には、地਒にΑりӷ状化して࠭が෾出する

෾࠭のࠟ跡が認められた。෾࠭は縄文時代のੜ׆面であるᶜ層を؏きᶜ層上位にଯ積するものと、ᶚ層上

位にまでٴͿものの 2種類が࡯؍された（第 5ਤ）。෾࠭は 2012 年౓でݕ出した中世の井戸に੾られて

いることから、地਒は縄文時代晩期以߱、中世までの間にىったものと考えられる。下層における土層ଯ

積状況を֬認した後、7月 16日〜 8月 31日にバックϗーにΑる間層（ᶚ・ᶛ層）掘࡟を行った。2区南

ଆ 1,300m2 の間層掘࡟がऴྃした時఺で、バックϗーと࡞業員が近઀した࡞業とならないことを֬認し、

7月 31日から下層の調査を本格的に։࢝した。遺構は、竪穴建物・土坑・埋設土器のほか、焼土・炭化

物の集積などをݕ出した。遺構は南ଆの微高地から北ଆの低位面にかけてଟくݕ出し、北東・北西ଆのࣼ

面部ではগない。遺構のݕ出状況から、遺跡は調査区֎の南北΁延びることが推定される。遺構は焼土・

炭化物の集積が主体で、大半の焼土からは白৭の微ࡉなࠎยが出土した。このため、焼土・炭化物の集積

ൣғの土৕を࠾औし、ౙق੔ཧ期間にચড়した。また、4$842 の炭化物層からは漆製品が出土した。漆

製品は੬ऑなため、11月 8日、埋文事業団保ଘॲཧ୲౰のࡾッ井๎ࢠ൝௕がདྷ跡し、発๐΢レλϯを用

いてݻめ、遺物पลの土͝とऔり上͛た。

4区のද土掘࡟は、9月 2日〜 9月 11日に行った。4区の本格的な調査は、2区の下層調査とฒ行して、

10月 14 日から։࢝した。遺構は掘立柱建物・井戸・土坑などをݕ出し、井戸から珠洲焼などが出土し
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たことから中世の集落と考えた。遺構の分布は J3Ӌӽ本ઢدりの南ଆにภっており、集落は調査区֎の

。ॳは上半部の調査を行った࠷、があったためݥةがる状況がӐえた。井戸については่落の޿に南ଆ΁ߋ

井戸の下半部は調査区のશ体ࣸਅࡱӨがऴྃした後、重機をซ用し、安શを֬保してからपғを掘࡟して

調査することとした。

、者が๚れた。11月15日、県教委がऴྃ֬認をした後ֶݟし、77名の࠵地આ明会は10月26日に։ݱ

11月23日にۭࣸߤਅをࡱӨした。4区における下層の遺構・遺物の有ແを೺Ѳするための調査は、ۭߤ

ࣸਅࡱӨऴྃ後の11月25日・11月26日のほか、9月2日、10月19日に行った（第3ਤ）。調査の݁果、

いͣれのトレϯチからも遺構・遺物の出土はແかった。井戸下半部の掘࡟は、11月25日〜 11月27日

に行い、4E386・479からਫཷに設置されたۂ物が出土した。11月28日〜 11月30日に2区において、

縄文遺構の掘り残しがないかを֬認するために、バックϗーٴび人ྗにΑり掘࡟・ਫ਼査した。この݁果、

埋設土器933をݕ出し、調査を行った。す΂ての࡞業は11月30日にऴྃした。

$　中層・下層の֬認

中・下層における遺構・遺物を೺Ѳするための調査は、調査のਐ行状況に߹Θせてద時行った。調査は

第ᶗ章 2Aとಉ༷の方法で行った。調査ର৅面積は 4072�7m2、࣮ 質֬認面積は 486m2、֬ 認཰は 0�119�

である。

1）1　　　区

1区における中・下層の遺構・遺物の有ແを೺Ѳするための調査は、1区上層の調査ऴྃ後の 5月 13

〜 21日に行った。࢝めに中層の֬認を目的として、1区શҬを໢ཏするΑ͏に東西方向に 5か所のトレ

ϯチを設定した（第 3ਤ）。調査の݁果、1・3Tのᶙ層から土師器࿶のఈ部ยが֤ 1఺出土したが、これ

以֎のトレϯチからは遺構・遺物の出土は認められなかった。この後、下層の有ແを೺Ѳするために、1

区中央部と北西端に 2か所のトレϯチを設けた。なお、南ଆと西ଆ部分については、2012 年౓に֬認を

ऴえているʦ村上ほか2013ʧ。調査の݁果、いͣれのトレϯチにもᶜ層のଯ積は認められͣ、遺構・遺物

はݕ出されなかった。

以上から、1区の中・下層については、遺構はݕ出されͣ、出土した遺物もۇগであることから、本発

掘調査は不要であると൑அした。

2）4　　　区

4区における下層の遺構・遺物の有ແを೺Ѳするための調査は、9月 2日、10月 19日、11月 25日・

11 月 26 日に行った。中層については、ᶙ層が࡟平されていたことから、ᶚ層上面の調査は 2013 年౓

でऴྃした。下層の֬認トレϯチは、4区શҬに 5か所設定した（第 3ਤ）。調査の݁果、いͣれのトレ

ϯチからも、遺構・遺物はݕ出されなかった。土層は、12T でᶜ層が 2〜 8Dmの層ްでଯ積すること

を֬認したが、このほかは、ᶜ層のଯ積は認められなかった。2012・2013 年の本発掘調査では、2区

東ଆから 3区にかけて旧河川をݕ出した。土層のଯ積状況から、3区の東ଆに連ଓする 4区についても、

この旧河川のൣғ内にあるものと推定される。

以上の調査݁果から、下層に所属する遺構・遺物の出土は認められなかった。したがって、4区におけ

る下層の本発掘調査は不要であると൑அした。
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%　੔ཧ࡞業の経ա

੔ཧ࡞業は 2013・2014 年౓に行った。遺構の記録類ٴび遺物のચড়・ம記については、ݱ地で基ૅ

業にணखした。本発掘調査ऴྃ後は、記録類・遺物を株式࡞業ऴྃ後に本格的な੔ཧ࡞地ݱ、業をਐめ࡞

会社帆苅組੔ཧ事຿所にൖೖし、遺構ਤ面੔ཧと遺物の઀߹・࣮ଌ・トレースのほか、ݱ地で࠾औした土

৕のਫચٴび土৕からݕ出した遺物のબ別を行った。

本文・ૠਤ、遺構・遺物のਤ面ਤ版・ࣸ ਅਤ版の࡞成ٴび編集࡞業は、有限会社不二出版にςキストσー

λ・ૠਤ原ਤ・遺構ଌྔσーλ・遺構原ਤ・遺物トレースਤ・レイア΢トਤҊをڅࢧして委ୗし、印刷用

σーλで納品をडけ、2014 年౓に印刷・ץ行した。

3　調査・੔ཧ体੍

A　ࢼ　掘　調　査

調査期間　　2008 年 5月 8日〜 5月 22日

調査主体　　新潟県教育委員会（教育௕　෢藤克ݾ）

調　　査　　財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ　　木村正昭（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　ཧ　　ࡈ藤　ӫ（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　૯຿՝௕）

ॸ　　຿　　௕୩川༃（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　　　൝௕）

調査૯ׅ　　藤巻正৴（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　調査՝௕）

調査୲౰　　田海義正（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

調査৬員　　ി野義昭（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　主೚調査員）

#　本発掘調査・੔ཧ࡞業

調査期間　　2013（平成 25）年 4月 9日〜 11月 30日

੔ཧ期間　　2013 年 12月 1日〜 2015 年 3月 31日

調査主体　　新潟県教育委員会（教育௕　高井੝༤）

調　　査　　公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（2014 年౓から公益財団法人）

૯　　ׅ　　木村正昭（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）2013 年 12月 31日まで

　　　　　　土ං　茂（公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）2014 年 1月 1日から

؅　　ཧ　　۽倉޺二（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　૯຿՝௕）

ॸ　　຿　　஥川国博（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　　　൝௕）

調査૯ׅ　　高橋　保（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　調査՝௕）

調査ࢦಋ　　田海義正（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

調査組৫　　株式会社　帆苅組

場代ཧ人　伊藤　૱（株式会社　帆苅組　埋蔵文化財調査ࣨ）ݱ

調査୲౰　　村上章久（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　）

調 査 員　　高橋　均（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　）

　　　　　　建部ਅ也（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　）2013 年 7月 31まで

　　　　　　今村　克（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　）2013 年 8月 1日から

ิ ॿ 員　　佐藤௚美・大୍明美・佐藤由紀・田中Ճ代ࢠ・౉部由ߐ・伊藤ຑ美・

　　　　　　大月ਗ਼也・౉部　֮・ᴡ藤　४（　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　）
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遺跡の地ཧ的ٴڥ؀びݹ代・中世のྺ史的ڥ؀については、ץطの報告書ʰ山口野中遺跡 ʦɦ村上ほか

2013ʧで記ࡌしているので、ここでは、遺跡पลの縄文時代のྺ史的ڥ؀について֓؍する。また、遺

跡分布ਤには後ଓする໻ੜ時代の遺跡もࡌܝした。

1　地形と遺跡の分布（第 7ਤ・第 1ද）

౰遺跡が所在する阿賀野市の地੎は、東にޒ
͝ ͣ

಄連ๆと࡫
ささかΈ

ਆٰྕ、西に阿賀野川とそのྲྀࢧが࡞り上͛た

ԭ積平野から構成される。ޒ಄連ๆの西ଆには、ඪ高 100m前後の࡫ਆٰྕが約 18LmにΘたって޿が

り、ޒ಄連ๆと࡫ਆٰྕの間には、ඪ高約 30〜 40m前後の村ਿ低地ଳとݺ͹れるڱ௕な平地が南北方

向に延びている。また、࡫ਆٰྕの南西にはඪ高約 20〜 30m前後の上
͏Θの͹やし

野林ஈٰがある。上野林ஈٰは、

1970 年代に࣮ࢪされたะ場੔උ事業、1999 年〜 2003 年の新潟県東部࢈業団地（阿賀野市ςクノλ΢ϯ）

の଄成などにΑり、ஈٰが掘࡟され、ݱ在は大きく地形がվมされている。

ਆٰྕをԣஅし、北西・西方向΁ྲྀれ出る。主な河川࡫を発する河川は、村ਿ低地ଳとྲྀݯ಄連ๆにޒ

には、北からં
おり

ډ
い

川・大ߥ川・安
あん

野
の

川・౎
つ ΂ た

ล田川などがあり、河川は࠭᛽や土࠭をӡൖし、ޒ಄山西࿢・

ਆٰྕ੄部にはઔ状地が形成されている。一方、西ଆをྲྀれる阿賀野川は、൙ཞすることで東から西΁࡫

とྲྀ࿏をมえ、ԭ積平野には旧河道のࠟ跡が໢目状に残り、この旧河道に沿ってࣗવఅ๷が発ୡする。な

お、大ߥ川と安野川は、昭࿨ॳ期の河川վमにΑり 2川が߹ྲྀされ、ݱ在ではྲྀ࿏がมߋされている（第

6・7ਤ）。

縄文時代〜໻ੜ時代の遺跡は、ޒ಄連ๆ西࿢、࡫ਆٰྕ、これらをԣ੾る河川が࡞り出すઔ状地のほか、

上野林ஈٰ、ԭ積平野に分布する。遺跡の分布にはૄີがあり、ંډ川以北ではগなく、これΑり南ଆ΁

いくにつれ遺跡਺が૿Ճする。特に࡫ਆٰྕの南西ଆԑล部、南ଆઌ端部のԑลと上野林ஈٰに集中する。

ԭ積平野では、大ߥ川・安野川ྲྀҬのほか、旧河道のԑล部やࣗવఅ๷上に分布する。また、月崎・࿡日

野・ඦ津集落付近（旧ਫ原町）から࿡野੉集落（旧安田町）を݁ͿઢΑり西ଆは、阿賀野川の旧河道のࠟ跡

がଟく認められ、阿賀野川の౓重なる൙ཞの༷ࢠがӐえる。なお、この区Ҭでは、阿賀野川の൙ཞがසൟ

に発ੜしていたためか、遺跡がݟつかっていない。

縄文時代〜໻ੜ時代の主な遺跡をݟると、ޒ಄山西࿢ではπϕλ遺跡（6）・村ਿ遺跡（70）、࡫ਆٰྕでは、

࿡野੉遺跡（23）・ഡ野遺跡（43）・ࢠࢰ୔遺跡（52）・Ӝ林遺跡（66）、上野林ஈٰでは、山ノ下遺跡（7）・

中道遺跡（10）・藤ಊ遺跡（11）・物ݟ山遺跡（22）・ԣๆ A 遺跡（25）・ԣๆ # 遺跡（26）などがある。

これらٰྕ〜ஈٰ上に立地する遺跡は、縄文時代中期〜後期の遺跡がଟい。また、上野林ஈٰでは山ノ下

遺跡（7）・物ݟ山遺跡（22）など໻ੜ時代中期の遺跡が近઀してଘ在するʦ石川 2005ʧ。一方、ԭ積平野

では、ೣ 山遺跡（54）ʦݹᖒほか2003ʧ・石ધ戸遺跡（56）・下金田遺跡（58）ʦ関 1973aʧ・ӿ木大ׂ遺跡（90）・

ߥᖒほか2011Cʧ・山口遺跡（98）ʦݹลҴՙ遺跡（96）ʦࡾ・௩遺跡（95）ڥ・௩遺跡（92）ʦ佐藤ほか2009ʧޅ

୩ほか2010ʧなどの遺跡があり、縄文時代晩期〜໻ੜ時代前・中期の遺跡の分布が目立つ。౰֘期には低

地にも׆ಈൣғが޿がっていった状況がӐえる。
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1　地形と遺跡の分布

第 7図　周辺の自然地形と縄文～弥生時代の遺跡分布図

（国土地ཧӃ地形ਤʮ新潟ʯʮ新津ʯʮ新発田ʯʮ津川ʯ1ɿ50000 に建設ল北཮地方建設ہʮ阿賀野川ਫ֐地形分類ਤʯ・新潟県教育委員会ʮ෱ౡ潟ʯ
近世のׯ୓地を߹成・վม、河川については大日本ఇᅳ཮地ଌྔ部発行　大正 3年ʮ出౬ʯʮ松ϲᖛʯ　大正 15年ʮਫ原ʯʮ新津ʯ　地ཧ調査所発行
昭࿨ 23年ʮఱԦʯ1ɿ25,000 をࢀর。）
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2　遺跡पลのྺ史的ڥ؀

A　ޒ಄山西࿢の遺跡

಄ޒ、಄山西࿢の主な遺跡には、πϕλ遺跡（6）・村ਿ遺跡（70）などがある。πϕλ遺跡（6）はޒ

山西࿢のઔ状地に立地し、ඪ高約 70mをଌる。1886 年にྺ史地ཧֶ者٢田東ޔにΑり発ݟされʦ٢

田 1889ʧ、この後、1963・1972・1982・1983 年に調査が行Θれた。遺跡はෳ਺ճの土石ྲྀにΑり埋

຅しており、この土石ྲྀを間層として 4層のੜ׆面がݕ出され、中期のഅ高式・大木 8C 式土器、後期

のेࡾҴ場式土器が出土した。遺構では、ेࡾҴ場式土器が埋設された石組࿍などがݕ出され、中期前

葉〜後期ॳ಄までଓく大ن໛な遺跡と考えられるʦ中川ほか1971、関ほか1973C、川上ほか1984、川上

2004ʧ。

村ਿ遺跡（70）は、旧࡫ਆ村に所在する村ਿԹઘの南西ଆ、ඪ高 60〜 70mのઔ状地に立地する。π

ϕλ遺跡とは約 2Lmのڑ཭にある。ઓ時中、オラϯμ人考ֶݹ者δェラード・グϩードが調査を行い、

1956 年、上原ࢠߕ࿠を୲౰とする北方文化博物ؗ主࠵の調査が࣮ࢪされた。1962 年には、中川成෉ら

にΑり調査が行Θれ、中期の竪穴ॅډが重ෳしてݕ出された。出土遺物から、中期前半〜中葉を中৺とす

る集落と考えられるʦ中川ほか1963・1971、川上 2003ʧ。

ਆٰྕの遺跡࡫　#

୔遺跡（52）・Ӝ林遺跡（66）ࢠࢰ・ਆٰྕに立地する遺跡には、࿡野੉遺跡（23）・ഡ野遺跡（43）࡫

などがある。࿡野੉遺跡（23）は、阿賀野川ӈ؛のඪ高 20m前後の࡫ਆٰྕ຤端に立地する。縄文時代

前期〜໻ੜ時代・中世にΘたり、அଓ的にӦまれた遺跡である。主体となる時期は、縄文時代晩期຤葉〜

໻ੜ時代中期、中世である。この͏ち、縄文時代晩期ではුઢ文土器のྑ޷なࢿྉが出土しており、ௗ԰

2C式土器のඪࣝとなる遺跡である。また、石器組成は、石᭲・石ਲ਼のׂ߹が高いことが特௃である。ʦ石

川・౉ᬑほか1992ʧ。

第 1表　周辺の縄文～弥生時代の遺跡

/o� 遺		跡		名 時　代

1 野中 縄文（中・後）

2 ಙ正ࣉ 縄文（中）

3 新ׂ 縄文（中）・平安

4 上野林A 縄文（中）

5 中山 縄文（中）

6 πϕλ 縄文（中・後）

7 山ノ下 縄文（中・後）・໻ੜ（中）

8 ԣๆ$ 縄文（中・後）

9 小山崎 縄文（後）

10 中道 縄文（中・後）

11 藤ಊ 縄文（中・後）

12 行௩ 縄文（中・後）

13 Ոఴ 縄文

14 Ոཪ 縄文

15 ख৓山 縄文

16 ؙ山 縄文

17 ੺ࡔ山 縄文

18 日ӄ平 縄文

19 二本松 縄文

20 保田新ׂ 縄文

21 山下A ໻ੜ

22 物ݟ山 ໻ੜ（中）

23 ࿡野੉ 縄文（前・晩）・໻ੜ（中）

24 不ಈӃ 縄文・平安

25 ԣๆA 縄文（晩）・໻ੜ

26 ԣๆ # 縄文（中）

27 上野林# 縄文（中）

/o� 遺		跡		名 時　代

28 上野林% 縄文

29 上野林 E 旧石器・縄文

30 上野林 F 縄文

31 上野林( 縄文

32 上野林) 縄文

33 ٢ϲ୔平 縄文

34 中ๆ下 縄文

35 ࿜田中山 縄文

36 蔵ෑ林 縄文・平安

37 用ਫ林 縄文

38 ౉場੺ࡔ山A 縄文

39 ౉場੺ࡔ山# 縄文（中）

40 野ؠ # 縄文（中）

41 ੺ࡔ山# 縄文（中）

42 林׭ 縄文（前）

43 ഡ野 縄文（前・中・後）・໻ੜ

44 上野林 I 縄文

45 上野林 J 旧石器・縄文・平安

46 上野林, 縄文

47 上野林 L 縄文・平安

48 上野林. 縄文・平安

49 上野林/ 縄文

50 上野林0 縄文

51 ԁ山 旧石器・縄文（前〜後）

52 ୔ࢠࢰ 縄文（晩）・໻ੜ（中）

53 大௶ 縄文・໻ੜ・平安・中世

54 ೣ山 ໻ੜ（中）

/o� 遺		跡		名 時　代

55 大日ϲ原Ⅱ 縄文（中）

56 石ધ戸 縄文（晩）・平安・中世

57 大日ϲ原ᶗ 縄文

58 下金田 ໻ੜ

59 久ೠఴ 縄文・平安

60 土橋 縄文（後）・平安

61 上の山ډ۽ 縄文（中）・平安

62 木倉山 旧石器・縄文

63 Ԧϲ็ 縄文

64 ാ井 縄文（前）

65 ԣ道下 縄文（中）

66 Ӝ林 縄文（中）・平安

67 中野 旧石器・縄文（中・晩）

68 ֋۬平 縄文（中）

69 ෩ਧ୔ 縄文（中）

70 村ਿ 縄文（中・後）

71 ാߐ 縄文

72 川端 # 縄文（後）

73 大ࣨ 縄文

74 അ԰৲ 縄文（中）

75 小ીࠜ 縄文・໻ੜ・平安

76 川端A 縄文

77 ༀ師平# 縄文

78 下ཬ # 縄文

79 ֋۬ 縄文

80 े二ਆ 縄文

81 下一部 縄文・平安

/o� 遺		跡		名 時　代

82 布ґె௩ 縄文

83 大石୔ 縄文（後）

84 大୔ 縄文（中）

85 ୌ୔֋۬ 縄文

86 上小山中 縄文

87 ௽ᔹ 縄文・ࣨ町

88 ঁಊ上ノ山 縄文

89 大ࣨఅ下 縄文（中）

90 ӿ木大ׂ 縄文（後・晩）

91 下ٶ 縄文

92 ௩ޅ ໻ੜ（中）・中世

93 石ધ戸東 縄文（中・後・晩）・平安・ࣨ 町

94 石ધ戸北 縄文・中世

95 ௩ڥ 縄文（晩）・ݹ෿・平安・中世

96 ลҴՙࡾ ໻ੜ（前）・平安・中世

97 山口野中 縄文（晩）・古代・中世

98 山口 ໻ੜ（前〜中）・ݹ代・中世

99 小ਿ上田 縄文・ݹ代

100 中山 縄文（中・後）・ݹ෿・ݹ代

101 山前࡫ 縄文（後）・໻ੜ・ݹ෿・ݹ代

102 ৓山 縄文・ݹ෿・平安・鎌倉

103 松山 縄文・中世

104 ඦ地ޒ 縄文（中）

105 小࣮山 縄文（前・中・後）・໻ੜ・ݹ代

106 下野山 縄文（後）

107 新田 縄文（後）

108 າノ明 縄文（後）
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ഡ野遺跡（43）は࡫ਆٰྕ南端に立地する。ඪ高約 22mをଌり、ٰྕと阿賀野川ӈ؛のԭ積平野との

઀఺に位置する。遺物は縄文時代中期〜໻ੜ時代の土器が出土しているが、中期前葉の新保・新崎式土器

が主体である。石器の出土਺はগないが、Ꭲ形の磨製石ිがまとまって出土したʦُ井・ླ木ほか1994ʧ。

ਆٰྕ南端に立地し、ඪ高は約࡫୔遺跡（52）はࢠࢰ 40mをଌる。遺物は縄文時代晩期຤葉〜໻ੜ

時代中期前葉の土器が主体であるʦੁ井・村山 1996ʧ。また、遺跡の南ଆにはԁ山遺跡（51）がྡ઀す

る。ԁ山遺跡は旧石器時代を主体とする遺跡であるが、前期前葉〜຤葉の土器もগྔ出土しているʦ土橋

2003ʧ。

Ӝ林遺跡（66）は大ߥ川؛ࠨの࡫ਆٰྕ຤端部に立地する。遺物は後期前葉のेࡾҴ場式・南ेࡾҴ場

式土器が出土し、遺構は土坑・ピットのほか埋設土器が 4基ݕ出された。埋設土器に࢖用された土器は、

器面に縄文のΈをࢪしたૈ製のਂു形土器であるʦ中山・౉ล 2000、川上 2003ʧ。

$　上野林ஈٰの遺跡

上野林ٰྕの遺跡には、小山崎遺跡（9）・中道遺跡（10）・藤ಊ遺跡（11）・ԣๆA遺跡（25）・ԣๆ #

遺跡（26）などがある。小山崎遺跡（9）は上野林ٰྕ西ଆに立地し、ඪ高約 30mをଌる。遺物は後期前

葉の南ेࡾҴ場式土器、後期中葉のՃીར#式土器が出土し、遺構は竪穴ॅډ 1基などがݕ出されたʦ川

上ほか1979、山口ほか2000ʧ。

中道遺跡（10）は上野林ஈٰ西ԑに位置し、ඪ高は約 20mである。遺跡の南西〜西ଆにかけて小୔が

੾れࠐΈ、遺跡はこの小୔に面して立地する。遺物は中期前半、後期中〜後葉の土器が出土した。遺構は

竪穴ॅډ 3基などがݕ出されたʦ川上ほか1980ʧ。

藤ಊ遺跡（11）は中道遺跡の南西約 200mのڑ཭にあり、中道遺跡とಉ༷に小୔に面して立地する。

遺跡の主体となる時期は、後期後葉のᚅ付土器のஈ֊で、この時期の竪穴ॅډが 4基ݕ出されたʦ本間ほ

か1974ʧ。

ԣๆA遺跡（25）・ԣๆ#遺跡（26）は上野林ஈٰ西ଆにある୔を挟んで向かい߹Α͏に立地する。ԣ

ๆ#遺跡は中期の竪穴ॅډが中央の޿場を挟んでฒྻし、集落が形成されている。このほか、晩期のᆵ

形土器を埋設した土坑が 1基ݕ出されたʦ川上ほか1981、川上 2004ʧ。ԣๆA遺跡は、縄文時代後期〜

໻ੜ時代後期までஅଓ的にར用された遺跡で、縄文時代晩期後半の上野原式土器を൐͏竪穴ॅډ 1基が

。出されたʦ川上ほか1981ʧݕ

%　ԭ積平野の遺跡

ԭ積平野では、石ધ戸遺跡（56）・ڥ௩遺跡（95）などの遺跡がある。第 7ਤをݟると、阿賀野川の旧

河道が旧ਫ原町中潟集落付近で大きくऄ行する部分がある。石ધ戸遺跡（56）は、この旧河道ӈ؛のԭ

積地に立地する。1966 年、用ਫ޻事中に発ݟされ、関խ೭らにΑりԠٸ的な調査が行Θれた。その後、

2012 年〜 2014 年に阿賀野市教育委員会にΑり調査が行Θれ、ݱ在のਫ田面Αり約 1�5m下で晩期ॳ಄

〜前半の遺跡がݕ出された。遺構は竪穴ॅډ・掘立柱建物のほか、埋設土器・土器ഇغ場などがある。ま

た、遺物の出土ྔも๲大で、ԭ積地の大ن໛集落と考えられるʦ中川ほか1971、ݹᖒ 2014ʧ。

出ݕに立地する。調査区西ଆの%区では旧河川が؛௩遺跡（95）は、石ધ戸遺跡とಉ͡旧河道のӈڥ

されており、この旧河川の西ݱ、؛ਫ田面Αり約 1�5m下で晩期後葉の土器が出土したʦߥ川ほか2012ʧ。
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第ᶙ章　調 査 の ֓ 要

1　グリッドと調査区の設定

調査区は、2012 年౓の調査で޻事用道࿏をڥにศٓ的に分けた 1区・2区・3区のほか、今年౓新た

に調査した 3区から J3 Ӌӽ本ઢଆの間を 4区とした（第 8ਤ）。グリッドは、2012 年౓の調査で設定

したものを౿ऻした。大グリッドのݺশは、西から東΁向けてࢉ用਺字（1・2・3ʜ）を付し、北から南

΁向けてアルファϕット大文字（A・#・$ʜ）を付し、これを組Έ߹Θせた。྆者の組Έ߹ΘせにΑり、

ʮ7Eʯʮ10,ʯのΑ͏にද示した。小グリッドは大グリッドの中を 2m࢛方に 25分ׂした。小グリッド

には 1〜 25の番号を付し、北西۱を 1、南東۱を 25となるΑ͏に഑ྻした。グリッドは、大グリッド

と小グリッドを組Έ߹Θせ、ʮ7E3ʯʮ10,25ʯのΑ͏にද記した。なお、1Aߌは、国Ո࠲ඪのX࠲ඪ

�203570�000（北緯 37౓ 49分 56�75682 ඵ）、:࠲ඪ �62050�000（東経 139౓ 12分 17�72584 ඵ）である。

2　基　本　層　ং（ਤ版 2・77）

A　基本層ংの記ࡌ

基本層ংは、2012 年౓の調査のものに४͡て設定しているが、ᶚ層以下については、ඞ要にԠ͡てࡉ

分し௚した。

ᶗ a	層	ɿ	փԫ׊৭࠭質シルト　ද土。

ᶗ C	層	ɿ	փԫ׊৭粘質シルト　ਫ田চ土。మ分をଟྔにؚΉ。

第 8図　グリッド設定図
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2　基　本　層　ং

Ⅱ	 層	ɿ	にͿいԫ׊৭粘質シルト　部分的に੺׊৭のమ分をؚΉ。中世の遺構֬認面である。

ᶙ	 層	ɿ	҉׊৭粘質シルト　　部分的に੺׊৭のమ分をؚΉ。ݹ代・中世の遺物แؚ層である。

ᶚ a	層	ɿ	にͿいԫ׊৭粘質シルト　ݹ代・中世の遺構֬認面である。

ᶚ a�	層	ɿ	にͿいԫ׊৭粘質シルト　ᶚ a層Αり࠭質である。

ᶚ C	層	ɿ	ԫ׊৭࠭質シルト　

ᶛ a	層	ɿ	にͿいԫ׊৭粘質シルト〜҉փԫ৭粘質シルト　௕ܘ 3〜 5mmఔ౓のమ分をଟྔにؚΉ。

ᶛ C	層	ɿ	にͿいԫ׊৭粘質シルト௕ܘ 3〜 5mmఔ౓のమ分をଟྔにؚΉ。

ᶜ	 層	ɿ	にͿいԫ׊৭粘質シルト〜҉փԫ৭粘質シルト　௕ܘ 3〜 5mmఔ౓のమ分をଟྔにؚΉ。

৭調はᶛ・ᶝ層に近ࣅするが、これらにൺして҉৭である。また、௕ܘ 3〜 5mmఔ౓の炭

化物ཻをؚΉ。縄文時代晩期の遺物แؚ層である。

ᶝ a	層	ɿ	҉փԫ৭࠭質シルト　ԫ׊৭࠭をଟྔにؚΉ。縄文時代晩期の遺構֬認面である。

ᶝ C	層	ɿ	҉փԫ৭࠭質シルト

ᶝ D	層	ɿ	ԫփ৭࠭質シルト　2区東ଆでは҉青փ৭粘質シルトとなる。

Ⅷ	 層	ɿ	ԫ׊৭࠭〜青փ৭࠭　　

#　下層の旧地形

2012 年౓の調査で、遺構֬認面は上・中・下層の 3面あることが֬認された。出土遺物から上層は中

世（13世紀後半〜 14世紀前半）、中層はݹ代・中世、下層は縄文時代晩期に属する。調査区では、土層の

ଯ積状況から、縄文時代晩期以߱、中世にࢸるまで、地形のม化が認められた。この͏ち、縄文時代につ

いては、2012 年౓はトレϯチ調査を主体としたため、不明ྎな部分があった。以下では、今年౓の調査

成果を౿まえて、縄文時代の旧地形について記ࡌする。

縄文時代晩期の遺物แؚ層であるᶜ層のଯ積は、南北方向をݟると、調査区南ଆ 160グリッド付近で

ඪ高 5�8 〜 5�9m、中央部の 181グリッド付近ではඪ高 5�0 〜 5�2mとঃʑにඪ高を下͛、北ଆの 17〜

18.グリッド付近ではඪ高 4�8 〜 4�9mをଌる。ᶜ層のଯ積は、南ଆと北ଆで約 1mのൺ高となる。土

層அ面から、調査区南ଆが微高地、中央部付近は؇ࣼ面、北ଆは低位面を形成している（第 9ਤ）。また、

東西方向では、西ଆの 13/グリッド付近でඪ高 5�4 〜 5�5m、東ଆの 211グリッドではඪ高 5�2 〜 5�0m

となり、微高地から東・西΁向かって؇ࣼ面を形成する。ߋに、東ଆ端部の 210〜 204 グリッドでは、

ᶜ層を੾る旧河川（43813）をݕ出した。土層のଯ積状況から、調査区の東ଆには縄文時代晩期ࠒにもྲྀ

࿏がଘ在した可能性が推定される。また、西ଆの 1区では 2012 年౓の調査でᶛ・ᶝ層がܹٸに落ちࠐ

Ή土層のଯ積状況を֬認したことから、旧河川のଘ在が推定された。したがって、調査区は東西の旧河川

に挟まれた微高地と低位面にあたるものと考えられる。遺構は、この微高地端部から低位面にかけて଄ら

れており、遺跡は旧河川に沿って調査区֎の南北に延びるものと推定される。なお、東ଆの旧河川では、

ྲྀ木以֎の出土遺物はແかった。

$　地 ਒ の ࠟ 跡

1）෾　　　࠭

調査区では、地਒ӷ状化のࠟ跡である෾࠭をݕ出した。෾࠭は縄文時代晩期のੜ׆面であるᶜ層を؏き、

ᶜ層の上位にଯ積するもの（෾࠭ 2）と、ᶚ層上位にまでٴͿもの（෾࠭ 1）の 2種類が認められる（第 9・
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第 9図　基本土層と旧地形模式図

旧地形模式図 1

基本土層

旧地形模式図 2
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第ᶙ章　調 査 の ֓ 要

10ਤ・ਤ版 77）。このことから、調査区はগなくと

も 2ճの地਒にݟ෣Θれたことが推定される。෾

࠭ 2は縄文時代晩期の層を੾っていること、෾࠭ 1

はᶙ層をಥきൈけないこと、中世の井戸（13世紀後

半〜 14世紀前半）に੾られていることから、地਒は

縄文時代晩期以߱、中世までの間にىったものと考

えられる。また、຺࠭は微高地・低位面を໰Θͣ 2

区શҬでݕ出した（第 10ਤ）。຺࠭は、微高地では

北東−南西・北西−南東方向（/�36 〜 133°E）、؇

ࣼ面では北東−南西方向（/�35°〜 82°�E）、低位面

では北北東−南南西方向（/�5°〜 48°�E）のものが

ଟく、地形にΑり௕࣠方向がҟなる܏向がある（第

11ਤ）。また、຺࠭の幅は約 2〜 28Dmのن໛のも

のがあるが、12Dm以下のものがଟい（第 12ਤ）。

2）෾　࠭　口

低位面の 180グリッドでは、෾࠭口と考えられるࠟ跡をݕ出

した（第 10ਤ・ਤ版 77）。෾࠭口は幅約 2mをଌり、ᶜ層を分அ

する。これにΑり、ᶜ層の一部はち͗れてଯ積する状況がݟら

れる。෾࠭口のपลは、෾き上͛た࠭が約 30Dmのްさでᶛ C・

ᶜ層の上位にଯ積する。また、෾࠭口には、青փ৭粘質シルトの

ଯ積が認められる。青փ৭粘質シルトは約 30Dmのްさをଌり、

地਒がऴଉした後にଯ積したものと推定される。

3）ؕ　　　຅

調査区では、土層が上下にͣれるؕ຅のࠟ跡がෳ਺ݕ出された

（第 10ਤ・ਤ版 77）。これらは、微高地・低位面のいͣれからも

֬認された。ؕ຅ 1は、低位面の 17.グリッドにଘ在し、ᶜ層

が上下方向にͣれ、c 層の一部はち͗れてଯ積する状況が認められる。また、微高地でݕ出した4$863は、

෾࠭が遺構をಥきൈけ、遺構の北西半分が௜Έࠐんでいる（ؕ຅ 2）。このほか、地਒のӨڹにΑり、ᶜ層

のؕ຅がݦ著に認められる地఺が 16.グリッドと 20/〜 201グリッドの 2か所で認められた。いͣれ

も低位面にଘ在し、北東−南西方向に溝状に延びる（第 10ਤ）。

3　記 ࡌ の 方 ਑

A　遺　　　構

遺 構 番 号

遺構ݸʑの名শは遺構種別・番号のॱにද記した遺構番号でදす。遺構の種別は掘立柱建物ɿ4#、竪

第 11図　砂脈の長軸方向

第 12図　砂脈の長さと幅
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3　記 ࡌ の 方 ਑

穴建物ɿ4I、井戸ɿ4E、土坑ɿ4,、ピットɿ1、溝ɿ4%、焼土・炭化物の集積ɿ4$、性格不明遺構ɿ

4X、ࣗવྲྀ࿏ɿ43 とした。なお、埋設土器・土器集中についてはུ号を用いなかった。遺構番号は

2012 年౓からのଓき番号を付し、上・中層は 230 〜 239、290 〜 562、下層は 1〜 3・283・800 〜

933を付した。調査中に遺構でないと൑அしたものはܽ番とした。掘立柱建物の番号は、4#6〜10を付し、

これを構成するݸʑのピット番号はݕ出時に付した遺構番号をそのまま用いた。また、調査のաఔで別遺

構としたものが、ಉ一遺構となったものは、遺構番号を౷一した。

図 面 図 版

遺構のਤ版は、調査ൣғਤ・શ体ਤ・分ׂਤ・ݸ別ਤで構成される。調査ൣғਤは 1�1,500、શ体ਤ

は上層 1�1,500、中・下層は 1�500 でදし、分ׂਤは調査ൣғを分ׂして 1�200 でදした。ݸ別ਤは

平面ਤ・ηクシϣϯਤ・Τレϕーシϣϯਤ・出土状況ਤで構成される。上・中層は、掘立柱建物の平面ਤ・

ηクシϣϯ・Τレϕーシϣϯਤは 別ピットのηクシϣϯਤはݸ、1�80、1�50 1�40 でදした。井戸は平

面ਤ・ηクシϣϯਤ・出土状況ਤは 1�40 でදした。土坑・ピットの平面ਤ・ηクシϣϯਤは 1�40、道

は 1�50、溝・性格不明遺構は 1�40 でදした。道・溝・性格不明遺構についてはηクシϣϯਤのΈをݸ

別ਤにදし、ηクシϣϯϙイϯトは分ׂਤに示した。下層は、竪穴建物の平面ਤ・ηクシϣϯਤは 1�60、

別ピット・࿍跡のηクシϣϯਤはݸ 1�40、出土状況ਤは 1�20・1�60 でදした。焼土・炭化物の集積の

平面ਤ・ηクシϣϯਤは 1�40・1�60・1�80、出土状況ਤは 1�20・1�40・1�60・1�80 でදした。埋

設土器・土器集中の平面ਤ・ηクシϣϯਤは 1�20・1�40・1�60、ピットは 1�40 でදした。

土層の৭調はʰ新版　ඪ४土৭஽ ʦɦ小山・竹原 1998ʧに基ͮいた。ࣸਅਤ版はݸ別ਤにある遺構に

ついてࡌܝするΑ͏౒めたが、す΂てを໢ཏしていない。๯಄にશ体ࣸਅをࡌܝした後に、遺構ਤ版とಉ

༷に上層・中層・下層のॱで遺構ࣸਅをࡌܝした。

観　察　表

・ఈ面ඪ高・෴土のଯ積形状・出土遺物・（౓ਂ・ܘ୹・ܘ௕）໛ن・項目は、位置・形ଶ࡯؍දの࡯؍

重ෳ関係などである。位置はグリッド位置を示した。形ଶ・෴土のଯ積形状については第ᶚ章1で記ࡌする。

ਂ౓は上端のඪ高から下端のඪ高をҾいた஋である。出土遺物は、ࡌܝした遺物については出土した遺物

と報告番号を示した。重ෳ関係はʮ�ʯ・ʮ�ʯ・ʮ�ʯ・ʮʺʯの記号を用いた。記号の内༰はʮ�1100ʯとは

1100 に੾られ、ʮ�1100ʯとは 1100 を੾っていることを示す。またʮ�1100ʯは 1100 とಉ時期であり、

ʮʺ 1100ʯは 1100 と重ෳ関係があるものの、新旧が不明なことを示す。

#　遺　　　物

遺物のઆ明は、࡯؍දでશてについて記ࡌし、本文でղઆする。上層は、土器・土器転用研磨具・石製

品は遺構出土のものについてड़΂た後に遺構֎出土のものについて記ࡌし、金属製品・木製品は遺構ຖ、

中層は器種別に記ࡌする。下層は、土器は遺構出土のものについてड़΂た後に遺構֎出土のものについて

記ࡌし、そのほかは器種別に記ࡌする。

ਤ版のॖई཰は、土器は基本的に 1�3・1�4 であり、一部について 1�5・1�6 でදした。石器は 2�3・

1�2・1�4 でදした。木製品は大きさにԠ͡て 1�3・1�4・1�10 でදした。そのほかは 1�1・1�3・1�4

でදした。ࣸਅਤ版はਤ面ਤ版とほぼಉ͡ॖईで、શてをࡌܝした。࡯؍දはਤ版にࡌܝしたશての遺物

について࡯؍項目を設定し、その内༰を記ࡌした。
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第ᶚ章　遺　　　構

1　遺 構 の 分 類

A　上　・　中　層

遺構の分類は、その機能をݕ౼するため、遺構の平面・அ面形ଶ（第 13ਤ）、෴土ଯ積形状（第 14ਤ）ʦߥ

川ほか2004ʧにैい分類した。

遺構種別は次のΑ͏に分類した。掘立柱建物は柱穴が一定の間ִでฒͿものとした。֤建物のܭଌ位置

はʰڥ௩遺跡 ʦɦߥ川ほか2012ʧにڌり、࡯؍දに示した。ن໛、面積は柱穴下端の中৺ٴび柱ࠟ下端の

中৺を基఺としてܭଌした（第15ਤ）。ྊ行柱間௕・ܻ 行柱間௕は࠷も୹いものから࠷も௕いものを示した。

௕࣠方向は௕࣠の方向についてਅ北を基४として東西に܏く֯౓をܭଌした。井戸は平面形・෴土のଯ積

状況から൑அした。土坑はਂさが 1m以下で、平面・அ面形や෴土の特௃から൑別した。道はಉن໛の 2

条の溝が౳間ִで平行に延びるものを道のଆ溝と考えた。この 2条の溝と間に挟まれた平面を道と認定

した。溝は大小のن໛がある。性格不明遺構は、平面形が不੔形で、ఈ面が一定しないなど定ܕ的な上記

以֎の遺構とした。

ԁ　形 ପԁ形 方　形 ௕方形 不੔形

断面形態の分類

୆形状 ശ　状 状　ހ

半ԁ状 Ｕ
字
状

ା状

̫字状 漏
斗
状

֊ஈ状

؇やか

౓ࣼٸ
内܏ ਨ௚

平面形態の分類

ԁ形

ପԁ形

方形

௕方形

不੔形

௕ܘが୹ܘの1�2ഒະຬのもの。

௕ܘが୹ܘの1�2ഒ以上のもの。

௕࣠が୹࣠の1�2ഒະຬのもの。

௕࣠が୹࣠の1�2ഒ以上のもの。

ತԜで一定の平面形を࣋たないもの。

୆形状 ఈ部に平ୱ面を࣋ち、؇やか〜ࣼٸ౓に立ち上がるもの。

ശ状 ఈ部に平ୱ面を࣋ち、ほぼਨ௚に立ち上がるもの。

状ހ ఈ部に平ୱ面を࣋たないހ状で、؇やかに立ち上がるもの。

半ԁ状 ఈ部に平ୱ面を࣋たない࿶状で、ࣼٸ౓に立ち上がるもの。

̪字状 ֬認面の௕ܘΑりもਂさの஋が大きく、ほぼਨ௚に立ち上が
るもの。

֬認面のܘΑりもఈ部のܘが大きく、内܏した後にਨ௚ない
し֎܏して立ち上がるもの。

ା状

̫字状 ఺的なఈ部を࣋ち、ࣼٸ౓に立ち上がるもの。

࿙ే状 下部が̪字状、上部が̫字状の二ஈ構଄からなるもの。

֊ஈ状 ֊ஈ状の立ち上がりを࣋つもの。

A	 レϯズ状	 ෳ਺層がレϯズ状にଯ積する。

#	 ਫ平	 ෳ਺層がਫ平にଯ積する。

$	 ϒϩック状	 ϒϩック状にଯ積する。

%	 ୯層	 ෴土が୯一層のもの。

E	 柱ࠟ	 柱ࠟとࢥΘれる土層がଯ積するもの。

F	 ࣼ位	 ࣼめにଯ積するもの。

(	 ਫ平ŋレϯズ	 ෴土下位はਫ平に、上位はレϯズ状にଯ積
	 	 するもの。　

A # $ %

E F (

第 13図　遺構の平面・断面形態の分類ʦߥ川ほか2004ʧ

第 14図　遺構覆土の堆積形状の分類ʦߥ川ほか2004ʧ
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2　上 層 の 遺 構

#　下　　　層

下層でݕ出した遺構は次のΑ͏に分類した。竪穴建物は地面を掘り下͛て構ஙしたもので、࿍や柱穴な

どの付ଳࢪ設をもつものとした。焼土・炭化物の集積は、焼土が認められ、焼土のपลに炭化物が集積す

るものである。このほか、焼土は認められないが、炭化物のΈが集中するൣғもこれにؚめた。埋設土器

は、土中に土器を埋設したもので、土坑内に土器を埋設したもの、ピット状の掘形をもち、その中に土器

を埋設したもの、掘形の不明ྎなものなどがある。土器集中は、約 0�1 〜 2mのൣғに土器ยが集中す

るൣғとした。この中には地਒のӨڹにΑり、埋設土器がഁյされてしまったものもؚまれている可能性

がある。また、集中Ҭ内において掘りࠐΈや焼土・炭化物などのଯ積が認められͣ、遺構として捉えるこ

とができない可能性があるものもଘ在するが、遺物の出土状況ٴび分布状況を考慮して、遺構に४͡て報

告する。

2　上 層 の 遺 構

A　遺構のݕ出状況

上層の遺構は調査区のશҬでݕ出した。遺構は、出土遺物から中世・近世以߱に属するものがある。こ

の͏ち、中世に属する遺構は、掘立柱建物 4棟、井戸 8基、土坑 40基、ピット 111基、道 1条、溝 15

条、性格不明遺構 1基である。遺構は 2区南東ଆと 4区南東ଆの大きく 2か所に分布Ҭをもち、それͧ

れ、掘立柱建物・井戸・土坑で構成され、ॅډҬを形成する。これらは、約 70m཭れてଘ在する。2区

南東ଆは、2012 年౓の調査でݕ出した集落の一部とݟられ、遺構のݕ出状況から、集落は調査区֎のߋ

に南東ଆに޿がるものと推定される。また、4区でݕ出した掘立柱建物 3棟の͏ち、2棟は௕࣠方向が東

ภ 15〜 20 ౓をଌり、2区の建物の௕࣠と֓Ͷ一கすることから、2区と 4区の集落はほぼಉ時期に機

能していた可能性が推定される。4区の集落は、遺構のݕ出状況から調査区֎南ଆの J3Ӌӽ本ઢଆ΁延

ܻ行௕

਎ᢝܻ行௕

ܻ行柱間௕

਎ࣷ

ኈ

梁
行
長

身
舍
梁
行
長 梁

行
柱
間
長

ྊ行ኈ௕

桁
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廂
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第 15図　掘立柱建物の計測位置ʦߥ川ほか2012ʧ
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びるものと考えられる。中世遺構の所属時期は、出土遺物から 13世紀後半〜 14世紀前半と推定される。

また、近世以߱に属する遺構は、溝を主体として調査区のશҬでݕ出した。これらは、2012 年౓の調査

でݕ出した溝につながり、෴土は粘性のऑいփ৭系シルトがଯ積し、中世の遺構とは区別される。

#　掘 立 柱 建 物

1）֓　　　要

掘立柱建物は 4 棟をݕ出した。2 区西ଆで 4#6、4 区南東ଆでは 4#7 〜 9 がଘ在する。4#6 は、

2012 年౓の調査でݕ出された建物܈からはやや཭れた位置にあり、पลには遺構もগなく建物のن໛も

小さい。

4#7 〜 9は近઀してଘ在し、この͏ち、4#8・9は௕࣠方向が東ภ 15・20 ౓をଌり、建物の௕࣠が

֓Ͷ一கする。また、4区でݕ出した集落は、遺構のݕ出状況から調査区֎の南ଆに中৺があるものと推

定され、今ճの調査でݕ出したॅډҬは、集落の西ଆԑล部にあたるものと考えられる。

2）֤　　　આ

SB6（ਤ版 7・15・81）

建物の西ଆが調査区֎にଓくためશ体は不明である。ܻ行 2�64m、ܻ行柱間௕ 1�22 〜 1�42mをଌり、

2012 年౓の調査でݕ出した 4#1 〜 3にൺ΂、ن໛が小さい。柱穴の掘形はܘ 39 〜 47Dmのԁ形で、

ਂ౓は 13〜 32Dmをଌる。

SB7（ਤ版 14・15・80・81）

ྊ間 2間、ܻ行 2間の૯柱建物である。西ଆ۱の柱穴 1383 がやや西ଆにுり出す。௕࣠方向は西ภ

23 ౓をଌり、近઀する 4#8・9とは௕࣠をҟにする。柱穴の掘形はܘ 26 〜 77Dmのԁ形・ପԁ形で、

ਂ౓は 9〜 59Dmをଌる。

SB8（ਤ版 13〜 15・80）

建物の南東۱ٴび東ଆの柱穴をݕ出できなかったが、残ଘする形状からଆ柱建物と考えられる。柱穴の

掘形はܘ 40〜 56Dmのԁ形で、ਂ౓は 22〜 49Dmをଌる。

SB9（ਤ版 13〜 15・80）

ྊ間 1間、ܻ行 2間のย面ኈ付建物である。東ଆの柱穴 1413・414 がやや北東ଆにுり出す。柱穴

の掘形はܘ 23〜 48Dmのԁ形・ପԁ形で、ਂ౓は 36〜 60Dmをଌる。1413・414 のఈ面付近からは、

柱ࡐと考えられる木ยが出土した。

$　井　　　戸

1）֓　　　要

井戸は 8基ݕ出した。井戸のن໛は、։口部の௕ܘ 97〜 305Dm、ਂ౓ 65〜 232Dmをଌり、ਂ౓は

65 〜 120Dmのઙいものと（4E308・396・398・478）、191 〜 232Dmのਂいもの（4E349・386・479・

520）がある。これらは4E478をআき、ᶚ層下にଯ積する࠭層まで掘りൈかれている。அ面形状は、୆形状・
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2　上 層 の 遺 構

ശ状・6字状・࿙ే状・֊ஈ状がある。෴土は炭化物層が認められるもの、炭化物をଟྔにؚΉものが

ଟく、炭化物層が෴土上〜中位にଯ積するもの（4E308・349・396）、෴土の下位やਫཷに設置されたۂ

物内にଯ積するもの（4E386・479・520）がある。2区の井戸 4E308・349 は、2012 年౓の調査でݕ出

したॅډҬに構ஙされている。また、4区でݕ出した 4E386・396・398・478・479 は、4#7・9に近

઀する。井戸は、ૉ掘りのもの（4E308・349・396・398・478・520）と井戸ଆなどのࢪ設をもつもの（4E386・

479）がある。4E479 はॎ൘の一部、ԣࢅの࠷下ஈがݕ出され、井戸ଆの残ଘ状況からॎ൘組۱柱ԣཹࢅ

井戸ʦӉ野 1982ʧの可能性がある。

2）֤　　　આ

SE308（ਤ版 9・16・81）

4%300 と重ෳし、これΑりݹい。掘形の平面形はԁ形である。෴土は 6層にࣝ別される。2層は炭化

物層で、層ް約 14Dmをଌる。4層もଟྔの炭化物をؚΈ、粘性がڧい。ਂ౓は 79Dmをଌり、அ面形

は֊ஈ状である。

SE349（ਤ版 10・16・81）

掘形の平面形はԁ形である。෴土は 11層にࣝ別される。෴土上〜中位の 1〜 5層はレϯズ状、中〜

下位の 6〜 11 層はਫ平にଯ積する。また、7〜 11 層は҉փ৭〜青փ৭シルトがଯ積し、上位の層に

ൺ΂粘性がڧい。4層は炭化物層で、これΑり上位ٴび下位の 2・3・5〜 9層も炭化物をؚΉ。ਂ౓は

191Dmをଌり、அ面形はശ状である。

遺物は、土師質土器ࡼ（ਤ版 55・102�1）、珠洲焼ย口ു（ਤ版 55・102�2）、珠洲焼ᙈ（ਤ版 55・102�3）、

瓷器系陶器ᙈ（ਤ版 55・102�4）、土器転用研磨具（ਤ版 56・102�39・40）、౐石（ਤ版 56・102�44）、౛ࢠ（ਤ

版 56・102�49）、സ状木製品が出土した。

SE386（ਤ版 14・16・81）

4#7 に近઀する。掘形の平面形はପԁ形である。่落が༧૝されたため、෴土中位の一部を記録でき

なかった。෴土は14層にࣝ別され、土層ଯ積状況から井戸ଆが設置されていた可能性が考えられる。また、

ਫཷにはఈを֎したۂ物（ਤ版 57・103�68）をਾえている。1〜 8層はਫ平ଯ積で、ۂ物内部の 7層は層

ް約4Dmの炭化物層である。土層ଯ積状況から1〜8層は埋め໭されたものと推定される。9〜14層は、

井戸ଆ・ਫཷの֎ଆにॆరされた土と考えられ、ԫ׊৭シルト・҉青փ৭シルトを主体とし、これに׊৭

シルト・׊ࠇ৭シルトがϒϩック状にࠞ͡る。ਂ౓は 232Dmをଌり、அ面形は࿙ే状である。

遺物は土師質土器ࡼ（ਤ版 55・102�5 〜 7）、珠洲焼ย口ു（ਤ版 55・102�8）、౛ࢠ（ਤ版 56・102�50）

が出土した。

SE396（ਤ版 14・17・81）

4#7に近઀する。掘形の平面形はやや不੔なԁ形である。෴土は6層にࣝ別される。2層は炭化物層で、

下位に炭化物が集中する。1・3・4層は׊৭シルト・ԫ׊৭シルト・にͿいԫ׊৭シルトがϒϩック状

にࠞ͡ることから、埋め໭されたものと推定される。ਂ౓は 107Dmをଌり、அ面形は6字状である。
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SE398（ਤ版 14・17・81）

4,412 と重ෳし、これΑり新しい。掘形の平面形はԁ形である。෴土は 13層にࣝ別される。1・2・4・

5層は炭化物・炭化物ཻをؚΈ、特に 1・5層にଟい。෴土中位〜下位の 8〜 11層は、࠭質のにͿいԫ

৭シルトがଯ積する。ਂ౓は׊ 120Dmをଌり、அ面形は୆形状である。

SE478（ਤ版 14・17・82）

4E479 と重ෳし、これΑり新しい。掘形の平面形はପԁ形である。ਂ౓は 65Dmをଌり、ଞの井戸に

ൺ΂ઙい。෴土は 8層にࣝ別される。2・3・6・7層は炭化物をؚΈ、特に෴土中位の 6層にଟい。また、

ఈ面付近の 8層はԫ׊৭࠭質シルトがଯ積する。அ面形は֊ஈ状である。なお、౰遺構は࠭層を掘りൈ

いていないため土坑の可能性もあるが、෴土ଯ積状況・அ面形ଶから井戸にؚめた。

SE479（ਤ版 14・18・82）

4#7 に近઀する。掘形の平面形はԁ形である。෴土 1層は炭化物をؚΈ、ඃ೤した᛽が出土した。෴

土に焼土などのࠟ跡が認められないことから、これらは෴土上位の埋໭しに൐いೖれられたと推定される。

物内部のۂ 9層は炭化物層で、層ްは約 4Dmをଌる。12層はਫཷの֎ଆにॆరされたもので、均質な

ԫ׊৭シルトがଯ積する。井戸ଆは、ඪ高 5�6m以下から残ଘする。ԣࢅ（ਤ版 57・103�69 〜 71）は࠷

下ஈ部をݕ出し、南۱にはॎ൘（ਤ版 57・103�72）が認められる。また、ਫཷにはఈを֎した大小のۂ物

（ਤ版 57・103�73・74）が上下にਾえられている。ਂ౓は 227Dmをଌり、அ面形は࿙ే状である。

遺物は、珠洲焼ย口ു（ਤ版 55・102�9・10）、珠洲焼ᆵ（ਤ版 55・102�12）、珠洲焼ᙈ（ਤ版 55・102�

11）、瓷器系陶器ᙈ（ਤ版 55・102�13）が出土した。

SE520（ਤ版 7・8・17・82）

2012 年౓調査区でݕ出した近世以߱の溝（4%99）のఈ面でݕ出した。遺構は、2区南東ଆのॅډҬか

ら཭れてଘ在する。掘形の平面形はପԁ形である。෴土 4層の上位からは᛽のほか、漆器࿶（ਤ版 57・

103�75）が出土した。また、ఈ面付近の 6層は炭化物層である。ਂ౓は 204Dmをଌり、அ面形は6字

状である。

%　土　　　坑

1）֓　　　要

土坑は調査区શҬで 40基ݕ出した。この͏ち 4#1〜 3付近に 9基、4#7〜 9付近に 25基が分布し、

Ҭに分ॅډ、在する。以下ではࢄҬに分布Ҭを࣋つものが大半を઎める。これ以֎は調査区のશҬにॅډ

布する土坑を中৺に、౰遺跡で特௃的なものについて記ࡌする。

2）֤　　　આ

SK312（ਤ版 10・18・82）

2217・12 グリッドに位置し、ॅډҬからは཭れてଘ在する。4%553 と重ෳし、これΑり新しい。平

面形はପԁ形である。෴土は 3層にࣝ別され、1・3層は炭化物・ࠎยをؚΉ。また、2層は҉੺׊৭の
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焼土ཻをଟྔにؚΉ。ఈ面中央部は土坑ఈ面の௕࣠に௚ަして溝状に落ちࠐΈ、幅 28Dm、ਂさ 8Dmを

ଌる。

SK313（ਤ版 10・18・82）

4,312の東ଆに近઀する。平面形はପԁ形である。෴土は3層にࣝ別され、1・3層は炭化物・ࠎยをؚΉ。

2層は҉੺׊৭の焼土ϒϩックをଟྔにؚΈ、෴土のଯ積状況は 4,312 と類ࣅする。ఈ面はややԜತが

あり、ଆนは؇やかに立ち上がる。

SK336（ਤ版 7・19・83）

13.5・14.1グリッドに位置し、ॅډҬからは཭れてଘ在する。また、2013 年౓の調査でݕ出した

4,139・140・147・148 に近઀する。平面形はԁ形である。෴土は 2層にࣝ別され、2層は炭化物をؚΉ。

ఈ面はԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

SK343（ਤ版 10・19）

4%11 と重ෳし、これΑりݹい。平面形は௕方形である。෴土は୯層で、にͿいԫ׊৭シルトがଯ積す

る。ఈ面は南ଆ΁向かってややࣼ܏し、ଆนは؇やかに立ち上がる。遺物は土師質土器ࡼ（ਤ版 55・102�

14）が出土した。

SK346（ਤ版 9・19・83）

4,362 と重ෳし、これΑり新しい。平面形はପԁ形である。෴土は 4層にࣝ別され、いͣれも炭化物

ཻをؚΉ。また、1〜 3層は焼土ཻをؚΉ。ఈ面はややԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

SK350（ਤ版 10・19）

4,361 と重ෳし、これΑり新しい。平面形はやや不੔なԁ形である。෴土は 2層にࣝ別され、ਫ平に

ଯ積する。1・2層は炭化物・炭化物ཻをؚΉ。ఈ面は南東ଆ΁向かって؇やかにࣼ܏し、ଆนはࣼٸ౓

に立ち上がる。

SK361（ਤ版 10・19）

4,350 と重ෳし、これΑりݹい。平面形は残ଘ形状からପԁ形と推定される。෴土は 2層にࣝ別され、

2層は炭化物をଟྔにؚΉ。ఈ面は中央付近が؇やかにۼΈ、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

SK362（ਤ版 9・19・83）

4,346と重ෳし、これΑりݹい。平面形はԁ形である。෴土は5層にࣝ別され、෴土上位の1層、下位の4・

5層は炭化物ཻをؚΉ。また、4層は焼土ཻをগྔؚΉ。ఈ面はややԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に立ち上

がる。遺物は土師質土器ࡼ（ਤ版 55・102�15）が出土した。

SK395（ਤ版 13・14・20・83）

4#9 に近઀する。平面形はԁ形である。෴土は 3層にࣝ別され、にͿいԫ׊৭シルトが主体である。
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ఈ面は中央付近がややۼΈ、ଆนは؇やかに立ち上がる。

SK397（ਤ版 14・20・83）

平面形はԁ形である。෴土は୯層でփԫ׊৭シルトがଯ積し、炭化物をؚΉ。ఈ面はԜತがあり、ଆน

はࣼٸ౓に立ち上がる。遺物は珠洲焼ย口ു（ਤ版 55・102�16）が出土した。

SK399（ਤ版 14・20・83）

4#7 に近઀する。近世以߱の溝（4%373）と重ෳし、これΑりݹい。平面形はԁ形である。෴土は 4

層にࣝ別され、1〜 3層は炭化物・炭化物ཻをଟྔにؚΈ、特に 2・3層にଟい。ఈ面はԜತがあり、ଆ

นはࣼٸ౓に立ち上がる。

SK426（ਤ版 13・14・20）

位置関係から、4#8 と重ෳする。遺構の南東ଆをࣦܽするが、残ଘ状況から平面形はପԁ形と推定さ

れる。෴土は 2層にࣝ別され、׊৭シルトが主体である。ఈ面はԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

SK437（ਤ版 13・14・21・84）

平面形はԁ形である。෴土は 4層にࣝ別され、2〜 4層は炭化物をؚΈ、特にఈ面付近の 4層は炭化

物をଟྔにؚΉ。ఈ面は中央部付近が 10Dmఔ౓ۼΉ。ଆนは東ଆがࣼٸ౓、西ଆはஈを࣋ちながらٸ

ࣼ౓に立ち上がる。遺物は珠洲焼ᙈが出土した。

SK445（ਤ版 13・14・21）

4,444 と重ෳし、これΑりݹい。平面形は残ଘ形状からପԁ形と推定される。෴土は୯層で、҉׊৭

シルトがଯ積する。ఈ面は平ୱで、ଆนは؇やかに立ち上がる。遺物は珠洲焼ย口ു（ਤ版 55・102�17）

が出土した。

SK471（ਤ版 13・21・84）

平面形はԁ形である。෴土は 2層にࣝ別され、いͣれも炭化物・炭化物ཻをؚΉ。ఈ面は平ୱで、ଆ

นはஈを࣋ちながらࣼٸ౓に立ち上がる。

SK476（ਤ版 13・14・21・84）

遺構はଞの中世遺構面Αり約 15Dm高い位置でݕ出した。平面形はପԁ形である。෴土は 8層にࣝ別

される。෴土はϒϩック状にଯ積し、2・6・8層は焼土・焼土塊・ࠎยをؚΉ。また、5層からはࠎยが

集中して出土した。෴土ଯ積形状から、埋め໭されたものと推定される。ఈ面は平ୱで、ଆนは؇やかに

立ち上がる。

SK488（ਤ版 13・14・21・84）

4,433、近世以߱の溝（4%28）と重ෳし、これΑりݹい。平面形はପԁ形である。෴土は3層にࣝ別され、

2・3層は炭化物・炭化物ཻをؚΉ。ఈ面はԜತがあり、ଆนは؇やかに立ち上がる。遺物は土師質土器ࡼ、
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౛ࢠ（ਤ版 56・102�51）が出土した。

E　道

1）֓　　　要

20・216グリッドでは、2012 年౓の調査でݕ出した道 1の延௕をݕ出した。࿏面部分は 2012 年౓

の調査とಉ༷に、昭࿨ॳ期のߞ地੔ཧにΑり࡟平をडけており、ߗ化面や連ଓした小溝౳は֬認できなっ

た。道のଆ溝（4%6・30）は約 3mの間ִを࣋ちながら平行して北東−南西方向に延びる。遺構のݕ出状

況から、これらは調査区֎の南西方向΁ଓくものと推定される。以下、ଆ溝についてݸ別に記ࡌする。

2）֤　　　આ

SD6（ਤ版 11・22・85）

近世以߱の溝（4%5）と重ෳし、これΑりݹい。෴土は 3層にࣝ別され、1・3層は小᛽をଟྔにؚΉ。

また、ఈ面付近の 3層は炭化物ཻをଟྔにؚΉ。ఈ面はややԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

SD30（ਤ版 11・22・85）

近世以߱の溝（4%12）と重ෳし、これΑりݹい。෴土は 4層にࣝ別され、3層は小᛽と炭化物ཻをଟ

ྔにؚΉ。ఈ面は平ୱで、ଆนは東ଆがࣼٸ౓、西ଆでは֊ஈ状に立ち上がる。遺物は珠洲焼ᙈが出土した。

F　溝

1）֓　　　要

溝は14条ݕ出した。この͏ち、4%11・15・24・25・37・40は 2012 年౓の調査でݕ出した溝の延

௕である。遺構の分布は 2区東から南にかけての高位面にଟい。溝の௕࣠方向は、北東−南西方向（7条）、

北西−南東方向（2条）、南北方向（1条）、東西方向（4条）のものがあり、北東−南西方向、北西−南東

方向に構ஙされるものがଟく、これらは 2012 年౓の調査でݕ出した建物の௕࣠に平行・௚ަする。ݸʑ

の溝はそのຆどが調査区֎に延びるため、建物との関係を捉えることが出དྷなかった。また、溝のن໛に

は࠷大幅が 1m以上（7条）と 1m以下（7条）の大小がある。以下では、上記した溝の͏ち特௃的なもの

について記ࡌする。

2）֤　　　આ

SD11（ਤ版 9〜 12・22・85）

184 〜 204 グリッドにかけて東西方向に延びる溝と 20T 〜 217グリッドを北西−南東方向に延びる

溝が、194 グリッドでަࠩする。෴土は 2層にࣝ別され、にͿいԫ׊৭シルトがଯ積する。また、2層

は炭化物をؚΉ。ఈ面はԜತがあり、ଆนは؇やかに立ち上がる。遺物は珠洲焼ย口ു、౛ࢠ（ਤ版 56・

102�52）が出土した。

SD40（ਤ版 10・22・85）

210〜 213 グリッドにかけて南北方向に延びる。4%553・554 と重ෳするが、土層அ面からಉ時期

の遺構と൑அした。෴土は4層にࣝ別され、にͿいԫ׊৭シルトが主体である。ఈ面は֓Ͷ平ୱであるが、
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212グリッド付近ではԜತが著しい。ଆนはࣼٸ౓に立ち上がるが、213グリッド付近の西นは֊ஈ状

となる。

SD300（ਤ版 9・22・85）

162・3、173 グリッドにかけて幅約 1�7mで北西−南東方向に延び、173 グリッドでは幅約 0�5m

となり溝の幅を͡ݮる。෴土は 2層にࣝ別され、1層は炭化物ཻをগྔؚΉ。ఈ面はԜತがあり、ଆนは

؇やかに立ち上がる。遺物は土師質土器ࡼ、珠洲焼ย口ു（ਤ版 55・102�19 〜 21）、土器転用研磨具（ਤ

版 56・102�41）、౐石（ਤ版 56・102�45）が出土した。

SD303（ਤ版 9・10・22・85）

17・183・4グリッドを東西方向に延びる。4%11と重ෳし、これΑり新しい。෴土は 2層にࣝ別され、

1層は炭化物ཻをؚΉ。ఈ面はややԜತがあり、ଆนは؇やかに立ち上がる。

SD347（ਤ版 9・22・84）

172・3グリッドを北東−南西方向に延び、172グリッドで北西−南東方向に୹く۶ۂする。また、

西ଆにྡ઀する 4X525 に平行する。෴土は 3層にࣝ別される。ఈ面はややԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に

立ち上がる。

(　性格不明遺構

SX525（ਤ版 9・22・84）

173グリッドを北東−南西方向に溝状に延びる。ఈ面はԜತがあり、南ଆのఈ面྆端部は約 10Dmの

ਂさで溝状にۼΉ。こ͏したఈ面の状況から溝とは区別した。෴土は 4層にࣝ別され、にͿいԫᒵ৭シ

ルトがଯ積する。また、1〜 3層は炭化物・炭化物ཻをؚΉ。遺物は青磁ยが出土した。

3　中 層 の 遺 構

A　遺構のݕ出状況

中層では掘立柱建物 1棟、土坑 4基、溝 3条、ピット 51基、性格不明遺構 1基をݕ出した。遺構の

分布にはૄີがあり、2区南東ଆの高位面に掘立柱建物・土坑・ピットがまとまる。これ以֎は、北西ଆ

の؇ࣼ面部に土坑・ピット・溝がࢄ在する。中層の遺物แؚ層であるᶙ層からは、ݹ代・中世の遺物がগ

ྔ出土しており、ݕ出した遺構もݹ代・中世に所属すると考えられる。しかし、遺構から遺物がຆど出土

していないため、明֬な所属時期を捉えることが出དྷなかった。

#　掘 立 柱 建 物

SB10（ਤ版 26・27）

ྊ間 1間、ܻ行 2間のଆ柱建物である。ܻ行௕は 2�2mをଌり、上層の建物にൺ΂ن໛が小さい。北

東۱の柱穴 1545 が東にややுり出すのにରԠして、北西۱の 1544 も東にுり出す。柱穴の掘形はԁ

形で、ਂ౓は 6〜 38Dmをଌる。
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$　土　　　坑

SK503（ਤ版 24・27・86）

平面形はԁ形である。෴土は 2層にࣝ別され、҉׊৭シルトが主体である。ఈ面はԜತがあり、ଆน

は؇やかに立ち上がる。

SK514（ਤ版 24・27）

1513 と重ෳし、これΑりݹい。平面形はԁ形である。෴土は୯層で、炭化物をগྔؚΉ。ఈ面はやや

Ԝತがあり、ଆนは؇やかに立ち上がる。

SK531（ਤ版 26・27・86）

平面形はԁ形である。෴土は୯層で、炭化物ཻをগྔؚΉ。ఈ面はややԜತがあり、ଆนは؇やかに立

ち上がる。

SK559（ਤ版 25〜 27）

遺構南ଆをࣦܽするが、残ଘ状況から平面形は௕方形と推定される。෴土は୯層で、炭化物ཻをগྔؚ

Ή。ఈ面は平ୱで、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

%　溝

SD46（ਤ版 25〜 27・86）

2012 年౓の調査でݕ出した溝の延௕である。19/〜 211 グリッドにかけて北西−南東方向に延び、

212・3グリッドで南北方向΁؇やかに۶ۂする。෴土は 5層にࣝ別され、3層は炭化物ཻを微ྔؚΉ。

ఈ面はややԜತがあり、ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。遺物は土師器࿶、須恵器ഋが出土した。

SD533（ਤ版 26・27）

184 グリッドを東西方向に延びる。෴土は୯層で、にͿいԫ׊৭シルトがଯ積する。ఈ面は平ୱで、

ଆนはࣼٸ౓に立ち上がる。

SD556（ਤ版 24・27）

15・16.グリッドを東西方向に延びる。෴土は୯層で、փ׊৭シルトがଯ積する。ఈ面はややԜತが

あり、ଆนは؇やかに立ち上がる。

E　性格不明遺構

SX524（ਤ版 25・27）

18.グリッドを北東−南西方向に延びる。平面形は不੔形で、ఈ面のԜತが著しいことから溝とは区

別した。෴土は୯層で、҉׊৭シルトがଯ積する。ଆนは؇やかに立ち上がる。
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4　下 層 の 遺 構

A　遺構のݕ出状況

下層では、竪穴建物 1基、焼土・炭化物の集積 46か所、埋設土器 17基、土器集中 15か所、ピット

24基をݕ出した。第ᶙ章 2#でड़΂たΑ͏に、2区東ଆでは縄文時代晩期の層を੾る旧河川（43813）を

、にもྲྀ࿏がଘ在した可能性がある。またࠒ出し、土層ଯ積状況から調査区֎の東ଆには縄文時代晩期ݕ

2区西ଆから 1区にかけては土層の落ちࠐΈが著しく、旧河川のଘ在が推定される。この東西の旧河川に

挟まれた区Ҭは、南ଆはඪ高約 5�9mの微高地、北ଆはඪ高約 4�8mの低位面を形成する。遺構は、この

微高地端部から低位面にかけてつくられており、遺跡は旧河川に沿って調査区֎の南北に延びるものと推

定される。また、遺構は地਒のӨڹを大きくडけており、ؕ຅にΑり遺構が上下方向にͣれてしまったも

の（4$863）、ᶜ・ᶝ層がؕ຅する方向΁遺構がҾきࠐまれてしまったもの（4I860�1923・4$804・825・

842・1848）、ӷ状化のӨڹにΑり遺構がഁյされてしまったもの（埋設土器 883・土器集中 865）などがある。

下層の遺構は、出土遺物から縄文時代晩期後葉のௗ԰2a式期が主体であると推定される（第ᶝ章2%）。また、

遺構の重ෳがগないことから、遺跡は୹期間のར用であった可能性が考えられる。

#　竪　穴　建　物

SI860（ਤ版 30・34・36・78・87〜 89）

低位面でݕ出し、4$861・868 にྡ઀する。遺構東ଆをࣦܽするが、残ଘ状況から平面形はପԁ形と

推定される。建物の௕ܘは約 6�86mをଌる。遺構の北ଆ約 2mには、地਒にΑる土層のؕ຅が認められ

る（第 10ਤ・ਤ版 77・ؕ຅ 1）。このため、遺構も地਒のӨڹをडけており、建物の柱穴 1923、࿍पลの

炭化物層はᶜ・ᶝ層がؕ຅する方向΁遺構がҾきࠐまれている。෴土は 24層にࣝ別され、1〜 4層は、

明オリーϒփ৭࠭とオリーϒփ৭࠭、オリーϒփ৭シルトのޓ層となる。6層は҉փ৭࠭がଯ積し、炭化

物ཻをؚΉ。7層は炭化物層で、కまりがඇৗにڧくߗ化面となることから、চ面と൑அした。চ面の中

央Αりやや東ଆには、ܘ約 30Dmのൣғに微ࡉなࠎยをؚΉ焼土がݕ出され、焼土のपลには約 151 ʷ

88Dmのൣғに炭化物の޿がりが認められる。ݕ出状況から࿍と考えられる。চ面の西ଆ 1902 付近か

らは、ᙈ・ਂു（ਤ版 58・104�3）の体〜ఈ部が一ׅして出土した。෴土 7層から出土したു（ਤ版 58・

104�1）は、北ଆにྡ઀する 4$861 出土土器と઀߹関係が認められる。柱穴は 12基ݕ出され、ن໛は௕

ܘ 16 〜 64Dm、ਂ౓は 13 〜 60Dmをଌる。この͏ち、1874・895・896・902 は෴土中〜下位から

ࣗવ᛽が出土した。また、1873 からはᙈ・ਂു（ਤ版 58・104�4）、ᆵ（ਤ版 58・104�7）が出土した。建

物の西นと南น一部には、௕さ 1〜 2m・幅 20〜 25Dm・ਂ౓約 5Dmの溝がݕ出され、ݕ出状況から

น溝と推定される。น溝の෴土は҉փ৭࠭が主体で、炭化物ཻをଟྔにؚΉ。

遺物は、ᙈ・ਂു（ਤ版 58・104�5・11）、ᆵ（ਤ版 58・104�2・6・8 〜 10）、石᭲（ਤ版 73・115�14）、

石ිະ成品（ਤ版 73・116�35）、磨石類（ਤ版 74・116�48）、石製品（ਤ版 75・116�57）が出土した。

$　焼土・炭化物の集積

1）֓　　　要

焼土・炭化物の集積は 46か所ݟつかっており、下層でݕ出した遺構の中で࠷もଟい。これらは、以下
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の 3種類がある。なお、焼土・炭化物の集積については、౉

ᬑʦ2009ʧをࢀ考にした。

a　焼土が認められ、焼土の周辺に炭化物が集積するもの。

焼土はకりがあり、焼土のपԑがඃ೤してม৭し、ݱ地でՐ

をขいたと考えられる。調査区では 16か所ݕ出した。焼土の

中৺からのपԑにかけては、ඃ೤の݁果、੺׊৭ˠ੺փ৭とな

り৭調のม化がঃʑに認められるなどの特௃がある。ن໛は௕

ܘ 8m前後が 2か所、4〜 6mが 7か所、2〜 3mが 4か所、

2m以下が 3か所ある。௕ܘ 2m以上のن໛のものは、焼土面が上下に 2〜 3面࣋つものがあり、ෳ਺

ճにΘたりՐをขいていた状況が推定される。ن໛が 4m以上になると、炭化物層の下からピットが 1

〜 2基ݕ出されるものがある。これらについては竪穴建物の可能性もあるが、4I860 のΑ͏にচ面と൑

அされるߗ化した炭化物層が認められないこと、น溝などの付ଳࢪ設が明֬にݕ出されなかったこと、焼

土・炭化物のଯ積状況などから 4$にؚめた。

b　炭化物が集中し、焼土粒を含むもの。

Րをขいたと考えられる焼土が認められないもの。焼土はϒϩック状・ཻ状となり、これらが炭化物・

炭化物ཻとࠞ͡り߹ってଯ積する状況がݟられる。ݕ出状況から、別の場所でขかれた焼土や炭化物をҠ

ಈしたものと考えられる。調査区では22か所ݕ出した。ن໛は௕2ܘm以上のものが7か所、1�0〜1�9m

が 11か所、0�6 〜 0�8mが 4か所ある。

c　炭化物のみが集中するもの。

調査区では8か所ݕ出した。ن໛は௕6ܘm以上が1か所、1〜1�5mが3か所、1�0m以下が4か所あり、

a・Cの遺構Αりن໛が小さい。また、C・Dの遺構は明ྎな掘りࠐΈを࣋たないものがຆどͩが、土坑状

の掘りࠐΈを࣋つものも਺基認められる。これらについても、土層ଯ積状況などから 4$にؚめた。

2）֤　　　આ

SC283（ਤ版 31・35・37・90）

微高地に位置する。4$879 の南西、土器集中 2の北ଆに近઀する。炭化物ཻは、4$中央部から北ଆ

のൣғにやや集中するが、このほかはૄらである。

SC800（ਤ版 30・34・37・90）

微高地に位置する。4$中央から西ଆでは、ᆵ（ਤ版 58・104�12）のࡉยが約 1�5mʷ 1�5mのൣғに

集中して出土した。このपลには、ଟྔの炭化物・炭化物ཻと焼土ཻが集中する。焼土ཻは炭化物ཻとࠞ

͡り߹ってଯ積することから、土器・炭化物・焼土が一ׅしてೖれられた可能性が推定される。

SC801（ਤ版 30・34・38・90）

4$800の東ଆにྡ઀する。4$中央の1層は、明੺׊৭の焼土である。焼土पลの土である2層はඃ೤し、

にͿい੺׊৭シルトとなる。ߋにこの֎पの 3・4層は炭化物層である。土層ଯ積状況から、この場でՐ

をขいたものと推定される。3層の炭化物層からはᙈ・ਂു（ਤ版 58・104�16）の体〜ఈ部が正位の状ଶ

で出土した。また、ਂു（ਤ版 58・104�15）は、4$825・842 出土土器との઀߹関係が認められる。4$

a C D

4$801 4$863 4$800 4$847 4$885 4$283

4$802 4$872 4$806 4$850 4$889 4$856

4$803 4$879 4$807 4$858 4$861

4$804 4$911 4$809 4$866 4$871

4$808 4$914 4$810 4$867 4$890

4$815 4$918 4$811 4$868 4$891

4$817 4$816 4$870 4$893

4$825 4$818 4$876 4$934

4$842 4$821 4$880

4$859 4$845 4$884

第 2表　SCの分類
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南ଆの 3層下からは 11〜 4をݕ出した。いͣれも෴土に炭化物をଟྔにؚΉ。

遺物は、ᙈ（ਤ版 58・104�14）、ਂു（ਤ版 58・104�13）、ᆵ（ਤ版 58・104�17 〜 19）、石᭲（ਤ版 73・

115�5）が出土した。

SC802（ਤ版 31・35・38・90）

微高地に位置する。4$中央の 2・3層は、にͿい੺׊৭の焼土で、3層下位は҉੺׊৭となる。また、

焼土पลの 4層はඃ೤しており、੺փ৭シルトとなる。土層ଯ積状況から、この場でՐをขいたものと

推定される。

SC803（ਤ版 31・35・38・90）

微高地から北ଆ؇ࣼ面΁と地形が؇やかにม化する地఺に位置する。4$北ଆの3層は、੺׊৭の焼土で、

焼土पลの 2層は炭化物層である。4$上面ٴびपลは東西方向の຺࠭がଟ਺認められる。遺構も地਒の

Өڹをडけており、1〜 3層は෾࠭にΑり分அされている。このため、土層ଯ積状況が不明ྎな部分があ

るが、焼土のԑลが੺׊৭から੺փ৭とঃʑにม৭してඃ೤のࠟ跡を示すことから、この場でՐをขいた

可能性が推定される。遺物はᙈ・ਂു（ਤ版 59・104�20）が出土した。

SC804（ਤ版 31・35・39・91）

微高地から北ଆ؇ࣼ面΁と地形が؇やかにม化する地఺に位置する。4$中央からやや南西の 1層は、

にͿい੺׊৭の焼土である。焼土のԑลがにͿい੺׊৭から੺փ৭とঃʑにม৭してඃ೤のࠟ跡を示すこ

とから、この場でՐをขいた可能性が推定される。焼土पลには炭化物が޿がる。炭化物の集中ൣғは、

ܘ 8�37mʷ 7�78mのൣ޿ғに認められる。この͏ち、焼土पลの約 2�4mʷ 1�6mのൣғと 4$北ଆの

3�2mʷ 1�6mのൣғでは、炭化物がೱີに分布する。1層の焼土下位には焼土ཻ・փ白৭シルトϒϩッ

クなどをؚΉ炭化物層がଯ積する（5〜 7層）。この炭化物層を挟んで࠷下層の 8層は、にͿい੺׊৭の焼

土がݕ出された。焼土は 1層の焼土にൺ΂҉৭であるが、ԑล部に向かって੺փ৭にม৭することから、

この場でՐをขいた可能性が推定される。また、焼土ٴび焼土पลからは微ࡉなࠎยが出土した。土層ଯ

積状況から、4$804 ではগなくとも 2౓にΘたりՐをขいたことが推定され、炭化物がൣ޿ғに分布す

ることから大ن໛な燃焼行為があったことが考えられる。遺構は地਒のӨڹを大きくडけており、4$中

央部は࠭が෾き上͛た݁果、4・6層が分அされている。北ଆは東西方向に૸る຺࠭にΑり、6層が分அされ、

4$西ଆでは 7層のؕ຅が認められる。7層の下からは、1892 がݕ出された。また、遺構東ଆにྡ઀し

て 1927 がଘ在する。1892 は௕ܘ 30Dm、1927 は௕ܘ 56Dmをଌり、いͣれも炭化物ཻをؚΉ。

遺物は、ઙു（ਤ版 59・105�21）、ᙈ（ਤ版 59・105�22 〜 24・26）、ᙈ・ਂ ു（ਤ版 59・105�27・28）、ᆵ（ਤ

版 59・105�25）、石᭲（ਤ版 73・115�4）、石ිະ製品（ਤ版 73・116�37）が出土した。

SC806（ਤ版 31・35・40・91）

微高地から東ଆ؇ࣼ面΁と地形が؇やかにม化する地఺に位置する。炭化物の分布は 4$中央部に集中

し、֎ԑに向かってີ౓が低くなる。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅ

して集積された可能性が推定される。遺物はઙു（ਤ版 59・105�29）が出土した。
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SC807（ਤ版 31・35・40・92）

微高地に位置する。炭化物は 1�5mʷ 0�91mのൣғに集中し、このൣғに重なるΑ͏に土器のࡉย、

᛽が集中する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性

が推定される。

SC808（ਤ版 31・35・40）

؇ࣼ面に位置する。4$中央から東ଆにかけては、෾࠭のࠟ跡が認められ、4層の焼土が大きく分அさ

れている。5層はඃ೤しており、やや҉い੺׊৭となる。地਒のӨڹにΑり、土層ଯ積状況が不明ྎな部

分もあるが、焼土ٴび焼土पลの土層から、この場でՐをขいた可能性が推定される。焼土पลの2層から、

ଟྔの炭化物ཻとともに白৭の微ࡉなࠎยが出土した。

遺物は、ᙈ・ਂു（ਤ版 59・105�33・34）が出土した。

SC809（ਤ版 31・35・40）

؇ࣼ面に位置する。炭化物の分布は 4$西ଆにやや集中し、東ଆ΁向かってগなくなる。炭化物ཻと焼

土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC810（ਤ版 31・35・40・92）

؇ࣼ面に位置する。炭化物の分布は 4$中央部に集中し、֎ԑに向かってີ౓が低くなる。炭化物ཻと

焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC811（ਤ版 31・35・40）

؇ࣼ面に位置する。炭化物の分布ൣғは、地形のࣼ܏に沿って南北方向΁ࡉ௕く޿がる。炭化物ཻと焼

土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。遺物はᆵ（ਤ

版 59・105�30 〜 32）が出土した。

SC815（ਤ版 30・34・41・92）

微高地から西ଆ؇ࣼ面΁と地形が؇やかにม化する地఺に位置する。1層は炭化物ཻと焼土ཻをଟྔに

ؚΈ、特に 4$中央から南ଆにかけてೱີに分布する。このൣғに重なるΑ͏に土器の・石器が集中して

出土した。3層は҉੺׊৭の焼土である。焼土पลの土はඃ೤し、੺փ৭となる。土層ଯ積状況から、こ

の場でՐをขいた可能性が推定される。

遺物は、ઙു（ਤ版 59・105�36）、ᙈ（ਤ版 59・105�35）、石᭲（ਤ版 73・115�7）、石᭲ະ成品（ਤ版

73・115�16）、石ਲ਼（ਤ版 73・115�19）、不定形石器（ਤ版 73・116�27）、石ිະ成品（ਤ版 73・116�34）、

石֩（ਤ版 74・116�54）が出土した。

SC816（ਤ版 30・34・41・92）

微高地に位置する。炭化物は約 4�54mʷ 3�55mのൣғにૄらに分布する。2層は҉փԫ׊৭シルトが

主体で炭化物ཻ・焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積し、約 1�4mʷ 0�7mのൣғにೱີに集中する。土層ଯ積状
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況から、焼土・炭化物が一ׅして集積された可能性が推定される。

遺物は、ു（ਤ版 60・105�37）、ਂു（ਤ版 60・105�38）、ᆵ（ਤ版 60・105�39）、石᭲（ਤ版 73・115�

13）、磨製石ි（ਤ版 73・116�29）が出土した。

SC817（ਤ版 30・34・41・92）

؇ࣼ面に位置し、埋設土器 908の北東にྡ઀する。2層は焼土で、焼土पลの 3・4層はඃ೤し、փ੺

৭・੺փ৭となる。土層ଯ積状況から、この場でՐをขいた可能性が推定される。また、2層から白৭׊

の微ࡉなࠎยが出土した。

遺物は、ਂ ു（ਤ版 60・105�40）、石᭲ະ成品（ਤ版 73・115�15）、不定形石器（ਤ版 73・116�28）が出土した。

SC818（ਤ版 30・34・40）

微高地から北ଆ؇ࣼ面΁と地形が؇やかにม化する地఺に位置する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹って

ଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC821（ਤ版 31・35・40）

微高地に位置する。2層は炭化物ཻ・焼土ཻをଟྔにؚΉ。これらはࠞ͡り߹ってଯ積することから、

これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC825（ਤ版 30・34・42・78・93）

低位面に位置する。遺構は地਒のӨڹをडけており、1〜 8層は೾状にى෬をもってଯ積する。また、

遺構東ଆはᶜ層のؕ຅が認められ、遺構東ଆ半分もこれにҾきࠐまれるΑ͏に௜ΈࠐΉ。2・3・5層は

焼土で、焼土下位の 6・7層はඃ೤してփ੺৭シルトとなる。10・15 層はփ੺৭・੺փ৭シルトで、փ

のΑ͏な土がଯ積する。16層下位は҉੺׊৭の焼土で、焼土पลの土はඃ೤して੺փ৭にม৭する。土

層ଯ積状況から、2・3・5・16 層の֤層でՐをขいた可能性が推定される。また、4層の炭化物層から

ਤ版）ۄࢳ 75・117�64 〜 68）、3・8層から白৭の微ࡉなࠎยが出土した。12層の下からはピット 2基が

ܘ出され、11は௕ݕ 55Dmをଌる。෴土は୯層で、焼土・炭化物・ࠎยをϒϩック状にؚΉ。12は௕

ܘ 53Dmをଌる。෴土は 4層にࣝ別され、2層は҉੺փ৭シルトと炭化物ཻ・ࠎยがϒϩック状にଯ積

する。土層ଯ積状況から、いͣれも埋め໭された可能性が推定される。

遺物は、ઙു（ਤ版 60・105�41 〜 45・50）、ਂു（ਤ版 60・105�46 〜 49・51）、ᆵ（ਤ版 60・105�52・

53）、石᭲（ਤ版 73・115�6・8・12）、石ਲ਼（ਤ版 73・115�23）、不定形石器（ਤ版 73・115�25）、石֩（ਤ

版 75・116�56）、石製品（ਤ版 75・116�58）が出土した。

SC842（ਤ版 30・34・43・78・94・95）

低位面に位置する。遺構北西ଆは地਒のӨڹにΑり、ᶜ層のؕ຅が認められる（第 10ਤ）。遺構は、こ

れにҾきࠐまれるΑ͏に北ଆ半分がܹٸに௜ΈࠐΉ。6・8・13層は੺׊৭の焼土で、焼土पลの土はඃ

೤し、੺փ৭にม৭する。土層ଯ積状況から、6・8・13層の֤層でՐをขいた可能性が推定される。3・

4・6〜 8層から白৭の微ࡉなࠎย、5層からは焼けたオニグルミ、12 層からは漆製品（ਤ版 75・117�

69）が出土した。
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遺物は、ઙു（ਤ版 60・106�54）、ᙈ（ਤ版 60・106�56・57）、ᙈ・ਂു（ਤ版 60・106�55）、石᭲（ਤ版

73・115�10）、不定形石器（ਤ版 73・115�24）、磨製石ි（ਤ版 73・116�31）、磨石類（ਤ版 74・116�50）、

が出土した。

SC845（ਤ版 30・34・40）

低位面に位置する。4$中央には෾࠭のࠟ跡が認められる。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積する

ことから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC847（ਤ版 30・34・40）

低位面に位置する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された

可能性が推定される。

SC850（ਤ版 31・35・43・92）

低位面に位置し、埋設土器 894 の西ଆにྡ઀する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することか

ら、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。遺物は、ઙു（ਤ版 60・106�58）、ᙈ・ਂു（ਤ

版 60・106�59）、石᭲（ਤ版 73・115�9）が出土した。

SC856（ਤ版 30・34・40）

低位面に位置し、1854 の南ଆにྡ઀する。炭化物は 0�59mʷ 0�52mのൣғに分布する。ほかの 4$

とൺ΂ن໛が小さく、炭化物が集中するີ౓も低い。

SC858（ਤ版 30・34・40・92）

低位面に位置する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された

可能性が推定される。

SC859（ਤ版 31・35・44・78・95）

低位面に位置する。遺構東ଆには大ن໛なᶜ層のؕ຅（第 10ਤ）と෾࠭のࠟ跡が認められる。また、

遺構は北西ʖ南東方向・東西方向の຺࠭にΑり 1〜 3層が分அされる。2層は焼土で、焼土पลの土は

ඃ೤して੺փ৭にม৭する。3層下位には҉੺׊৭の焼土がݕ出され、焼土下位はඃ೤してփ੺৭シルト

となる。土層ଯ積状況から 2・3層の֤層でՐをขいた可能性が推定される。また、焼土ٴびそのपลか

らは白৭の微ࡉなࠎยが出土した。炭化物は焼土पลにೱີに分布し、石冠（ਤ版 75・116�61）が出土した。

土器の集中は、北・西・南西の 3か所で認められ、ᙈ（ਤ版 61・106�70）、ਂു（ਤ版 60・106�69）が出土し、

ਂു 69は遺構南西ଆにྡ઀する土器集中 888 出土土器と઀߹関係が認められる。炭化物層の下からは、

ピットがݕ出され、ن໛は௕ܘ 54Dmをଌる。෴土は୯層で、炭化物をؚΉ。

遺物は、ઙു（ਤ版 60・106�60 〜 63）、ു（ਤ版 60・106�65）、ᙈ（ਤ版 60・106�66・67）、ਂു（ਤ

版 61・106�71）、ᙈ・ਂു（ਤ版 60・106�64・68）、石ਲ਼（ਤ版 73・115�20）、不定形石器（ਤ版 73・116�

26）、磨石類（ਤ版 74・116�45・51）が出土した。
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SC861（ਤ版 30・34・45・96）

低位面に位置し、4I860 の北ଆにྡ઀する。遺構南ଆは地਒にΑる土層のؕ຅が認められ（第 10ਤ・

ਤ版 77・ؕ຅ 1）、遺構がഁյされている。また、東ଆでは෾࠭にΑり 1層が分அされている。遺構西ଆ

の1層から、約50〜60Dmのൣғに᛽が集中して出土した。᛽はՃࠟ޻が認められͣ、ඃ೤もしていない。

1 層の下からは、1915・916 がݕ出された。1915 は௕ܘ 38Dm、1916 は௕ܘ 36Dm をଌる。1916

は୯層で、炭化物ཻをଟྔにؚΉ。

遺物は、ઙു（ਤ版 62・106�75 〜 77）、ᆵ（ਤ版 62・106�78・79）、磨製石ි（ਤ版 73・116�32）が出土した。

SC863（ਤ版 31・35・43・77）

微高地に位置する。遺構は地਒のӨڹをडけており、෾࠭にΑり遺構は分அされて東ଆ半分が௜Έࠐん

でいる（第 10ਤ）。遺構の中央部には焼土がݕ出され、焼土पลは炭化物がೱີに分布する。焼土पลの

土はඃ೤し、੺փ৭にม৭する。土層ଯ積状況から、この場でՐをขいた可能性が推定される。遺物は、

石᭲ະ成品（ਤ版 73・115�18）が出土した。

SC866（ਤ版 30・34・46・96）

؇ࣼ面に位置し、4$867 の西ଆにྡ઀する。遺構は北東−南西方向の຺࠭にΑり分அされる。1〜 4

層は焼土ཻ・炭化物ཻ・ࠎยがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推

定される。遺物は、ਂു（ਤ版 62・106�80）、石ਲ਼（ਤ版 73・115�21）が出土した。

SC867（ਤ版 31・35・46・96）

؇ࣼ面に位置する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された

可能性が推定される。

SC868（ਤ版 30・34・46）

低位面に位置し、4I860 の西ଆにྡ઀する。遺構は地਒のӨڹをडけており、東ଆがഁյされている。

3層は炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定さ

れる。遺物は、ਂു（ਤ版 62・106�81）、ᙈ・ਂു（ਤ版 62・106�82）、石᭲（ਤ版 73・115�2）、アスファ

ルト（ਤ版 75・117�70）が出土した。

SC870（ਤ版 31・35・46・96）

؇ࣼ面に位置する。1層は炭化物ཻ・焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積し、2層は׊փ৭シルトと明ԫ׊৭シ

ルトがϒϩック状にଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC871（ਤ版 31・35・46）

低位面に位置し、4$859 の東ଆ、4$880 の南西ଆにྡ઀する。遺構東ଆは෾࠭にΑりഁյされている。

1・2層はいͣれも炭化物ཻをؚΈ、特に 1層にଟい。



36

4　下 層 の 遺 構

SC872（ਤ版 31・35・46）

؇ࣼ面に位置する。50ʷ 40Dmのൣғに焼土がݕ出され、焼土पลの土はඃ೤し、੺փ৭にม৭する。

土層ଯ積状況から、この場でՐをขいた可能性が推定される。

SC876（ਤ版 30・34・46）

低位面に位置し、4$856・1855・857 の南ଆにྡ઀する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積する

ことから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC879（ਤ版 31・35・47・96）

微高地に位置し、4$283・889 の北ଆにྡ઀する。遺構の中央部には焼土がݕ出され、焼土पลの土

はඃ೤して੺փ৭シルトにม৭する。土層ଯ積状況から、この場でՐをขいた可能性が推定される。2

層からは、白৭の微ࡉなࠎยが出土した。また、焼土と重なるΑ͏にઙു（ਤ版 61・107�72）、ਂു（ਤ

版 61・107�73）、ᙈ（ਤ版 61・107�74）が一ׅして出土した。炭化物層である 3層からは、磨石類（ਤ版

74・116�46）が出土した。焼土付近の 3層の下からは、1906・930 がݕ出された。1906 は௕ܘ 22Dm、

1930 は௕ܘ 30Dmをଌる。1906 の෴土は 2層にࣝ別され、炭化物ཻをଟྔにؚΉ。1930 は୯層で、

炭化物ཻを微ྔにؚΉ。

SC880（ਤ版 31・35・47・97）

低位面に位置する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された

可能性が推定される。遺物は、石ිະ成品（ਤ版 73・116�36）が出土した。

SC884（ਤ版 31・35・46・97）

低位面に位置する。遺構は、北西ʖ南東方向に延びる 2条の຺࠭にΑり分அされる。炭化物ཻと焼土

ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された可能性が推定される。

SC885（ਤ版 31・35・47）

低位面に位置する。炭化物ཻと焼土ཻがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積された

可能性が推定される。

SC889（ਤ版 31・35・48）

؇ࣼ面に位置する。炭化物ཻとփ白৭シルトがࠞ͡り߹ってଯ積することから、これらが一ׅして集積

された可能性が推定される。

SC890（ਤ版 30・34・48）

低位面に位置し、4$891 の西ଆにྡ઀する。炭化物ཻは 4$の中৺にೱີに分布し、֎ԑに向かって

ૄらとなる。
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SC891（ਤ版 30・34・48）

低位面に位置する。炭化物ཻは 4$北ଆにೱີに分布し、そのほかはૄらとなる。

SC893（ਤ版 30・34・48）

低位面に位置する。փ৭࠭に炭化物ཻがૄらにؚまれる。

SC911（ਤ版 31・35・48・97）

微高地に位置する。147Dmʷ 93Dmのൣғに焼土がݕ出され、焼土पลの土はඃ೤して੺փ৭にม৭

する。土層ଯ積状況から、この場でՐをขいた可能性が推定される。

SC914（ਤ版 30・34・48・97・98）

微高地に位置する。2・5・6層は焼土で、焼土पลの土はඃ೤して੺փ৭にม৭する。土層ଯ積状況

から֤層でՐをขいた可能性が推定される。遺物は 1層からਂു（ਤ版 62・107�83）、炭化物層の 3層か

らは石冠（ਤ版 75・116�59）、遺構の約 1�2m南から独鈷状石製品（ਤ版 75・116�63）が出土した。また、

5層からᙈ・ਂു（ਤ版 62・107�84）の体〜ఈ部が出土した。

SC918（ਤ版 31・35・48・97）

低位面に位置する。83Dmʷ 29Dmのൣғに焼土がݕ出され、焼土पลの土はඃ೤して੺փ৭にม৭

する。土層ଯ積状況から、この場でՐをขいた可能性が推定される。

SC934（ਤ版 30・34・48）

微高地に位置し、4$801 の北ଆにྡ઀する。炭化物ཻは 4$の中৺にೱີに分布し、֎ԑはૄらである。

%　埋　設　土　器

1）֓　　　要

埋設土器は 17基ݟつかっており、微高地で 3基、؇ࣼ面で 5基、低位面で 9基をݕ出した。この͏

ち 14基の埋設土器は、焼土・炭化物の集積に近઀して分布する。残りの 3基は、遺構分布がرബな西ଆ

ࣼ面に୯独でଘ在する。埋設土器に用いられた土器は、ૈ製土器が主体であり、明֬にਫ਼製土器とされる

1. 埋設態位

Aɿ正位 #ɿٯ位 $ɿԣ位 %ɿࣼ位

2. 欠損状態

1ɿܽଛなし 2ɿ಑下半をܽଛ 3ɿٯ位で口
　		ԑをܽଛ

4ɿނҙに土器の
　		一部をܽଛ

3. 付随物

aɿ土器のΈ Cɿ土器（ย）が
　		付ਵする

Dɿ石が付ਵする dɿC・Dが
		　ࠞ在する

4. 埋設態位

iɿ୯体埋設 iiɿෳ਺埋設 iiiɿ近઀埋設

第 16図　埋設土器の分類模式図ʦݹᖒ 2002ʧ
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ものは 。体とগないݸ5

埋設土器の分類基४についてはʰݩ԰ෑ遺跡Ⅱ ʦɦݹᖒ 2002ʧにڌり、1� 埋設ଶ位、2� ܽଛ状ଶ、3� 付

ਵ物、4� 埋設方法について分類した（第 16ਤ）。埋設土器は、地਒のӨڹにΑり่落・౗յしたものがଟ

く、埋設ଶ位については࣮֬なものがগないが、Aɿ正位埋設ɿ10基、#ɿٯ位埋設ɿ1基、$ɿԣ位埋設ɿ

1基となる。ܽଛ状ଶは、ܽଛが認められない 1類ɿ12基、ނҙに土器の一部をܽଛさせた 4類ɿ1基で、

1類が主体を઎める。付ਵ物は、付ਵ物が認められない a類ɿ13基、石が付ਵする D類ɿ3基、土器ย・

石が付ਵする d類ɿ1基で、a類が主体である。埋設方法は、୯体埋設 i 類ɿ7基、ෳ਺埋設ᾝ類ɿ3基、

近઀埋設ᾞ類ɿ7基である。

2）֤　　　આ

埋設土器 1（ਤ版 30・34・49・78）

微高地に位置し、4$815 の北東、4$818 の西ଆに近઀する。口ԑ部をܽଛするᆵ（ਤ版 62・108�85）

がԣ位の状ଶで出土した。上位のݞ〜ఈ部はつͿれるΑ͏に内ଆ΁่落することから、正位の状ଶで埋設

されたものが౗յした可能性が推定される。

埋設土器 824（ਤ版 30・34・49・78・98）

低位面に位置し、埋設土器 903 の西ଆにྡ઀する。遺構東ଆは地਒のӨڹにΑり、ᶜ層のؕ຅が認め

られる。埋設土器は、土坑内に土器を埋設したものである。土坑南ଆにはᙈ（ਤ版 62・107�87）とਂു

（ਤ版 63・107�88）の口ԑ〜体部、ᙈ・ਂു（ਤ版 63・107�89）の体部がྡ઀して埋設される。また、88

と 89の土器は؀状に組Έ߹Θせており、ᙈ 87と高さをଗえるΑ͏に埋設されている。土器の北ଆには、

ܘ 11Dmの᛽、ᙈ 87の土器内からはઙു（ਤ版 62・107�86）の口ԑ部ยが出土した。土坑北ଆでは、石

ිະ成品（ਤ版 73・74・116�38・41・42）・ፏ平なପԁ形᛽（ਤ版 74・116�40）が つ上下にฒ΂たͣݸ2

Α͏に出土した。土坑の෴土は 2層にࣝ別され、2層は炭化物ཻをଟྔにؚΉ。ఈ面はԜತがあり、ଆน

は؇やかに立ち上がる。

埋設土器 828（ਤ版 30・34・49・98）

低位面に位置し、4$861・埋設土器 824 の北ଆに近઀する。ᙈ・ਂു（ਤ版 63・108�90）の体〜ఈ部

がԣ位の状ଶで出土した。上位の体部はつͿれるΑ͏に内ଆ΁่落し、下位の体部は֎ଆ΁։くΑ͏にഁ

ଛする。また、土器の北ଆには௕ܘ 7Dmの᛽が出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ

層がౡ状に残る地఺である。埋設土器もこのӨڹをडけ、౗յした可能性が推定される。

埋設土器 830（ਤ版 30・34・50・98）

低位面に位置し、埋設土器 839・土器集中 831〜 833 に近઀する。ઙു（ਤ版 63・108�91）とਂു（ਤ

版 63・108�92）の口ԑ〜体部、ᙈ・ਂു（ਤ版 63・108�93）の体〜ఈ部が近઀してݕ出された。遺構付近

は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。埋設土器もこのӨڹをडけ、ઙു 91は

口ԑ部がつͿれるΑ͏に֎ଆ΁่落し、正位の状ଶで埋設されていたものが౗յした可能性が推定される。

また、ਂു 92、ᙈ・ਂു 93は南ଆ΁大きく܏き、このઌには௕ܘ 12Dmの๮状᛽がݕ出された。また、

93の土器は、土器集中 831出土土器と઀߹関係が認められる。
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埋設土器 834（ਤ版 30・34・49・99）

低位面に位置し、土器集中 833 の北ଆに近઀する。ᙈ・ਂു（ਤ版 63・108�94）の体〜ఈ部がԣ位の

状ଶで出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。埋設土器もこ

のӨڹをडけ、౗յした可能性が推定される。

埋設土器 837（ਤ版 29・33・51・99）

؇ࣼ面に位置し、埋設土器 924 の北ଆに近઀する。ᙈ（ਤ版 64・109�95）がԣ位の状ଶで出土した。

遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。埋設土器もこのӨڹをडけ、౗

յした可能性が推定される。

埋設土器 839（ਤ版 30・34・50・99）

低位面に位置し、埋設土器 830・土器集中 831 に近઀する。ᙈ・ਂു（ਤ版 64・109�99）の体〜ఈ部

が正位の状ଶで出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。埋

設土器もこのӨڹをडけ、体部はつͿれるΑ͏に֎ଆ΁่落する。また、つͿれた体部ยの上には௕ܘ

6Dmの᛽が出土した。また、ᙈ（ਤ版 64・109�98）は、土器集中 831 〜 833 出土土器との઀߹関係が認

められる。出土状況から、土器集中 831 〜 833 の土器は埋設土器 839 の一部であったと推定され、地

਒のӨڹにΑり、大きく北ଆ΁Ҡಈした可能性が考えられる。

埋設土器 840（ਤ版 30・34・50・99）

低位面に位置し、土器集中 836 に近઀する。ઙു（ਤ版 64・109�100）とᙈ（ਤ版 64・109�101）の体

〜ఈ部がྡ઀して埋設されている。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺であ

る。ઙു 100・ᙈ 101 は出土状況から、いͣれも正位に埋設されたと考えられるが、ઙു 100 は体部が

南ଆ΁౗յしࢄཚする。ᙈ 101も南ଆ΁大きく܏く。

埋設土器 883（ਤ版 29・33・51・99）

؇ࣼ面に位置する。ᙈ・ਂു（ਤ版 64・109�96・97）の体〜ఈ部がྡ઀して埋設される。遺構付近は地

਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。出土状況から、いͣれも正位に埋設されたと

考えられるが、ᙈ・ਂു 97は෾࠭にΑり௜ΈࠐΈ、南ଆ΁大きく܏く。

埋設土器 887（ਤ版 31・35・51・99）

低位面に位置する。埋設土器は、土坑内に土器を埋設したものである。土坑中央に୆付ઙു（ਤ版 65・

109�102）を埋設する。土器は、ઙുのఈ部を֎し、口ԑ〜体部をԁ形ないし方形状に組Έ߹Θせる。口ԑ部・

ఈ部ยはこの上位でݕ出されており、出土状況から、これらの土器ยで֖をした可能性が推定される。

埋設土器 894（ਤ版 31・35・49・100）

低位面に位置し、4$850 の東ଆにྡ઀する。埋設土器は、ピット内に土器を埋設したと考えられるが、

遺構は、地਒にΑりᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺のため、明֬な掘形を֬認できなかった。土
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器は、ᙈ・ਂു（ਤ版 65・110�103）の体〜ఈ部が正位の状ଶで埋設されている。

埋設土器 898（ਤ版 30・34・51）

؇ࣼ面に位置し、4$866 の北西にྡ઀する。ᙈ・ਂു（ਤ版 65・110�104）の体〜ఈ部がԣ位の状ଶで

出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。埋設土器もこのӨڹ

をडけ、౗յした可能性が推定される。

埋設土器 903（ਤ版 30・34・51・100）

低位面に位置し、4$861 の西ଆ、埋設土器 824 の東ଆにྡ઀する。ു（ਤ版 65・110�105）が正位の

状ଶで出土した。埋設土器 824 の東ଆは地਒にΑりᶜ層が大きくؕ຅する。埋設土器もこのӨڹにΑり、

口ԑ部が土器の内ଆ΁つͿれるΑ͏に内ଆ΁่落する。

埋設土器 908（ਤ版 30・34・51・100）

؇ࣼ面に位置し、4$817 の南西にྡ઀する。埋設土器は、土器の大きさに߹Θせてピット状に掘りࠐ

Έ土器を埋設したもので、ᙈ・ਂു（ਤ版 65・110�106）の体〜ఈ部がٯ位の状ଶで出土した。

埋設土器 924（ਤ版 29・33・51）

؇ࣼ面に位置する。ઙു（ਤ版 65・110�107）が正位の状ଶで出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭

࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺である。埋設土器もこのӨڹをडけ、口ԑ部つͿれるΑ͏に֎ଆ΁่

落する。

埋設土器 928（ਤ版 31・35・51・100）

微高地に位置し、4$911 の東ଆにྡ઀する。ਂു（ਤ版 66・110�108）とᙈ・ਂു（ਤ版 66・110�109）

が埋設される。下位のਂു 108は正位、上位のᙈ・ਂ ു 109 はٯ位の状ଶで出土しており、出土状況から、

߹Θせ口状に埋設されたと考えられ、上位の土器が下位の土器の内ଆ΁่落したものと推定される。

埋設土器 933（ਤ版 30・34・53・100）

微高地に位置し、4$801・934 の北西にྡ઀する。埋設土器は、土坑内に土器を埋設したものである。

土坑南ଆにはᙈ（ਤ版66・110�111）がԣ位の状ଶで出土した。土坑の෴土は୯層で、炭化物ཻを微ྔにؚΉ。

遺物はᙈ・ਂു（ਤ版 66・110�110）が出土した。

E　土　器　集　中

1）֓　　　要

土器集中は 18か所ݟつかっており、微高地で 5か所、؇ࣼ面で 5か所、低位面で 8か所をݕ出した。

この͏ち 15か所の土器集中は、埋設土器、焼土・炭化物の集積に近઀して分布する。残りの 3か所は、

付近に焼土・炭化物の集積がଘ在しない西ଆࣼ面に分布し、埋設土器と分布Ҭがほぼ重なる。



第ᶚ章　遺　　　構

41

2）֤　　　આ

土器集中 1（ਤ版 31・35・52・100）

微高地に位置し、土器集中 3の東ଆにྡ઀する。遺物は約 1�7mʷ 1�8mのൣғに集中して出土した。

土器集中の北ଆと南ଆには、約 0�9mʷ 0�5mのൣғに炭化物がൺֱ的ଟく集中する。北ଆの炭化物集中

ൣғには、փ白৭の粘土のଯ積が認められる。ਂു 115（ਤ版 66・111）は、土器集中 2の出土土器と઀

߹関係が認められる。遺物は、ઙു（ਤ版 66・110�112）、ਂു（ਤ版 66・110�113・114）、石֩（ਤ版 74・

116�53）が出土した。

土器集中 2（ਤ版 31・35・52・100）

微高地に位置し、4$283・879 の南ଆに近઀する。遺物は約 0�8mʷ 0�9mのൣғに集中して出土した。

遺物は、ਂു（ਤ版 67・111�116）が出土し、4$879 の出土土器と઀߹関係が認められる。

土器集中 3（ਤ版 31・35・52）

微高地に位置する。遺物は約 0�5mʷ 1�4mのൣғに集中して出土した。集中Ҭでは、土器集中 1とಉ

༷にփ白৭の粘土のଯ積が認められる。遺物は、ઙു（ਤ版 67・111�117）、ਂു（ਤ版 67・111�118）、ᙈ・

ਂു（ਤ版 67・111�119）が出土した。

土器集中 820（ਤ版 29・33・53・101）

西ଆࣼ面に位置する。付近には遺構がなく、୯独でଘ在する。遺物は、ਂ （ുਤ版 67・111�120）が約 0�5m

ʷ 0�7mのൣғに集中して出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺で

ある。ਂുは上下に重なるΑ͏に出土しており、ԣ位の状ଶにあったਂുがつͿれた可能性が推定される。

土器集中 822（ਤ版 29・33・53）

西ଆࣼ面に位置する。付近には遺構がなく、୯独でଘ在する。遺物は、ᆵ（ਤ版 67・111�121）が約 0�2m

ʷ 0�4mのൣғに集中して出土した。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層がౡ状に残る地఺で

ある。出土状況から埋設土器の可能性も考えられる。

土器集中 831・832・833（ਤ版 30・34・50）

低位面に位置し、埋設土器 830・839 にྡ઀する。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層が

ౡ状に残る地఺である。土器集中は、いͣれも埋設土器 830・839 出土の土器と઀߹関係が認められる。

出土状況から、埋設土器 830・839 の一部であったものが、地਒のӨڹにΑり原位置をಈいてしまった

ものと推定される。

土器集中 835・836（ਤ版 30・34・50・101）

低位面に位置し、埋設土器 840 の北ଆに近઀する。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層が

ౡ状に残る地఺である。遺物は、ઙു（ਤ版 68・112�123）、ਂു（ਤ版 68・112�124）、ᙈ・ਂു（ਤ版

67・111�122、ਤ版 68・112�125）が出土した。ᙈ・ਂു 122と 125 はಉ一ݸ体の可能性があることから、
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もともとಉ一の遺構であったものが、地਒のӨڹにΑり原位置を大きくಈいてしまった可能性が推定され

る。

土器集中 838（ਤ版 29・33・53）

西ଆࣼ面に位置する。付近には遺構がなく、୯独でଘ在する。遺物は約 0�5mʷ 0�7mのൣғに集中し、

ᙈ・ਂു（ਤ版 68・111�126）の体〜ఈ部が出土した。

土器集中 852（ਤ版 31・35・53）

微高地に位置する。遺物は約 1�4mʷ 2�1mのൣғに集中して出土した。ᶜ層は地਒のӨڹにΑり、東

ଆにؕ຅し、遺物もこれにҾきࠐまれるΑ͏に出土した。遺物はᙈ・ਂു（ਤ版 68・112�127・128）が出

土した。

土器集中 864（ਤ版 30・34・53）

低位面に位置し、4$850・868 の北ଆに近઀する。遺構付近は地਒にΑり、ᒵ৭࠭が෾出してᶜ層が

ౡ状に残る地఺である。遺物は、ᆵ（ਤ版 68・111�129）の体〜ఈ部が約 0�3mʷ 0�6mのൣғに集中し

て出土した。

土器集中 865（ਤ版 30・34・54・101）

低位面に位置し、෾࠭口（第8ਤ）の北ଆでݕ出した。土器集中付近は大ن໛なӷ状化のࠟ跡が認められる。

遺物はઙു（ਤ版 68・112�131）、ᙈ・ਂു（ਤ版 68・112�130）が出土した。

土器集中 881（ਤ版 31・35・53）

؇ࣼ面に位置し、4$870 の北東、土器集中 886 の西ଆに近઀する。遺物は約 0�7mʷ 0�8mのൣғに

集中し、ᙈ（ਤ版 69・112�132）、ਂു（ਤ版 69・113�133）、ᙈ・ਂു（ਤ版 69・112�134）、ᆵ（ਤ版 69・

112�135）が出土した。

土器集中 886（ਤ版 31・35・53・101）

؇ࣼ面に位置する。遺物は、ᙈ（ਤ版 69・113�136）が約 0�5mʷ 0�8m のൣғに集中して出土した。

出土状況から、土器はԣ位の状ଶでつͿれた可能性が推定される。

土器集中 888（ਤ版 31・35・54）

低位面に位置し、4$859・867 にྡ઀する。遺物は約 1�1mʷ 1�2mのൣғに集中し、ᙈ（ਤ版 69・

113�137）が出土した。

土器集中 932（ਤ版 30・34・54・101）

微高地に位置し、4$817・818・914・934・埋設土器 908・933 に近઀する。遺物は約 1�4mʷ 1�5m

のൣғに集中し、ᙈ（ਤ版 69・113�138）が出土した。
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1　上層（中世）の遺物

A　֓　　　要

中世の遺物には、土師質土器、青磁、白磁、珠洲焼、瓷器系陶器、石製品、金属製品、木製品などがあ

る。土器・陶磁器の大半を઎めるのは珠洲焼で、ᶚ期に属するものが主体である。遺構は、2012 年౓の

調査区とಉ༷に昭࿨ॳ期の։田のӨڹをडけており、遺構上半部が࡟平されている。このため、遺物は遺

構ਂ౓の大きいものから出土しており、井戸・溝などからগྔ出土した。

#　土器・陶磁器

1）記 ࡌ の 方 ਑

陶磁器、土師質土器の器種分類や年代؍については、๵қ陶磁器の分類はʦ山本 2000ʧ、珠洲焼は <٢

Ԭ 1994ʧ、土師質土器はʦਫᖒ 2005ʧ、瓷器系陶器はʦ小田 1999、௽巻 2005ʧをࢀ考にした。࣮年代

について珠洲焼は٢Ԭᶗ期 �12 世紀第 3࢛半期〜第 4࢛半期、Ⅱ期 �13 世紀第 1࢛半期〜第 2࢛半期、

ᶙ期 �13世紀第 3࢛半期〜第 4࢛半期、ᶚ期 �14世紀第 1࢛半期〜第 3࢛半期である。

2）遺構内出土遺物（ਤ版 55・102）

SE349（1〜 4）

1は土師質土器小ࡼで、器นがްく、ఈ部から口ԑ部にかけて֎܏しながら立ち上がる。2は珠洲焼の

ย口ുで、Էし目は 10目࡯؍される。3は珠洲焼のᙈである。体部֎面はୟଧにΑり成形される。また、

ׂれ口のஅ面にはススの付ணが認められる。4は瓷器系陶器のᙈで、地࡫ݩਆٰྕでੜ࢈された北ӽ༼࢈

と考えられる。体部の内֎面にはススの付ணが認められる。3・4はススの付ண状況から、二次的に付ண

したものと考えられる。

SE386（5〜 8）

5〜 7は土師質土器ࡼで、5は口ԑ部ย、6・7はఈ部ยである。6はఈ部内面の中央が੝り上がる形

状となる。8は珠洲焼のย口ുで、口৶部はਫ平となる。ᶚ期にൺ定される。また、器面の内֎は器面の

ണ落が著しい。

SE479（9〜 13）

9・10は珠洲焼のย口ുで、いͣれも口ԑは内܏し、端部のྏは明ྎである。ᶚ期にൺ定される。9は

内面の一部が੺化し、ススが付ணすることから、二次的にඃ೤したものと考えられる。11は珠洲焼のᙈ

の口ԑ部ยである。ᰍ部は、ʮくʯの字状に۶ۂし、体部֎面はᰍ基部の௚下からୟଧ成形がなされる。

ᶚ期と考えられる。12は珠洲焼のᆵで、ᰍ部は؇やかに֎܏し、ᰍ部内面には۳目೾状文がࢪされる。

ᶚ期と考えられる。13は北ӽ༼の瓷器系陶器ᙈである。体部にはʮ٠Ֆ文�࿄状文ʯのԡ印が認められる。
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࿄状文は端部に 1条のઅがೖることから、࿛୔༼ஈ֊に属すると考えられる。

SK343（14）

14は土師質土器ࡼで、ఈ部から口ԑ部にかけて֎܏して立ち上がる。器面のຎ໣が著しい。

SK362（15）

15 は土師質土器ࡼで、口৶にλール状の付ண物が認められる。౮明ࡼとして࢖用された可能性が考え

られる。

SK397（16）

16は珠洲焼のย口ുで、Էし目は 7目࡯؍される。

SK445（17）

17は珠洲焼のย口ുである。口ԑは内܏し、端部のྏは明ྎである。ᶚ期にൺ定される。

P450（18）

18は珠洲焼のย口ുである。ఈ部֎面にはススの付ணが認められ、内面は器面のണ落が著しい。

SD300（19〜 21）

19 〜 21 は珠洲焼のย口ുで、19・20 は口ԑ部ย、21はఈ部ยである。19・20 は、いͣれも口৶

部の中央付近がややԜΉ。ᶚ期にൺ定される。

3）遺構֎出土遺物（ਤ版 55・102）

22〜 24 は土師質土器小ࡼである。22はखͮくͶ成形、23・24 は器นがްく、口ԑ部のஅ面は֯ࡾ

形となる。25・26は土師質土器ࡼで、いͣれも器面のຎ໣が著しい。27は青磁࿇ห文の࿶で、13世紀

中ࠒ〜 14世紀ॳ಄前後に所属するものと考えられる。28〜 33は珠洲焼のย口ുである。28・29は口

ԑ部ยで、いͣれも口৶は平ୱである。ᶚ期にൺ定される。30〜 33はఈ部ยで、30・31はఈ部֎面に

される。32はఈ部内面おΑびׂれ口のஅ面にススの付ணが認められることから、二次的に࡯؍಄ࠟがࢦ

ඃ೤したものと考えられる。34・36 は珠洲焼ᆵで、34はݞ部ย、36はఈ部ยである。35・37 は珠洲

焼のᙈで、いͣれも体部֎面はλλキにΑる成形である。38は瓷器系陶器のᙈで、ݞ部にʮ٠Ֆ文 �࿄

状文ʯのԡ印が認められる。࿄状文は端部に 1条のઅがೖることから、࿛୔༼ஈ֊に属すると考えられる。

$　土器転用研磨具

珠洲焼などߗ質な土器ยの一部に、ے状の磨ࠟが認められるものである。井戸・溝などから出土した。

1）遺構内出土遺物（ਤ版 56・102）

SE349（39・40）

39・40は、いͣれも珠洲焼を転用したもので、39は正ཪ面に 3条、40は正ཪ面に 2条のے条ࠟが認
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められ、40のے条ࠟのஅ面は6字状となる。

SD300（41）

41 は珠洲焼を転用したものである。口ԑ部ยが઀߹しており、઀߹状況からഁଛあるいはંஅした後

に研磨具として࢖用されたものと考えられる。

2）遺構֎出土遺物（ਤ版 56・102）

42・43は珠洲焼を転用したもので、いͣれも正面にઙいے条ࠟが認められる。

%　石 製 品

石製品には౐石があり、井戸・溝などから出土した。

1）遺構内出土遺物（ਤ版 56・102）

SE349（44）

44は正面が࢖用されており、基࣠にରしてࣼめ方向のઢ条ࠟが認められる。

SD300（45）

45 は正ཪ面が࢖用されており、正面は基࣠にରして௚ަ、ࣼめ方向、ཪ面は基࣠にରして平行、ࣼめ

方向のઢ条ࠟが認められる。

2）遺構֎出土遺物（ਤ版 56・102）

46・47は正ཪ面に研面が࡯؍され、46の正ཪ面は基࣠にରしてࣼめ方向、47の正ཪ面は基࣠にରし

て௚ަ、ࣼめ方向のઢ条ࠟが認められる。48は下半部をܽଛする。正ཪ面、ࠨӈଆ面の 4面に研面が認

められ、いͣれもઢ条ࠟが࡯؍される。

E　金　属　製　品（ਤ版 56・102）

金属製品には౛ࢠがあり、井戸・土坑・溝などから出土した。

SE349（49）

49は棟ეが明ྎに認められる。

SE386（50）

50 はਕ部と基部のڥの棟ე・ਕე（第 17ਤ）が明ྎで、基

部には目ఝ穴が認められる。

SK488（51）

51 はਕ部ઌ端を一部ܽଛする。棟ე・ਕეは明ྎで、基部

には目ఝ穴が認められる。

返֯ ವ口

ਕ
ܪ

ე

棟ე

ਕე

棟
目ఝ޸

第 17図　刀子名称ʦ佐藤 2012ʧ
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1　上層（中世）の遺物

SD11（52）

52はਕ部をܽଛするもので、基部には目ఝ穴が認められる。

F　木 製 品（ਤ版 57・103）

1）֓　　　要

木製品はす΂て 4E386・479・520 の 3基の井戸から出土したものである。4E386 は࠷下部からۂ物

ਫཷ、4E479 は࠷下部から井戸ଆԣࢅの࠷下ஈとॎ൘、上下 2ஈに置かれた大小 物ਫཷが出土ۂのݸ2

した。ࡐ質はશてスΪࡐである（第ᶜ章 1）。この 2基の井戸は出土状況から、もともと井戸ଆが設置され

ていてഇغのࡍにղ体、転用されたと推ଌする。ղ体のࡍに井戸ଆนの่落などのཧ由にΑり࠷下ஈ部の

木、ॎ൘、ਫཷが残されたと考える。また、4E520ࢅ からは漆ృりの木製࿶が出土した。

2）֤　　　આ

SE386（ਤ版 57・103）

曲　　　物（68）

高さ 54�0Dm、ܘ 58Dmをଌる。ۂ物のఈ൘を֎し、上下ٯに設置されていた。ްさ 0�5 〜 0�8Dmの

൘目൘の内֎面にણҡを分அする方向に、ケϏキで൘ްの 2分の 1から 3分の 1の੾りࠐΈをೖれて、

൘を 3重に͛ۂ、྆端部をࡩの樹ൽで๓って௲͡ている。上下を幅 8�5Dmと 15�8Dmのຝ目ࡐのᝣで巻

いてิڧしている。幅の޿いᝣは、もとは下端（上端）に巻かれていたものが中央部にͣれたものである。

௲͡あΘせ部分は本体、ᝣともにްΈをബくしてஈࠩを調੔している。௲͡あΘせもಉ͡部分にྗがかか

らないΑ͏に、本体とᝣ部分でͣらしている。௲͡方は 1ྻ内ଟஈ௲͡で、上部ଆ面にはఈ൘をࢭめて

いた木クΪのࠟが 36か所認められる。

SE479（ਤ版 57・103）

縦　　　板（72）

ॎ൘はおそらく、井戸ଆղ体時にંれて残ったものであΖ͏。શ௕ 25�3Dm、幅 14�8Dm、ްさ 0�9Dm

の൘目ࡐである。中央部でॎに 2つにׂれている。શ体に෗食が著しい。

桟　　　木（69〜 71）

木はࢅ 5఺出土した。その中で出土位置が明֬な 3఺をਤ示した。69は南東ଆࢅ木。શ௕ 86�6Dm、

幅 5�4Dm、ްさ 5�6Dm のຝ目ࡐで࢓口はತՃ޻である。70 は北東ଆࢅ木。શ௕ 89�5Dm、幅 5�9Dm、

ްさ 6�9Dmのຝ目71、ࡐは南西ଆࢅ木。શ௕ 88�7Dm、幅 5�1Dm、ްさ 6�3Dmのຝ目ࡐでڞにԜՃ޻

になる。3఺とも෗食が著しくほとんど原形をとどめない。

曲　　　物（73・74）

73 は高さ 24�7Dm、ܘ 50�6Dm をଌる。上下 2 ஈに設置されていたਫཷの下ஈである。ްさ 0�4 〜

0�6Dmの൘目൘の内面にણҡを分அする方向に、ケϏキで൘ްの 2分の 1から 3分の 1の੾りࠐΈをೖ

れて、൘を 2重に͛ۂ、྆端部をࡩの樹ൽで๓って௲͡ている。֎ଆはᝣでิڧされていない。௲͡あ

Θせ部分はްΈをബくしてஈࠩを調੔している。௲͡あΘせもಉ͡部分にྗがかからないΑ͏にͣらして

いる。௲͡方は 1ྻ内ଟஈ௲͡で、上部ଆ面にはఈ൘をࢭめていた木クΪのࠟが 6か所認められる。74
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は高さ 53�6Dm、ܘ 79�0Dmの大ܕのۂ物ਫཷである。上下に重Ͷて設置されていた上ஈଆである。ްさ

0�6 〜 0�8Dmの൘目の幅޿の൘の内֎面にણҡを分அする方向に、ケϏキで൘ްの 2分の 1から 3分の

1の੾りࠐΈをೖれて、൘を 2重に3、͛ۂ重になった部分をࡩの樹ൽで๓って௲͡ている。֎ଆは上下

を幅 7�5Dmと 15�5Dmの൘目ࡐのᝣで巻いてิڧしている。幅のڱいᝣは、もとは上端に巻かれていた

ものが中央部にͣれたものである。上端部は෗食が著しく高さ、൘ްڞに本དྷの形をཹめない。௲͡あΘ

せ部分は本体、ᝣともにްΈをബくしてஈࠩを調੔している。௲͡あΘせもಉ͡部分にྗがかからないΑ

͏に、本体とᝣ部分でͣらしている。௲͡方は 1ྻ内ଟஈ௲͡である。

SE520（ਤ版 57・103）

漆　器　椀（75）

内֎面੺漆ృりの木製࿶である。ԣ木औりで࡞られている。高さ7�5Dm、11�5ܘDmで、高୆֎6�0ܘDm、

高୆内ܘ 4�2Dm高୆高さ 1�9Dm、ఈ൘ް 1�70Dmをଌる。高୆内面はࠇ漆ృで、中央部に੺漆で書いた

文字またはਤฑのΑ͏なものがݟडけられるが、ほとんどണ落していて不明である。内֎面੺漆ృりであ

ることから 16世紀以߱の所࢈と考える。

2　中層（ݹ代）の遺物

A　֓　　　要

代の遺物には、土師器ແ୆࿶、須恵器ແ୆ഋ、須恵器ᙈなどがある。遺物はᶙ層で出土したほか、中ݹ

世遺構の෴土や近世以߱の溝からগྔ出土した。

遺物の年代؍は、य़日編年ʦय़日 1999ʧのᶛ期（9世紀前〜中葉）に属する。須恵器の଻土についてはʦय़

日ほか 2004ʧをࢀ考にした。2012 年౓の調査では଻土#܈が主体で、଻土A܈がΘͣかにݟられたが、

2013 年౓の調査で出土した須恵器はす΂て଻土#܈である。଻土#܈は以下の特௃が認められる。

଻土#܈ � ଻土そのものがਫ਼ྑで、白৭小ཻࢠをଟくؚΉ。器面にࠇ৭のൗ఺、ਧき出しのݟられるも

のがଟい。器種にΑって଻土がҟなり、ແ୆ഋと小ܕの有୆ഋは଻土が特にਫ਼ྑで器面は׈らかであるが、

そのほかの器種は࠭っΆいややざらついた଻土である。佐౉小ധ༼跡܈（やや཭れた地఺の大木戸༼跡もؚΉ）

でੜ࢈された須恵器と考えられる。

#　֤　　　આ（ਤ版 56・103）

53〜 60・63 〜 65 は須恵器ແ୆ഋである。53・56・57・58・60 はϩクϩφσࠟのྏをڧく残す。

66は土師器ແ୆࿶のఈ部ยで、器面のຎ໣がݟられる。67は須恵器ᙈで、֎面は平行λλキ、内面はಉ

৺ԁ状౰て具ࠟが認められる。
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3　下層（縄文時代）の遺物

3　下層（縄文時代）の遺物

A　土　　　器

1）記 ࡌ の 方 ਑

౰遺跡の土器は、縄文時代晩期後葉のௗ԰ 2a 式土器を主体とする。a器種分類、C口ԑ部ٴび口ԑ部

形ଶٴび֤器種の器形分類、文༷分類については、h 青田遺跡 ʦɦߥ川 2004ʧにڌり、その内༰をҾ用し、

以下に示す。なお、ಉ時期のपล遺跡との૬ޓൺֱを༰қにするため、分類項目はมߋせͣ、౰遺跡で出

土ྫのない分類項目についてもࡌܝした。また、౰遺跡の特性に߹Θせて、一部লུした部分がある。౰

遺跡では、૯重ྔ 349�4LH の土器が出土した。

a　器　種　分　類

器種は、ઙു形土器・୆付ઙു形土器・ു形土器・ᙈ形土器・ਂു形土器・ᆵ形土器（以下ʮ形土器ʯを

লུする）の大別器種を設定した（第 18ਤ）。

b　口縁部及び口縁端部形態の分類

口縁形態の分類（第 17ਤ）

ෳ߹口ԑ　口ԑ部֎面にଳ状の粘土ඥをషり付けることにΑり、口ԑ部以下Αり一ஈ高く࡞り出される

もの。

ංް口ԑ　口ԑ部下端をケズリやミΨキをՃえて࡟り出すことにΑり、口ԑ部上端がそれ以下Αり高く

。り出されるもの࡞

内面ಥଳ状口ԑ　口ԑ部内面がංްし、その下端が大きくுり出すもの。下端に粘土ඥをுり付けて࡞

られたものもある。

内面ංް口ԑ　口ԑ部内面がංްするが、下端がڧくுり出さないもの。

口ԑ端部

口ԑ部

体部上位

体部下位
ఈ部

口ԑ部

体部
ఈ部
୆部

口ԑ部

体部上位

体部下位

ఈ部

口ԑ端部

口ԑ部

ᰍ部

部ݞ

体部上位

体部下位

ఈ部

ఈ面

ఈ面

ఈ面

ఈ面

口ԑ端部

口ԑ部

体部上位

体部下位

ఈ部

ఈ面

口ԑ端部

口ԑ部
ᰍ部

部ݞ

体部上位

体部下位

ఈ部

ఈ面

口ԑ端部 口ԑ端部
ઙു ୆付ઙു ു

ᙈ ਂു ᆵ

（内面の部位は֎面とಉ͡ൣғについてʮ口ԑ部内面ʯとい͏Α͏にݺশする）

第 18図　器種分類と部位の名称ʦߥ川 2004ʧ
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突起の分類（第 20ਤ）

山形ಥى 1　山形のಥىが 。のものݸ1

山形ಥى 2　山形のಥىが ݸ2 1ରになるもの。

೾状口ԑ　　山形ಥىが連ଓするもので、೾ఈ部が平行ԑでなく࿷ۂするもの。

ପԁ状ಥى　山形ಥىの௖部がପԁ形にくぼΉもの。

c　浅　　　鉢

口ܘが器高を上ճるもので、口ԑ部〜体部の۶ۂがগないものである。器形はఈ部から口ԑ部΁の立ち

上がり方などからA〜 J類に分類した（第 21ਤ）。文༷ଳは口ԑ部を主体とし、口ԑ部にࢪ文される文༷

種類について 1〜 10類に分類を行った（第 22・23 ਤ）。そして、器形分類と文༷分類とを組Έ߹Θせて

A1類のΑ͏にද記し、ݸʑの土器を記ࡌする。なお、ුઢ文については a〜 I種に分類し、1a 類のΑ

͏に຤ඌにදす。

器 形 分 類

̖類　体部から口ԑ部にかけてӶくுり出した後に۶ۂし、口ԑ部が௚立ないし֎܏するもの。

̗類　体部から口ԑ部にかけて明ྎな۶ۂ఺を࣋たͣۂઢ的に口ԑ部まで立ち上がるもの。口ԑ部はや

や内܏するもの（1）、ほぼ௚立するもの（2）、֎܏するもの（3）をؚΉ。

̘類　体部は௚ઢ的に֎܏し、口体ڥや口ԑ部上位に۶ۂ఺を࣋って、内ଆに֯౓をมえて立ち上がる

もの。۶ۂの౓߹いはڧいものとऑいものがあり、口ԑ部はएׯ内܏するもの（1）、௚立するも

の（2）、֎܏するもの（3）がある。

̙類　体部から口ԑ部にかけて௚ઢ的に֎܏するもの。

̚類　ఈ部から体部にかけてほぼ௚ઢ的に立ち上がるもので、ఈܘが口ܘにൺして大きく、શ体的にٯ

୆形をఄするもの。

̛類　体部下位から上位にかけてڧくுり出した後に内܏し、֎൓するᰍ部を࣋つもの。

̜類　体部は௚ઢ的に֎܏して立ち上がり、口ԑ部はؙΈをଳびながらӶく内܏するもの。

̝類　体部は௚ઢ的に֎܏して立ち上がり、口ԑ部はؙΈをଳびて内܏した後に、口ԑ部上端がʮくʯ

の字状に୹く֎܏するもの。東北地方の大ಎA� 式のӨڹがӐえるもの。

̞類　幅޿のᰍ部ແ文ଳを有するもの。৴भ地方のණᶗ式のӨڹがӐえるもの。

̟類　小形品をまとめる。

文様の分類（第 22・23ਤ）

1類　ුઢ文がࢪされるもの。ࡉ分は後ड़する。

2類　޻字文がࢪされるもの。

ෳ߹口ԑ ංް口ԑ 内面ಥଳ状口ԑ 内面ංް口ԑ

山形ಥى	1 山形ಥى	2

೾状口ԑ ପԁ状ಥى

第 20図　突起の分類ʦߥ川 2004ʧ第 19図　口縁形態（内֎面）ʦߥ川 2004ʧ
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3　下層（縄文時代）の遺物

1 2 3 4

8765

9 10

2a 1 4a

4C

4D

1

5a 1

5C
中఺1

6 1

2

3

2

2

33 1

2

3

2

2C
ަ఺1

中఺2 ަ఺2

第 23図　浅鉢文様 2～ 6類の文様模式図ʦߥ川 2004ʧ

A

% (

J

1 2 213 3#
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)

$

F

I

第 22図　浅鉢の文様分類模式図ʦߥ川 2004ʧ

第 21図　浅鉢の器形分類ʦߥ川 2004ʧ
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3 類　東北地方に系ේをٻめಘるඖ字文がࢪされるもの。

4類　௜ઢにΑりඖ字部を࣋たないԣྲྀਫ状のۂઢ的なม形޻字文がඳかれるもの。東北地方に系ේを

。めಘるٻ

5類　֯ࡾ形をަޓに഑し、中఺やަ఺を࣋つม形޻字文あるいはそれに類ࣅするϞチーフがࢪされる

もの。東北地方に系ේをٻめಘる。

6類　ପԁ文のほか、ʮ日ʯ字状文やʮ目ʯ字状文などࠨӈ上下に連݁しないପԁ文系の文༷がࢪされ

るもの。

7類　ҁਿ文がࢪされるもの。

8類　平行௜ઢ文がࢪされるもの。

9類　ࣼ縄文がࢪされるもの。

10類　શ面ແ文のもの。

浮線文の分類（第 25ਤ）

a種　ඛ形のϞチーフのなかにަ఺間を݁Ϳਫ平なුઢがՃえられるもの。

a1 種　2ஈのඛ形のϞチーフの上下に֯ࡾ形Ϟチーフが഑されて 4ஈ構成となるもの。ަ఺を平行

௜ઢが؏くもの（1）がある。

a2種　3ஈ構成となるもの。

a3種　a2種とಉ͡ 3ஈ構成のもので、ަ఺を݁Ϳਫ平ઢが 2〜 3条になるもの。

a4種　文༷ଳの上端や下端にඖ字状のަ఺࣋つ 2ஈ構成となるもの。

C種　1条と 2条のුઢでදݱされるもので、ަ఺間のਫ平ઢがないもの。

C1種　ඛ形と֯ࡾ形を組Έ߹Θせた 4ஈ構成のもの。

C2種　C1種とಉ༷の構ਤが 5〜 7ஈとଟஈになるもの。

C3種　2〜 3ஈ構成となり、文༷ଳがڱ小なもの。

C4種　C種にަ఺間を݁Ϳਫ平なුઢがՃΘるものや、不نଇな構成となるもの。

D種　文༷の上端にඖ字状のަ఺を࣋ち、ପԁ形ないしඛ形のϞチーフ内にਫ平ઢやପԁ文が഑される

もので、ࠨӈのϞチーフが連݁しないもの。

d種　๰਴形をԣに連ଓさせる構ਤで、๰਴形の内部は 1条から਺条のුઢがࢪされる。

d1種　2条のුઢにΑる๰਴形のϞチーフを連ଓさせるもの。

d2種　3条にΑる๰਴形のϞチーフを連ଓさせるもの。

d3種　4条以上のଟ条にΑるϞチーフを連ଓさせるもの。

d4種　2条にΑる๰਴形のϞチーフを上下 2ஈに഑するもの。

d5種　3条にΑる๰਴形のϞチーフを上下 2ஈに഑するもの。

d6種　4条やそれ以上にΑる๰਴形のϞチーフを上下 2ஈに഑するもの。

̴種　ަ఺間にਫ平なුઢを࣋たない໢目状の構ਤのもの。

e1種　֯ࡾ形とඛ形を組Έ߹Θせた 3ஈ構成のもので、文༷ଳ下端のަ఺が平行ོઢに連݁しない

もの。

e2種　e1種とಉ༷に 3ஈ構成ͩが、下ஈのަ఺が文༷ଳ下端の平行ོઢに連݁させたものである。

e3種　4〜 8ஈとଟஈ化するもの。

̵種　֯ࡾ形のϞチーフを上下ަޓに連ଓさせるもの。

1
2

4
3

第 24図　浮線文の段数の数え方ʦߥ川 2004ʧ
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3　下層（縄文時代）の遺物

̶種　2〜 3条 1ରのුઢにΑりඛ形のϞチーフをඳくもの。

̷種　ࡉく௚ઢ的なුઢ 3〜 4条で Z字状のϞチーフをަޓに組Έ߹Θせるもの。

d　台　付　浅　鉢

ઙുに୆が付くものである（第 18ਤ）。

a1 1 C4 1

2

D1 1

D2

e1

e2

e3

2

C1

C2

C3

d4

d5

d6

d1

d2

d3 1

d3 2

G1 H1 I

H2G2 1

2

a3

a4

a2

2

第 25図　浅鉢文様 1類浮線文の種類模式図ʦߥ川 2004ʧ
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e　鉢　　　形

体部の立ち上がりの֯౓がઙുに類ࣅするものの、口ܘが器高をやや上ճるਂめのものである（第26ਤ）。

̖類　口ԑ部が؇やかに内܏するもの。

̗類　体部はؙく๲らんͩ後に内܏し、口ԑ部がʮくʯの字状にӶく۶ۂして֎܏するもの。ઙുA

類に類ࣅする。

̘類　体部が௚ઢ的に֎܏した後に、口ԑ部はΏるく֎൓するもの。

̙類　体部上位がؙくுり出した後に内܏し、口ԑ部はほぼਨ௚に立ち上がるもの。

̚類　体部上位がؙくுり出した後に֎൓するᰍ部を࣋つもの。口ԑ部は֎܏する。

̛類　体部から口ԑ部にかけて௚ઢ的に֎܏するもので、口ԑ部が௚立するものもある。

̜類　体部上位がؙくுり出し、口ᰍ部がʮくʯの字状に۶ۂしてやや֎ؾ܏ຯに立ち上がるもの。

f　甕

体部の立ち上がりの֯౓が大きく、۶ۂするᰍ部を有する器形である（第 18ਤ）。器形はݞ部〜口ԑ部

の形ଶにΑりA〜 I 類に分類した。また、文༷ଳは口ԑ部・ᰍ部・ݞ部・体部上半にあり、文༷ଳの位

置文༷種類には 1〜 3類のパλーϯが認められる。以上から、器形と文༷ଳ構成・文༷種類との組Έ߹

ΘせにΑり記ࡌすることとする。

器 形 分 類（第 27ਤ）

̖類　体部が௚ઢ的に立ち上がった後にݞ部がؙくுり出し、ᰍ部は؇やかに内܏して口ԑ部も内܏す

るもの。

̗類　ݞ部上端で֯ுるΑ͏にڧくுり出すもの。ᰍ部は内܏するものから֎൓するものがあり、口ԑ

部はほぼ௚立するものと֎܏するものがある。体部࠷大ܘΑり口ܘが下ճるものが઎める。

̘類　ݞ部はؙくڧくுり出し、ᰍ部から口ԑ部にかけて֎൓するもの。口ԑ部からݞ部にかけて 4

字形をඳくΑ͏なものを主とする。

̙類　ݞ部はؙくڧくுり出すが、ᰍ部は֎൓せͣ、口ԑ部がほぼਨ௚に立ち上がるもの。

̚類　ݞ部のுり出しはऑく、ᰍ部の۶ۂもऑく、口ԑ部が؇やかに֎܏するもの。ݞ部のுり出し位

置はݞ部下位の場߹がଟく、શ体的にࡉ਎のϓϩϙーシϣϯとなる。

̛類　ݞ部のுり出しはΘͣかで、ᰍ部の۶ۂが不明ྎのまま口ᰍ部が֎܏する。口ܘが体部࠷大ܘを

上ճる。

A # $ %

E F (

第 26図　鉢の器形分類ʦߥ川 2004ʧ
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3　下層（縄文時代）の遺物

̜類　ඇৗに௕いᰍ部を࣋つもの。ݞ部はڧくுり出すものがଟい。

̝類　ݞ部のுり出しはऑく、ᰍڥݞでӶく۶ۂして、௕い口ᰍ部が௚ઢ的に֎܏するもの。口ܘが体

部࠷大ܘを上ճる。

̞類　体部はややؙΈをଳびて立ち上がり、ݞ部はڧくுり出し、口ᰍ部がʮくʯの字状に۶ۂするもの。

文様帯と文様の組み合わせ（第 28ਤ）

1類　ᰍ部を主な文༷ଳとするもの。

1a類　ුઢ文がࢪされるもの。

1C類　後ड़するҁਿ文やこれに関連する௜ઢ文（第 29ਤ）がࢪされるもの。

1$類　ᰍ部に平行௜ઢ文などの上記以֎の文༷がࢪされるもの。

2類　口ԑ部とݞ部を文༷ଳとしながらも、ᰍ部にも文༷がࢪされるもの。

1

2

3 a

a

a C

C

C

D

D

D

d

d

e

e

A

F ( I
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# $ % E

第 28図　甕の文様帯構成と文様種類の関係模式図ʦߥ川 2004ʧ

第 27図　甕の器形分類ʦߥ川 2004ʧ
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2a 類　ᰍ部にҁਿ文や関連する௜ઢ文がࢪされ、口ԑ部やݞ部にුઢ文や޻字文がࢪされるもの。

2C類　口ԑ部やݞ部にුઢ文や޻字文がࢪされ、ᰍ部はࣼ縄文などがࢪされるもの。

2D類　ݞ部にුઢ文や޻字文がࢪされ、体部上位にҁਿ文がࢪされる 2ஈ構成のもの。

2d類　口ԑ部やݞ部に平行௜ઢ文がࢪされるもの。

2e類　શ面にࣼ縄文などがࢪされる૷০性の低いもの。

3類　ᰍ部をແ文ଳとし、口ԑ部とݞ部を文༷ଳとするもの。

3a類　口ԑ部やݞ部にුઢ文や޻字文がࢪされるもの。

3C類　口ԑ部やݞ部にҁਿ文やこれに関連する௜ઢ文がࢪされるもの。

3D類　ݞ部にුઢ文や޻字文がࢪされ、体部上位にҁਿ文がࢪされる 2ஈ構成のもの。

3d類　口ԑ部やݞ部に平行௜ઢ文がࢪされるもの。

3e類　୯位文༷がࢪされͣ、口ԑ部やݞ部以下にࣼ縄文や条ࠟ文がなどがࢪされる૷০性の低いもの。

綾杉文及びこれに関連する沈線文の分類（第 29ਤ）

ҁਿ文（1）　௜ઢがࣼめ上・ࣼめ下にަޓに連ଓ的にඳかれるもの。

されるもの。これにΑりඛ形のϞチーフが形成されࢪにޓӈに։์するҁਿ文がަࠨ　ҁਿ文（2）ޓަ

る。

独立ҁਿ文（3）　ҁਿ文が一定の間ִを置いてࢪされるもの。

ඛ形集߹௜ઢ文（4）　ަޓҁਿ文とಉ༷に形成されたඛ形Ϟチーフがԣ位に連݁せͣ独立するもの。

ಥࢗ形内に֯ࡾ。されるものࢪにޓ上がりがަࠨ状集߹௜ઢ文（5）　ଟ条の௜ઢにΑりӈ上がりとࣃڒ

文がॆరされるもの（6）がある。

。形内にਫ平の௜ઢ文をՃえたもの֯ࡾ状集߹௜ઢ文のࣃڒ　形集߹௜ઢ文（7）֯ࡾ

ࣼઢ文（8）　ಉࣼ͡位方向の௜ઢ文が連ଓ的にࢪされるもの。

g　深　　　鉢

器高が口ܘを上ճるもので、口ԑ部から体部にかけて۶ۂがগなく、ᙈのΑ͏なᰍ部を࣋たないもので

ある（第 18ਤ）。器形は口ԑ部の形ଶなどからA〜 E類に分類した。また、文༷ଳは口ԑ部に限定され、

文される文༷にΑりࢪ 1〜 8類に分類した。Αって、器形と文༷種類との組Έ߹ΘせにΑり記ࡌするこ

ととする。

器 形 分 類（第 30ਤ）

̖類　口ԑ部が内܏するもの。

1　ҁਿ文 ҁਿ文ޓަ　2

4　ඛ形集߹௜ઢ文

3　独立ҁਿ文

形集߹௜ઢ文֯ࡾ　7

状集߹௜ઢ文ࣃڒ　ಥ文ॆర5ࢗ・状集߹௜ઢ文ࣃڒ　6

8　ࣼઢ文

第 29図　綾杉文及び関連する沈線文の分類模式図ʦߥ川 2004ʧ
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3　下層（縄文時代）の遺物

̗類　口ԑ部がほぼ௚立するもの。

̘類　口ԑ部が֎܏するもの。

̙類　体部上位から口ԑ部にかけてやや内܏した後に口ԑ

端部付近が؇やかに֎൓するもの。口ԑ部に平行௜

ઢ文がࢪされるものや、体部に平行௜ઢ文がࢪされ

るものがある。

文様の分類（第 31ਤ）

1類　口ԑ部にුઢ文がࢪされるもの。

2類　口ԑ部に޻字文がࢪされるもの。

3類　口ԑ部にҁਿ文ٴびこれに関連する௜ઢ文（第27ਤ）

がࢪされるもの。

4類　口ԑ部にුઢ文、その௚下にҁਿ文などの文༷がࢪされて 2ஈ構成となるもの。

5類　口ԑ部に೾状௜ઢ文がࢪされるもの。

6類　口ԑ部に平行௜ઢ文がࢪされるもの。平行௜ઢ文のほかに֤種の文༷がࢪされるものがଟく、以

下のΑ͏にࡉ分する。なお、ෳ਺の文༷がある場߹は、࠷後にࢪされた文༷を基४とする。

6a類　ࣼ縄文がࢪされるもの。

6C類　݁અ縄文がࢪされるもの。

6D類　೨ࢳ文や໢目状೨ࢳ文がࢪされるもの。

6d類　条ࠟ文がࢪされるもの。

6e類　平行௜ઢ文以֎の文༷がࢪされないもの。

7類　文༷ଳを࣋たͣ、ࣼ縄文などがࢪされる૷০性の低いもの。

21

6a 6C 6D 6d 6e

87d7D7C7a

3 4 5

A

$ %

#

第 31図　深鉢の文様分類模式図ʦߥ川 2004ʧ

第 30図　深鉢の器形分類ʦߥ川 2004ʧ
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7a 類　ࣼ縄文がࢪされるもの。

7C類　݁અ縄文がࢪされるもの。

7D類　೨ࢳ文や໢目状೨ࢳ文がࢪされるもの。

7d類　条ࠟ文がࢪされるもの。

8類　શ面ແ文のもの。

h　壺

・Αりかなり小さいもの。部位は口ԑ端部・口ԑ部ܘ大࠷が体部ܘがுり出して口ᰍ部がすぼまり、口ݞ

ᰍ部・ݞ部・体部上位・体部下位・ఈ部に分かれる（第 18ਤ）。器形と文༷にΑり分類した。

器 形 分 類（第 32ਤ）

̖類　体部は௚ઢ的に立ち上がり、ݞ体ڥがؙく大きくுり出し、௕くなͩらかなݞ部を࣋つ。ᰍ部は

؇やかに۶ۂして立ち上がり、口ԑ部が௚立ないしए܏֎ׯするもの。

̗類　体部からݞ部ٿ形状にؙくுり出し、ᰍڥݞにஈࠩを有する。口ᰍ部は֎൓する。A類にൺ΂、

口ܘʗ体部࠷大ܘがやや大きい。

̘類　ݞ部から体部上位が大きくுり出すもので、ᰍڥݞはやや高い。ᰍ部はʮくʯの字状にӶく۶ۂ

し、口ԑ部が大きく։く。

̙類　ݞ体ڥは位置が高く、ڧくுり出す。ݞ部は௚ઢ的に内܏し、ᰍ部でܹٸに֯౓をมえて立ち上

がり、口ԑ部が֎܏するもの。

̚類　体部は௚ઢ的に立ち上がり、ݞ体ڥは位置が高く、大きくுり出す。ݞ部は௕くほぼਫ平となり、

ᰍ部でܹٸに֯౓をมえて௚ઢ的に内܏した後に、口ԑ部がʮくʯの字状に֎܏するもの。

̛類　ݞ部のுり出しがऑい一܈のもの。

̜類　体部上位がؙくுり出し、ݞ部は内܏して明֬なᰍ部を࣋たͣに口ԑ部が୹く௚立するもの。

̝類　小形のᆵで、体部からݞ部はٿ形状やପԁ形状に๲らΈ、口ᰍ部がほぼਨ௚に立ち上がるもの。

2）遺構内出土遺物（ਤ版 58〜 69・104 〜 113）

SI860（ਤ版 58−1 〜 11）

1はു F類で、口ԑ部はࣃڒ状集߹௜ઢ文とࢗಥ文、体部はٖ縄文がࢪされる。4$861 出土土器との

	A

	E
	F 	(

	)

	# 	$ 	%

第 32図　壺の器形分類ʦߥ川 2004ʧ
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3　下層（縄文時代）の遺物

઀߹関係が認められる。2はᆵの口ԑ部ยで、口ԑ部にはුઢ文がࢪされる。3・4はᙈないしਂുの体

部〜ఈ部で、いͣれも体部には条ࠟ文がࢪされる。4のఈ面はササ葉とݟられるѹࠟが࡯؍される。また、

ׂれ口のஅ面にススの付ணが認められることから、二次的に付ணしたものと考えられる。5はᙈないし

ਂുの口ԑ部ยで、໢目状೨ࢳ文がࢪされる。6〜 10は小形のᆵである。6は口ԑ部ยで、口ԑ部には

C種とݟられるුઢ文がࢪされる。7〜 10は体部〜ఈ部で、7は a種とݟられるුઢ文がࢪされる。11

は土器の体部〜ఈ部ยで、内面・ׂれ口のஅ面にはアスファルトがްく付ணする。ఈ部ยをར用したアス

ファルトの༰器と考えられる。

SC800（ਤ版 58−12）

12 は大形のᆵで、口ԑ内面はོଳを८らせ、डけ口状となる。ݞ部には 4類のԣྲྀਫ状とݟられる޻

字文がࢪされる。

SC801（ਤ版 58−13 〜 19）

13・15 はਂുで、13 は #1 類、15 は A6 類である。13 の口ԑ部にはුઢ文 e2 種がࢪされる。16

はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、体部には条ࠟ文がࢪされた後、ཕ文がՃえられる。14はᙈ #1a 類で、

口ԑ部中央には平行௜ઢ文が 1条८り、この上下にࢗಥ文がࢪされる。ᰍ部にはුઢ文 e2種がࢪされる。

17 〜 19 はᆵである。17・18 はಉ一ݸ体で、17 は口ԑ部ย、18 はݞ部ยである。口ԑ部は 2条の平

行௜ઢ文の間にྻ఺状のࢗಥ文、ݞ部はྻ఺状のࢗಥ文の下位に平行௜ઢが 2条८る。19はංް口ԑ上

に縄文 L3がࢪされ、その௚下に平行௜ઢ文が 3条८る。また、平行௜ઢ文はݞ部にも 3条ࢪされる。

SC803（ਤ版 59−20）

20はᙈないしਂുの口ԑ部ยである。ංް口ԑ上に平行௜ઢ文がࢪされた後、໢目状೨ࢳ文がՃえられ、

その下位にはҁਿ文がࢪされる。

SC804（ਤ版 59−21 〜 28）

21 はઙുA2類で、口ԑ部に௚ઢ的な޻字文がඳかれ、体部には縄文 L3がࢪされる。22〜 24・26

はᙈである。22 は #1C 類で、口ԑ部には平行௜ઢ文が 2条८り、ᰍ部にはҁਿ文がࢪされる。23 は

#1a 類で、ᰍ部には C種とݟられるුઢ文が഑される。24は #1C 類である。ෳ߹口ԑ上はࢗಥ文、ᰍ

部にはҁਿ文がࢪされ、ҁਿ文は 2条の平行௜ઢ文を挟んで上下に 2ஈࢪされる。25はᆵで、口ԑ部の

内֎に௜ઢがࢪされる。26はᙈのݞ部ยで、ڸ؟状文が 2ஈࢪされる。27・28 はᙈないしਂുの体部

〜ఈ部で、いͣれも条ࠟ文がࢪされ、28の体部下位〜ఈ部はԣ方向のφσにΑり調੔される。

SC806（ਤ版 59−29）

29はઙുで、口ԑ部にはුઢ文がࢪされる。

SC808（ਤ版 59−33・34）

33・34はᙈないしਂുである。33は体部ย、34はఈ部ยで、いͣれも条ࠟ文がࢪされる。
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SC811（ਤ版 59−30 〜 32）

30 〜 32 はಉ一ݸ体で、小形のᆵである。器面はඃ೤にΑるണ落が著しい。30 は口ԑ部ยで、縄文

L3がࢪされた後、平行௜ઢ文がՃえられる。32・33はݞ部にࢗಥ文とුઢ文がࢪされる。

SC815（ਤ版 59−35・36）

35はᙈ #3d類で、口ԑ部は平行௜ઢ文が 3条८る。ᰍ部はແ文ଳとなり、体部は条ࠟ文がࢪされた後、

ཕ文がՃえられる。36はઙു#1類で、口ԑ部にはුઢ文 a1種がࢪされ、下端のަ఺が体部に௚઀連݁

する。体部には縄文 L3がࢪされる。器面はඃ೤にΑるണ落が著しい。

SC816（ਤ版 60−37 〜 39）

37 はു A類である。口ԑ部にࢗಥ文・ුઢ文がࢪされるが、ඃ೤にΑる器面のണ落が著しいため文

༷は൑વとしない。38はਂു #7D 類で、໢目状೨ࢳ文は口ԑ部ではԣ方向、体部はै方向にࢪされる。

39はᆵの口ԑ部ยで、連ހ状の௜ઢ文がࢪされる。

SC817（ਤ版 60−40）

40はਂു#7d類で、条ࠟ文は口ԑ部ではԣ方向、体部はॎ方向にࢪされる。

SC825（ਤ版 60−41 〜 53）

41〜 45はઙുである。41・42は $1類で、41はුઢ文のަ఺にॎのスリットがೖる。42はුઢ文

C2 種がࢪされる。43・44 は #1 類で、43 はුઢ文 C2 種、44 はුઢ文 e3 種がࢪされ、44 のුઢ文

は上下端のަ఺が口ԑ部・体部に௚઀連݁する。45は A2a 類で、ුઢ化した޻字文がࢪされる。46〜

49はਂുである。47は݁અ縄文の下位にࢗಥ文が 2ஈࢪされる。48・49は #6d 類、51は #7d 類で、

48はׂれ口のஅ面にススの付ணが認められることから、二次的に付ணしたものと考えられる。50はઙു

で小ഁยのため、ුઢ文は൑વとしない。52・53 は小形のᆵで、52は口ԑ部・ᰍ部に平行௜ઢ文、53

はݞ部に޻字文がࢪされる。

SC842（ਤ版 60−54 〜 57）

54 はઙു #1類である。ුઢ文 e3類がࢪされ、ුઢ文のަ఺にॎのスリットがೖる。55はᙈないし

ਂുの口ԑ部ย、56・57はᙈである。56は口ԑ部に݁અ縄文、ᰍ部にҁਿ文がࢪされる。57は口ԑ部

に໢目状೨ࢳ文がࢪされた後にࢗಥ文がՃえられる。ᰍ部は平行௜ઢ文が上下に 3条८り、この間にҁ

ਿ文がࢪされる。ݞ部はࢗಥ文がࢪされる。

SC850（ਤ版 60−58・59）

58はઙു、59はᙈないしਂുの口ԑ部ยで、59はҁਿ文がࢪされる。

SC859（ਤ版 60−60 〜 69、ਤ版 61−70・71）

60〜 63はઙുである。60・61のුઢ文は上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。62・63は #1類で、
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62 はුઢ文 e3 種がࢪされ、ුઢ文は上下端のަ఺が口ԑ部・体部に௚઀連݁する。また、ׂれ口のஅ

面にススの付ணが認められることから、二次的に付ணしたものと考えられる。63の֎面はඃ೤にΑる器

面のണ落が著しい。64はᙈないしਂുの口ԑ部ยで、口ԑ部には a種とݟられるුઢ文がࢪされる。65

はു$類で、口ԑ部はແ文ଳを挟Έ、上下にුઢ文がࢪされる。下ஈのුઢ文は C2種で、上下端のަ఺

がແ文ଳ・体部上位に௚઀連݁する。66・67・70 はᙈである。66はݞ部のுり出し・ᰍ部の۶ۂがऑ

い E3a 類で、口ԑ部は平行௜ઢ文が 3条८る。ᰍ部はແ文ଳとなり、ݞ部にはුઢ文 e1 種、体部は条

ࠟ文がࢪされる。また、ුઢ文は上端のަ఺がᰍ部ແ文ଳに௚઀連݁する。67はପԁ状ಥىを࣋つ口ԑ

部ยで、口ԑ部はුઢ文 e2種がԣ方向、ಥى下からᰍ部にかけてはॎ方向に഑される。68はᙈないし

ਂുの口ԑ部〜体部で、幅޿の文༷ଳを࣋つ。口ԑ部上位はࣃڒ状集߹௜ઢ文がࢪされる。中・下位には

3条の平行௜ઢ文が上下に 2ஈ८り、この間にはҁਿ文がࢪされる。70はପԁ状ಥىを࣋つ大形のA2a

類である。口ԑ部・ݞ部は平行௜ઢ文が८り、ᰍ部はුઢ文 a2 種がԣ方向にࢪされる。ಥى下からᰍ

部にかけてはුઢ文 d1種がॎ方向にࢪされ、ුઢ文の྆࿬にはࠥࡾ文状の文༷が഑される。69はਂു

#7d 類で、ඃ೤にΑる器面のണ落が認められる。71は #7C 類で、口ԑ部に幅޿のԜଳを࡞り出し、そ

の上下にࢗಥ文がࢪされる。体部上位には݁અ縄文がԣ方向に 3ஈࢪされ、文༷ଳを形成する。体部中

〜下位は条ࠟ文がࢪされる。

SC861（ਤ版 62−75 〜 79）

75 〜 77 はઙുで、75は $1類、76・77 は #1類である。76・77 はුઢ文 a2種とݟられるුઢ文

がࢪされる。78・79 はᆵで、78は口ԑ部ย、79は小形ᆵのݞ部ยである。79はᆵ A類で、ݞ部には

ුઢ文がࢪされる。ྡ઀する 4I860 出土のᆵ 6とಉ一ݸ体の可能性がある。

SC866（ਤ版 62−80）

80はਂു#7d類で、口ԑ部にิम޸が認められる。

SC868（ਤ版 62−81・82）

81 はਂു #6d 類で、口ԑ部は平行௜ઢ文が 3条८り、体部には条ࠟ文がࢪされる。82はᙈないしਂ

ുの口ԑ部ยで、口ԑ部にはҁਿ文がࢪされる。

SC879（ਤ版 61−72 〜 74）

72はઙു#1類で、器นがްい。口ԑ部はුઢ文 e3種がࢪされ、ු ઢ文のަ఺にॎのスリットがೖる。

73はਂു#6C 類で、݁અ縄文は口ԑ部ではԣ方向、体部はॎ方向にࢪされる。74は大形のᙈ#2a 類で

ある。໢目状೨ࢳ文は口ԑ部ではԣ方向、体部はॎ方向にࢪされる。ᰍ部はҁਿ文が 2ஈࢪされ、ݞ部

はڸ؟状文とුઢ文がࢪされる。

SC914（ਤ版 62−83・84）

83 はਂു #7D 類で、口ԑ部には໢目状೨ࢳ文、体部は条ࠟ文がࢪされる。84はᙈないしਂുの体部

〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。
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埋設土器 1（ਤ版 62−85）

85はᆵ $類で、ݞ部〜体部上位が大きくுり出す。ݞ部は޻字文 2類がࢪされる。また、ݞ部には漆

の付ணが認められる。

埋設土器 824（ਤ版 62−86・87、ਤ版 63−88・89）

86 はઙു F1類で、ුઢ文 a2種がࢪされる。87はᙈ #2a 類である。口ԑ上端はࣃڒ状集߹௜ઢ文、

ුઢ文 a1種がࢪされ、ුઢ文は上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。ᰍ部はަޓҁਿ文がࢪされる。ݞ

部の文༷は 2ஈ構成となり、上位はҁਿ文、下位はڸ؟状文が഑される。88はਂു#7D 類で、口ԑ部は

ԣ方向のڧいφσにΑりංްする。໢目状೨ࢳ文は口ԑ部ではԣ方向、体部はॎ方向にࢪされる。89は

ᙈないしਂുの体部で、体部には条ࠟ文がࢪされる。

埋設土器 828（ਤ版 63−90）

90はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされ、ఈ部はφσにΑり調੔される。

埋設土器 830（ਤ版 63−91 〜 93）

91 はઙു$2類である。内面ංް口ԑで、口ԑ部には޻字文 2類がࢪされる。ఈ面には໢代ࠟが認め

られる。92はਂു #6e 類で、口ԑ部は平行௜ઢ文が 3条८る。体部はॎ方向のφσにΑり調੔される。

93はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされ、ఈ部はφσにΑり調੔される。

埋設土器 834（ਤ版 63−94）

94はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。

埋設土器 837（ਤ版 64−95）

95はᙈ(1C類で、ᰍ部はҁਿ文とࢗಥ文をॆరしたަޓҁਿ文がࢪされる。

埋設土器 839（ਤ版 64−98・99）

98 はᙈ #2a 類で、口ԑ部・ݞ部にはුઢ文 e2種がࢪされる。ݞ部のුઢ文は上下端のަ఺がそれͧ

れᰍ部・体部に௚઀連݁する。ᰍ部・体部にはཕ文がࢪされる。99はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、೨

。されるࢪ文がࢳ

埋設土器 840（ਤ版 64−100・101）

100 はઙു $1類で、ුઢ文 G1 種がࢪされる。体部はケズリ・φσにΑり調੔される。101 はᙈで、

体部はφσにΑり調੔される。

埋設土器 883（ਤ版 64−96・97）

96・97はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、96はφσにΑり調੔される。97は条ࠟ文がࢪされる。
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埋設土器 887（ਤ版 65−102）

102 は୆付ઙുである。口ԑ部にはボλϯ状ಥىが഑され、ුઢ文 C2種に੺৭إྉがࢪされる。

埋設土器 894（ਤ版 65−103）

103 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部である。体部は条ࠟ文がࢪされ、ఈ部はԣ方向のφσにΑり調੔さ

れる。

埋設土器 898（ਤ版 65−104）

104 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。

埋設土器 903（ਤ版 65−105）

105 はു F類で、器面はφσ・ミΨキにΑり調੔される。

埋設土器 908（ਤ版 65−106）

106 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。また、ׂれ口のஅ面にススの付ணが認めら

れることから、二次的に付ணしたものと考えられる。

埋設土器 924（ਤ版 65−107）

107 はઙു#1類で、ුઢ文 a2種がࢪされる。ුઢ文は上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。

埋設土器 928（ਤ版 66−108・109）

108 はਂു#1類で、ුઢ文 C3種がࢪされる。ුઢ文は上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。109 は

ᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、໢目状೨ࢳ文がࢪされる。

埋設土器 933（ਤ版 66−110・111）

110 はᙈないしਂുの口ԑ部ยで、C2 種とݟられるුઢ文がࢪされる。111 は小形のᙈ #2a 類で、

口৶部には௜ઢが८り、口ԑ部は௜ઢ文、ᰍ部はҁਿ文、ݞ部にはුઢ文がࢪされる。

土器集中 1（ਤ版 66−112 〜 115）

112 はઙുで、ුઢ文がࢪされる。ුઢ文は上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。113 〜 115 はਂു

である。113 はશ面ແ文のA8類である。114 は #1類で、ුઢ文 a1種がࢪされる。ුઢ文は上端のަ

఺が口ԑ部に௚઀連݁する。また、໢目状೨ࢳ文は口ԑ部ではԣ方向、体部ではॎ方向にࢪされる。115

は #7C 類で、݁અ縄文は口ԑ部ではԣ方向、体部はॎ方向にࢪされる。೨ࢳ文は口ԑ部ではࣼࠨめ、体

部はॎ方向にࢪされる。

土器集中 2（ਤ版 67−116）

116 はਂു#7D 類で、໢目状೨ࢳ文は口ԑ部ではԣ方向、体部ではॎ方向にࢪされる。
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土器集中 3（ਤ版 67−117 〜 119）

117 はઙു#1類で、ුઢ文 e3種がࢪされる。ුઢ文は上下端のަ఺が口ԑ部・体部に௚઀連݁する。

118はਂു#7D類で、口ԑ部は೨ࢳ文、体部には条ࠟ文がࢪされる。119はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、

໢目状೨ࢳ文がࢪされる。

土器集中 820（ਤ版 67−120）

120 はਂു#7D 類で、໢目状೨ࢳ文は口ԑ部はԣ方向、体部はॎ方向にࢪされる。

土器集中 822（ਤ版 67−121）

121 はᆵの体部〜ఈ部で、体部下位からఈ部はφσにΑり調੔される。また、器面の一部はඃ೤にΑ

り੺มする。

土器集中 835（ਤ版 68−123 〜 125）

123 はઙുで、C種とݟられるුઢ文がࢪされる。124 はਂുA6C 類である。口ԑ部〜体部上位は平

行௜ઢ文が間ִを։けて上位から 3条、2条、1条८り、この間に݁અ縄文がࢪされ文༷ଳを形成する。

これΑり下位には条ࠟ文がࢪされる。125 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部である。体部下位は条ࠟ文がࢪ

され、ఈ部はφσにΑり調੔される。

土器集中 836（ਤ版 67−122）

122 はᙈないしਂുの体部で、条ࠟ文がࢪされる。

土器集中 838（ਤ版 68−126）

126 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。

土器集中 852（ਤ版 68−127・128）

127・128 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、縄文3Lがॎ方向にࢪされる。また、ఈ面はケズリにΑり

調੔される。128は口ԑ部に平行௜ઢ文が 3条८り、その下位にはҁਿ文とݟられる文༷がࢪされる。

土器集中 864（ਤ版 68−129）

129 はᆵの体部〜ఈ部である。体部下位はミΨキ、ఈ部はφσにΑり調੔される。

土器集中 865（ਤ版 68−130・131）

130 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。またఈ面には木葉ࠟが認められる。131 は

ઙു#1類で、ුઢ文 e3種がࢪされる。

土器集中 881（ਤ版 69−132 〜 135）

132 は೾状口ԑのᙈ#2a 類で、口ԑ部は縄文 L3がࢪされる。ᰍ部文༷は 2ஈ構成となり、ࣃڒ状集
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߹௜ઢ文とුઢ文がࢪされ、ݞ部はಥىが഑される。133 はਂു #7C 類で、口ԑ部は݁અ縄文、体部に

は条ࠟ文がࢪされる。134 はᙈないしਂുの体部〜ఈ部で、条ࠟ文がࢪされる。135 は )類とݟられる

小形のᆵで、器面はφσにΑり調੔される。

土器集中 886（ਤ版 69−136）

136 はᙈ A1C 類で、໢目状೨ࢳ文は口ԑ部とݞ部にԣ方向にࢪされる。ᰍ部はҁਿ文がࢪされ、体部

は条ࠟ文がࢪされた後、φσにΑり調੔される。

土器集中 888（ਤ版 69−137）

137 はᰍ部をແ文ଳとするᙈ#3a 類で、ංް口ԑ上にٖ縄文がࢪされる。ݞ部にはڸ؟状文とର向す

るඖ字文がࢪされ、ඖ字文は௜ઢ・ོઢの幅が޿い。

土器集中 932（ਤ版 69−138）

138 はᙈのݞ部〜ఈ部で、ݞ部にはڸ؟状文とුઢ文 d2種がࢪされる。

3）遺構֎出土遺物（ਤ版 70〜 72・113 〜 115）

浅　　　鉢（ਤ版 70−139 〜 148・150）

139 は #1 類で、ුઢ文 e3 種がࢪされる。140 は (1類である。ුઢ文 a4 種がࢪされ、ුઢ文のަ

఺にॎのスリットがೖる。141 は %1類で、ුઢ文 a2種がࢪされる。ුઢ文は上下端のަ఺が口ԑ部・

体部に௚઀連݁する。142・143 は #1類である。142 はුઢ文 e3種がࢪされ、ුઢ文は下端のަ఺が

体部に௚઀連݁する。143はුઢ文 d1種がࢪされ、ු ઢ文は上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。また、

֎面は੺漆の付ணが認められ、内面ٴびׂれ口のஅ面にも漆が付ணする。このことから、漆パレットとし

て࢖用された可能性が考えられる。144 〜 146 は #1 類で、いͣれもුઢ文 e3 種がࢪされる。144 は

ఈ面に໢代ࠟが認められる。147 は (類で、ڸ؟状文が഑される。148 は #1類で、ුઢ文は上端のަ

఺が口ԑ部に௚઀連݁する。150 は %2類で、口ԑ上位はࣃڒ状集߹௜ઢ文とಥىが഑され、下位は޻

字文がࢪされる。

台　付　浅　鉢（ਤ版 70−152・153・155 〜 157）

152・153は୆部に平行௜ઢ文がࢪされ、152はಁかし޸が認められる。155はʮϋʯの字状に։く୆部で、

器面のຎ໣が著しい。156・157 は୆部下位にަޓඖ字文がࢪされ、内面のࠐݟΈにはԁ文が認められる。

また、157はඖ字文のަ఺にಁかし޸が഑される。

鉢（ਤ版 70−149・154・158 〜 161）

149 は F類で、口ԑ部には平行௜ઢ文がࢪされる。154 は A類で、器面の内֎にはࠇ漆とݟられる付

ண物が認められる。158 は $類で、口ԑ部には௜ઢ文が 1条८る。159 は体部〜ఈ部で、φσにΑり調

੔される。160・161 は F類で、160 はミΨキ・φσ、161はφσにΑり調੔される。
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甕（ਤ版 70−151・162 〜 164、ਤ版 71−165 〜 173）

151 は口ԑ部に a種とݟられるුઢ文が 2ஈࢪされる。口ԑ以下をܽくため、ਂുの可能性もある。

162 は口ԑ部ยで、ෳ߹口ԑ上にࢗಥ文がࢪされる。163 はᰍ部ยで、平行௜ઢ文の下位にࢗಥ文がࢪ

される。164 は口ԑ部〜ݞ部で、ᙈA類としたが、ᆵ(類の可能性もある。口ԑ部・ݞ部には平行௜ઢ

文が८り、ᰍ部はແ文ଳとなる。165 は A1a 類で、ංް口ԑ上にුઢ文 G1 種、ᰍ部はුઢ文 e3種がࢪ

される。166 は #1a 類で、ᰍ部には a種とݟられるුઢ文がࢪされる。167 は #2a 類で、口ԑ部はු

ઢ文、ᰍ部にはҁਿ文がࢪされる。168 は口ԑ部ยで、ަޓҁਿ文あるいはඛ形集߹௜ઢ文がࢪされる。

169 は #2e 類で、条ࠟ文はᰍ部ではҁਿ状、ݞ部はԣ方向、体部はॎ・ࣼめ方向にࢪされる。170 はᰍ

部をແ文ଳとする#3a 類で、口ԑ部は平行௜ઢ文が 2条८り、ݞ部はුઢ文 e2種とڸ؟状文が഑され

る。171 は A2a 類で、ෳ߹口ԑ上にුઢ文 d2 種がࢪされ、ᰍ部はුઢ文 d1 種の上・下位に向きをҧ

えたҁਿ文がࢪされる。ݞ部はڸ؟状文と平行௜ઢ文あるいはුઢ文がࢪされる。172・173はA2e類で、

172 の条ࠟ文はෳ߹口ԑ上ではԣ方向、ᰍ部〜体部ではॎ方向にࢪされる。173 の条ࠟ文は口ԑ部では

ԣ方向、ᰍ部〜体部はॎ方向にࢪされる。

深　　　鉢（ਤ版 71−174 〜 179、ਤ版 72−180 〜 188）

174 は #3類で、口ԑ部は平行௜ઢ文の間にҁਿ文がࢪされる。175は #1類で、口ԑ部は a種とݟら

れるුઢ文がࢪされ、体部には縄文 L3がࢪされる。176・177 は #6d 類で、176 は口ԑ部には平行௜

ઢ文、体部は条ࠟ文がࢪされ、ఈ部はφσにΑり調੔される。177 は口ԑ端部にキβミがՃえられ、口

ԑ部は平行௜ઢ文、体部は条ࠟ文がࢪされる。178 は #4 類で、口ԑ部はҁਿ文とුઢ文がࢪされ、文

༷は 2ஈ構成となる。179 は A7D 類で、口ԑ部はࢗಥ文、体部は໢目状೨ࢳ文がࢪされる。180 は #6D

類で、口ԑ部は平行௜ઢ文と໢目状೨ࢳ文、体部は条ࠟ文がࢪされる。181・182 は #6d 類で、いͣれ

も口ԑ部に平行௜ઢ文とࢗಥ文、体部は条ࠟ文がࢪされる。183は #7d 類で、શ面に条ࠟ文がࢪされる。

184 は A7d 類で、条ࠟ文はංް口ԑ上ではԣ・ࣼめ方向、体部はॎ方向にࢪされる。185 は #7C 類で、

口ԑ部は݁અ縄文がࢪされる。186 はશ面ແ文の#8類である。187 は #7d 類で、条ࠟ文はංް口ԑ上

ではԣ・ࣼめ方向、体部はॎ方向にࢪされる。188は #7a 類で、縄文 L3がࢪされる。

壺（ਤ版 72−189 〜 192）

189・190 は小形のᆵで、189 は口ԑ部ย、190 はݞ部ยである。189 は口ԑ部にಥىと平行௜ઢ文

が഑される。190 はݞ部に平行௜ઢ文がࢪされる。191 はݞ部ยで、ོଳが 1条८り、ପԁ状のԡѹが

。される。192は体部〜ఈ部で、ఈ面は木葉ࠟが認められるࢪられる文༷がݟされ、この下位にはුઢ文とࢪ

そ の 他（ਤ版 72−193）

193 はミニチϡア土器で、体部はアϯΪϯとݟられるѹࠟが認められる。

#　焼 成 粘 土 塊（ਤ版 72・115−194 〜 196）

ඃ೤した塊状の粘土を焼成粘土塊とした。調査区から 4఺出土した。

194 は、ද面は׈らかでཪ面はԜತがある。ද面が平׈なことから土製品の可能性も考えられる。
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194・195 はදཪ面ともにԜತが著しい。

$　石　　　器（ਤ版 73〜 75・115・116−1 〜 63）

1）֓　　　要

౰遺跡で出土した石器は、石᭲、石᭲ະ成品、石ਲ਼、不定形石器、磨製石ි、石ිະ成品、磨石類、石

製品（ۄ類・石冠・独ڒ状石製品）などがある（第 3ද）。֤器種の出土਺は、ണย石器・᛽石器ともに 10

〜 20఺前後とগない。このことは、今ճ調査した地఺の性格を൓өしている可能性が推定される。また、

石器に用いられた石ࡐは、ྲྀ໲ؠ、ทؠ、ϝノ΢、ڽփؠ࠭、ؠ、ً྘ؠなど阿賀野川ྲྀҬで࠾औされる

在地のもので構成され、ऄ໲ؠなどԕִ地の石ࡐは認められない。

2）分　　　類（第 33ਤ）

石器はʰ青田遺跡 ʦɦՃ藤 2004ʧにڌり、その内༰をҾ用し、以下に示す。なお、ಉ時期のपล遺跡

との૬ޓൺֱを༰қにするため、分類項目はมߋせͣ、౰遺跡で出土ྫのない分類項目についてもࡌܝし

た。また、౰遺跡の特性に߹Θせて一部লུした。

石　　　鏃　ʮፏ平でӶいઌ端部を࣋つʯʦ安部 1979ʧ石器を石᭲とした。

̖類　有᭲ܪ

　Aᶗ類　平基有᭲ܪ

　　Aᶗa類　ઑ಄部௕ʗ࠷大幅が 2�5 以上

　　AᶗC類　ઑ಄部௕ʗ࠷大幅が 1�5 以上 2�5 ະຬ

　　AᶗD類　ઑ಄部௕ʗ࠷大幅が 1�5 ະຬ

　AⅡ類　ತ基有᭲ܪ

　　AⅡa類　ઑ಄部௕ʗ࠷大幅が 1�5 以上

　　AⅡC類　ઑ಄部௕ʗ࠷大幅が 1�5 ະຬ

#類　ແ᭲ܪ

$類　ઑ基᭲

石　　　錐　石᭲以֎の石器で、Ӷいઌ端部が࡞出されている石器ٴびઌ端部にຎ໣ࠟが認められる石器

を石ਲ਼とした。

̖類　基部とਲ਼部が明ྎに区別されるもの。

#類　基部とਲ਼部のڥが不明ྎなもの。

　#ᶗ類　基部が޿がるもの。

　#Ⅱ類　๮状の平面形ଶをఄするもの。

不定形石器　上記以֎の石器で、二次Ճ޻にΑりਕ部が࡞出された石器を不定形石器とした。

̖類　連ଓ的なԡѹണ཭にΑりਕ部が࡞出されているもの。ैདྷスクレイパー・࡟器とݺ͹れているも

のである。

石᭲ 石᭲ະ成品 石ਲ਼ 不定形石器 磨製石ි 石ිະ成品 磨石類 石֩ 石製品 ണย類 ࣗવ᛽ ܭ߹

遺構内出土 18 8 7 10 4 13 6 4 5 1,504 890 2,469

遺構֎出土 4 2 3 4 9 5 11 2 2 701 968 1,711

ܭ߹ 22 10 10 14 13 18 17 6 7 2,205 1,858 4,180

第 3表　器種別石器出土数
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不定形石器の分類

磨石類の分類

第 33図　石器の分類
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̗類　連ଓണ཭にΑるࣃڒ状ਕ部を࣋つもの。

̘類　྆面からの連ଓണ཭または連ଓണ཭状の調੔にΑるもの。

̙類　ፘೖ状のਕ部を有するもの。

̚類　ૉࡐの端部に連ଓണ཭状のਕ部を有するもの。ैདྷΤϯドスクレイパーとݺ͹れているもの。

̛類　不連ଓなണ཭のਕ部を࣋つもの。

̜類　Ӷརなઌ端部があり、ઌ端部に連ଓണ཭を有するもの。

̝類　࢖用の݁果ੜ͡たと推定される微ࡉണ཭ࠟを有するもの。

磨 製 石 斧　研磨にΑりਕ部を࡞り出しているි形の石器を磨製石ිとした。成品とະ成品の区別は、研

磨がほぼશ体にٴんでいるものを成品とし、それ以֎をະ成品とした。

磨　石　類　ԁ᛽またはፏ平᛽に磨ࠟ・Ԝࠟ・Ꮟଧࠟの残る石器を磨石類とした。

̖類　磨ࠟのΈ認められるもの。

̗類　磨ࠟとԜࠟが認められるもの。

̘類　磨ࠟとᏏଧࠟが認められるもの。

̙類　磨ࠟ・Ԝࠟ・Ꮟଧࠟす΂てが認められるもの。

̚類　ԜࠟのΈ認められるもの。

̛類　ԜࠟとᏏଧࠟが認められるもの。

̜類　ᏏଧࠟのΈが認められるもの。

3）֤　　　આ（ਤ版 73〜 75・115・116）

石　　　鏃（ਤ版 73−1 〜 14）

石᭲はAᶗa類 2఺、AᶗC類 6఺、AᶗD類 4఺、AⅡa類 4఺、$類 1఺、不明 5఺のܭ 22఺が出

土した。石ࡐは、ϝノ΢ 8఺、ྲྀ໲ؠ 6఺、ܔ質ทؠ 4఺、ปۄ（੺ۄ）3఺、ڽփؠ 1఺である。1は

AⅡa類で、基部にアスファルトの付ணが認められる。2は $類で基部ઌ端はઑる。3・4は AᶗD類で、

4はࠨଆԑの下端をܽଛする。5・6・8・9は AᶗC類で、8・9の基部にはアスファルトの付ணが認めら

れる。7は AⅡa類で、ཪ面はૉࡐണยの大きなണ཭ࠟが認められる。10は Aᶗa類で、基部がܽଛする。

11はઌ端部をܽଛする。12は Aᶗa類で基部にアスファルトの付ணが認められる。13はઌ端部、14は

基部をܽଛする。

石 鏃 未 成 品（ਤ版 73−15 〜 18）

石᭲ະ成品は 10఺出土した。石ࡐは、ྲྀ໲ؠ 5఺、ϝノ΢ 2఺、ปۄ（੺ۄ）2఺、ڽփؠ 1఺であ

る。15・17・18は正ཪ面にՃ޻がࢪされるが、器ްを͡ݮきれていない。16はണยをૉࡐとしたもので、

正ཪ面のଆԑと基部にണ཭調੔がࢪされるが、基部のްΈを͡ݮきれていない。

石　　　錐（ਤ版 73−19 〜 23）

石ਲ਼はA類 3఺、#ᶗ類 2఺、#Ⅱ類 5఺のܭ 10఺が出土した。石ࡐは、ϝノ΢ 3఺、ปۄ（੺ۄ）3఺、

ྲྀ໲ؠ 2఺、ܔ質ทؠ 1఺、ڽփؠ 1఺である。19・20は #Ⅱ類で、ਲ਼部のຎ໣が著しい。21・22は

A類で、22は正ཪ面にࣗવ面を残す。23は #ᶗ類で、ਲ਼部のຎ໣ࠟは不明ྎである。
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不 定 形 石 器（ਤ版 73−24 〜 28）

不定形石器はA類 10఺、$類 3఺、F類 1఺のܭ 14఺が出土した。石ࡐは、ྲྀ ໲ؠ 5఺、ڽփؠ 3఺、

ทؠ 2఺、ปۄ（੺ۄ）2఺、࠭ؠ 1఺、టؠ 1఺である。24・25 は $類で、24 はӈଆԑの正ཪ面に

ണ཭調੔がࢪされ、ਕ部を࡞出している。25はཪ面のଧᚅをআڈして、ӈଆԑの正ཪ面にਕ部Ճ޻がࢪ

される。26〜 28は A類で、26はӈଆԑ、27はӈଆԑ〜下端、28はࠨଆԑにണ཭調੔がࢪされ、ਕ部

を࡞出している。

磨　製　石　斧（ਤ版 73−29 〜 38、ਤ版 74−39 〜 42）

成品 13఺、ະ成品 18఺が出土した。石ࡐはً྘ؠ 20఺、ڽփؠ 4఺、࠭ؠ 4఺、ൗレイؠ 3఺で

ある。29〜 31 は成品である。29〜 31 は小形の石ිで、29は上・下半部をܽଛする。30はਕ部に࢖

用の݁果と考えられるണ཭ࠟが認められる。31のਕ部は֯がؙまり、ހ状となる。32はਕ部、33は基

部ଆをܽଛする。34〜 39、41・42 はະ成品である。35・37・38・39・41・42 は、᛽のपԑ部にണ

཭ࠟ、36はണ཭ࠟとᏏଧࠟが認められることから、石ි製޻࡞ఔのॳ期ஈ֊のもと考えられる。34は研

磨ࠟΑり新しいണ཭ࠟが認められる。また、上半部がંれたΑ͏にܽଛすることから、࠶ੜの్中でܽଛ

したためഇغされた可能性も考えられる。40はً྘ؠのፏ平᛽で、38・41・42 とともに埋設土器 824

から一ׅして出土した。石ිの原石と推定される。

磨　石　類（ਤ版 74−43 〜 52）

A類 7఺、#類 1఺、E類 3఺、(類 6఺のܭ 17 ఺が出土した。ڽփؠ 11 ఺、ર྘ؠ 5఺、安山

ؠ 1఺である。43は A類で、正面に磨ࠟが認められ、正ཪ面・ӈଆԑに੺৭إྉの付ணが࡯؍される。

44・46は (類で、いͣれもӈଆԑにᏏଧࠟが認められる。45は #類で、正面にԜࠟ、ӈଆԑに磨ࠟが

認められる。47・48は E類で、いͣれも正面にԜࠟが認められる。49は (類で、端部にᏏଧࠟが認め

られる。50・51 は A類で、50はӈଆԑ、51は下端部に੺৭إྉの付ணが認められる。52は明ྎな࢖

用ࠟが認められないが、正面・ӈଆԑに੺৭إྉの付ணが認められる。

石　　　核（ਤ版 74−53・54、ਤ版 75−55・56）

石֩は 6఺出土した。石ࡐは、ڽփؠ 4఺、ྲྀ ໲ؠ 2఺である。53はࣗવ面を大きく残すものである。

ଧ面は上・下面に大形のണ཭にΑって形成され、正面に上下方向からのണ཭࡞業が行Θれている。54は

ണ཭࡞業のਐんͩもので、ଧ面転Ҡを繰り返しണยണ཭が行Θれている。55・56 はࣗવ面を残し、55

はଧ面転Ҡを繰り返しണยണ཭が行Θれ、56は正面の 1面でണ཭࡞業が行Θれている。

石 製 品（ਤ版 75−57 〜 63）

石製品は7఺出土した。57はڽփؠ製のۄ類で、形状は࿪でૈࡶな࡞りである。58はటؠ製のਨ০品で、

正面とࠨӈଆԑの 3か所ઠ޸される。また、下ଆԑは 2か所ፘりがࢪされる。59〜 61 は石冠で、石ࡐ

はً྘ؠ、રѥԖ߭、ڽփؠが用いられる。石冠はʮٿ಄形石冠ʯ・ʮ石ි状石冠ʯʦୌ୔ 2002ʧが出土し、

59・60 はٿ಄形石冠で、59は಄部と基部のڥは明ྎ、60は不明ྎである。61は石ි状石冠で、ॎஅ

面が֯ࡾ形となる。62は石製の༰器と考えられるもので、石ࡐはσイサイトである。63は独鈷状石製品
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で、ӈ半分をܽଛする。石ࡐはσイサイトである。

%　漆 製 品（ਤ版 75・117−64 〜 69）

64〜 68 は২物ણҡを೨りࢳ状にしてϕϯΨラ漆をృり、それらを

ଋͶて݁んͩۄࢳである。4$825から5఺出土した。ۄࢳの分類は、h青

田遺跡ʦɦழङ 2004ʧにڌった。64〜 67の݁び目はಉ͡方向からのʮ一

重݁びʯである（第 34ਤ）。66・67の݁び目は、ʦழङ 2004ʧの A類

（第 35ਤ）に所属するものと考えられる。69は 4$842 出土の漆製品で

ある。ґଘ状ଶがѱいため、器種などのৄࡉについては不明である。

E　アスファルト（ਤ版 75・117−70・71）

アスファルトの塊は 4$868 から 7఺、1877 から 1఺、遺構֎ 10

఺のܭ 18఺出土した。70は 4$868 の出土で、௕さ 4�0Dm、幅 5�5Dm、

ްさ 3�5Dm、71は 1877 の出土で、௕さ 4�3Dm、幅 7�6Dm、ް さ 3�5Dm

をଌる。

A類

#類

第 34図　結び方ʦழङ 2004ʧ

第 35図　赤漆塗り糸玉の分類
ʦழङ 2004ʧ
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第ᶜ章　ࣗવ科ֶ分ੳ

1　出土木製品の樹種ಉ定
小林克也（パレオ・ラボ）

A　は　͡　め　に

阿賀野川ӈ؛のԭ積地に立地する山口野中遺跡では、井戸で出土したۂ物の樹種ಉ定を行なった。なお、

ಉ一ࢼྉを用いて์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定が行Θれている（第ᶜ章 2A）。

ࢼ　# ྉ と 方 法

出された井戸であるݕྉは、上層からࢼ 4E386 と 4E479 から出土したۂ物֤ 1఺の、ܭ 2఺である。

時期については、発掘調査所ݟではいͣれも 13世紀後半〜 14世紀前半と考えられ、์ࣹ性炭ૉ年代ଌ

定では平安時代〜鎌倉時代であった。ࢼྉは੾ย࠾औ前に木औりの֬認を行なった。

ੜࡐの樹種ಉ定では、ࡐのԣஅ面（木口）、઀ઢஅ面（൘目）、์ࣹஅ面（ຝ目）について、Χミιリでബ

い੾ยを੾り出し、ΨϜクϩラールで෧ೖしてӬ久ϓレパラートを࡞製した。その後ס૩させ、光ֶݦ微

。Өを行なったࡱおΑびࣸਅڸݕにてڸ

$　݁　　　果

ಉ定の݁果、2఺のۂ物はいͣれもスΪであった。

次に、ಉ定されたࡐの特௃を記ࡌし、第 36ਤに

光ֶݦ微ࣸڸਅを示す。

（1）スΪ　Cryptomeria japonica	（L�G�）%�%on　スΪ科　第 36ਤ　1a�1D（/o�1）、2a�2D（/o�2）

Ծ道؅と์ࣹ組৫、樹ࡉࢷ๔で構成される਑葉樹である。晩ࡐ部はްく、ૣࡐから晩ࡐ΁のҠ行は؇や

かである。์ࣹ組৫は୯ྻで、1〜 で、1分野にී௨ܕのスΪܕは大޸๔高となる。分野นࡉ14 Έݸ2

られる。

スΪは大高木΁と成௕するৗ྘਑葉樹で、ఱવ分布は東日本の日本海ଆにଟい。ൺֱ的ܰೈで、੾࡟な

どのՃ޻が༰қなࡐである。

%　考　　　࡯

4E386 と 4E479 で出土したۂ物は、いͣれもスΪであった。スΪは木ཧ௨௚でਅっ௚ぐにੜ育し、

Ճ޻性がྑいとい͏ࡐ質を࣋つʦ伊東ほか2011ʧ。また山口野中遺跡に近い、阿賀野市の土ډ内西遺跡でも、

中世の井戸から出土したۂ物はスΪであったʦ株式会社ڥ؀ݹ研ڀ所 2005ʧ。新発田市の青田遺跡で行

ΘれたՖค分ੳでは໻ੜ時代以߱にスΪ林が֦大したと示ࠦされておりʦ٢川 2004ʧ、山口野中遺跡प

ลにもスΪがੜ育し、ۂ物としてબ୒ར用していた可能性がある。

引用文献

伊東ོ෉・佐野༤ࡾ・安部　久・内海ହ弘・山口࿨ึ（2011）日本有用樹木ࢽɽ238Qɼ青海社ɽ

�ྉ/oࢼ �o/ࡌܝ 出土遺構 器種 樹種 木औり 年代ଌ定番号

1 68 4E386 物ۂ スΪ ൘目 1L%�26051

2 74 4E479 物ۂ スΪ ൘目 1L%�26052

第 4表　山口野中遺跡出土木製品の樹種同定結果
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2　์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定

株式会社ڥ؀ݹ研ڀ所（2005）樹種ಉ定ɽ阿賀野市教育委員会編ʮ土ډ内西遺跡ʯɿ29�30ɼ阿賀野市教育委員会ɽ

٢川ণ৴（2004）青田遺跡における縄文時代晩期以߱のՖค化石܈ɽ新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業

団編ʮ青田遺跡	関連ॾ科ֶ・ࣸਅਤ版編ʯɿ35�42ɼ新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団ɽ

2　์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定

A　์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定（1）

伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・小林紘一

　　　　　　　　　　　　　　　　　Zaur	Lomtatidze・Ineza	Jorjoliani・小林克也

（パレオ・ラボA.4年代ଌ定グルーϓ）

1）は　͡　め　に

新潟県阿賀野市に位置する山口野中遺跡Αり出土したࢼྉについて、Ճ଎器質ྔ分ੳ法（A.4法）にΑ

る์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定を行った。なお、一部のࢼྉについて樹種ಉ定が行Θれている（第ᶜ章 1）。

ࢼ（2 ྉ と 方 法

ྉは、井戸であるࢼ 4E386 と 4E479 から出土したۂ物֤ 1఺（1L%�26051・26052ɿڞにスΪでࢼྉ

1a�1D� スΪ（/o�1）、2a�2D� スΪ（/o�2）

aɿԣஅ面（スケール �500	�m）、Cɿ઀ઢஅ面（スケール �200	�m）、Dɿ์ࣹஅ面（スケール �50	�m）

第 36図　山口野中遺跡出土木製品の光学顕微鏡写真

1a

2a

1C

2C

1D

2D
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中の࠷֎部から࠾औ）、埋設土器

824 から出土したਂു体部の

֎面付ண炭化物（1L%�26053）、

埋設土器 933 から出土したᙈ

口ԑ部の֎面付ண炭化物（1L%�

26054）の、ܭ 4఺である。時

期については、発掘調査所ݟで

は 4E386 と 4E479 は 13 世

紀後半〜 14世紀前半、埋設土

器 824 と埋設土器 933 は縄文時代晩期と考えられている。ଌ定ࢼྉの৘報、調製σーλは第 5දのとお

りである。

。を用いてଌ定した（(1�54%	パレオ・ラボ、コϯパクトA.4ɿ/E$製）ܭྉは調製後、Ճ଎器質ྔ分ੳࢼ

ಘられた 14$ ೱ౓についてಉ位体分別ޮ果のิ正を行った後、14$ 年代、ྐྵ年代をࢉ出した。

3）݁　　　果

第6දに、ಉ位体分別ޮ果のิ正に用いる炭ૉಉ位体ൺ（Ў 13$）、ಉ位体分別ޮ果のิ正を行ってྐྵ年

ֱ正に用いた年代஋とֱ正にΑってಘられた年代ൣғ、׳用にैって年代஋とࠩޡをؙめてද示した 14$

年代を、第 38ਤにྐྵ年ֱ正݁果をそれͧれ示す。ྐྵ年ֱ正に用いた年代஋は下 1ܻをؙめていない஋で

あり、今後ྐྵ年ֱ正ۂઢがߋ新されたࡍにこの年代஋を用いてྐྵ年ֱ正を行͏ために記ࡌした。

14$ 年代は A%1950 年を基఺にしてԿ年前かを示した年代である。14$ 年代（Zr#1）のࢉ出には、14$

の半ݮ期として LiCCZ の半ݮ期 5568 年を࢖用した。また、付記した 14$ 年代ࠩޡ（ʶ 1М）は、ଌ定の

౷ࠩޡܭ、ඪ४ภࠩ౳に基ͮいてࢉ出され、ࢼྉの 14$ 年代がその 14$ 年代ࠩޡ内にೖる֬཰が 68�2�

であることを示す。

なお、ྐྵ年ֱ正のৄࡉは以下のとおりである。

ྐྵ年ֱ正とは、大ؾ中の 14$ ೱ౓が一定で半ݮ期が 5568 年としてࢉ出された 14$ 年代にରし、աڈの

Ӊ஦ઢڧ౓や地ٿ磁場のมಈにΑる大ؾ中の 14$ ೱ౓のมಈ、おΑび半ݮ期のҧい（14$ の半ݮ期 5730 ʶ

40年）をֱ正して、Αり࣮ࡍの年代஋に近いものをࢉ出することである。

14$ 年代のྐྵ年ֱ正には0Y$al4�1（ֱ正ۂઢσーλɿInt$al13）を࢖用した。なお、1Мྐྵ年代ൣғは、

0Y$al の֬཰法を࢖用してࢉ出された 14$ 年代ࠩޡに૬౰する 68�2� ৴པ限քのྐྵ年代ൣғであり、ಉ

༷に 2Мྐྵ年代ൣғは 95�4� ৴པ限քのྐྵ年代ൣғである。Χッコ内のඦ分཰の஋は、そのൣғ内にྐྵ

ଌ定番号 遺跡σーλ ྉσーλࢼ 前ॲཧ

1L%�26051 遺構ɿ4E386
o�68/ࡌܝ

種類ɿੜࡐ（スΪ）	
	ྉの性状ɿ部位不明ࢼ
器種ɿۂ物	
状ଶɿdrZ

௒Ի೾ચড়	
ɿ1�2/ɼࢎચড়（Ԙࢎ・アルΧリ・ࢎ
ਫࢎ化φトリ΢Ϝɿ1�0/ɼԘࢎɿ1�2/）

1L%�26052 遺構ɿ4E479
o�74/ࡌܝ

種類ɿੜࡐ（スΪ）	
	ྉの性状ɿ部位不明ࢼ
器種ɿۂ物	
状ଶɿdrZ

௒Ի೾ચড়	
ɿ1�2/ɼࢎચড়（Ԙࢎ・アルΧリ・ࢎ
ਫࢎ化φトリ΢Ϝɿ1�0/ɼԘࢎɿ1�2/）

1L%�26053
遺構ɿ埋設土器 824	
ྉ/o�9ࢼ
o�88/ࡌܝ

種類ɿ土器付ண炭化物	
器種ɿਂു	
部位ɿ体部֎面	
状ଶɿdrZ

௒Ի೾ચড়	
ɿ1�2/ɼࢎચড়（Ԙࢎ・アルΧリ・ࢎ
ਫࢎ化φトリ΢Ϝɿ0�1/ɼԘࢎɿ1�2/）

1L%�26054 遺構ɿ埋設土器 933
o�111/ࡌܝ

種類ɿ土器付ண炭化物	
器種ɿᙈ	
部位ɿ口ԑ部֎面	
状ଶɿdrZ

௒Ի೾ચড়	
ɿ1�2/ɼࢎચড়（Ԙࢎ・アルΧリ・ࢎ
ਫࢎ化φトリ΢Ϝɿ0�1/ɼԘࢎɿ1�2/）

ଌ定番号 Ў 13$	
（̄）

ྐྵ年ֱ正用年代	
（Zr#1 ʶ 1М）

14$	年代	
（Zr#1 ʶ 1М）

14$ 年代をྐྵ年代にֱ正した年代ൣғ

1Мྐྵ年代ൣғ 2Мྐྵ年代ൣғ

1L%�26051
4E386 −24�53 ʶ 0�14 770 ʶ 17 770 ʶ 15 	1248A%	（68�2�）	 1275A% 	1224A%	（95�4�）	 1277A%

1L%�26052
4E479 −24�66 ʶ 0�15 952 ʶ 17 950 ʶ 15

	1031A%	（19�4�）	 1047A%		
	 1090A%	（38�9�）	 1122A%		
	 1139A%	（10�0�）	 1148A%

	1024A%	（27�1�）	 1056A%		
	 1076A%	（68�3�）	 1154A%

1L%�26053　
埋設土器 824
ྉ/o�9ࢼ

−25�66 ʶ 0�23 2509 ʶ 19 2510 ʶ 20

	 770#$	（14�2�）	 749#$		
	 684#$	（11�7�）	 667#$		
	 641#$	（33�2�）	 588#$		
	 579#$	（		9�1�）	 562#$

	 781#$	（22�5�）	 733#$		
	 690#$	（15�9�）	 661#$		
	 650#$	（57�1�）	 545#$

1L%�26054
埋設土器 933 −23�68 ʶ 0�26 2856 ʶ 22 2855 ʶ 20 	 1054#$	（68�2�）	 977#$ 	 1111#$	（86�6�）	 971#$		

	 961#$	（		8�8�）	 935#$

第 5表　測定試料および処理

第 6表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（1）
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年代がೖる֬཰をҙຯする。グラフ中のॎ࣠上のۂઢは 14$ 年代の֬཰分布を示し、二重ۂઢはྐྵ年ֱ正

。ઢを示すۂ

4）考　　　࡯

ྉのྐྵ年ֱ正݁果の͏ち、2Мྐྵ年代ൣғ（֬཰ࢼ֤ 95�4�）にண目して݁果を੔ཧする。なお、縄文時

代のྐྵ年代と考ֶݹ編年とのରԠ関係については、小林（2008・2009）、޻藤（2012）をࢀরした。

4E386 で出土したۂ物（1L%�26051）は、1224�1277	Dal	A%（95�4�）を示し、13世前半〜後半となっ

た。これは、鎌倉時代に૬౰する。

なお、4E386 のۂ物（1L%�26051）の࠾औ部位は不明であり、࠷ऴ形成年ྠをؚめてଌ定が行Θれて

いない。木ࡐの場߹、࠷ऴ形成年ྠ部分をଌ定するとࢮރもしくはെ࠾年代がಘられるが、内ଆの年ྠを

ଌ定すると࠷ऴ形成年ྠから内ଆであるほどݹい年代がಘられる（ݹ木ޮ果）。4E386 のۂ物（1L%�26051）

はࢼྉ内の࠷֎部を࠾औしてଌ定がおこなΘれている。Αって࠷ऴ形成年ྠは֬認されていないためݹ木

ޮ果のӨڹをडけていると考えられるが、Өڹはൺֱ的গない、と考えられる。

4E479 で出土したۂ物（1L%�26052）は、1024�1056	Dal	A%（27�1�）おΑび 1076�1154	Dal	A%（68�3�）

を示し、11世紀前半〜 12世紀中ࠒとなった。これは、平安時代に૬౰する。4E479 のۂ物（1L%�26052）

の࠾औ部位もࢼྉ内の࠷֎部であり、ݹ木ޮ果のӨڹはൺֱ的গない、と考えられる。

埋設土器 824 から出土したਂു体部の֎面付ண炭化物（1L%�26053）は、781�733	Dal	#$（22�5�）、

690�661	Dal	#$（15�9�）、650�545	Dal	#$（57�1�）を示した。これは、縄文時代晩期後葉に૬౰する。

埋設土器 933 から出土したᙈ口ԑ部の֎面付ண炭化物（1L%�26054）は、1111�971	Dal	#$（86�6�）

おΑび 961�935	Dal	#$（8�8�）を示した。これは、縄文時代晩期中葉に૬౰する。
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1L%�26052�952 ʶ 17#1
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　　（1L%�26051）

2aɽ4E479

物　内面ۂ　　

2Cɽ4E479	 औ部位࠾

　　（1L%�26052）

3ɽ埋設土器 824	 	ྉ/o�9ࢼ 体部֎面付ண炭化物（1L%�26053）

4ɽ埋設土器 933	 口ԑ部֎面付ண炭化物（1L%�26054）
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4

第 38図　各試料の暦年較正結果

第 37図　山口野中遺跡の放射性炭素年代測定試料
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#　์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定（2）

千葉博俊・松本美由紀・金井慎司（パリノ・サーヴェイ株式会社）

1）は　͡　め　に

山口野中遺跡（新潟県阿賀野市大字月崎地内）は、ݱ在の阿賀野川ӈ؛、旧阿賀野川のऄ行ྲྀ࿏と考えら

れるࡾ日月形を為す河跡ބの北西のԭ積地に立地する。౰遺跡では、これまでの発掘調査にΑり、上層（中

世ʀ13世紀後半〜 14世紀前半）、中層（ݹ代・中世）、下層（縄文時代晩期）の 3面の遺構֬認面が֬認され

ている。

本報告では、下層Αり出土した縄文土器の年代のݕ౼を目的として、์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定を࣮ࢪした。

ྉ　　　ࢼ（2

์ࣹ性炭ૉ年代ଌ定のର৅とされたࢿྉは、土器集中Αり出土した縄文土器（土器集中 ࡌܝ・881

/o�132）と、炭化物集中Αり出土した縄文土器（4$859・ࡌܝ/o�71）の 2఺である。ଌ定にڙしたࢼྉは、

ྉともに土器֎面に付ணした炭化物であり、土器集中ࢿ2 881 が口ԑ部付近、4$859 が口ԑ部下位の文

༷ଳの֤所Αり࠾औしている。

3）分　ੳ　方　法

ଌ定ࢼྉに土৕やࠜ౳の目的物とҟなる年代を࣋つものが付ணしている場߹、これらをピϯηットや௒

Ի೾ચড়౳にΑり物ཧ的にআڈする。その後)$l にΑる炭ࢎԘ౳ࢎ可༹成分のআڈ、/a0)にΑる෗২

l$(、ڈ౳アルΧリ可༹成分のআࢎ にΑりアルΧリॲཧ時にੜ成した炭ࢎԘ౳ࢎ可༹成分をআڈする（ࢎ・

アルΧリ・ࢎॲཧ）。ࢼྉをバイコール؅にೖれ、1Hのࢎ化ಔ（Ⅱ）とۜഩ（ེ化物をআڈするため）をՃえて、

؅内をਅۭにして෧͡きり、500ˆ（30分）850ˆ（2時間）でՃ೤する。ӷ体஠ૉとӷ体஠ૉ �Τλノー

ルのԹ౓ࠩをར用し、ਅۭライϯにて$02をਫ਼製する。ਅۭライϯにてバイコール؅にਫ਼製した$02

とమ・ਫૉを౤ೖし෧͡੾る。మのあるバイコール؅ఈ部のΈを 650ˆで 10時間以上Ճ೤し、グラファ

イトをੜ成する。

化ֶॲཧ後のグラファイト・మคࠞ߹ࢼྉを内ܘ 1mmの޸にϓレスして、λϯσϜՃ଎器のイオϯݯ

に૷ணし、ଌ定する。ଌ定機器は、3.7小ܕλϯσϜՃ଎器をϕースとした 14$�A.4 ઐ用૷置（/E$	

1elletron	94%)�2）を࢖用する。A.4ଌ定時に、ඪ४ࢼྉであるถ国国立ඪ४ہ（/I4T）からఏڙされるシϡ

΢0(）ࢎX� Ⅱ）とバックグラ΢ϯドࢼྉのଌ定も行͏。また、ଌ定中ಉ時に 13$�12$のଌ定も行͏ため、

この஋を用いてЎ13$ をࢉ出する。

์ࣹ性炭ૉの半ݮ期は LI##: の半ݮ期 5,568 年を࢖用する。また、ଌ定年代は 1950 年を基఺とし

た年代（#1）であり、ࠩޡはඪ४ภࠩ（0ne	4iHmaʀ68�）に૬౰する年代である。なお、ྐྵ年ֱ正は、

3A%I0$A3#0/	$ALI#3ATI0/	130(3A.	$ALI#	3E77�0�1ʦ$oQZriHIt	1986�2014	.	4tuiWer	

and	1J	3eimerʧを用い、ࠩޡとしてඪ४ภࠩ（0ne	4iHma）を用いる。

ྐྵ年ֱ正とは、大ؾ中の 14$ ೱ౓が一定で半ݮ期が 5,568 年としてࢉ出された年代஋にରし、աڈの

Ӊ஦ઢڧ౓や地ٿ磁場のมಈにΑる大ؾ中の14$ೱ౓のมಈ、ٴび半ݮ期のҧい（14$の半ݮ期5,730ʶ40年）

をֱ正することである。ྐྵ年ֱ正は、$ALI#	3E7のϚニϡアルにしたがい、1年୯位までදされたಉ位
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体ޮ果のิ正を行った年代஋を用いて行͏。また、北半ٿの大ؾ中炭ૉに由དྷするֱ正ۂઢを用い、ଌ定

的にਅの஋がܭМ、2М（Мは౷ࠩޡ 68�の֬཰でଘ在するൣғ、2Мはਅの஋が 95�の֬཰でଘ在するൣғ）૒

方の஋をࢉܭする。ද中の૬ରൺとは、М、2Мのൣғをそれͧれ 1とした場߹、そのൣғ内でਅの஋が

ଘ在する֬཰を૬ର的に示したものである。ֱ正されたྐྵ年代は、কདྷ的にྐྵ年ֱ正ۂઢ౳のվ正があっ

た場߹のݕ࠶、ࢉܭ࠶౼にରԠするため、1年୯位でදされた஋を記す。

4）݁果おΑび考࡯

土器֎面に付ணした炭化物のಉ位体ޮ果にΑるิ正を行ったଌ定年代（ิ正年代）は、土器集中 881 が

2,640 ʶ 30Zr#1、4$859 が 2,480 ʶ 30Zr#1 を示す。また、ྐྵ年ֱ正݁果（1М）は、土器集中 881

が Dal#$	819	−Dal#$	799、4$859 が Dal#$	755−Dal#$	542 である（第 7දɼ第 39ਤ）。

以上の݁果について、ʦ小林編 2008ʧやʦ小林 2008・2009ʧ౳をࢀ考とすると、土器集中 881 のྐྵ

年ֱ正年代は縄文時代晩期中葉4$859、ࠒ は縄文時代晩期後半のൣғにそれͧれ૬౰し、土器集中 881

の方がएݹׯい܏向にある。なお、4$859 については、第 39ਤに示すΑ͏にֱ正ۂઢが平ୱとなる時

期にあたるため、ྐྵ年ֱ正年代のൣғが޿くなっている。

IAAA�140477

2643���27

$al	DurWe�

intDal13�14D

1	TiHma

900 850 800 750 700 650 600
2450�
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2550�
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2850�

Dal	#$

3adioDarCon	AHe	WT�	$aliCrated	AHe

IAAA�140478

2479���27

$al	DurWe�

intDal13�14D

1	TiHma

800 750 700 650 600 550 500 450 400
2250�

2300�

2350�

2400�

2450�

2500�

2550�

2600�

2650�

Dal	#$

3adioDarCon	AHe	WT�	$aliCrated	AHe

ྉࢼ ଌ定年代	
（Zr#1）

Ў13$	
（̄）

ิ正年代
（ྐྵ年ֱ正用）

（Zr#1）
ྐྵ年ֱ正݁果 ૬ରൺ ଌ定機関	

$ode/o�

土器集中 881	
土器֎面付ண炭化物	

o�132/ࡌܝ
2,640 ʶ 30 −25�84 ʶ 0�55 2,643 ʶ 27

М Dal	#$ 819 − Dal	#$ 799 Dal	#1 2,768 − 2,748 1�000
IAAA�	
1404772М

Dal	#$ 887 − Dal	#$ 884 Dal	#1 2,836 − 2,833 0�003

Dal	#$ 841 − Dal	#$ 790 Dal	#1 2,790 − 2,739 0�997

4$859	
土器֎面付ண炭化物

	o�71/ࡌܝ 2,480 ʶ 30 −26�18 ʶ 0�63 2,479 ʶ 27

М

Dal	#$ 755 − Dal	#$ 728 Dal	#1 2,704 − 2,677 0�170

IAAA�	
140478

Dal	#$ 716 − Dal	#$ 708 Dal	#1 2,665 − 2,657 0�041

Dal	#$ 694 − Dal	#$ 680 Dal	#1 2,643 − 2,629 0�081

Dal	#$ 670 − Dal	#$ 607 Dal	#1 2,619 − 2,556 0�367

Dal	#$ 595 − Dal	#$ 542 Dal	#1 2,544 − 2,491 0�342

2М
Dal	#$ 771 − Dal	#$ 506 Dal	#1 2,720 − 2,455 0�986

Dal	#$ 504 − Dal	#$ 489 Dal	#1 2,453 − 2,438 0�014

第 7表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2）

第 39図　暦年較正結果（1σ）
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3　リϯ・Χルシ΢Ϝ分ੳ

3　リϯ・Χルシ΢Ϝ分ੳ
竹原弘展（パレオ・ラボ）

A　は　͡　め　に

阿賀野市に所在する山口野中遺跡は、阿賀野川ӈ؛のԭ積地に立地する。山口野中遺跡Ⅱでݕ出された

縄文時代の埋設土器Αり࠾औした土৕について、ܬ光Xઢ分ੳにΑるリϯ・Χルシ΢Ϝ分ੳを行い、ݕ

౼した。

ࢼ　# ྉ と 方 法

分ੳର৅となるࢼྉは、縄文時代晩期後葉の埋設土器 2఺の中の土৕である（第 8ද）。

分ੳは、藤ࠜほか（2008）の方法にैって行った。この方法は、ݩૉϚッピϯグ分ੳにΑりリϯ、Χル

シ΢ϜをଟくؚΉՕ所を面的にݕ出し௚઀ଌ定できるとい͏ར఺がある。ଌ定ࢼྉは、ס૩後、ܰۃくค

してԘ化Ϗニル製リϯグにॆరし、༉ѹϓレス機でࡅ 20t・1分以上ϓレスしたものを࡞製、࢖用した。

分ੳ૷置は、ΤωルΪー分ܬܕࢄ光 X ઢ分ੳ૷置である（株）ງ場製࡞所製分ੳݦ微ڸ X(T�5000	

TZQe Ⅱを࢖用した。૷置の༷࢓は、Xઢ؅が࠷大 50L7、1�00mAのϩδ΢Ϝ（3I）λーήット、XઢϏー

Ϝܘが 100Жmまたは 10Жm、ݕ出器は高७౓ 4i ૉはφトリ΢Ϝ（/a）ݩ出可能ݕ、出器（XeroQIZ）でݕ

〜΢ラϯ（6）である。また、ࢼྉスςーδを૸査させながらଌ定することにΑりݩૉの二次ݩ的な分布

ը૾をಘる、ݩૉϚッピϯグ分ੳも可能である。

本分ੳでは、まͣݩૉϚッピϯグ分ੳを行い、ݩૉの分布ਤを

ಘた上で、リϯ（1）のϚッピϯグਤにおいてً౓の高いՕ所を

બび、ϙイϯト分ੳを行った。ଌ定条݅は、ݩૉϚッピϯグ分ੳでは 50L7、1�00mA、ϏーϜܘ 100Ж

m、ଌ定時間 2000T を 5ճ૸査、パルスॲཧ時間 13に、ϙイϯト分ੳでは 50L7、0�10 〜 0�50mA（ࣗ

ಈ設定）、ϏーϜܘ 100 Жm、ଌ定時間 500T、パルスॲཧ時間 14に設定して行った。定ྔࢉܭは、૷置

付属ιフトにΑるඪ४ࢼྉを用いないファϯμϝϯλル・パラϝーλ法で行っており、半定ྔ஋である。

$　݁　　　果

ྉのリϯおΑびΧルシ΢Ϝの֤Ϛッピϯグਤにϙイϯト分ੳを行った֤ࢼ 5Օ所の位置を示したਤを

第 40ਤに、ϙイϯト分ੳ݁果Αりࢎ化物の形でදした֤ݩૉ半定ྔ஋を第 9දに示す。

分ੳの݁果、リϯ（1205）が 0�03 〜 18�79�、Χルシ΢Ϝ（$a0）が 0�22 〜 17�53�の஋を示した。

%　考　　　࡯

光Xઢ分ੳではリϯܬは、ϋイドϩキシアパλイト$a5（104）30)が主成分であり、すなΘちࣃやࠎ

（1）とΧルシ΢Ϝ（$a）がڞに高くݕ出される。たͩし、土৕中のリϯとΧルシ΢Ϝは߭物由དྷの可能性

も考慮するඞ要があり、特にΧルシ΢Ϝは一般的にもともと土࠭中にଟくؚまれているݩૉで、஫ҙを要

する。さらに、֋֪はもちΖん、炭化ࡐなどもܬ光Xઢ分ੳでは高いΧルシ΢Ϝؚ有ྔを示す。このΑ

͏に、Χルシ΢ϜのΈのݕ出ではࠎ由དྷであるかࠎ以֎のもの由དྷであるかを൑அし೉いため、分ੳでは

リϯを中৺にݕ౼した。また、埋຅した時にはࠎがଘ在していたが、埋຅中に分ղ֦ࢄがਐ行し、ݱ状で

分ੳ/o� 遺構 層位

1 埋設土器 o�87/ࡌܝ・824 ఈ部௚上

2 埋設土器 o�88・89/ࡌܝ・824 下部࠷

第 8表　分析対象一覧
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はほとんどリϯがݕ出されない場߹や、ࠎからϏϏアφイト Fe3（104）2・8)20 がੳ出しているケース

のΑ͏にࠎ由དྷのリϯがଟくݕ出されるՕ所でもΧルシ΢Ϝがগないとい͏場߹もある。

今ճ分ੳしたࢼྉは、྆者ともリϯがかなりଟいՕ所がෳ਺ݕ出された。また、これらՕ所はリϯとと

もにΧルシ΢Ϝもଟくݕ出されており、ࣃ・ࠎに由དྷする可能性が高い。

E　お　Θ　り　に

山口野中遺跡Αり出土した埋設土器内の土৕について分ੳを行った݁果、リϯ・Χルシ΢Ϝڞに明らか

にଟくؚΉՕ所がݕ出され、ࣃ・ࠎのଘ在を示ࠦする݁果をಘた。遺構の性格については、ଞのࣗવ科ֶ

分ੳの݁果おΑび遺物の出土状況や類ྫなど考ֶݹ的所ݟもซせた૯߹的な൑அが๬まれる。

参考文献

藤ࠜ　久・佐ʑ木由߳・中村ݡଠ࿠（2008）ܬ光Xઢ૷置を用いたݩૉϚッピϯグにΑるリϯ・Χルシ΢Ϝ分ੳɽ日

本文化財科ֶ会第 25ճ大会研ڀ発ද要ࢫ集ɼ108�109ɽ

分ੳ/o� ϙイϯト .H0 Al203 4i02 P2O5 403 ,20 CaO Ti02 .n02 Fe203 3C20 4r0 :203 Zr02

1 a 0�84	 14�75	 61�63	 5.39 0�06	 3�54	 5.45 2�41	 0�10	 5�76	 0�01	 0�02	 0�01	 0�03	

C 1�04	 18�37	 57�35	 6.65 0�10	 1�70	 9.56 0�61	 0�20	 4�33	 0�02	 0�04	 0�02	 0�02	

D 0�98	 14�06	 56�57	 11.50 0�05	 2�20	 11.13 0�60	 0�08	 2�78	 0�01	 0�02	 0�01	 0�01	

d 0�91	 16�04	 71�54	 0.03 0�01	 10�58	 0.22 0�00	 0�00	 0�59	 0�01	 0�04	 0�00	 0�02	

e 2�15	 15�43	 60�65	 9.85 0�16	 1�32	 5.42 0�25	 0�28	 4�41	 0�02	 0�03	 0�02	 0�02	

2 a 0�82	 10�27	 54�96	 18.52 0�09	 1�66	 10.09 0�33	 0�13	 3�05	 0�01	 0�03	 0�01	 0�02	

C 2�57	 14�07	 46�04	 13.87 0�08	 1�35	 11.97 0�94	 0�25	 8�77	 0�01	 0�04	 0�01	 0�03	

D 1�43	 11�15	 45�89	 18.79 0�00	 1�17	 17.53 0�23	 0�07	 3�65	 0�02	 0�02	 0�01	 0�02	

d 1�33	 4�86	 86�10	 2.23 0�03	 0�33	 2.55 0�26	 0�07	 2�20	 0�01	 0�02	 0�01	 0�01	

e 2�20	 15�19	 63�20	 5.28 0�13	 2�59	 4.02 0�41	 0�07	 6�86	 0�02	 0�02	 0�01	 0�01	

/o�1

/o�2

第 9表　半定量分析結果（maTT�）

第 40図　プレス試料およびリンとカルシウムの元素マッピング図
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4　੺৭إྉの分ੳ

4　੺৭إྉの分ੳ

千葉博俊・齋藤紀行（パリノ・サーヴェイ株式会社）

A　は　͡　め　に

山口野中遺跡（新潟県阿賀野市大字月崎地内）は、旧阿賀野川ӈ؛のԭ積地に立地する。౰遺跡は、平成

24年౓Αりܧଓ的に発掘調査が࣮ࢪされており、これまでに縄文時代晩期、ݹ代・中世おΑび中世のܭ

3面の遺構֬認面のଘ在が明らかとされている。今ճの発掘調査においても、これまでとಉ༷に縄文時代

晩期おΑびݹ代・中世の遺構・遺物が֬認されている。

本報告では、縄文時代晩期の土器やۄࢳに࢖用されている੺৭إྉの原ྉに関する৘報をಘることを目

的として、Xઢճં分ੳを࣮ࢪした。

ྉ　　　ࢼ　#

ྉは、縄文時代晩期のઙു（埋設土器ࢼ ࡌܝ・887 /o�102）

の֎面文༷部にృ布された੺৭إྉとࡌܝ・825$4）ۄࢳ

/o�64 〜 68）に࢖用された੺৭إྉ 2఺である。分ੳにڙし

たࢼྉは、埋設土器が器面Αり࠾औした੺৭物質、ۄࢳが本体

Αりണ落したഁยである。

$　分　ੳ　方　法

ࢼした後、ແ൓ࣹࡅྉをϝノ΢ೕുで磨ࢼ૩したסؾۭ

ྉ൘にॆరし、リΨク製 X ઢճં૷置（6ltima ᶚ	1roteDtuT）

を用いてද 1 の条݅でଌ定を࣮ࢪした。物質のಉ定ղੳ

は、.aterialT	%ata,InD� の X ઢճંパλーϯॲཧϓϩグラ

Ϝ JA%E9�5 を用い、リファレϯスσーλϕースは I$%% の

1%F2（3eleaTe	2013）をར用して֘౰する化߹物または߭物

をࡧݕした。

%　݁　　　果

Xઢճંਤを第 42・43ਤに示す。ਤ中上ஈがࢼྉのXઢճંਤ、下ஈがݕ出された߭物のճંパλー

ϯである。また、文中でׅހ内に示したものは、Xઢճંਤでಉ定された߭物名である。なお、༹ݻ体や

ϙリλイϓを有する߭物については、Xઢճંݧࢼでは正֬なಉ定はࠔ೉であるため、࠷ऴ的なݕ出߭物

名としては、それらをแׅする大分類の߭物名を࢖用している。

（1）縄文時代晩期	ઙു（埋設土器 （o�102/ࡌܝ・887

ࣼ、ྉ߭物である੺మ߭（Iematite）の明ྎな൓ࣹが認められた。このଞ、石ӳ（Ruartz）إ ௕石（૤௕石ɿ

alCite）、Χリ௕石（正௕石ɿortIoDlaTe）、Ӣ฼߭物（白Ӣ฼ɿmuTDoWite）を示ࠦする൓ࣹが֬認された。こ

れらはࢼࢼڙྉ࡟औのࡍにࠞೖした土器଻土由དྷの߭物とݟられる。

1mm

૷置 リΨク製6ltimaᶚ	1roteDtuT

TarHet $u（,Ћ）

.onoDIrometer (raQIite ࿷ۂ

7oltaHe 40L7

$urrent 40mA

%eteDtor 4$

$alDulation	.ode DQT

%iWerHenDZ	4lit 1�2°

4DatterinH	4lit 1�2°

3eDieWinH	4lit 0�15mm

4DanninH	4Qeed 1°�min

4DanninH	.ode 連ଓ法

4amQlinH	3anHe 0�02°

4DanninH	3anHe 5 〜 45°

o�64/ࡌܝ・825$4）ۄࢳ 〜 68）

第 10表　Ｘ線回折測定条件

第 41図　糸玉外観
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o�64/ࡌܝ・825$4）ۄࢳ（2） 〜 68）

。出されたݕྉ߭物である੺మ߭（Iematite）の明ྎな൓ࣹが認められたほか、石ӳ（Ruartz）がإ

E　考　　　࡯

੺৭をఄする代ද的なإྉ߭物にはϕϯΨラ（੺మ߭ʀIematiteʦЋ �Fe203ʧ）のほか、ਫۜग（ୢ࠭ʀ

DinnaCarʦ)H4ʧ）、Ԗ୮（Ԗ୮ʀminiumʦ1C304ʧ）౳がある。本調査では、縄文時代晩期のઙുの੺৭إྉ

おΑびۄࢳともに੺మ߭が認められ、ਫۜगなどଞのإྉ߭物はݕ出されていない。このことから、これ

らにおいてར用された੺৭إྉはϕϯΨラであると൑அされる。
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第 42図　Ｘ線回折図（1）（੺৭إྉʀ埋設土器 （o�102/ࡌܝ・887

第 43図　Ｘ線回折図（2）（ۄࢳʀ4$825・ࡌܝ/o�64 〜 68）
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5　炭化種࣮ಉ定おΑびಈ物遺ଘ体分ੳ

なお、ϕϯΨラにはఱવの੺మ߭をར用する場߹のほか、ؚਫਫࢎ化మを焼成してಘられる੺మ߭をར

用する場߹がある。また、੺మ߭にはパイϓ状構଄をなすものと、ඇパイϓ状（塊状、ٿ状、不定形など）

構଄のものとがあり、前者についてはপ୔地౳においてమバクςリアがੜ成するؚਫਫࢎ化మが出発物質

であることが൑明しているʦԬ田 1997、৫഼・୔田 1997ʧ。

このΑ͏なഎܠから、ϕϯΨラ原ྉの࢈出地はແ਺にଘ在することとなり、原ྉ࢈出地をٴݴすること

は೉しいが、ʦ成੉ 1998ʧにΑれ͹一遺跡においてಉ一時期に࢖用されるϕϯΨラはパイϓ状もしくは

ඇパイϓ状のどちらかがࢧ഑的な܏向にあるとされる。また、県内にはӢ฼మ߭の࢈出地として有名な新

発田市の੺୩߭山が所在する。ݕ出されたϕϯΨラと੺୩߭山࢈のӢ฼మ߭との関係についてまでٴݴす

ることは出དྷないが、今後においては電ݦࢠ微ڸなどをར用してパイϓ状構଄の有ແを೺Ѳしておくこと

もϕϯΨラ原ྉに関する৘報の一つとして有益とࢥΘれる。

引用文献

Ԭ田文உɼ1997ɼパイϓ状ϕϯΨラཻࢠの෮ݩɽ日本文化財科ֶ会第 14ճ大会研ڀ発ද要ࢫ集ɼ38�39ɽ

৫഼ॱࢠ・୔田正昭ɼ1997ɼࢎ化మ系੺৭إྉの基ૅ的研ڀɽ日本文化財科ֶ会第 14ճ大会研ڀ発ද要ࢫ集ɼ76�

77ɽ

成੉正࿨ɼ1998ɼ縄文時代の੺৭إྉᶗɽ考ֶݹδϟーφルɼ438ɼ10�14ɽ

5　炭化種࣮ಉ定おΑびಈ物遺ଘ体分ੳ

千葉博俊・松本美由紀・金井慎司（パリノ・サーヴェイ株式会社）

A　ࢼ　　　ྉ

本分ੳにڙされたࢼྉは、遺構෴土౳Αり不᎟ཚの柱状ࢼྉあるいは塊状ࢼྉとして࠾औされた土৕（以

下、ϒϩックࢼྉ）、発掘調査時に出土した炭化種࣮（以下、炭化種࣮ࢼྉ）、遺構෴土のਫચબ別にΑりճ収・

બ別されたࠎย類（以下、ࠎยࢼྉ）からなる。以下に、֤ࢼྉの֓要を記す。

1）ϒϩックࢼྉ

औされた土৕࠾ྉは、埋設土器内、焼土・炭化物集中౳の֤所Αりࢼ 38 ఺（約 60LH）からなる。こ

れらのࢼྉのৄࡉは、݁果とともに第 11・12 දに示す。なお、ࢼྉの࡯؍では、4$825	10・11 層	

/o�416 と 4$842	3 層	/o�381 は、いͣれも大ܕの炭化ࡐを主体とするとい͏特௃が認められた。その

ため、これらの 。を行い、さらに樹種の֬認を行った࡯؍のࡐྉについては、それͧれ主体となる炭化ࢼ2

2）炭化種࣮ࢼྉ

ܭ、ྉは、発掘調査時にऔり上͛られた炭化種࣮౳でありࢼ 、からなる。本分ੳでは（ݸ66）ྉࢼ13

（番ࢬ）ྉがෳ਺ある場߹、それͧれԾ番号ࢼऔされた࠾ྉશ఺をಉ定ର৅とし、ಉ一の遺構や層位౳からࢼ

を付してѻっている。֤ࢼྉのৄࡉは、݁果とともに第 14දに示す。

ྉ　ࢼ　ย　ࠎ（3

औされた࠾ยからなり、11遺構Αりࠎྉは、ਫચબ別にΑりճ収されたࢼ ྉからなる。炭化種ࢼ74
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を付してѻっ（番ࢬ）औされている場߹は、ศٓ的にԾ番号࠾ྉがࢼྉとಉ༷に、1遺構Αりෳ਺のࢼ࣮

ている。֤ࢼྉのৄࡉは、ಉ定݁果とともに第 17〜 19දに示す。

#　分　ੳ　方　法

1）ਫ　ચ　બ　別

分ੳର৅とされた炭化種࣮やࠎ・֋類౳のಈ物遺ଘ体を土৕中Αり可能な限りյさͣճ収するために、

ย౳をरい上͛る。こࠎ、ࡐで֬認された炭化種࣮や炭化࡯؍؟૩させた後、೑סྉのടྔおΑびৗԹࢼ

の޻ఔを経たס૩後のࢼྉは、ਫをຬたした༰器に౤ೖし、༰器を܏けてුいた炭化物をཻܘ 0�5mmの

ᝲにճ収する。༰器内の残土は、さらにਫをೖれて੩かに᎟፩し、༰器を܏けて炭化物をճ収する࡞業を

炭化物がුかなくなるまで繰り返す（20〜 30ճ）。残土をཻܘ 0�5mmのᝲを௨してਫચする。

ᝲ内にճ収したࢼྉはཻܘ別にৗԹס૩させた後、૒࣮؟体ݦ微ڸ下で࡯؍し、ピϯηットを用いて、

ಉ定が可能な炭化種࣮やಈ物遺ଘ体のଞに、炭化ࡐ（主にܘ 4mm以上）や土器ย౳の遺物をந出する。本

分ੳでは、ந出された炭化種࣮やಈ物遺ଘ体をಉ定ର৅とし、そのଞのந出物は重ྔおΑび一部のݸ਺と

炭化物主体と、主にਫに௜んͩ࠭᛽・ࡐめて一ཡදに示す。分ੳ残ᕓは、主にਫにුいた炭化ٻをܘ大࠷

主体とに大まかに分け、重ྔをද示する。分ੳ後は、ந出物と分ੳ残ᕓを༰器にೖれて保؅する。

2）炭化種࣮ಉ定

炭化種࣮のಉ定は、ݱੜඪ本おΑびʦ石川 1994、中山ほか2000、小ാ 2008・2011ʧ౳をࢀ考に࣮ࢪ

し、部位・状ଶ別のݸ਺、重ྔ、࠷大ܘをٻめて݁果を一ཡදで示す。࣮体ݦ微ڸ下にΑる区別がࠔ೉な

ෳ਺種間は、−（ϋイフΥϯ）で݁んでද示する。ଟྔの堅果類がݕ出されたࢼྉは、微ࡉยを一ׅしてʮ堅

果類主体ʯとし、重ྔをද示する。ಉ定後は、炭化種࣮を分類܈ຖに༰器にೖれて保؅する。

3）ಈ物遺ଘ体分ੳ（ࠎ・֋類ಉ定）

。し、その形ଶ的特௃から、種と部位のಉ定を行͏࡯؍でڸ微ݦおΑび࣮体؟ྉを೑ࢼ

$　݁　　　果

1）ϒϩックࢼྉの炭化種࣮・ಈ物遺ଘ体のݕ出状況

݁果を第 11・12 දに示す。38 ྉ（約ࢼ 60LH）を௨͡て、炭化種࣮ 3,899 ಈ物遺ଘ体、（61�2H）ݸ

5�5H がݕ出された。このଞ、炭化ࡐ 143�9H、不明炭化物 16�7H、炭化ࡐ・炭化物主体 293�3H、࠭᛽主

体 744�2H、土器ย 121 石᭲、（214�5H）ݸ ඇ炭化২物ย、（0�3H）ݸ1 5�3H、不明物質 が（0�02H）ݸ39

。出されたݕ

・炭化種実

炭化種࣮は、4$842（2）、14/7 グリッド（ࡌܝ/o�161）出土土器内、埋設土器 1の土器内（4ࢼྉ）

の、ܭ ྉをআくࢼ6 大は࠷、出された炭化種࣮の͏ちݕ。出されたݕྉΑりࢼ32 4$885 のトチノキ種

ൽ（2�0Dm）である。また、4$885 は、炭化種࣮のݕ出状況がݸ਺・重ྔともに࠷もଟく、4$804 がܭ

862 とこれに次͗、さらに（14�2H）ݸ 4$866（301 ܭ）ʀ5�3H）、4$850ݸ 386 ʀ3�9H）からもൺֱ的ݸ

ଟくݕ出された。
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5　炭化種࣮ಉ定おΑびಈ物遺ଘ体分ੳ

種類

17.10 1712 1734 14/7 19/16 16210 1721�2 17122 18218 1833 18219 1835 20124 1519 1712

埋設	
903

埋設	
908

埋設	
928

埋設	
933

ࡌܝ
/o�161

1855 4$800 4$801 4$804 4$809 4$815 4$817

土器内
/o�13

土器内 土器内 土器内 土器内

/o�3

1層 1層 2層 1 2 3 4 2層

/o�222

2層 �1

炭化種࣮

オニグルミ	֩（ഁย） − − 0�01 0�63 − 0�09 0�13 0�87 − 0�89 0�17 5�26 3�05 0�04 0�01 −

オニグルミ	֩主体（ഁย） − − − − − − − − − − − 1�12 − − − −

オニグルミ	֩−クリ	ࢠ葉（ഁย） − 0�02 − − − − − − − − − − − − − −

クリ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − − −

クリ	果ൽ（ഁย） − − 0�01 − − 0�03 − 0�01 − − − − 0�21 0�01 − −

クリ	果ൽ主体（ഁย） − − − − − − − 0�21 − − − − − − − −

トチノキ	種ൽ主体（ഁย） − − − − − 0�03 − − − − − − 0�86 − − −

トチノキ	種ൽ（ഁย） �0�001 0�003 − 0�07 − 0�10 − − 0�12 0�25 0�26 0�22 0�96 0�09 0�01 0�01

トチノキ	種ൽ ŋࢠ葉（ഁย） − − − 0�01 − 0�004 − − − − − − 0�02 0�00 − −

トチノキ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − 0�09 − − 0�41 − − − − − − −

トチノキ	ࢠ葉主体（ഁย） − − − − − 0�001 − − 0�69 − − − 0�38 − − −

堅果類主体（ഁย） − − − − − − − 0�34 − − − − − − − −

アΧϝΨシϫ	種ൽ（ഁย） 0�003 − − − − − − − − − − − − − − −

サϯシϣ΢	種ࢠ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

サϯシϣ΢	種ൽ（ഁย） − − − − − − − − − − − − 0�009 − − −

Ϝクϩδ	種ൽ（ഁย） − − − − − − − − − − − 0�01 0�15 − − −

ϠϚϒド΢	種ࢠ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

クサΪ	֩（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

ニϫトコ	֩（׬形） − − − − − �0�001 − − − − − − − − − −

イω科	ӱ ŋ ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

イω科	ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

ώΰクサ類	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

アサʁ	果࣮（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − − −

ΪシΪシ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − �0�001 − − − − −

λσ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

Ϛϝ科（アズキ類）	種ࢠ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

ώシ属	果ൽ（ഁย） − − − − − − − − − − 0�01 0�01 0�07 − − −

ώシ属	果ൽ主体（ഁย） − − − − − − − − − − 0�01 0�29 − − − −

૒ࢠ葉類（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

不明種࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

炭化種࣮߹ܭ 0�003 0�03 0�02 0�71 − 0�34 0�13 1�43 1�23 1�14 0�45 6�92 5�69 0�15 0�03 0�01

֋類ࠎ

֋類ʁ（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − − −

ย（ඃ೤）ࠎ

　コイ属	ෲ௣ − − − − − − − − − − − − − − − −

　フφ属	ෲ௣ − − − − − − − − − − − − − �0�01 − −

　コイ科	第 1�2 ௣ࠎ − − − − − − − − − − − − − − − −

　コイ科	ඌ௣ − − − − − − − − − − − − − − − −

　コイ科	എරᑜ − − − − − − − − − − − − �0�01 − − −

　アユ属	ඌ௣ − − − − − − − − − − − − 0�01 − − −

　アユ属ʁ	ඌ௣ − − − − − − − − − − − − − − − −

　サケ属	ࣃէ − − − − − − − − − − − − 0�02 − − −

　サケ属	௣ࠎ − − − − − 0�04 − − �0�01 − − − 0�04 − − −

ࠎ௣	ߝ魚ࠎߗ　 − − − − − 0�01 − − �0�01 − − − 0�01 − − −

රᑜ౳	ߝ魚ࠎߗ　 − − − − − 0�18 − − 0�02 − − − 0�14 0�01 − �0�01

部位不明ഁย	ߝ魚ࠎߗ　 − − − − − 0�10 − − 0�01 − − − 0�07 0�01 − −

　ᄡೕߝ	部位不明ഁย − − − − − − − − − − − − − − − −

　ௗߝʗᄡೕߝ	部位不明ഁย − − − − − − − − − − − − − − − −

　種類不明	部位不明ഁย − − − − − 0�12 − − �0�01 − − − 0�19 0�02 − �0�01

そのଞ − − − − − − − − − − − − − − − −

ܭ߹ − − − − − 0�45 − − 0�03 − − − 0�48 0�04 − �0�01

ยʁࠎ − − − − − − − − − − 0�01 − − − − −

そのଞ

不明炭化物 − − − − − − − − − − − − − − − −

炭化ࡐ 0�24 0�01 0�02 0�83 − 0�74 0�15 0�15 0�16 2�05 1�91 0�60 2�51 1�94 3�87 0�02

炭化物 ŋ炭化ࡐ主体 − − − 1�17 − 4�95 − 2�42 2�00 14�97 2�21 19�66 17�22 1�21 4�99 −

࠭᛽主体 2�33 0�99 10�62 10�23 3�01 14�05 0�89 1�58 11�16 27�58 46�33 35�99 51�12 23�19 1�78 4�50

不明物質（遺物か） − − − − − − − − − − − − − − − −

土器ย 0�51 − − 0�36 − 11�29 − 1�38 2�03 − − − − 1�95 − −

石᭲ − − − − − − − − − − − − − − − −

ඇ炭化২物ย − − − − − 0�26 − �0�001 − − − − 1�45 − − −

分ੳྔ（̶） 173 405 117 2502 240 1916 45 447 762 2318 4541 2812 4599 1425 235 1475

1611 1611

埋設土器1 埋設土器1

土器内（1） 土器内（2）

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

0�00 0�01	 0�01	 −

− − − −

0�10 1�5	 5�8	 2�97

0�00 − 0�0	 −

− 0�4	 103�1	 8�00

− − − −

− − 0�1	 0�01

152 711 1545 246

第 11表　炭化種実・骨貝類抽出同定結果（1）
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種類

17018 17/23 17018 17/17 16.25 16.25 17.2019・20/17・18. 180・1 180・1 17.・/ 181 19・200 200 1919・14 201 17・181

	ܭ߹
（H）

4$817 4$825 4$842 4$850 4$861 4$866 4$867 4$868 4$870 4$871 4$880 4$884 4$885 4$914

2層 �2 − 4層

/o�316

10�11層

/o�416

（1） （2） 3層

/o�381

1層 1層 1�4層 1層 2層

/o�29

1�2層 1�2層 1層 1層 1�2層 2層

/o�136

炭化種࣮

オニグルミ	֩（ഁย） − 0�53 0�01 0�41 0�01 − 1�22 0�10 0�02 0�17 0�01 − 0�06 0�10 0�05 − 3�96 − 17�77

オニグルミ	֩主体（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − − − − − 1�12

オニグルミ	֩−クリ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − − − − − 0�09 − − − − − − − − 0�12

クリ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − − − − − 0�25 − − − − − − − − 0�25

クリ	果ൽ（ഁย） − 0�03 0�01 − − − 0�03 0�27 − 1�37 0�01 0�03 0�03 − 0�06 �0�001 0�41 − 2�49

クリ	果ൽ主体（ഁย） − − − − − − − − − 1�86 − 0�03 − − − − − − 2�09

トチノキ	種ൽ主体（ഁย） − − − 0�04 − − − 1�46 − − − − 0�13 − 0�26 − − − 2�77

トチノキ	種ൽ（ഁย） 0�002 − 0�03 0�06 �0�001 − 0�07 1�90 0�01 0�07 0�004 − 0�22 2�28 0�59 − 17�26 0�001 24�60

トチノキ	種ൽ ŋࢠ葉（ഁย） − − − − − − − 0�05 − − − − 0�003 − − − 0�77 − 0�84

トチノキ	ࢠ葉（ഁย） − 0�21 − − − − − 0�05 − 0�07 − − 0�51 − − − 1�78 − 3�11

トチノキ	ࢠ葉主体（ഁย） − − − − − − − 0�03 − − − − 0�12 − − − 1�67 − 2�89

堅果類主体（ഁย） − − − − − − − − − 1�40 − − − − − − − − 1�74

アΧϝΨシϫ	種ൽ（ഁย） − 0�001 − − − − − − − − − − − − 0�009 �0�001 − − 0�01

サϯシϣ΢	種ࢠ（׬形） − 0�003 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�003

サϯシϣ΢	種ൽ（ഁย） − 0�001 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�01

Ϝクϩδ	種ൽ（ഁย） − 0�02 − − − − − − 0�03 − − − 0�17 − 0�04 − − − 0�42

ϠϚϒド΢	種ࢠ（׬形） − − − 0�01 − − − − − − − − − − − − − − 0�01

クサΪ	֩（׬形） − − − − − − − − − − − − − 0�01 − − − − 0�01

ニϫトコ	֩（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − − − �0�001

イω科	ӱ ŋ ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − 0�00 − 0�001

イω科	ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − �0�001 − − − − − �0�001

ώΰクサ類	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − �0�001 − �0�001

アサʁ	果࣮（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − 0�005 − − − 0�005

ΪシΪシ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − − − �0�001

λσ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − �0�001 − �0�001

Ϛϝ科（アズキ類）	種ࢠ（׬形） − 0�02 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�02

ώシ属	果ൽ（ഁย） − − − 0�02 − − 0�03 0�02 − − − − − − − − 0�43 − 0�58

ώシ属	果ൽ主体（ഁย） − − − 0�06 − − − − − − − − − − − − − − 0�37

૒ࢠ葉類（׬形） − 0�002 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�002

不明種࣮（׬形） − − − − − − − 0�002 − − − − �0�001 − − − − − 0�002

炭化種࣮߹ܭ 0�002 0�80 0�05 0�59 0�01 − 1�34 3�88 0�05 5�28 0�02 0�06 1�24 2�39 1�00 �0�001 26�27 0�001 61�24

֋類ࠎ

֋類ʁ（ഁย） − − − − − 0�01 − − − − − − − − − − − − 0�01

ย（ඃ೤）ࠎ

　コイ属	ෲ௣ − 0�01 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�01

　フφ属	ෲ௣ − 0�01 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�01

　コイ科	第 1�2 ௣ࠎ − �0�01 − − − − − − − − − − − − − − − − 0�00

　コイ科	ඌ௣ − 0�02 − − �0�01 − − − − − − − − − − − − − 0�02

　コイ科	എරᑜ − 0�02 − − 0�01 − − − − − − − − − − − − − 0�03

　アユ属	ඌ௣ − − − − − − − − − − − − − − − − − − 0�01

　アユ属ʁ	ඌ௣ − − − − − − − − − 0�01 − − − − − − − − 0�01

　サケ属	ࣃէ − 0�02 − − 0�03 − − − − 0�01 − − − − − − − − 0�08

　サケ属	௣ࠎ − 0�15 0�01 − 0�17 − 0�01 − − 0�10 − − − − − − �0�01 − 0�52

ࠎ௣	ߝ魚ࠎߗ　 − 0�01 − − 0�02 − − − − 0�01 − − − − − − − − 0�06

රᑜ౳	ߝ魚ࠎߗ　 0�01 0�35 0�01 − 0�48 0�02 0�01 − − 0�15 − − 0�01 − − − 0�02 − 1�41

部位不明ഁย	ߝ魚ࠎߗ　 �0�01 0�15 0�01 − 0�10 − �0�01 − − 0�07 − − �0�01 − − − �0�01 − 0�52

　ᄡೕߝ	部位不明ഁย − 0�10 0�04 − 0�04 − 0�02 − − − − − �0�01 − − − − − 0�20

　ௗߝʗᄡೕߝ	部位不明ഁย − 0�05 − − 0�12 − − − − 0�05 − − − − − − − − 0�22

　種類不明	部位不明ഁย 0�01 0�73 0�02 0�01 0�73 0�01 0�02 �0�01 − 0�44 − − 0�01 − 0�01 − 0�02 − 2�34

そのଞ − 0�02 − − − − − − − − − − − − − − 0�01 − 0�03

ܭ߹ 0�02 1�62 0�09 0�01 1�70 0�03 0�06 �0�01 − 0�84 − − 0�02 − 0�01 − 0�04 − 5�45

ยʁࠎ − − − − − − − − − − − − − − − − − − 0�01

そのଞ

不明炭化物 − − 15�21 − − − − − − − − − 0�11 1�35 − − − − 16�7

炭化ࡐ 0�01 9�82 0�64 9�72 0�00 0�23 44�18 2�55 20�27 4�89 2�13 13�57 0�64 5�78 3�43 0�30 10�55 0�02 143�9

炭化物 ŋ炭化ࡐ主体 − 14�63 − 7�31 − − 26�95 13�91 19�83 33�18 4�47 6�77 7�27 11�89 4�76 0�50 70�94 0�12 293�3

࠭᛽主体 10�13 124�21 0�86 18�17 61�44 18�40 6�25 24�55 33�20 51�74 3�76 2�20 47�46 10�82 7�92 46�51 20�00 0�93 744�2

不明物質（遺物か） − − − − − − − − − − − − − − − − − − 0�02

土器ย − 2�34 0�75 20�00 8�61 − 0�90 11�26 18�09 0�57 − − 10�92 − 0�13 − 11�90 − 214�5

石᭲ − − − − − − − − − − − − 0�35 − − − − − 0�3

ඇ炭化২物ย − − − 0�06 − − − − 0�23 0�04 − 0�08 − 0�33 0�99 0�03 1�78 − 5�3

分ੳྔ（̶） 309 3349 174 484 2517 5523 389	 2146 2220 2766 1631 192 3320 1341 1865 640 3828 169 59528�8

第 12表　炭化種実・骨貝類抽出同定結果（2）
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分類܈ŋ部位（状ଶ）

4$825 4$842 4$850 4$861 4$866 4$867 4$868 4$870 4$871 4$880 4$884 4$885 4$914 	ܭ߹
−（ݸ） 4層 10�11層 − 3層 1層 1層 1�4層 1層 2層 1�2層 1�2層 1層 1層 1�2層 2層

堅果類

オニグルミ	֩（ഁย） 20 4 45 1 200 7 6 10 2 − 9 14 6 − 126 − 1122

オニグルミ	֩−クリ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − − − 12 − − − − − − − − 13

クリ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − − − 8 − − − − − − − − 8

クリ	果ൽ（ഁย） 6 5 − − 14 65 − 264 10 10 11 − 20 3 51 − 540

トチノキ	種ൽ（ഁย） − 32 24 2 19 300 9 6 7 − 34 52 96 − 1017 4 1998

トチノキ	種ൽ ŋࢠ葉（ഁย） − − − − − 5 − − − − 1 − − − 18 − 28

トチノキ	ࢠ葉（ഁย） 4 − − − − 2 − 1 − − 14 − − − 26 − 65

そのଞの木本類

アΧϝΨシϫ	種ൽ（ഁย） 1 − − − − − − − − − − − 4 1 − − 9

サϯシϣ΢	種ࢠ（׬形） 1 − − − − − − − − − − − − − − − 1

サϯシϣ΢	種ൽ（ഁย） 1 − − − − − − − − − − − − − − − 3

Ϝクϩδ	種ൽ（ഁย） 1 − − − − − 1 − − − 22 − 4 − − − 37

ϠϚϒド΢	種ࢠ（׬形） − − 1 − − − − − − − − − − − − − 1

クサΪ	֩（׬形） − − − − − − − − − − − 1 − − − − 1

ニϫトコ	֩（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − 1

૲本類

イω科	ӱ ŋ ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − 1 − 1

イω科	ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − 2 − − − − − 2

ώΰクサ類	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − 1 − 1

アサʁ	果࣮（ഁย） − − − − − − − − − − − − 8 − − − 8

ΪシΪシ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − − 1

λσ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − 1 − 1

Ϛϝ科（アズキ類）	種ࢠ（׬形） 1 − − − − − − − − − − − − − − − 1

ώシ属	果ൽ（ഁย） − − 7 − 3 6 − − − − − − − − 28 − 53

不明

૒ࢠ葉類（׬形） 2 − − − − − − − − − − − − − − − 2

不明種࣮（׬形） − − − − − 1 − − − − 1 − − − − − 2

種࣮߹ܭ

堅果類 30 41 69 3 233 379 15 301 19 10 69 66 122 3 1238 4 3774

そのଞの木本類 4 − 1 − − − 1 − − − 22 1 8 1 − − 53

૲本類 1 − 7 − 3 6 − − − − 2 − 8 − 31 − 68

不明 2 − − − − 1 − − − − 1 − − − − − 4

種࣮߹ܭ（不明をআく） 35 41 77 3 236 385 16 301 19 10 93 67 138 4 1269 4 3895

ˎ炭化種࣮がݕ出されなかったࢼྉはද中Αりআ֎している。

分類܈ŋ部位（状ଶ）

埋設	
903

埋設	
908

埋設	
928

埋設	
933

1855 4$800 4$801 4$804 4$809 4$815 4$817 4$817

土器内 土器内 土器内 土器内 1層 1層 − 2層 1 2 3 4 2層 2層 �1 2層 �2

堅果類

オニグルミ	֩（ഁย） − − 9 25 7 10 58 − 28 31 281 213 9 1 − −

オニグルミ	֩−クリ	ࢠ葉（ഁย） − 1 − − − − − − − − − − − − − −

クリ	ࢠ葉（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − − −

クリ	果ൽ（ഁย） − − 4 − 17 − 4 − − − − 49 7 − − −

トチノキ	種ൽ（ഁย） 2 5 − 22 29 − − 37 54 41 21 122 43 5 10 5

トチノキ	種ൽ ŋࢠ葉（ഁย） − − − 1 1 − − − − − − 1 1 − − −

トチノキ	ࢠ葉（ഁย） − − − − 3 − − 15 − − − − − − − −

そのଞの木本類

アΧϝΨシϫ	種ൽ（ഁย） 3 − − − − − − − − − − − − − − −

サϯシϣ΢	種ࢠ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

サϯシϣ΢	種ൽ（ഁย） − − − − − − − − − − − 2 − − − −

Ϝクϩδ	種ൽ（ഁย） − − − − − − − − − − 1 8 − − − −

ϠϚϒド΢	種ࢠ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

クサΪ	֩（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

ニϫトコ	֩（׬形） − − − − 1 − − − − − − − − − − −

૲本類

イω科	ӱ ŋ ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

イω科	ᡢೕ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

ώΰクサ類	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

アサʁ	果࣮（ഁย） − − − − − − − − − − − − − − − −

ΪシΪシ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − 1 − − − − − −

λσ属	果࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

Ϛϝ科（アズキ類）	種ࢠ（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

ώシ属	果ൽ（ഁย） − − − − − − − − − 1 2 6 − − − −

不明

૒ࢠ葉類（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

不明種࣮（׬形） − − − − − − − − − − − − − − − −

種࣮߹ܭ

堅果類 2 6 13 48 57 10 62 52 82 72 302 385 60 6 10 5

そのଞの木本類 3 − − − 1 − − − − − 1 10 − − − −

૲本類 − − − − − − − − − 2 2 6 − − − −

不明 − − − − − − − − − − − − − − − −

種࣮߹ܭ（不明をআく） 5 6 13 48 58 10 62 52 82 74 305 401 60 6 10 5

ˎ炭化種࣮がݕ出されなかったࢼྉはද中Αりআ֎している。

第 13表　炭化種実同定結果（1）
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・動物遺存体

ܭ、֋類は・ࠎ 大は1855の࠷、出されݕྉからࢼ18 1�1Dmである。ݕ出された重ྔは、4$842の 1�7H

が࠷ଟであり、4$825（1�6H）、4$866（0�8H）౳がこれに次ぐ。

・不明炭化物

不明炭化物は、4$825	4 層（/o�316）からە類ʁが 15�2H と、4$870 から樹ൽʁが 0�1H（࠷大 1�8Dm）、

4$871 から不明が 1�4H（࠷大 1�2Dm）ݕ出された。

・炭化材

炭化ࡐは、14/7 グリッド出土土器（ࡌܝ/o�161）内と埋設土器 1土器内（2）の ྉをআくࢼ2 ࢼ36

ྉからݕ出された。ݕ出状況は、4$842 が 28�5H と࠷ଟであり、4$868（13�6H）、4$885（10�6H）౳が

次いでଟい。なお、上ड़した炭化ࡐを主体とする 10・11	ྉ（4$825ࢼ2 層	/o�416、4$842	3 層	/o�381）

の͏ち、4$825 ྉは残ଘ幅が約ࢼ 5Dm、ްさが約 1Dmをଌる਑葉樹のスΪの൘目൘状をఄする炭化ࡐ、

4$842 ྉは残ଘ௕が約ࢼ 24Dm、残ଘ幅が約 5Dm、ްさが約 2Dmをଌる落葉޿葉樹のクリの൘目൘状

をఄする炭化ࡐであることが֬認された。

ྉ名ࢼ
分類܈ 部位 状ଶ ਺ݸ 番ࢬ

	重ס
（̶）

ˎଌ஋（mm）ܭ
උ考

(r 遺構名 層位 උ考 番ࢬ ௕さ 幅 ްさ

17/ 4$825 − − − オニグルミ ֩ ഁย 4 1 0�6 20�6 � 18�8 � 7�8 � શप , ִนܽଛ

17/ 4$825 − − − オニグルミ ֩ ഁย − − 0�5 − − − 上記（ࢬ番 1）と߹せてܭ 体ະຬݸ1

17/ 4$825 − − − ιバ 果࣮ 形׬ 2 1 0�003 2�7 2�1 −

17/ 4$825 − − − ιバ 果࣮ 形׬ − 2 0�004 3�1 1�9 − ᣾残ଘ

17/ 4$825 − − − ιバ 果࣮ ഁย 1 − �0�001 2�5 1�2 � − 約半分

17/ 4$825 − − − ιバ 種ࢠ 形׬ 1 − �0�001 2�2 − − Ӕ巻き状

17/ 4$825 − − − 炭化ࡐ 2 − 0�004 2�5 − −

17/8 4$825 1�4 層 11 1 ιバ 果࣮ 形׬ 1 − 0�004 2�3 2�1 −

17/8 4$825 1�4 層 11 1 不明 形׬ 1 − 0�001 3�2 2�0 1�5 ややภ平なପԁ体、端部ಥى状、ιバ果࣮ʁ

17/8 4$825 1�4 層 11 1 炭化ࡐ 1 − 0�004 2�7 − −

17/8 4$825 1�4 層 11 2 ώシ属 果࣮ ഁย 1 − 0�011 5�1 � 5�8 � − 部ݞ

17/8 4$825 1�4 層 11 2 ૒ࢠ葉類 種ࢠ 形׬ 2 1 0�005 3�7 3�4 2�4 Ӕ巻き状、ιバ種ࢠʁ

17/8 4$825 1�4 層 11 2 ૒ࢠ葉類 種ࢠ 形׬ − 2 0�006 3�5 3�4 2�6 Ӕ巻き状、ιバ種ࢠʁ

17/8 4$825 1�4 層 11 2 不明 形׬ 1 − 0�0 5�7 3�6 − ପԁ〜ཛ体

17/8 4$825 1�4 層 11 2 炭化ࡐ 2 − 0�005 2�9 − −

17/ 4$825 − − 1 ιバ 果࣮ 形ະຬ׬ 1 − 0�003 3�0 2�3 −

17/ 4$825 − − 2 トチノキ 葉ࢠ ഁย 1 − 0�3 10�8 12�7 − 約 1�3 ݸ

17/ 4$825 4�7 層 − −
ϠφΪλσ
近ࣅ種

果࣮ 形׬ 1 − 0�002 2�0 1�4 1�1

17/ 4$825 4�7 層 − −
ϠφΪλσ
近ࣅ種

果࣮ ഁย 4 − �0�001 − − − ܭ 分ݸ1

17/ 4$825 10 層 − − ιバ 果࣮ 形׬ 1 − 0�006 3�0 2�3 −

17/ 4$825 10 層 − − ιバʁ 果࣮ʁ 形׬ 4 − 0�011 3�2 − − 状ଶ不 （ྑԡし௵れている）

17/ 4$825 10 層 − − 不明 ഁย 2 − 0�003 2�9 � − −

17/ 4$825 10 層 − − 炭化ࡐ 2 − 0�003 2�9 − −

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ 形ະຬ׬ 1 − 3�6 29�8 25�0 15�5 � టॆర , 半ׂ面に別ݸ体のഁยが付ண

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย 20 1 3�1 30�1 24�5 � 12�6 � టॆర , 半分 （ް෮ݩ 25�2mm）、ଆ部（2〜5時）ܽଛ

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − 2 1�3 27�9 24�9 � 9�7 � 半分 （ް෮ݩ 19�3mm）、྆ଆ部（2〜4時 ,7〜8時）ܽଛ

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − 3 1�8 25�9 � 21�4 � 11�9 �
半分 （ް෮ݩ 23�8mm）、௖〜ଆ部（12〜5時）ܽଛ（リス
類にΑる食ࠟの可能性）

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − 4 1�2 20�7 � 22�5 � 10�6 �
半分 （ް෮ݩ 21�1mm）、௖部（10〜2時）、ଆ部（3〜5時）
ܽଛ

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − 5 1�8 23�6 � 20�4 � 12�1 �
టॆర , 半分 （ް෮ݩ 24�1mm）、基部（4〜8時）、ଆ部（2
〜3時）ܽଛ

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − 6 0�7 19�3 � 19�7 � 10�1 � 半分 （ް෮ݩ 20�1mm）、௖〜ଆ部（7〜2時）ܽଛ

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − 7 0�7 20�3 � 19�0 � 10�2 � 半分 （ް෮ݩ 20�4mm）、௖〜ଆ部（10〜5時）、ִนܽଛ

16.25 4$842 5 層 − − オニグルミ ֩ ഁย − − 13�1 − − −

16・17.,		17/ 4$842 5�6 層 − − ϒド΢属 種ࢠ 形׬ 2 1 0�003 2�7 2�7 2�0 ߹఺ۼΉ

16・17.,		17/ 4$842 5�6 層 − − ϒド΢属 種ࢠ 形׬ − 2 0�005 3�0 2�6 2�1 ߹఺不明 （ྎܽଛ）

16・17.,		17/ 4$842 5�6 層 − − 炭化ࡐ 1 − 0�005 2�5 − −

190 4$859 − − − オニグルミ ֩ ഁย 1 − 0�8 20�1 � 19�1 � 9�1 � 半分 （ް෮ݩ 18�1mm）、௖〜ଆ部（10〜5時）、ִนܽଛ

201 4$885 − − − オニグルミ ֩ ഁย 4 1 0�8 24�9 � 24�0 � 6�9 � શप、ִนܽଛ

201 4$885 − − − オニグルミ ֩ ഁย − 2 0�7 19�5 � 19�6 � 11�6 � શप、ִนܽଛ

190 4$859 − − − クサΪ ֩ ഁย 1 − 0�003 2�6 � 3�2 � − എ面

19・203 4$879 − − − ϒド΢属 種ࢠ 形׬ 1 − 0�008 3�5 3�1 2�1 ߹఺不明 （ྎటॆర）

201 4$885 − − − オニグルミ ֩ ഁย − 3 0�7 31�3 � 18�8 � 7�7 �
ほぼશप（12〜11時）、ִนܽଛ、12〜6時ɿリス類にΑ
る食ࠟの可能性

201 4$885 − − − オニグルミ ֩ ഁย − 4 0�5 23�2 � 19�6 � 7�7 �

ܭ߹ 66 32�4

用࢖ଌはσδλルノΪスをܭˎ �

第 14表　炭化種実同定結果（2）
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・炭化材・炭化物主体、砂礫主体

炭化ࡐ・炭化物主体は、ܭ 24 出された。4$885ݕྉからࢼ が 70�9H と࠷もଟく、4$866（33�2H）、

4$842 の /o�381	3 層（27�0H）が次いでଟい。࠭᛽主体は、શࢼྉからݕ出され、高師小ૐ（׊మ߭）を

ؚΉ。4$825（17/23）が 124�2H と࠷ଟであり、4$842（1）（61�4H）、4$866（51�7H）、4$804�4（51�1H）

౳が次いでଟい。

・土器片、石鏃

土器ยは、20ࢼྉΑりݕ出された。࠷大は埋設土器 1土器内（2）Αりݕ出された 9�4Dmをଌる土器

ยである。なお、埋設土器 1土器内（2）は土器ยのݕ出がݸ਺・重ྔともに࠷もଟい。石᭲は、4$870

から 1఺֬認され、௕さは 2�5Dmをଌる。

・炭化していない植物片

炭化していない২物ยは、13ࢼྉからݕ出された。イωのӱ（1721�2	4$801）やΧϠπリグサ属の果 （࣮埋

設土器 1土器内（2））をؚΉ。これらは保ଘ状ଶから後代のࠞೖの可能性が高い。

・不明物質

৭、不定形なബບ状をఄする物質である。埋設土器ࠇ 1土器内（1）から 埋設土器、（0�002H）ݸ1 1

土器内（2）から 大ഁยは࠷、出されݕ（0�01H）ݸ38 4�2mmをଌる。

2）炭化種࣮ಉ定

a　出　土　状　況

ϒϩックࢼྉΑりந出した炭化種࣮のಉ定݁果を第 11〜 13 දに、発掘調査時にऔ上͛られた炭化種

分類܈ 埋設	
903

埋設	
908

埋設	
928

埋設	
933

1
855

4$
800

4$
801

4$
804

4$
809

4$
815

4$
817

4$
825

4$
842

4$
850

4$
859

4$
861

4$
866

4$
867

4$
868

4$
870

4$
871

4$
879

4$
880

4$
884

4$
885

4$
914

ܭ߹
（ݸ）

堅果類

オニグルミ − − 9 25 7 10 58 553 9 1 − 73 222 7 1 6 10 2 − 9 14 − 6 − 130 − 1111

オニグルミ−クリ − 1 − − − − − − − − − − − − − − 12 − − − − − − − − − 12

クリ	ࢠ葉 − − − − − − − − − − − − − − − − 8 − − − − − − − − − 8

クリ	果ൽ − − 4 − 17 − 4 49 7 − − 11 14 65 − − 264 10 10 11 − − 20 3 51 − 519

トチノキ	種ൽ 2 5 − 22 29 − 37 238 43 5 15 56 21 300 − 9 6 7 − 34 52 − 96 − 1017 4 1940

トチノキ	種ൽ ŋࢠ葉 − − − 1 1 − − 1 1 − − − − 5 − − − − − 1 − − − − 18 − 26

トチノキ	ࢠ葉 − − − − 3 − 15 − − − − 5 − 2 − − 1 − − 14 − − − − 26 − 63

そのଞの木本類

アΧϝΨシϫ 3 − − − − − − − − − − 1 − − − − − − − − − − 4 1 − − 6

サϯシϣ΢ − − − − − − − 2 − − − 2 − − − − − − − − − − − − − − 4

Ϝクϩδ − − − − − − − 9 − − − 1 − − − 1 − − − 22 − − 4 − − − 37

ϠϚϒド΢ − − − − − − − − − − − 1 − − − − − − − − − − − − − − 1

ϒド΢属 − − − − − − − − − − − − 2 − − − − − − − − 1 − − − − 3

クサΪ − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 1 − − − − − 1

ニϫトコ − − − − 1 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 0

૲本類

イω科 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 2 − − − − 1 − 3

ώΰクサ類 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 1 − 1

アサ  − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 8 − − − 8

ΪシΪシ属 − − − − − − − 1 − − − − − − − − − − − − − − − − − − 1

ϠφΪλσ近ࣅ種 − − − − − − − − − − − 5 − − − − − − − − − − − − − − 5

λσ属 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 1 − 1

ιバ − − − − − − − − − − − 7 − − − − − − − − − − − − − − 7

ιバ  − − − − − − − − − − − 4 − − − − − − − − − − − − − − 4

Ϛϝ科（アズキ類） − − − − − − − − − − − 1 − − − − − − − − − − − − − − 1

ώシ属 − − − − − − − 9 − − − 8 3 6 − − − − − − − − − − 28 − 54

不明

૒ࢠ葉類 − − − − − − − − − − − 4 − − − − − − − − − − − − − − 4

不明 − − − − − − − − − − − 4 − 1 − − − − − 1 − − − − − − 6

種࣮߹ܭ

堅果類 2 6 13 48 57 10 114 841 60 6 15 145 257 379 1 15 301 19 10 69 66 − 122 3 1242 4 3679

そのଞの木本類 3 − − − 1 − − − − − − 5 − − − 1 − − − 22 1 1 8 1 − − 52

૲本類 − − − − − − − − − − − 25 − 6 − − − − − 2 − − 8 − 31 − 85

不明 − − − − − − − − − − − 8 − 1 − − − − − 1 − − − − − − 10

種࣮߹ܭ（不明をআく） 5 6 13 48 58 10 114 841 60 6 15 175 257 385 1 16 301 19 10 93 67 1 138 4 1273 4 3816

ˎ炭化種࣮がݕ出されなかったࢼྉはද中からはআ֎した �

第 15表　炭化種実出土状況
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ྉのಉ定݁果を第ࢼ࣮ 14දに示す。また、ϒϩックࢼྉ、炭化種࣮ࢼྉをまとめた遺構別の出土状況を

第 15ද、第 44ਤに示す。

ϒϩックࢼྉ（38 ྉ（13ࢼྉ）おΑび炭化種࣮ࢼ ২物ࢠྉ）を௨͡て、ඃࢼ 19 分類܈（木本のオニ

グルミ、クリ、アΧϝΨシϫ、サϯシϣ΢、トチノキ、Ϝクϩδ、ϠϚϒド΢、ϒド΢属、クサΪ、ニϫトコ、૲

本のイω科、ώΰクサ類、アサʁ、ΪシΪシ属、ϠφΪλσ近ࣅ種、λσ属、ιバ、Ϛϝ科（アズキ類）、ώシ属）

3,946 らなかったため不明とし、この͏ちࢸは種類のಉ定にݸがಉ定された。このଞ、10ݸ ࢠを૒ݸ4

葉類としている。以下に、ಉ定された炭化種࣮のࢼྉ別の出土状況をड़΂る。

4$800
4$801
4$804
4$809
4$815
4$817
4$825
4$842
4$850
4$859
4$861
4$866
4$867
4$868
4$870
4$871
4$879
4$880
4$884
4$885
4$914
1855

埋設903
埋設908
埋設928
埋設933
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<ݸ>
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<�>

50

オニグルミ

オニグルミ−クリ

クリ

トチノキ種ൽ

トチノキࢠ葉

Ϝクϩδ

そのଞの木本類

そのଞの૲本類

ώシ属

アサʁ・ιバ・
アズキ類

第 44図　炭化種実出土状況（上ʀώストグラϜ、下ʀ૬ରൺ）
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・ブロック試料

શ ྉを௨͡て、木本ࢼ38 8分類܈（クリ、アΧϝΨシϫ、サϯシϣ΢、トチノキ、Ϝクϩδ、ϠϚϒド΢、クサΪ、

ニϫトコ）3,827 ૲本、ݸ 7分類܈（イω科、ώΰクサ類、アサʁ、ΪシΪシ属、λσ属、Ϛϝ科（アズキ類）、

ώシ属）68ݸの、ܭ 3,895 葉類がࢠがಉ定された。このଞ、૒ݸ 不明が、ݸ2 。認された֬ݸ2

木本類はશて落葉޿葉樹で、河൞林要ૉで高木のオニグルミの֩のഁยが 1,122 オニグルミの֩、ݸ

またはクリのࢠ葉のഁย 葉のഁยがࢠ二次林要ૉのクリの、ݸ13 果ൽのഁยが、ݸ8 540 河൞林、ݸ

要ૉのトチノキの種ൽのഁยが 1,998 葉のഁยがࢠ・種ൽ、ݸ 葉のഁยがࢠ、ݸ28 と、河൞や林ݸ65

ԑ౳の明るく։けた場所を޷んでੜ育するアΧϝΨシϫの種ൽのഁยが Ϝクϩδの種ൽのഁยが、ݸ9

がࢠ低木のサϯシϣ΢の種、ݸ37 形׬）ݸ4 1、ഁย 3）、クサΪの֩が ニϫトコの֩が、ݸ1 藤、ݸ1

本のϠϚϒド΢の種ࢠが 。認された֬ݸ1

トチノキをは͡め、オニグルミやクリ౳の堅果類が炭化種࣮܈のશ体の ܭ）�97 3,774 とଟ਺を઎（ݸ

める。炭化種࣮が࠷もଟくݕ出された 4$885 はトチノキ主体、次いでଟい 4$804 はオニグルミ主体で

ある。また、4$866 はクリ主体であり、遺構にΑってଟ࢈（༏઎）する堅果類の種類がҟなるとい͏特

௃がӐえる。

૲本類は、࠿ഓ種のアサʁの果࣮のഁยが ഓの可能性があるϚϝ科（アズキ類）の種࠿、（880$4）ݸ8

がࢠ と、ු葉性ਫੜ২物のώシ属の果࣮のഁยが（825$4）ݸ1 804ɼ4$825ɼ4$842ɼ4$852ɼ$4）ݸ53

4$885）、中ੜ২物のイω科のӱ・ᡢೕが ᡢೕが、（885$4）ݸ1 ώΰクサ類の果࣮が、（870$4）ݸ2 1

ΪシΪシ属の果࣮が、（885$4）ݸ λσ属の果࣮が、（804$4）ݸ1 。認された֬（885$4）ݸ1

・炭化種実試料

શ ྉを௨͡て、木本ࢼ13 4分類܈（オニグルミ、トチノキ、ϒド΢属、クサΪ）35ݸ、૲本 3分類܈（Ϡ

φΪλσ近ࣅ種、ιバ、ώシ属）17ݸの、ܭ 葉類がࢠがಉ定された。このଞ、૒ݸ52 不明が、ݸ2 ֬ݸ4

認された。種࣮以֎では、炭化ࡐが 。認された֬ݸ8

木本類は、શて落葉޿葉樹で、堅果類のオニグルミの֩の׬形ະຬが ഁ、（842$4）ݸ1 ยが 825ɼ$4）ݸ29

4$842ɼ4$859ɼ4$885）、トチノキのࢠ葉のഁยが と、林ԑ種のクサΪの֩のഁยが（825$4）ݸ1 ݸ1

（4$859）、ϒド΢属の種ࢠが ഓ種のιバの果࣮が࠿、認された。૲本類は֬（842ɼ4$879$4）ݸ3 10

がࢠ種、（825$4）ݸ と、ු葉性ਫੜ২物のώシ属の果࣮のഁยが（825$4）ݸ1 ੜ২࣪、（825$4）ݸ1

物のϠφΪλσ近ࣅ種の果࣮が ྉにࢼ種は、ϒϩックࣅ認された。ιバとϠφΪλσ近֬（825$4）ݸ5

は֬認されなかった分類܈である。

b　主要分類群の記載

炭化種࣮の保ଘ状ଶは、શて炭化しておりࠇ৭をఄし、ഁଛやటの付ண౳にΑりۃめて不ྑである。֤

分類܈のࣸਅをਤ版に示し、主な分類܈の形ଶ的特௃౳を以下にड़΂る。また、一部の炭化種࣮の大きさ

をσδλルノΪスでܭଌした݁果を第 14දに示す。

・オニグルミ（Juglans mandshurica	Maxim.	War�	sachalinensis（Miyabe et Kudo）Kitamura）クルミ科クルミ属

֩は、ܘ 2�5 〜 3�5Dmの޿ཛ体で௖部がઑり、1本の明ྎなॎの๓߹ઢがある。֩はߗく៛ີで、ද

面にはҡ؅ଋのࠟ跡であるॎ໢状のூ໲があり、͝つ͝つしている。๓߹ઢに沿って半ׂした内部にࢠ葉

がೖる 2つの大きなۼΈとִนがある。

出土֩は、リス類にᅪられた食ࠟʦ୬野 2000ʧの可能性があるࢿྉを 、Ήがؚ（842ɼ4$885$4）ݸ2
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大半はഁยで、௖部や基部、ଆ面をܽଛしたものもΈられる。クリやトチノキとはҟなり、オニグルミの

葉とಉ定可能な炭化種࣮がࢠ も֬認されない出土状況を考え߹Θせると、人為にΑるଧܸࠟの可能ݸ1

性が高い。

・クリ（Castanea crenata	Sieb. et Zucc.）　ϒφ科クリ属

果࣮・ࢠ葉は、׬形なら͹、ܘ 2〜 4Dm、ްさ 1〜 2�5Dmの֯ࡾ状޿ཛ体で、ෲ面は平らでഎ面は

ؙΈがあるݸ体がଟい。௖部はઑり、基部は੾形。果࣮基部શ面を઎めるண఺は別組৫で、ૈく不نଇな

ཻ状໲༷がある。果ൽ֎面はやや平׈で微ࡉなॎےがある。果ൽ内面には種ൽ（ौൽ）があり、ૈいॎے

がある。出土果ൽはશてഁยで、࠷大 1�0Dmをଌる（4$885）。

果࣮内に がૈく೾ଧつ。2ຕからなےく៛ີで、ද面には種ൽ（ौൽ）のѹࠟのॎߗ、葉はࢠೖるݸ1

るࢠ葉の߹Θせ目のઢに沿ってׂれた半分ະຬのഁยもΈられる。ࢠ葉߹Θせ目のද面は平׈で、正中ઢ

はややۼΈ、௖部には小さな޸（主ࠜ）がある。出土ࢠ葉はશてഁยで、࠷大 6�6mmをଌる（4$866）。

・トチノキ（Aesculus turbinata	Blume）　トチノキ科トチノキ属

種ࢠは、׬形なら͹、ܘ 2�5 〜 3�5Dmのภٿ体で、ද面にはほぼ੺道面をऄ行して一पするۂઢをڥに、

不نଇなྲྀཧ状໛༷がある光୔のڧいࠇ৭の上部と、ૈ面で光୔のないփ׊৭の下部のண఺に別れる。種

ൽはബくߗく、不نଇにׂれており、࠷大 2�0Dmをଌる（4$885）。種ࢠ内にೖるࢠ葉は、オニグルミや

クリΑりもૈ面で不نଇにׂれており、࠷大 1�3Dmをଌる（4$825）。

・ムクロジ（Sapindus mukorossi	Gaertn.）　Ϝクϩδ科Ϝクϩδ属

種ࢠは、׬形なら͹、ܘ 1�5 〜 1�7Dmの޿ପԁ状ٿ体で、基部は੾形でઢ状のᢌがあり、ᢌपลはං

ްする。種ൽはްく（約1mm）、ද面ૈ面でஅ面はࡤ状。出土種ൽはશてഁยで、࠷大9�6mmをଌる（4$804）。

・ヤマブドウ（Vitis coignetiae Pulliat	ex Planch.）　ϒド΢科ϒド΢属

4$825	10ɼ11 層から出土した種ࢠは、௕さ 4�14mm、幅 2�96mm、ްさ 2�31mmのややภ平な޿

౗ཛ体で、ଆ面؍は半޿౗ཛ形をఄする。基部はӶઑ形で、௕さ 0�5mmのࡉくᅏ状にઑる֩ᅏがある。

എ面正中ઢは、௖部から 0�5mmに௕さ 1�5mm、幅 0�7mmのཛ形の߹఺があり、ࡉくઙい溝にғまれ

て߹఺中央はۼΉ。ෲ面正中ઢは、ಷྏをなし、ࡉいےが૸る。正中ઢのࠨӈには、௕さ1�5mm、幅0�5mm

の౗ൽ਑形でਂくۼΉ֩ۼがある。種ൽはߗく、ද面はૈ面。なお、߹఺の形状が不明ྎな種ࢠをϒド΢

属としている。

・イネ科（(ramineae）

4$885 から出土したӱ・ᡢೕは、௕さ 3�5mm、幅 1�4mm、ްさ 1�6mmのڱཛ体で、എ面はؙΈが

ありෲ面は平らである。എෲ྆面基部正中ઢ上には、௕さ 1�0mmのᡢのۼΈがあり、ෲ面正中๓߹ઢは

溝がある。オオϜΪにࣅるが小ܕであることから、イω科としている。

4$870 から出土したᡢೕ は、௕さݸ2 1�0mm、幅 0�9mm、ᡢ௕ 0�5mmと、௕さ 1�0mm、幅 0�6mm、

ᡢ௕ 0�7mmのഎ面はؙΈがありෲ面は平らのڱཛ体で、別種と考えられる。後者はώΤにࣅるが小ܕで

あることから、イω科としている。

・アサ（Cannabis sativa	L.）　クϫ科アサ属

果࣮は、׬形なら͹、௕さ 4mm、幅 3mm、ްさ 2mm の࿪な޿౗ཛ体で、基部は੾形で௖部にܘ

1mmのପԁ形のಥىがある。果ൽද面には葉຺状໢目໛༷があり、அ面はࡤ状をఄす。

4$880 から出土した炭化ഁยは、ॎ方向に一पするྏに沿ってׂれた半分ະຬで、࠷大 2�6mmをଌる。

ද面の葉຺状໢目໛༷がΈられることから、アサの果࣮と考えられる。
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・ソバ（Fagopyrum esculentum Moench）　λσ科ιバ属

果࣮は、௕さ2�2〜3�1mm、2�1〜1�9ܘmmのྏがӶくઑるྏࡾ状޿ཛ体で、基部に᣾がある。ྏ に沿っ

てׂれたഁยもΈられる。果ൽはബく、ද面はૈ面で、ઙくࡉいԣےがある。果࣮内にೖる種ࢠはૈ面で、

。し、Ӕを巻いた༷にΈえるۂ葉の߹Θせ目が࿷ࢠ

・マメ科（LeHuminoTae）

4$825 から出土した種ࢠは、௕さ 5�76mm、幅 3�11mm、ްさ 3�22mmの௚方体状ପԁ体をఄす。

ෲ面のࢠ葉߹Θせ目上にある༮ࠜはΘͣかにಥ出し、ྡ઀するᢌは、残ଘ௕ 2�5mm、幅 0�5mmの௕ପ

ԁ形で端部をΘͣかにܽଛする。ᢌの形状は、ʮアズキܕ種ࢠʯにΈられるʮްບλイϓʯʦ小ാ 2008・

2011ʧに֘౰することから、出土種ࢠをアズキ類としている。種ൽはബく、ද面はૈ面で焼き่れている。

・ヒシ属（Trapa）　ώシ科

果࣮は、׬形なら͹、௕さ 1〜 2Dm、幅 2〜 3Dm、ްさ 1Dmのややภ平な౗֯ࡾ状޿ཛ体で、྆ݞ

に֤ ௕さ、ݸ1 1DmのӶい௕ࢗがある。௖部の中央にはԁ柱状のࢠ๪ಥىがಥ出し、その中৺に୹いࢗ

がある。྆ݞのࢗからは基部まで延びるཌྷ状ོ条がある。果ൽは木質でද面はやや平׈、内部はૈ面であ

る。出土果ൽはશてഁยで、࠷大 1�2Dmをଌる（4$885）。

c　動物遺存体分析

ϒϩックࢼྉおΑびਫચબ別にΑりճ収されたࠎยࢼྉから

は、֋類ʁ、ೈࠎ魚ߝ（Τイ類）、ࠎߗ魚ߝ 9種類（Χλクチイϫシ、

コイ属、フφ属、アユ属、サケ属、トή΢オ科、アδ類、ΧϚス属ʁ、

Χレイ科ʁ）、ௗߝ、ᄡೕߝ౳が֬認された（第 16ද）。ಉ定݁

果を第 11・12・17〜 19දに示す。また、遺構別の出土状況

を第 20දに示す。

・ブロック試料（第 11・12ද）

38 ྉを௨͡て、コイ属のෲ௣、フφ属のෲ௣、コイ科のࢼ

第 1�2 ௣ࠎ・ඌ௣・എරᑜ、アユ属のඌ௣、アユ属ʁのඌ௣、

サケ属のࣃէ・௣ࠎߗ、ࠎ魚ߝの௣ࠎ・රᑜ౳・部位不明ഁย、

ᄡೕߝの部位不明ഁย、ௗߝʗᄡೕߝの部位不明ഁย、種類・

部位不明ഁย౳がݕ出された。遺構別の出土状況は、4$825

や 4$842 ౳でଟくݕ出され、֬認された種類ではࠎߗ魚ߝが

ଟく、中でもサケ属がଟい。

・骨片試料（第 17〜 19ද）

ਫચબ別にΑりճ収されたࠎยࢼྉ（74ࢼྉ）からは、Τイ

類の௣ࠎ、Χλクチイϫシの第 1௣ࠎ・ෲ௣、コイ属のෲ௣、

フφ属のࠨ方ࠎ・ෲ௣、フφ属ʁのෲ௣、コイ科の第 1௣ࠎ・

ඌ௣・എරᑜ、コイ科ʁのࠨ主Ჩ֖ࠎ・下Һ಄ࠎʁ・第 2௣ࠎ・

ෲ௣、アユ属の第 1௣ࠎ・ෲ௣・ඌ௣、アユ属ʁの第 1௣ࠎʁ・

ෲ௣・ඌ௣、サケ属のࣃէ・௣ࠎ、トή΢オ科のරᑜ、アδ類ʁ

のඌ௣、ΧϚス属ʁのෲ௣・ඌ௣、Χレイ科ʁのඌ௣、魚類の

ೈ体ಈ物໳ʁ　1IZlum　.olluTDa 

֋類ʁ

੸௣ಈ物໳　1IZlum　7erteCrata

　ೈࠎ魚ߝ　$laTT　$IondriDItIZeT

　　൘Ჩѥ4　ߝuCDlaTT　ElaTmoCranDIii

　　　Τイ目　0rder	3ajiGormeT

Τイ類

laTT　0TteiDItIZTe$　ߝ魚ࠎߗ　

　　条රѥ4　ߝuCDlaTT　ADtinoQterZHii

　　　ニシϯ目　0rder　$luQeiGormeT

　　　　　Χλクチイϫシ科　FamilZ　EnHraulidae

Χλクチイϫシ　Engraulis japonicus
　　　コイ目　0rder　$ZQriniGormeT

　　　　　コイ科　FamilZ　$ZQrinidae

　　　　　　コイѥ科　4uCGamilZ　$ZQrininae

コイ属　(enuT　Cyprinus
フφ属　(enuT　Carassius

　　　サケ目　0rder　4almoniGormeT

　　　　　アユ科　FamilZ　1leDoloTTidae

アユ属　(enuT　Plecoglossus
　　　　　サケ科　FamilZ　4almonidae

サケ属　(enuT　Oncorhynchus
　　　トή΢オ目　0rder　(aTteroTteiGormeT

　　　　トή΢オѥ目　4uCorder　(aTteroTteoidei

　　　　　トή΢オ科　FamilZ　(aTteroTteidae

属種不明

　　　スズキ目  　0rder　1erDiGormeT 

　　　　スズキѥ目  　4uCorder　1erDoidei 

　　　　　アδ科  　FamilZ　$aranHidae 

アδ類

　　　　サバѥ目ʁ　4uCorder　4DomCroidei 

　　　　　ΧϚス科ʁ　FamilZ　4QIZraenidae 

ΧϚス属ʁ　(enuT　Sphyraena 
　　　Χレイ目ʁ　0rder　1leuroneDtiGormeT 

　　　　　Χレイ科ʁ　FamilZ　1leuroneDtidae 

属種不明

　ௗߝ　$laTT　AWeT

ௗ類

　ᄡೕߝ　$laTT　.ammalia

्類

第 16表　検出動物分類群一覧
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遺構名 番ࢬ 重ྔ
（̶）

種類 部位 部分 ਺ྔ 重ྔ	
（̶）

ඃ೤ උ考

4$804　 1 1 ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓ /o�3954

4$804　 2 2 コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 第 1௣ࠎ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�23 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 4 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�21 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�03 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

残ᕓ 0�89 ˓

4$804 3 2 残ᕓ 1�58 ˓ 微ࡉ

4$817 1 1 コイ科 第 1௣ࠎ ഁย 1 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�03 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�05 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 6 ˓

残ᕓ 0�19 ˓

4$817 2 4 コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

コイ科ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�26 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 8 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�32 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�12 ˓

ௗ類 ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ௗ類 中અࠎ
ԕ位端
ܽ

1 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

残ᕓ 2�41 ˓

4$817 3 2 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�04 ˓

残ᕓ 1�25 ˓ 微ࡉ（රᑜ主体）

4$825 1 1 サケ属 էࣃ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�07 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 4 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�07 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

残ᕓ 0�20 ˓

4$825 2 10 コイ科 第 1௣ࠎ ഁย 7 ˓

コイ科 ඌ௣ ഁย 16 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

コイ科ʁ ෲ௣ ഁย 4 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 12 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 2 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 2 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 5 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�46 ˓

アδ類ʁ ඌ௣ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ
第 1௣ࠎ
ʁ

ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ࠎ֯ࠨ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 92 ˓

ߝ魚ࠎߗ ඌ௣ ഁย 3 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 1�28 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�74 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

残ᕓ 6�30 ˓

4$825 3 3 コイ科 第 1௣ࠎ ഁย 2 ˓

コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 1 ˓

コイ属 ෲ௣ ഁย 2 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�22 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 22 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�26 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�17 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 6 ˓

残ᕓ 4�12 ˓

4$825 4 3 コイ科 ඌ௣ ഁย 2 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 2 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�06 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 5 ˓

ߝ魚ࠎߗ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�19 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�05 ˓

残ᕓ 1�65 ˓

遺構名 番ࢬ 重ྔ
（̶）

種類 部位 部分 ਺ྔ 重ྔ	
（̶）

ඃ೤ උ考

4$825 5 4 サケ属 էࣃ ഁย 17 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�48 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 17 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�53 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�29 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 7 ˓

残ᕓ 1�55 ˓

4$825 6 4 コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 16 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�32 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 11 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�35 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�11 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

残ᕓ 1�71 ˓

4$825 7 1 フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�02 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�01 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

残ᕓ 0�05 ˓

4$825 8 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�00 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 3 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�10 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�03 ˓

残ᕓ 0�56 ˓ 微ࡉ

4$825 9 0�1 コイ科 എරᑜ ഁย 1 ˓

4$825�11 10 7 サケ属 էࣃ ഁย 26 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�99 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 12 ˓

ߝ魚ࠎߗ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�78 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�45 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 16 ˓

残ᕓ 3�61 ˓

4$825 11 1 ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

4$825 12 1 アユ属 ඌ௣ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�03 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�15 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 7 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 9 ˓

残ᕓ 0�12 ˓

4$825 13 1 ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�10 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 5 ˓

残ᕓ 0�37 ˓

4$825 14 2 コイ科 第 1௣ࠎ ഁย 1 ˓

コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�05 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�02 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�11 ˓

ௗ類 中અࠎ
ԕ位端
ܽ

1 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 5 ˓

残ᕓ 0�62 ˓

4$825 15 0�1 コイ科 എරᑜ ഁย 3 ˓

残ᕓ 0�02 ˓

4$825 16 0�1 残ᕓ 0�00 ˓

4$825 17 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�04 ˓

残ᕓ 0�11 ˓

4$825 18 2 コイ科 第 1௣ࠎ ഁย 1 ˓

コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 4 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�11 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 5 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�26 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�07 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 1�30 ˓

4$825 19 0�2 コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

第 17表　骨同定結果（1）
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遺構名 番ࢬ 重ྔ
（̶）

種類 部位 部分 ਺ྔ 重ྔ	
（̶）

ඃ೤ උ考

4$825 20 2 コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�13 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�24 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�01 ˓

残ᕓ 0�66 ˓

4$825 21 0�1 コイ科 എරᑜ ഁย 1 ˓

4$825 22 2 コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�16 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 38 ˓

残ᕓ 0�27 ˓

4$825 23 4 コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 9 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�36 ˓

トή΢オ科 රᑜ ഁย 6 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 10 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�72 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�27 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 7 ˓

残ᕓ 2�23 ˓

4$825 24 1 ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�00 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�05 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 0�01 ˓

4$825 25 0�3 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�03 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

残ᕓ 0�01 ˓

4$825 26 0�5 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�03 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

残ᕓ 0�07 ˓

4$825 27 4 サケ属 էࣃ ഁย 11 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�35 ˓

ߝ魚ࠎߗ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 8 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�38 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�12 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 1�63 ˓

4$825 28 3 コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 12 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�42 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 12 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�37 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�22 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 5 ˓

残ᕓ 1�23 ˓

4$825 29 2 サケ属 էࣃ ഁย 17 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�26 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 7 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�29 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�08 ˓

残ᕓ 1�16 ˓

4$825�12 30 2 サケ属 էࣃ ഁย 11 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�14 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 9 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�15 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�15 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

残ᕓ 0�41 ˓

4$825�11 31 2 サケ属 էࣃ ഁย 6 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�18 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�01 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 21 ˓

残ᕓ 0�34 ˓

4$825�12 32 1 ᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 0�06 ˓

4$825 33 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�03 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 5 ˓

残ᕓ 0�11 ˓

遺構名 番ࢬ 重ྔ
（̶）

種類 部位 部分 ਺ྔ 重ྔ	
（̶）

ඃ೤ උ考

4$825 34 2 サケ属 էࣃ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�10 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 3 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�12 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�06 ˓

残ᕓ 0�62 ˓

4$842 1 3 コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�11 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 6 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�26 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�06 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

残ᕓ 1�09 ˓

4$842 2 8 残ᕓ 7�11 ˓ 微ࡉ（රᑜ主体）

4$842 3 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�03 ˓

残ᕓ 0�34 ˓

4$842 4 3 コイ科 ඌ௣ ഁย 3 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 12 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 3 ˓

フφ属ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 4 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�23 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 24 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�51 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�13 ˓

残ᕓ 1�81 ˓

4$842 5 2 コイ科 എරᑜ ഁย 1 ˓

コイ科ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属ʁ ඌ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�06 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 9 ˓

ߝ魚ࠎߗ ඌ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�16 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�14 ˓

残ᕓ 0�62 ˓

4$842 6 0�5 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�07 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 0�00 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�05 ˓

残ᕓ 0�03 ˓

4$842 7 4 コイ科 എරᑜ ഁย 4 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�21 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 22 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�58 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�14 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

残ᕓ 2�81 ˓

4$842 8 0�1 残ᕓ 0�00 ˓

4$842 9 1 コイ科 എරᑜ ഁย 4 ˓

コイ科ʁ
下Һ಄ࠎ
ʁ

ഁย 1 ˓

残ᕓ 0�00 ˓

4$842 10 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�02 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�06 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�04 ˓

残ᕓ 0�09 ˓

4$859 1 16 コイ科 ඌ௣ ഁย 5 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 2 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 6 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�59 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 25 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�58 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�96 ˓

ᄡೕߝ
中खࠎʗ
中଍ࠎ

ԕ位端
ഁย

1 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 2�40 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 13 ˓

残ᕓ 5�43 ˓

᛽౳ 3�84

第 18表　骨同定結果（2）
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遺構名 番ࢬ 重ྔ
（̶）

種類 部位 部分 ਺ྔ 重ྔ	
（̶）

ඃ೤ උ考

4$859 2 29 Χλクチイϫシ ෲ௣ ഁย 1 ˓

コイ科 ඌ௣ ഁย 14 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

コイ科ʁ
主Ჩ֖ࠨ
ࠎ

ഁย 1 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 3 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 5 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 15 ˓

アユ属ʁ
第 1௣
ʁࠎ

ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 2�05 ˓

ΧϚス属ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

Χレイ科ʁ ඌ௣ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 32 ˓

ߝ魚ࠎߗ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�78 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�59 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 1 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 3 ˓

残ᕓ 25�77 ˓

4$859 3 0�1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�04 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�01 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 0�03 ˓

᛽౳ 0�05

4$859 4 2 コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�11 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 5 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�20 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�10 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

残ᕓ 0�77 ˓

᛽౳ 0�04

4$859 5 1 アユ属 ෲ௣ ഁย 3 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�07 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�02 ˓

残ᕓ 0�08 ˓

᛽౳ 0�04

4$859 6 1 コイ科 എරᑜ ഁย 21 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�03 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�03 ˓

残ᕓ 0�00 ˓

4$859 7 8 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�02 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�03 ˓

残ᕓ 6�55 ˓ 微ࡉ（රᑜ主体）

4$859 8 6 残ᕓ 4�80 ˓

4$866 1 3 Τイ類 ௣ࠎ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�11 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�00 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�05 ˓

ᄡೕߝ
中खࠎʗ
中଍ࠎʁ

ԕ位端 1 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 11 ˓

残ᕓ 1�35 ˓

4$866 2 12 Χλクチイϫシ 第 1௣ࠎ ഁย 1 ˓

Χλクチイϫシ ෲ௣ ഁย 7 ˓

コイ科ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

コイ科 ඌ௣ ഁย 4 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 4 ˓

コイ科ʁ
第 2௣
ʁࠎ

ഁย 1 ˓

フφ属 ࠎ方ࠨ ഁย 1 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�32 ˓

トή΢オ科 රᑜ ഁย 2 ˓

ΧϚス属ʁ ෲ௣ ഁย 16 ˓

ΧϚス属ʁ ඌ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 30 ˓

ߝ魚ࠎߗ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ඌ௣ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�58 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�19 ˓

ௗ類 ࠎࢦ ഁย 3 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 2 ˓

残ᕓ 11�93 ˓

遺構名 番ࢬ 重ྔ
（̶）

種類 部位 部分 ਺ྔ 重ྔ	
（̶）

ඃ೤ උ考

4$866 3 7 残ᕓ 5�86 ˓ 微ࡉ

4$879 1 3 コイ科 എරᑜ ഁย 1 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 2 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�13 ˓

ΧϚス属ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�13 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�15 ˓

ᄡೕߝ 不明 ഁย 7 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 6 ˓

残ᕓ 2�66 ˓

4$879 2 14 Τイ類 ௣ࠎ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�58 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�22 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�09 ˓

残ᕓ 9�91 ˓

4$879 3 2 サケ属 էࣃ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�02 ˓

トή΢オ科 රᑜ ഁย 1 ˓

ΧϚス属ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 4 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�13 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�06 ˓

ௗ類 ࠎࢦ ഁย 1 ˓

残ᕓ 1�07 ˓

4$885 1 2 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�09 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�06 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�02 ˓

残ᕓ 0�70 ˓

4$885 2 2 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�04 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�04 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�02 ˓

残ᕓ 0�69 ˓

4$914 1 2 残ᕓ 1�40 ˓

4$914 2 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�02 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�00 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�03 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 13 ˓

残ᕓ 0�36 ˓

4$914 3 6 コイ科 ඌ௣ ഁย 1 ˓

フφ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ෲ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 3 ˓

サケ属 էࣃ ഁย 4 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�47 ˓

トή΢オ科 රᑜ ഁย 1 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 6 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�30 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�24 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 4�40 ˓

4I860 1 3 サケ属 էࣃ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�19 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�10 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�10 ˓

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 ഁย 4 ˓

残ᕓ 2�10 ˓

4I860 2 1 サケ属 էࣃ ഁย 16� ˓

1855 1 1 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�02 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 2 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�05 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�02 ˓

残ᕓ 0�30 ˓

1855 2 3
Τイ類 ௣ࠎ

ほぼ׬
ଘ

1 ˓

コイ科 എරᑜ ഁย 2 ˓

アユ属 ඌ௣ ഁย 1 ˓

アユ属 第 1௣ࠎ ഁย 1 ˓

アユ属ʁ ෲ௣ ഁย 1 ˓

サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�16 ˓

ߝ魚ࠎߗ ௣ࠎ ഁย 12 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�24 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�10 ˓

残ᕓ 1�93 ˓

1855 3 2 サケ属 ௣ࠎ ഁย 0�01 ˓

ߝ魚ࠎߗ රᑜ౳ ഁย 0�05 ˓

ߝ魚ࠎߗ 不明 ഁย 0�00 ˓

残ᕓ 0�74 ˓ 微ࡉ（රᑜ主体）

第 19表　骨同定結果（3）
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第・ࠎ֯ࠨ 1௣ࠎʁ・ෲ௣・ඌ௣・௣ࠎ・රᑜ౳・部位不明、ௗ類の௣ࠎ・中અࠎࢦ・ࠎ、्類の中खࠎʗ

中଍ࠎ・中खࠎʗ中଍ࠎʁ・部位不明、ௗ類ʗ्類の部位不明、残ᕓ౳がݕ出された。

遺構別の出土状況では 4$825 や 4$859 がଟく、4$842、4$866、4$879 ౳がこれに次ぐ。֬認さ

れた種類は、શ体的にࠎߗ魚ߝを中৺とするが、ௗߝやᄡೕߝもكに認められる。なお、魚類では、コイ

属やフφ属౳をؚΉコイ科、アユ属、サケ属౳がଟいが、Τイ類、Χλクチイϫシ、アδ類ʁ、ΧϚス属ʁ、

Χレイ科ʁ౳の海࢈種とΈられる魚ࠎもগྔݕ出される。

%　考　　　࡯

1）২　物　ར　用

埋設土器内や焼土・炭化物集中౳から出土した炭化種࣮には、木本 10分類܈（オニグルミ、クリ、アΧ

ϝΨシϫ、サϯシϣ΢、トチノキ、Ϝクϩδ、ϠϚϒド΢、ϒド΢属、クサΪ、ニϫトコ）、૲本 9分類܈（イω科、

ώΰクサ類、アサʁ、ΪシΪシ属、ϠφΪλσ近ࣅ種、λσ属、ιバ、Ϛϝ科（アズキ類）、ώシ属）が認められた。

また、出土炭化種࣮は、トチノキ、オニグルミ、クリなどの堅果類を主体とすることが明らかとなった。

出土炭化種࣮の͏ち木本類は、શて落葉޿葉樹から構成される。木本種࣮܈を特௃付ける堅果類の͏ち、

オニグルミやトチノキは川沿いなどの࣪५なංཊ地にੜ育する河൞林要ૉの高木であり、クリはٰྕや山

4$801 4$804 4$809 4$817 4$825 4$842 4$850 4$859 4$866 4$870 4$879 4$880 4$885 4$914 4I860 1855

֋類ʁ ഁย 1

Τイ類 ௣ࠎ 1 1 1

Χλクチイϫシ 第 1௣ࠎ 1

ෲ௣ 1 7

コイ属 ෲ௣ 4

フφ属 ࠎ方ࠨ 1

ෲ௣ 1 20 3 4 1 1

フφ属  ෲ௣ 1

コイ科 第 1௣ࠎ 1 12

ඌ௣ 1 30 4 19 4 1

എරᑜ 1 2 27 27 27 4 1 2

コイ科ʁ ࠎ主Ჩ֖ࠨ 1

下Һ಄ࠎ  1

第 2௣ࠎ 1

ෲ௣ 1 4 1 1

アユ属 第 1௣ࠎ 1 1

ෲ௣ 3 2 1 10 1

ඌ௣ 1 2 6 1 21 1 3 1

アユ属ʁ 第 1௣ࠎ  1

ෲ௣ 1

ඌ௣ 1 1

サケ属 էࣃ 2 136 8 3 5 3 4 17	�

௣ࠎ 0�00	H 0�27	H 0�33	H 5�18	H 0�91	H 2�83	H 0�53	H 0�73	H 0�13	H 0�49	H 0�19	H 0�23	H

トή΢オ科 රᑜ 6 2 1 1

アδ類ʁ ඌ௣ 2

ΧϚス属ʁ ෲ௣ 1 16 2

ඌ௣ 1

Χレイ科ʁ ඌ௣ 2

ߝ魚ࠎߗ ࠎ֯ࠨ 1

第 1௣ࠎ  1

ෲ௣ 3 1 1

ඌ௣ 3 1 2

௣ࠎ 1 15 8 235 81 64 32 7 1 6 2 21

රᑜ౳ 0�02	H 0�35	H 0�01	H 0�33	H 6�58	H 2�09	H 1�67	H 0�73	H 0�01	H 0�48	H 0�12	H 0�30	H 0�10	H 0�52	H

不明 0�01	H 0�10	H 0�03	H 0�17	H 3�35	H 0�66	H 1�73	H 0�31	H 0�00	H 0�30	H 0�04	H 0�27	H 0�10	H 0�22	H

ௗߝ ௣ࠎ 1	

中અࠎ 1	 1	

ࠎࢦ 3	 1	

ᄡೕߝ 中खࠎʗ中଍ࠎ 1

中खࠎʗ中଍ࠎ  1

不明 1 3 37 6 1	� 2 1 7

ௗߝʗᄡೕߝ 不明 2 6 161 14 					22	 15 6 17 4

ʁࠎ 不明 1

残ᕓ 不明 0�00	H 2�66	H 3�86	H 31�88	H 14�66	H 0�00	H 47�40	H 19�58	H 0�01	H 13�64	H 0�01	H 1�42	H 6�16	H 2�10	H 3�09	H

ˎʮ0�00Hʯは、0�00H ະຬを示す。

第 20表　遺構別・部位別数量表
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地にੜ育する二次林要ૉ高木である。このଞ、Ϝクϩδは、新潟県以南ʦਗ਼ਫ 1989ʧのஆ地に޿く分布

する高木である。小高木〜高木のアΧϝΨシϫや、低木のサϯシϣ΢、クサΪ、ニϫトコ、藤本のϠϚϒ

ド΢、ϒド΢属は、河൞や林ԑ౳の明るく։けた場所を޷んでੜ育するཅ樹である。これらの樹種は、ݱ

在の本地Ҭにも分布しており、本遺跡の立地౳を考慮すると、౰時の阿賀野川をは͡めとする河川沿いに

分布した落葉޿葉樹林内にੜ育していたと考えられる。

葉が食用可能となり、次いでଟく֬認されたオࢠもଟく֬認されたトチノキは、あくൈきすることで࠷

ニグルミやクリは、あくൈきせͣにࢠ葉が食用可能である。これらの堅果類は、௕期保ଘ可能で収ྔもଟ

いことから、ݹくからར用され、遺跡出土ྫもଟいʦ౉ล 1975などʧ。今ճݕ出された堅果類は、食用で

きない֩や果ൽ、種ൽのഁยがଟく、食用できるࢠ葉はトチノキがগྔ、クリが微ྔ֬認されたのΈであり、

オニグルミには人間がୟきׂったଧܸࠟの可能性も֬認された。このΑ͏な出土状況から、出土した堅果

類のഁยは、可食部のࢠ葉をऔり出した後の状況を示していると考えられる。さらに炭化している状ଶか

ら、食物残滓のॲཧ後の状況、あるいは燃ྉࡐとしてར用されたࠟ跡の可能性がある。また、上ड़したΑ

͏に遺構にΑって༏઎する堅果類の種類がҟなるとい͏特௃が認められた。堅果類の出土ഁย਺に基ͮく

૬ରൺ（第 44 ਤ）でΈると、4$809、4$815、4$817、4$850、4$871、4$880、4$885、4$914、

埋設 908 はトチノキ主体、4$800、4$801、4$804、4$842、4$859、埋設 928、埋設 933 はオニ

グルミ主体、4$866、4$867、4$868、4$884 はクリ主体である。このΑ͏なར用২物の出܏ݱ向の

ࠩҟについては、野地遺跡（旧中条町）における出土種࣮の調査݁果においても֬認されており、ར用す

るまでの行ఔにΑりഇغ場所がҟなっていた可能性が考えられているʦ٢川 2009ʧ。今ճの分ੳにおい

て認められた特௃についてもಉ༷の状況が推定されるものの、そのৄࡉについては֤遺構の時期や෴土の

形成状況（埋積աఔ）౳の調査所ݟと߹せたݕ౼が๬まれる。

なお、今ճの分ੳにڙされたϒϩックࢼྉの͏ち、大ܕの炭化ࡐが認められた4$825	10・11層（/o�416）

や 4$842	3 層（/o�381）からは、それͧれ਑葉樹のスΪ、落葉޿葉樹のクリが֬認された。スΪは、୩

沿いやઔ状地ઔ端部の༙ਫ఺पลなどのਫؾのଟい土地にੜ育するৗ྘高木であり、木ࡐは木ཧが௨௚で

ׂ྾性が高く、Ճ޻は༰қである。クリは、上ड़したΑ͏に二次林౳にੜ育する落葉高木であり、木ࡐは

重ߗでڧ౓と଱ٺ性が高い。新潟県内における縄文時代晩期の調査事ྫでは、スΪは青田遺跡（旧Ճ࣏川

村）のׂࡐ౳に、クリは青田遺跡の柱ࠜやࣉ前遺跡（旧出Ӣ崎町）の木組遺構の構ஙࡐ౳に認められている。

今ճの出土炭化ࡐについては、本དྷの形状や用్の推定は೉しいものの、残ଘ状況から൘目൘状をఄする

。のར用も推定されたࡐྉであることが֬認でき、とくにクリについては果࣮のར用ͩけではなく木ࢿ

そのଞのར用可能な木本種࣮では、サϯシϣ΢は種ࢠが食用やༀ用、߳ਏྉ౳にར用可能で、Ϝクϩδ

はࢠ葉が༉ࢷをଟくؚΉため食用とされる。ϠϚϒド΢、ϒド΢属は果࣮がੜ食可能である。これらの出

土種࣮には明ྎなར用ࠟ跡は֬認できないものの、౰時ར用されていた可能性が考えられる。

一方、૲本類では、࠿ഓ種のアサ（ʁ）やιバ、࠿ഓの可能性があるアズキ類の特௃をもつϚϝ科が֬

認された。4$825 から֬認されたアズキ類は、近年の土器ѹࠟ調査や種࣮遺体の研ڀで、縄文時代にお

ける࠿ഓの可能性がݕ౼されているʦ小ാ 2008・2011、西本ほか2012などʧ。4$880 から֬認されたア

サ（ʁ）、4$825 から֬認されたιバは、࠿ഓのために࣋ちࠐまれた౉དྷ種とされ、アサは縄文時代ૣ期

からの出土ྫʦ小林ほか2008、޻藤ほか2009、小ാ 2011などʧがある。一方、ιバは、縄文時代からの

出土ྫはຆどなくʦ小ാ 2011ʧ、Ֆคが֬認されるఔ౓ʦ山田 1992ʧである。

また、࠿ഓ種とその可能性のある分類܈をআいた૲本類では、やや෋ӫཆ化したਫҬにੜ育する一年ੜ
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ු葉২物のώシ属や、࣪ੜ২物のϠφΪλσ近ࣅ種、ややסいた場所にもੜ育可能な中ੜ২物のイω科、

ώΰクサ類、ΪシΪシ属、λσ属が֬認された。これらは、౰時の調査区पลҬの૲地ڥ؀にੜ育してい

たと考えられ、とくに付近にはώシ属がੜ育可能なਫਂ 2m以内のやや෋ӫཆ化したਫҬのଘ在したこ

とも示ࠦされる。なお、ώシ属は、果࣮内部の種ࢠが食用可能であり、出土果ൽはഁยの状ଶで出土して

いることから、౰時ར用された可能性も考えられる。

2）ಈ　物　ར　用

ϒϩックࢼྉおΑびਫચબ別にΑりճ収されたࢼྉに認められたࠎย（ࠎยࢼྉ）は、いͣれも焼けて

おり、微ࡉなഁยであった。上ड़した炭化種࣮とಉ༷に焼土・炭化物集中౳の遺構から出土していること

や上ड़したࠎยの状ଶなどから、食ྉ౳としてར用された後、焼かれてഇغされたものと推定される。

出土ࠎは魚類を主体としており、コイ属やフφ属౳をؚΉコイ科、アユ属、サケ属౳を中৺とする組

成が֬認された。コイ科は஑পやބ౳の୶ਫҬを中৺に、またアユ属、サケ属、トή΢オ科は河川を૎

上する種類である。このଞ、्類については、4$801・4$809・4$850・4$880・4$885・4$914・

4I860・1855 をআくࢼྉからݕ出されたものの、イノシシやニϗϯδΧなど明らかに大्ܕ類に由དྷ

するࠎยは認められなかった。以上の状況から、本遺跡では付近をྲྀれる河川やބপ౳におけるړ࿑׆

ಈが主体であったと推定され、ௗ類や्類もۇかであるがङྌର৅となっていた可能性がある。さらに、

4$825・4$859・4$866・4$879・1855 ౳では、海࢈種の可能性がある魚類もݕ出されていることから、

沿؛Ҭでのړ࿑׆ಈあるいは間઀的にこれらの魚類をೖखした可能性が૝定される。

なお、新潟県内の縄文時代晩期の遺跡における出土ࠎのݕ出状況とൺֱすると、青田遺跡は本遺跡と

ಉ༷にコイ科やサケ類がଟく、シΧやイノシシがগないとい͏܏向が明らかとされているʦ西本・小林

2004ʧ。一方、野地遺跡では、サケ科、コイ科、アユ౳のଞにイノシシやシΧ౳のᄡೕ類、ニシϯ科・キス属・

λイ科・サバ属・ώラϝ科౳の海࢈魚類などが֬認されておりʦඉઘ 2009ʧ、種類構成が๛෋であること、

とくにシΧ・イノシシのݕ出状況が本遺跡や青田遺跡とൺֱしてଟいとい͏特௃がӐえる。このΑ͏に遺

跡にΑる出土ࠎのݕ出状況のҧいは、ङྌ・ړྌ౳の׆ಈの場となったपลڥ؀や遺跡の性格౳を൓өし

ている可能性があり、さらに今後のࢿྉの஝積にΑるݕ౼が期଴される。
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3ɽオニグルミ	֩（௖部 � ଆ部ܽଛ）（4$842ʀ5層）

4ɽオニグルミ	֩（๓߹ઢ残ଘ）（4$842ʀ5層）

5ɽオニグルミ	֩（4$804ʀ3）

第 45図　炭化種実（1）



100

5　炭化種࣮ಉ定おΑびಈ物遺ଘ体分ੳ
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1mm

（13）

1mm

		6ɽクリ	果ൽ（4$866）

		7ɽクリ	果ൽ（4$885）

		8ɽクリ	果ൽ（4$866）

		9ɽクリ	果ൽ（4$866）

10ɽクリ	ࢠ葉（4$866）

11ɽクリ	ࢠ葉（4$866）

12ɽアΧϝΨシϫ	種ൽ（4$880）

13ɽサϯシϣ΢	種（825$4）ࢠ

14ɽトチノキ	種ൽ（4$885）

15ɽトチノキ	ࢠ葉（4$885）

16ɽトチノキ	種ൽ（4$885）

17ɽトチノキ	種ൽ・ࢠ葉（4$885）

18ɽトチノキ	ࢠ葉（4$825）

19ɽϜクϩδ	種ൽ（4$804ʀ4）

第 46図　炭化種実（2）
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34ɽώシ属	果ൽ（4$885）

第 47図　炭化種実（3）
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5　炭化種࣮ಉ定おΑびಈ物遺ଘ体分ੳ
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	1ɽ֋類ʁ（4$842ʀ土サϯϓル 24）	 	 	2ɽΤイ類	௣ࠎ（1855ʀ/o�2）

	3ɽΤイ類	௣ࠎ（4$879ʀ/o�2）	 	 	4ɽΧλクチイϫシ	第 1௣ࠎ௣ࠎ（4$866ʀ/o�2）

	5ɽΧλクチイϫシ	ෲ௣（4$866ʀ/o�2）	 	6ɽコイ属	ෲ௣（4$825ʀ/o�3）

	7ɽフφ属	ࠨ方ࠎ（4$866ʀ/o�2）	 	 	8ɽフφ属	ෲ௣（4$866ʀ/o�2）

	9ɽコイ科	第 1௣ࠎ（4$817ʀ/o�1）	 	 10ɽコイ科	第 1௣ࠎ（4$825ʀ/o�14）

11ɽコイ科	ඌ௣（4$859ʀ/o�1）	 	 12ɽコイ科	എරᑜ（4$842	2�4 層ʀ/o�9）

13ɽコイ科ʁ	ࠨ主Ჩ֖ࠎ（4$859ʀ/o�2）	 14ɽコイ科ʁ	下Һ಄ࠎʁ（4$842	2�4 層ʀ/o�9）

15ɽアユ	第 1௣ࠎ（1855ʀ/o�2）	 	 16ɽアユ	第 1௣ࠎ（4$804ʀ/o�2）

17ɽアユ	ෲ௣（4$817ʀ/o�1）	 	 18ɽアユ	ඌ௣（4$825	8・9層ʀ/o�12）

19ɽサケ属	ࣃէ（4$825	11ʀ/o�10）		 20ɽサケ属	௣ࠎ（4$817ʀ/o�1）
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23ɽアδ類ʁ	ඌ௣（4$825ʀ/o�2）	 	 24ɽΧϚス属ʁ	ෲ௣（4$866ʀ/o�2）

25ɽΧϚス属ʁ	ඌ௣（4$866ʀ/o�2）	 	 26ɽΧレイ科ʁ	ඌ௣（4$859ʀ/o�2）

27ɽࠎߗ魚ߝ	ࠎ֯ࠨ（4$825ʀ/o�2）	 	 28ɽࠎߗ魚ߝ	第 1௣ࠎʁ（4$825ʀ/o�2）

29ɽௗ類	௣ࠎ（4$817ʀ/o�2）	 	 30ɽௗ類	中અࠎ（4$817ʀ/o�2）

31ɽௗ類	中અࠎ（4$825ʀ/o�14）	 	 32ɽௗ類	ࠎࢦ（4$879ʀ/o�3）

33ɽ्類	中खࠎ �中଍ࠎ（4$859ʀ/o�1）	 34ɽ्類	中खࠎ �中଍ࠎʁ（4$866ʀ/o�1）

35ɽ्類	部位不明ഁย（4$804/o�3954ʀ/o�1）

第 48図　出土骨貝類
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第ᶝ章　	調査のまとめ

1　上　　　層（中世）

A　集 落 の 構 ଄

上層の遺構は、2区南東ଆと 4区南東ଆの大きく 2か所に分布Ҭを࣋つ。2区の遺構は、2012 年౓の

調査でݕ出した集落の一部とݟられ、掘立柱建物・井戸・土坑・溝などがある。また、集落の東ଆには北

東−南西方向に延びる道がଘ在する。4区でݕ出した遺構には、掘立柱建物・井戸・土坑などがあり、こ

れらは近઀してଘ在し、集落を形成する（第 49ਤ）。また、遺構ݕ出状況から、2区は集落の北ଆԑล部、

4区は集落の西ଆԑล部にあたるものと推定される。掘立柱建物は、2区 4#1〜 3（2012 年౓調査）が東

ภ 17°〜 20°、4区 4#8・9が東ภ 15°・20°をଌり、௕࣠方向が֓Ͷ一கする。遺物は 2区の 4E45（2012

年౓調査）から珠洲焼ᶚ期のย口ു・ᙈ、4区の 4E386 から珠洲ᶚ期のย口ു（ਤ版 55�8）、4E479 から

は珠洲ᶚ期のย口ു（ਤ版 55�10）・ᙈ（ਤ版 55�11）が出土した。

遺構・遺物のݕ出状況から、2区と 4区の集落はほぼಉ時期に機能していた可能性が考えられ、集落は

13世紀後半〜 14世紀前半が主体であると推定される。

#　पล遺跡との関係

౰遺跡のपลには、南東ଆにڥ௩遺跡ʦߥ川ほか2012、ݹᖒほか2011Cʧ、北東ଆには阿賀野市教育委

員会が調査をܧଓしている山口野中遺跡第 1〜 10次調査区ʦݹᖒ前ܝʧがྡ઀する（第 50ਤ）。ڥ௩遺

跡は、大ن໛な方形区ը溝とװઢ道࿏をඋえたڌ఺的な町場と考えられているʦߥ川前ݹ、ܝᖒ前ܝʧ。

౰遺跡は、出土遺物からڥ௩遺跡とほぼಉ時期に機能していたことが考えられ、遺構・遺物の内༰からڌ

఺集落のपลにଘ在する集落と捉えられるʦ村上ほか2013ʧ。今年౓の調査では、2区の集落から約 70m

東ଆの地఺で新たに集落をݕ出した。これらの集落は、ڥ௩遺跡のװઢ道࿏Αり分ذするࢬ道（道 2ɿ

4%2332・2334）の延௕に位置することから、ڌ఺集落と཮上ަ௨にΑり݁びついていた可能性が推定さ

れる。ڌ఺集落とपล集落をؚめた޿Ҭ的な遺跡の構଄、౰遺跡にݟられるपล集落の性格などについて

は、今後の調査のਐ展にΑり明らかになるものと考える。

1
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第 49図　上層の集落
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2　下　　　層（縄文時代）

A　遺跡の立地と下層の旧地形

2012・2013 年౓にΘたる調査の݁果、縄文時代晩期以߱、中世にࢸる地形のม化を֬認することが

できた。下層の地形は、調査区東ଆで縄文時代晩期の層を੾る旧河川（43813）をݕ出し、西ଆではܹٸ

に落ちࠐΉ土層ଯ積状況から旧河川のଘ在が推定された（第 7ਤ）。旧河川は、土層ଯ積状況から縄文時

代晩期ࠒにも調査区の東西にଘ在していたことが推定され、ݕ出状況からいͣれも南から北方向΁ྲྀれて

いたものと考えられる。この旧河川に挟まれた幅約100mの区Ҭは、南から北ଆ΁؇やかにࣼ܏しており、

南ଆはඪ高 5�8 〜 5�9mの微高地、中央部はඪ高 5�0 〜 5�2mの؇ࣼ面、北ଆはඪ高 4�8 〜 4�9mの低位

面を形成する。遺構は、この微高地端部から低位面にかけてつくられており、遺跡は旧河川に沿って南北

方向に延びるものと推定される。

#　遺　　　構

下層では、竪穴建物、焼土・炭化物の集積（4$）、埋設土器、土器集中などをݕ出した。遺構は出土遺

物から縄文時代晩期後葉のௗ԰ 2a式期が主体であるものと推定される。また、遺構の重ෳ関係がগない

こと、出土土器の年代؍などから、調査区はൺֱ的୹期間のར用であったと考えられる。遺構は、焼土・

炭化物の集積（4$）が 46 か所あり、主体を઎める。このほか、埋設土器 17基があり、4$と分布Ҭが

ほぼ重なる。以下では、ݕ出した主な遺構についてड़΂、遺跡の性格についてएׯのݕ౼をՃえる。

1）竪　穴　建　物

竪穴建物は 4I860 の 1基をݕ出した。平面形はପԁ形で、௕ܘは約 6�86m、চ面積は約 39m2 をଌる。

新潟県における縄文時代後期後葉〜晩期の竪穴建物については、石ؙʦ2001ʧが集成しており、その特

௃が分ੳされている。この中で、晩期前葉ではচ面積 10m2 以下の建物が 6ׂを઎め、中葉以߱になる

と 11〜 30m2 が主体を઎めるΑ͏になり、ن໛が֦大する܏向がݟられるʦ石ؙ前ܝʧ。౰遺跡でݕ出

した 4I860 についても、চ面積から、建物のن໛が֦大するྲྀれの中で捉えられるものと考えられる。

また、4I860 は北ଆ低位面にଘ在する。北ଆ低位面は、地਒のӨڹがݦ著に認められる地఺で、地൫は

ೈऑである。調査時においてはӍਫにΑる建物น面の่յ、ਫ຅などが繰り返しݟられ、ॅډにはదして

いない状況もӐえた。

2）焼土・炭化物の集積（4$）

a　SCの分類と遺構の分布

調査区でݕ出した 4$は、第ᶚ章$で記ࡌしたΑ͏に以下の 3種に分類される。

a　焼土が認められ、焼土のपลに炭化物が集積するもの

C　炭化物が集中し、焼土ཻをؚΉもの

D　炭化物のΈが集中するもの

a類はݕ出状況おΑび土層ଯ積状況からݱ地でՐをขいたと考えられ、この中にはෳ਺ճにΘたりՐを

ขいたものもଘ在する。ن໛は 0�83m〜 8�37mの大小がある。この͏ち、3〜 6mのن໛がଟく、C・
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D類にൺ΂大きい܏向がݟられる。C類は炭化物・焼土がࠞ͡り߹ってଯ積する状況が認められることから、

別の場所でขかれた焼土や炭化物をҠಈしたものと推定される。ن໛は1〜2m前後のものが主体である。

D類については、土層ଯ積状況などから C類に近ࣅした性格を࣋つ可能性が考えられる。ن໛は 1m前後

が主体である（第 51ਤ）。なお、第ᶚ章$でड़΂たとおりن໛が 4m以上のものは、炭化物層の下からピッ

トが 1〜 2基ݕ出されるものがある。これらについては竪穴建物の可能性もあるが、4I860 のΑ͏にচ

面と൑அされるߗ化面が認められないこと、น溝などの付ଳࢪ設が明֬にݕ出されなかったこと、焼土・

炭化物のଯ積状況などから 4$にؚめた。

a〜 D類の遺構分布は第 52ਤに示した。いͣれも微高地端部から低位面にかけてଘ在するが、a類は

微高地・؇ࣼ面部にଟく分布する܏向が認められる。C・D 類は、a類に近઀して分布するもののほか、

東ଆの低位面に集中するものがある。

b　SCと出土遺物の関係

4$の出土遺物は土器・石器のほか、炭化種࣮、白৭の微ࡉなࠎยなどがある。土器は遺構間で઀߹関

係が認められるものがあり（4$801・825・842、4I860・4$861）、遺構のಉ時性が考慮される。石器はണ

ย石器・᛽石器のほか、祭祀具と考えられる石冠・独鈷状石製品がある。炭化種࣮はトチノキ・オニグル

ミ・クリなどの堅果類、ࠎยはコイ科・アユ属・サケ属などの魚類が出土した。堅果類はࣗવ科ֶ分ੳの

݁果、そのຆどが可食部のࢠ葉をऔり出した後のഁยであること、ඃ೤にΑり炭化している状況から、食

物残滓のॲཧ後の状況を示すことが考࡯されている。また、ࠎยはいͣれもඃ೤しており、ࠎยの状ଶか

ら食ྉとしてར用された後、焼かれたものと推定されている（第ᶜ章 5）。

4$から出土した主な遺物と炭化種࣮・ࠎยのݕ出状況を第 53ਤに示した。出土状況をݟると、トチ

ノキを主体とする 4$は微高地の 4$815（a類）、؇ࣼ面の 4$817・914（a類）、C・D類が集中する東ଆ

低位面の 4$809・850・871・880・885 に分布Ҭを࣋つ。オニグルミを主体とする 4$は、微高地の

4$801・804（a類）、4$800（C類）、低位面の 4$842・859（a類）があり、微高地と低位面にଘ在する。

クリを主体とする 4$は、؇ࣼ面から低位面にかけて分布する 4$866・867・884（C類）があり、これ

らは近઀してଘ在する。

堅果類は第ᶜ章 5でड़΂られているΑ͏に、遺構にΑり༏ઌされる堅果類の種類がҟなる܏向が認め

られる。これに遺構の分布状況をՃຯすると、堅果類͝との集積場所をҙਤ的にબ୒していた可能性が推
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定される。また、トチノキは a類と C・D類、オニグルミは a類と C類から出土している。4$と堅果類

の出土状況から、焼土・炭化物の集積 a〜 D類はີ઀に関連していたことが推定され、ʮ食物残滓の燃焼

行為ˠ焼土・炭化物・堅果類のҠಈと集積ʯが繰り返し行Θれていた状況がӐえる。また、魚ࠎยについ
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第 52図　焼土・炭化物の集積 a～ c類の分布

第 53図　石製品・堅果類の出土状況
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てもa・C類からの出土が認められることから、堅果類とಉ༷の経աを୧ったものと推定される。このほか、

石器では石冠が 2఺出土しており、いͣれも a類からの出土である。独鈷状石製品も a類の 4$914 पล

で出土することから、これらの石器は燃焼行為に൐って࢖用された可能性も૝定される。

3）ピ ッ ト

ピットは 24基ݕ出した。この͏ち、8基は北ଆ低位面に集中し、焼土・炭化物の集積 C・D類と分布

Ҭが重なる。低位面でݕ出した 1855 からは、オニグルミ・クリ・トチノキなどの炭化した堅果類のほか、

コイ科・アユ属・サケ属などのඃ೤したࠎยが出土した。遺構分布状況・堅果類などの出土状況から、焼

土・炭化物の集積 C・D類とಉ༷の性格をもつ可能性が推定される。

4）埋　設　土　器

a　埋　設　形　態

埋設土器は地਒のӨڹにΑり౗յしたと考えられるものがଟく、その内༰が明֬なものはগない。埋設

形ଶは出土状況から推定したものをؚめると、正位埋設 10基、ٯ位埋設 1基、ԣ位埋設 1基、߹Θせ口

状に埋設したもの 1基、不明 4基となり、正位埋設が主体を઎める。埋設土器に用いられた器種は、ઙ （ു4

ു、（体ݸ ਂ、（体ݸ5）ᙈ、（体ݸ1） 。である（体ݸ1）ᆵ、（体ݸ11）ᙈないしਂുの体部〜ఈ部、（体ݸ3）ു

土器はᙈないしਂുの体部〜ఈ部をଟく用いる܏向がݟられ、ٯ位埋設の埋設土器 908、߹Θせ口状に

埋設した埋設土器 928 は、口ԑ部〜体部上位をܽく土器を用いている。しかし、埋設土器のଟくは上記

したΑ͏に残ଘ状ଶがྑくないことから、ࣗવのӦྗにΑり土器がഁଛし、口ԑ部をܽくもののଘ在も考

慮される。

b　遺構の分布と埋設土器の特徴

埋設土器は 4$पลに分布するものがଟく、上記した焼土・炭化物の集積 a・C類に近઀する。この͏ち、

୯体埋設 7基、近઀埋設 7基があり、近઀埋設は北ଆ低位面に集中する。これ以֎は遺構のرബな西ଆ

ࣼ面に 3基分布する（第 54ਤ）。

SC に近接し、単体埋設されるもの　　4$に近઀するものは 7基あり、a類に近઀するもの 4基（埋設

土器 1・908・928・933）、C類に近઀するもの 3基（埋設土器 887・894・898）がある。

a類に近઀するものは微高地から؇ࣼ面に分布する。正位埋設 1基（埋設土器 位埋設ٯ、（1 1基（埋設

土器 908）、ԣ位埋設 1基（埋設土器 933）、߹Θせ口状に埋設したもの 1基（埋設土器 928）が認められ、༷ ʑ

な埋設形ଶがݟられる。この地఺でݕ出した埋設土器は残ଘ状況がൺֱ的ྑ޷なことから、埋設土器内の

土について分ੳを行った（第ᶜ章 5）。この݁果、埋設土器 1以֎で炭化した堅果類が出土した。埋設土器

908はトチノキ、埋設土器 928はオニグルミ・クリ、埋設土器 933はオニグルミ・トチノキがݕ出された。

֤埋設土器で出土した堅果類の種別は、それͧれ近઀する 4$出土の堅果類とಉ༷の出土܏向を示す。ま

た、埋設土器内からは、4$で出土した魚類などのࠎยは認められなかった。したがって、埋設土器内に

4$पลの土がྲྀれࠐんͩ可能性は低いと考えられ、埋設土器は、土器内に炭化した堅果類が納められた

可能性が推定される。以上から、焼土・炭化物の集積 a類とこれに近઀する埋設土器との関連性が考慮さ

れる。また、C類に近઀するものは、正位埋設1基のほか、ނҙに土器の一部をܽଛさせたもの1基がある。

これらは、؇ࣼ面から東ଆ低位面にଘ在し、C類とಉ༷の分布܏向がݟられる。
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SC に近接し、近接埋設されるもの　　近઀埋設されたものは北ଆ低位面に集中し、4$842・861・

868 に近઀する。この地఺は地਒のӨڹにΑり、ᶜ層のؕ຅がݦ著に認められる。また、ӷ状化にΑり

෾出した࠭がᶜ層を分அし、ᶜ層がౡ状に残ଘする地఺である。この݁果、埋設土器は౗յしているもの

がଟい。埋設土器は、埋設土器 824・828・830・834・839・840・903 がଘ在する。この͏ち、埋設

土器 824 は埋設土器内に土器ย、埋設土器付近に᛽が出土した。また、埋設土器 828・830・839 は出

土状況から᛽が付ਵしたものと推定される。埋設土器 824・828・839 は出土状況から、埋設土器の上

部に᛽が置かれていた可能性が推定される。北ଆ低位面の埋設土器は、付ਵ物が認められる఺で、このほ

かの埋設土器とҟなる状況がӐえる。埋設土器 824 については、土器内の土৕について、リϯ・Χルシ

΢Ϝ分ੳを行った。この݁果、ࣃ・ࠎのଘ在を示ࠦする݁果をಘた（第ᶜ章 3）。埋設土器 824 は土坑ఈ

面の南ଆ端部に埋設土器、北ଆ端部には磨製石ිະ成品・磨製石ිのૉࡐとなるፏ平᛽が出土した。石器

は上下にฒ΂たΑ͏に出土しており、埋納されたものと推定される。土器・石器の出土状況から、埋設土

器 824は土坑ุの可能性も考慮される。

西側斜面に埋設されるもの　　西ଆࣼ面では、埋設土器 837・883・924 がଘ在する。この地఺は土

器集中が 3か所఺在するが、このほかの遺構はଘ在せͣ、遺物の分布もرബである。埋設土器は、埋設

土器 837・883・924 がଘ在する。西ଆࣼ面は北ଆ低位面とಉ༷に地਒のӨڹを大きくडけおり、埋設

土器もશて౗յした状ଶで出土した。このため、その内༰については不明ྎな部分がଟいが、埋設方法で

はෳ਺埋設（埋設土器 883）、近઀埋設（埋設土器 837・924）があり、2ݸ体の土器が近઀することにその

特௃が認められる。

以上から、埋設土器は 4$と分布Ҭがほぼ重なり、その中でも、1�4$ に近઀し、୯体埋設されるもの、

2�4$に近઀し、近઀埋設されるもの、3�西ଆࣼ面に埋設されるものの3つの分布Ҭを࣋つことが֬認され、

1については、4$との関連が推定される。

$　小　　　݁

ここでは、上記した遺構のݕ౼を౿まえ、एׯの考࡯をࢼΈる。調査区では、焼土・炭化物の集積が主

0 10m（1ɿ300）
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第 54図　埋設土器の分布状況
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体を઎め、堅果類・魚類など食物残滓の燃焼とこれらの集積を繰り返し行っていたことが推定される。ま

た、遺構・遺物のݕ出状況から、堅果類͝との集積場所をҙਤ的にબ୒していた可能性が考えられる。埋

設土器は焼土・炭化物の集積と分布が重なる。焼土・炭化物の集積の͏ち、ݱ地でՐをขいたとݟられる

a類とこれに近઀して୯体埋設される埋設土器は関連が推定される。埋設土器については、ʦݹᖒ 2013ʧ

において、土器の࢖用ࠟ、遺跡内における分布とଞ遺構との関連から、埋૴ࢪ設、祭祀関連ࢪ設、堅果類

Ճ޻関連ࢪ設などଟ༷な用్をもつことが分ੳされている。౰遺跡では遺構のݕ౼から、食物残滓の燃焼

行為と埋設土器の設置、食物残滓の集積は一連のものと捉えられる可能性が考えられる。

焼土・炭化物の集積にݟられるʮ特定の堅果で構成される遺構ʯの類ྫとして、野地遺跡ʦ౉ᬑほか

2009ʧが͛ڍられる。野地遺跡は、଻内川ӈ؛のԭ積低地に位置する。遺跡は、縄文時代後期中葉〜晩

期中葉までの௕期にΘたってܧଓしたڌ఺的な遺跡であるʦ౉ᬑ前ܝʧ。12区ではᶛ �2 期（晩期前葉後半）

に属する堅果類集中ൣғが 12か所あり、֤集中ൣғではクリ・オニグルミなど特定の堅果が୎ӽする܏

向がݟられる。13区ではᶚ �3 期（晩期前葉後半）に属する炭化物集中ൣғ（472026）から炭化した大ྔ

のクリ・トチノキが出土した。また、集中Ҭ内には焼्ࠎ集中ൣғ（4X2037）が形成されており、特定

の場所にଟྔの्ࠎが出土する。ߋに 472026 の࠷下層では、焼土（4F2083）がݕ出され、472026 の

形成にࡍして燃焼行為を൐͏ʮّྱʯのଘ在が考࡯されているʦ౉ᬑ前ܝʧ。

౰遺跡は、上記したΑ͏に、食物残滓の燃焼行為と埋設土器の設置、食物残滓のҠಈと集積は一連のも

のと捉えられる可能性がある。ߋに燃焼行為を示す遺構やその付近で石冠・独鈷状石製品の出土が認めら

れることなどから、祭祀的な場であったことが推定される。また、縄文時代の旧地形と遺構ݕ出状況から、

微高地端部から低位面は集落のԑล部にあたることが推定され、ここに祭祀的な場が形成されていたもの

と考えられる。また、ॅډҬは調査区֎南ଆの微高地にଘ在する可能性が推定される。

%　縄　文　土　器

౰遺跡で出土した縄文土器は、その特௃から縄文時代晩期後葉に属する。౰֘期のपล遺跡では、新発

田市青田遺跡ʦߥ川ほか2004ʧがある。青田遺跡はௗ԰ 2a 式〜 2C 式を主体として、๲大なྔの土器が

出土しており、層位的な土器มભが明らかとなっているʦߥ川前ܝʧ。以下では、֤器種の特௃を֓؍し、

青田遺跡とのൺֱを௨し、編年的位置け付けについて֬認する。また、౰遺跡は報告ࢿྉを用いたもので

あるため、֤器種の組成ൺはີݫなݸ体਺を示していないが、器形の分かるものͩけをਤ化し、特௃的な

文༷を࣋つものはຆどࡌܝしていることから、ࡌܝした土器の֤種組成ൺは౰遺跡の土器༷૬を示すもの

と考える。

1）֤器種の特௃

a　浅鉢・台付浅鉢・鉢（第 55・56ਤ）

ઙുはA2・#1・$1・$2・%1・%2・F・(類が認められ、#1類が主体を઎める。この͏ち、(類の

147 はڸ؟状文が഑され、ௗ԰ 1式の名残がݟられることからݹ૬を示すࢿྉと考えられる。ුઢ文は

a1・a2・a4・C2・d1・e3・G1 種があり、e3 種がଟく認められる。また、36・44・62・100・107・

117・131・141・142・143・146・148 など、ුઢ文は上下端のަ఺が口ԑ部・体部に௚઀連݁する

ものが主体を઎める。21・45・91 は޻字文がࢪされるもので、21・91 はൖೖ品とݟられる。21は௚

ઢ的な平行௜ઢとོઢの間にキβミをೖれた޻字文、45はුઢ化した޻字文がࢪされる。45・91 の޻
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字文は௕方形の区ըを基調とし、東北地方の大ಎA式ஈ֊にൺ定される。

୆付ઙുは、102・152・155 〜 157 などがある。102は 、られる。またݟが付くと٭で、๮状の٭4

ුઢ文 C2種がࢪされ、上端のަ఺が口ԑ部に௚઀連݁する。152・155 〜 157 の٭部はʮϋʯの字状

に։くものである。156・157 は୆部にަޓඖ字文がࢪされるもので、157はඖ字文のަ఺がઠ޸される。

いͣれもൖೖ品とݟられ、東北地方の大ಎA式ஈ֊にൺ定される。また、156・157 はԁ文が認められる。

ുはA・$・F類があり、1は口ԑ部にࣃڒ状集߹௜ઢ文とࢗಥ文がࢪされる。65はුઢ文 C2種がࢪされ、

ଟஈ化する。

以上から、ઙുは#1類を主体とし、ුઢ文は e2種がଟく認められる。ઙു・୆付ઙു・ുはුઢ文

がଟஈ化することにΑり、文༷ଳ幅が޿くなる܏向がݟられる。また、ුઢ文は上下端のަ఺が口ԑ部・

体部に௚઀連݁するものがଟい。

b　甕（57ਤ）

ᙈはA・#・E・(類が認められ、#類が主体を઎める。A類はA1a 類（165）、A1C 類（136）、A2a 類（70・

171）、A2e 類（172・173）、A3d 類（164）などがある。165 は口ԑ部・ᰍ部にුઢ文がࢪされ、ᰍ部は

ුઢ文 e3・G1 種がࢪされる。136 は口ԑ部・ݞ部に໢目状೨ࢳ文をࢪし、ᰍ部には௜ઢ幅の޿いҁਿ文

を഑する。体部はࣼめ方向の条ࠟ文がࢪされる。70の文༷構成は౰遺跡の出土ྫではكなものである。

口ԑ部には幅の޿いପԁ状ಥىが付けられ、このಥى下にはුઢ文 d1種がॎ方向に഑される。ᰍ部はԣ

方向にුઢ文 a2種がࢪされ、ॎのුઢ文と௚ަする。田上町保明Ӝ遺跡ʦ田ാ 1993ʧに類ྫがݟられる。

171はڸ؟状文が഑されることからݹ૬を示す。

# 類は #1（14・23・24・166）、#2a（57・74・87・98・111・132・167）、#2e（169）、#3a（137・170）、

#3d（35）類などがある。この͏ち、74・87・137・170 はݞ部にڸ؟状文が഑され、ݹ૬を示す。また、

#類の中では、#1・#2a 類がଟく認められ、ුઢ文は a1・e1・e2 種などがࢪされる。ҁਿ文は、ҁਿ文、

状集߹௜ઢ文などがあり、ཕ文も認められる。35・137・170ࣃڒ、ҁਿ文ޓަ はᰍ部をແ文ଳとする

3類で、ᰍ部はφσにΑり調੔される。このほか、口ԑ部にࢗಥ文をࢪす すࢪಥ文をࢗ部にݞ、24・14

57などがある。(類は 95のΈの出土である。ᰍ部はࢗಥ文をॆరしたҁਿ文・ަޓҁਿ文がࢪされる。

以上から、ᙈは#類を主体とし、A・#類ともにݞ部にڸ؟状文を࣋つものがଟく認められる。文༷パ

λーϯは 1類・2a 類が目立ち、ᰍ部΁のՃ০性が高い。また、器高 50Dmを௒える 70・74のΑ͏な大

形のものも認められる。

c　深　　　鉢（58・59ਤ）

ਂുはA・#類が認められ、#類が主体を઎める。A類はA6類（15・124）、A7類（179・184）、A8類（113）

がある。124 は口ԑ部の平行௜ઢ文間に݁અ縄文、179 は口ԑ部にࢗಥ文がࢪされる。#類は#1・#3・

#4・#6・#7・#8類が認められ、#6・#7類がଟくݟられる。#1類のුઢ文は a1・C3・e2 種などがある。

#6類は口ԑ部にࢗಥ文がࢪされる 181・182、݁અ縄文がࢪされる 73などが認められる。#7類は口ԑ

部に縄文 L3をࢪす #7a 類の 188 がある。#7C 類は口ԑ部・体部に݁અ縄文をࢪすもので、133・185

は口ԑ部、115 は口ԑ部・体部にࢪ文方向をมえた݁અ縄文がࢪされる。71は口ԑ部にࢗಥ文、体部上

位は݁અ縄文が 3ஈࢪされる。#7D 類は口ԑ部に໢目状೨ࢳ文・೨໲をࢪすもので、83は口ԑ部に໢目

状೨ࢳ文、体部は条ࠟ文がࢪされ、38・88・116・120 は口ԑ部・体部にࢪ文方向をมえた໢目状೨ࢳ
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文がࢪされる。

以上から、ਂുは#6・#7類がଟく認められる。また、A・#類ともに口ԑ部・体部に݁અ縄文をࢪす

ʮ保明Ӝλイϓʯʦ౉ᬑ 1998ʧが一定ྔ認められる。

d　壺（60ਤ）

ᆵの出土਺はগない。また、ഁยࢿྉがຆどであるため、器形のΘかるものがগないが、小形のᆵも

認められる。小形のᆵは口ԑ部・ݞ部にුઢ文がࢪされる 6・7・31・32、79、平行௜ઢ文がࢪされる

されるࢪ字文が޻、189・52 53などがある。これ以֎は、口ԑ部がແ文の 25・78、口ԑ部・ݞ部にු

ઢ文がࢪされる されるࢪ字文が޻部にݞ、191・2 12・85 がある。12は大形のᆵで、ݞ部にԣྲྀਫ状

の޻字文がࢪされる。85は࠷大ܘが体部上半にあり、ݞ部が大きくுり出す。޻字文は௕方形を基調と

する。いͣれも東北地方の大ಎA式ஈ֊にൺ定される。このほか、口ԑ部・ݞ部に平行௜ઢ文とྻ఺状

のࢗಥ文がࢪされる 17・18、連ހ状の௜ઢ文がࢪされる 39など、西日本のӨڹをडけたと考えられる

。ྉもଘ在するࢿ

2）編年的位置付け

以下では、青田遺跡出土のઙു・ᙈとのൺֱを௨し、編年的位置付けを֬認する。

青田遺跡は層位的な土器มભから、ᶗ期（%〜 44層）、Ⅱ期（43・42層）、ᶙ期（41層）、ᶚ期（4%1420�2

〜 1層）、ᶛ期（4%1420�#9 〜 #7層）のը期が認められている。それͧれ、ᶗ期ɿௗ԰ 2a式（ݹ）、Ⅱ期ɿ

ௗ԰ 2a式（新）、ᶙ期ɿௗ԰ 2C式（ݹ）、ᶚ期ɿௗ԰ 2C式（新）、ᶛ期ɿॹ立 1a期にൺ定されている。

ઙുは、青田遺跡ではᶗ〜Ⅱ期にかけては、#類が主体を઎める。ᶙ期以߱は#類がݮগし、主体は

$類となる。ᶚ期では$類のほか、E・)類の૿Ճが認められる。ුઢ文はᶗ・Ⅱ期では a2・C1・e3・

G1 種を主体とし、ଟ種類のϞチーフがࢪされる。ᶙ期には H2種がՃΘる。ᶚ期には a1・a3・C2・C4・

d1・e3・G2 種が認められなくなり、代Θりにม形޻字文 4・5類が出ݱする。ᶛ期にはුઢ文 1類がݟ

られなくなる。文༷ଳ幅は、Ⅱ期以߱ڱ小化する。また、ුઢ文はᶗ期では文༷ଳの上下端が口ԑ部・体

部に௚઀連݁するものが特௃的に認められる。

౰遺跡出土のઙുは、#類を主体とし、ුઢ文は e3種がଟく認められる。ුઢ文は上下端のަ఺が口

ԑ部・体部に௚઀連݁する。また、ුઢ文はଟஈ化することにΑり、文༷ଳの幅が޿くなる܏向がݟられ

る。こ͏した特௃は、青田遺跡ᶗ期でݦ著に認められる。

ᙈは、青田遺跡ᶗ期では #類が特௃的にݟられ、ᰍ部にҁਿ文などをࢪす 2類が主体である。また、

されるものがଟい。Ⅱ期はࢪ状文・ුઢ文がڸ؟部にはݞ #類のݮগが認められ、$類が主体となる。

ᶙ期は$・E類が主体で、ᰍ部ແ文ଳはᶗ・Ⅱ期のφσにΑる調੔からミΨキにΑる調੔΁とม化する。

ᶚ期はݞ部のுり出しがऑく、ᰍ部の۶ۂもऑくなるE類が主体となる。

౰遺跡出土のᙈは、#類を主体とし、ᰍ部にුઢ文・ҁਿ文がࢪされる 2類がଟくݟられる。また、

、状文が഑されるものが目立つ。3類のᰍ部ແ文ଳはφσにΑり調੔される。こ͏した特௃からڸ؟部はݞ

青田遺跡ᶗ期の特௃を有する。また、ᙈとਂുのׂ߹は、ઌड़したΑ͏にີݫなݸ体਺は示せないものの、

ਂുがᙈを上ճる܏向がある。

以上から、౰遺跡の出土土器は青田遺跡ᶗ期にൺ定され、ௗ԰ 2a式を主体とするものであると考えら

れる。
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遺構
番号

ਤ版番号 位置 形式 ྊ間 ܻ行
ྊ行௕
（m）

ྊ行柱間௕
（m）

ܻ行௕
（m）

ܻ行柱௕
（m）

શ体চ面積
（㎡）

௕࣠方向 උ考

4#6	 7・15・81 12. ଆ柱建物 （1） 2 2�25 2�25 2�64 1�42 〜 1�22 5�94 /�28°�8 −

4#7 14・15・80・81 286 ૯柱建物 2	 2 3�15 1�45 〜 2�05 3�95 1�58 〜 2�35 12�4 /�23°�8 −

4#8 13 〜 15・80 26X ଆ柱建物 （2） 2 4�08 2�15 4�96 2�42 〜 2�53 20�2 /�15°�E −

4#9 13 〜 15・80 26・276ɼ26・277 ย面ኈ建物 1	 2 4�81 3�70 〜 3�85 5�60 2�35 〜 3�21 26�9（21�0） /�20°�E −

SB6

遺構
番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
出土
遺物

重ෳ
関係௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

230 12.24 46 40 18 6�491 − −

231 12.19・24 47 41 17 6�484 − −

232 12.18・19 42 40 32 6�336 − −

233 12.18 39 34 13 6�545 − −

SB7

遺構
番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
出土
遺物

重ෳ
関係௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

379 28619・24 77	 43	 9 6�676	 − −

380 28618 33	 30	 36 6�378	 − −

381 28612 42	 40	 59 6�131	 − −

383 28611・16 27	 25	 46 6�243	 − −

389 28613 41	 40	 19 6�374	 − −

417 28617・18 34	 32	 42 6�305	 − −

428 28617 26	 24	 51 6�020	 − −

430 28622 32	 30	 52 6�220	 − −

486 28623 35	 32	 37 6�373	 − −

SB8

遺構
番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
出土
遺物

重ෳ
関係௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

452 26X13 50	 41	 33 6�563	 − −

456 26X6 56	 49	 49 6�432	 − −

458 26X11 40	 37	 22 6�606	 − −

466 26X21・22 40	 33	 26 6�620	 − −

467 25X20ɼ26X16 41	 36	 35 6�564	 − −

SB9

遺構
番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
出土
遺物

重ෳ
関係௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

404 27711 48	 44	 59 6�177	 − −

405 2776 34	 31	 60 6�170	 − −

406 2776 40	 31	 53 6�218	 − −

408 2674 46	 36	 42 6�324	 − −

413 27621 23	 21	 54 6�167	 − −

414 27622 26	 22	 52 6�194	 − −

418 26715 35	 33	 45 6�313	 − −

424 2679 34	 29	 36 6�435	 − −

487 26624・25 40	 37	 50 6�234	 − −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

෴土ଯ積
形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

308 9・16 16 81 1736・7 ԁ形 ֊ஈ状 97 90 79 5�904	 A − �4%300

349 10・16 16 81 19416・17 ԁ形 ശ状 107 105 191 4�720	 (
土師質土器ࡼ 1ɼ珠洲焼ย口ു 2ɼ珠
洲焼ᙈ 3ɼ瓷器系陶器ᙈ 4ɼ土器転用
研磨具 39・40ɼ౐石 44ɼ౛ࢠ 49

−

386 14・16 16 81
2873・4・8・
9

ପԁ形 ࿙ే状 305 250 232 4�450	 $
物ۂ 68ɼ土師質土器ࡼ 5〜 7ɼ珠洲
焼ย口ു 8ɼ౛ࢠ 50

−

396 14・17 17 81
28619・20・
24・25

ԁ形 ̪字状 185 175 107 5�690	 A − −

398 14・17 17 81
27T25ɼ
2765ɼ2861

ԁ形 ୆形状 170 146 120 5�490	 A − �4,412

478 14・17 17 82 2871 ପԁ形 ֊ஈ状 119 99 65 6�140	 A − �4E479

479 14・18 18 82
27625ɼ
28621ɼ
2775ɼ2871

ԁ形 ࿙ే状 189 164 227 4�480	 A
珠洲焼ย口ു 9・10ɼ珠洲焼ᙈ 11ɼ
珠洲焼ᆵ 12ɼ瓷器系陶器ᙈ 13ɼԣࢅ
69〜 71ɼॎ൘ 72ɼۂ物 73・74

�4E478

520 7・8・17 17 82 15L25 ପԁ形 ̪字状 122 93 204 4�660	 # 漆器࿶ 75 −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 立ち上がり ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

312 10・18 18 82 2217・12 ପԁ形 状ހ ؇やか 103	 86	 25	 6�619	 /�25°�8 # − �4%553

313 10・18 18 82 22113・14 ପԁ形 ୆形状 ؇やか 79	 50	 18	 6�692	 /�68°�8 A − −

317 10・18 18 − 19T5ɼ20T1 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ （50） 50	 12	 6�573	 /�85°�E % − −

318 10・18 18 − 19T10 ପԁ形 ୆形状 ؇やか 76	 41	 10	 6�580	 /�45°�8 % − −

326 4・18 18 − 4(5ɼ5(1 ପԁ形 ୆形状
౓ࣼٸ
؇やか

78	 55 18	 6�209	 /�73°�8 A − −

327 5・19 19 − 8I13 ପԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ （46） 35	 31	 6�206	 /�50°�E A − �1328

336 7・19 19 83 13.5ɼ14.1 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 108	 93	 24	 6�377	 /�25°�8 A − −

343 10・19 19 − 2042・7 ௕方形 ୆形状 ؇やか （143） 90	 13	 6�588	 /�18°�E % 土師質土器14ࡼ �4%11

346 9・19 19 83 1732 ପԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 100	 52	 22	 6�446	 /�52°�E A − �4,362

350 10・19 19 − 18415 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 80	 69	 25	 6�409	 /�64°�8 # − �4,361

351
9・10・
19

19 83 18317 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 75	 70	 8	 6�539	 /�70°�E A − −

358 10・19 19 − 19418・19 ԁ形 ୆形状 ؇やか 65	 58	 11	 6�480	 /�39°�E % − �4%11

361 10・19 19 − 18415 ପԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ （48） 60	 28	 6�346	 /�64°�8 # − �4,350

362 9・19 19 83 1731・2 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 107	 （97） 44	 6�208	 /�83°�E A 土師質土器15ࡼ �4,346

382 14・19 19 − 28612 ԁ形 ୆形状 ؇やか 70	 61	 6	 6�630	 /�56°�E % − −

385 14・19 19 83 2878 ପԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 75	 60	 17	 6�610	 /�52°�8 % − −

387 14・19 19 − 26614・15 ԁ形 ୆形状 ؇やか 76	 70	 11	 6�603	 /�33°�8 % − −

390 14・19 19 83 27615 ԁ形 ୆形状 ؇やか 120	 105	 15	 6�613	 /�33°�E A − −

392 14・19 19 − 2669 ପԁ形 状ހ ؇やか 94	 60	 14	 6�580	 /�32°�E % − −

394 14・20 20 − 2871・2 ԁ形 ୆形状 ؇やか 95	 85	 14	 6�625	 /�56°�8 − − −

395
13・14・
20

20 83 26623ɼ2673	 ԁ形 ୆形状 ؇やか 98	 95	 20	 6�536	 /�30°�E A − −

上層　掘立柱建物（SB）観察表

上層　掘立柱建物（SB）の柱穴

上層　井戸（SE）観察表　

上層　土坑（SK）観察表（1）

出土遺物の後に付した਺字は報告番号を示す。
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遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 ௕ܘ（m） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

11 9 〜 12 22 85
174 〜 204ɼ
20Tɼ217ɼ228

不੔形 ୆形状 （29�0） 234〜 471 32	 5�936 /�85°�8 # ౛ࢠ 52
�4,343ɼ	�4,358ɼ
4%6・30・303・
304・306

15 11・12 − − 2281・2・6 ௚ઢ ୆形状 （1�9） 130	 46	 6�161 /�25°�E A − −

24 12 − − 22814・19 ௚ઢ ୆形状 （2�4） 109	 14	 6�608 /�2°�8 % − −

25 12 22 − 237・8 ̪字状 ୆形状 （6�9） 50〜 72	 8 6�696	 /�17°�E % − −

37 10 22 85 221・2 ௚ઢ ୆形状 （11�5） 32 〜 56 20 〜 25 6�487 /�28°�8 % − −

40 10 22 85 211・2・3 ௚ઢ ୆形状 （22�6） 61 〜 200 48 〜 82 5�831 /�11°�E A − �4%553・554

300 9 22 85 162・3ɼ173 ௚ઢ ୆形状 （9�5） 31〜 170 9 〜 26 6�423	 /�67°�8 #
珠洲焼ย口ു 19〜
21ɼ土器転用研磨具
41ɼ౐石 45

�4E308

303 9・10 22 85
17324・25ɼ
18321ɼ1744・5ɼ
1841

௚ઢ 状ހ （5�6） 111〜 147 22 〜 30 6�383	 /�84°�8 A − �4%11

304 9・10 22 − 17410ɼ1846 L 字状 状ހ （2�3） 31〜 50 8 〜 12 6�619	 /�80°�8 % − �4%11

306 10 22 − 1847・8 ௚ઢ ୆形状 （2�9） 30〜 55 12 〜 15 6�549	 /�88°�8 % − �4%11

347 9 22 84 172・3 ௚ઢ ୆形状 （13�5） 25 〜 62 26 〜 41 6�384	 /�16°�E A − −

490 13 22 − 25:9・14 ௚ઢ ୆形状 （2�0） 45〜 63 12	 6�553	 /�7°�E % − −

553 10 22 85 212ɼ221・2 ௚ઢ ୆形状 （16�9） 50 〜 173 60 〜 75 5�841	 /�20°�E A −
�4,312ɼ
�4%40

554 10 22 85 211・2 ௚ઢ ୆形状 （6�8） 46〜 60 40 〜 42 6�160	 /�15°�E A − �4%40

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ積
形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 ௕ܘ（m） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

525 9 22 84
17313・14・
17・18・23

௕方形 ୆形状 （4�0） 155〜 190 26 〜 50 6�282	 /�14°�E # − −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

෴土ଯ積
形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 立ち上がり ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

328 5・19 19 − 8I13 ԁ形 − ؇やか 29 22 6 6�441 % − �4,327

411 14・17 17 81 2765ɼ2861 ԁ形 ̪字状 ਨ௚ 35 34 24 6�284 % − �4,412

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ積
形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 立ち上がり ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

6 11 22 85
2069・13・14・
19

௚ઢ ୆形状 ౓ࣼٸ （330） 160	 28	 6�381 /�35°�E A − �4%11

30 11 22 85
20620・25　
21616・21

௚ઢ ୆形状 ౓ࣼٸ （220） 138	 70	 5�960	 /�39°�E A − �4%11

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 立ち上がり ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

397 14・20 20 83
27T18・19・
23・24

ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 142	 （104） 18	 6�476	 /�52°�8 % 珠洲焼ย口ു16 −

399 14・20 20 83 28621・22 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 139	 127	 59	 6�099	 /�38°�E A − −

400 14・20 20 − 2879 ପԁ形 ୆形状 ؇やか 70	 55	 10	 6�708	 /�15°�E % − �4,401

401 14・20 20 − 2879 ԁ形 ୆形状 ؇やか 75	 63	 13	 6�715	 /�9°�E % − �4,400

403 14・20 20 84 27718・19 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 95	 85	 35	 6�396	 /�88°�E A − −

407 14・20 20 − 2782・7 ԁ形 状ހ ؇やか 90	 78	 11	 6�742	 /�70°�E % − −

412 14・17 17 81 2765ɼ2861 （ԁ形） 状ހ ؇やか （86） （76） 5	 6�603	 − % −
�4E398ɼ
1411	

426
13・14・
20

20 − 26X13 （ପԁ形） ୆形状 ؇やか （130） 88	 17	 6�720	 /�59°�8 A − −

427
13・14・
20

20 −
26618・19・
23・24

ԁ形 ୆形状 ؇やか 105	 90	 14	 6�605	 /�23°�E % − −

433 14・20 20 −
27724・25ɼ
2784・5

ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 178	 152	 18	 6�714	 /�1°�E % − �4,488

437 13・21 13・14・21 84 2684・9 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 133	 128	 65	 5�904	 /�27°�E A − −

441 14・20 20 − 28718 ԁ形 ୆形状 ؇やか 58	 50	 10	 6�765	 /�28°�8 % − −

444
13・14・
21

21 − 26X9・10 ԁ形 ୆形状 ؇やか 68	 59	 6	 6�790	 /�7°�E % − �4,445

445
13・14・
21

21 − 26X10 （ପԁ形） ୆形状 ؇やか （70） （48） 8	 6�781	 /�10°�8 % 珠洲焼ย口ു17 �4,444

468 13・21 21 − 25:5ɼ26:1 ପԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ （102） 140	 43	 6�450	 /�72°�8 A − −

471 13・21 21 84 25:7・12 ԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 100	 86	 38	 6�469	 /�60°�8 A − −

476
13・14・
21

21 84 2678 ପԁ形 ୆形状 ؇やか 100	 70	 19	 6�668	 /�7°�E $ − −

481
13・14・
21

21 − 28616 ପԁ形 ୆形状 ౓ࣼٸ （70） （50） 30	 6�420	 − % − −

488
13・14・
21

21 84
27723・24ɼ
2783・4・8・
9

ପԁ形 ୆形状 ؇やか 359	 206	 29	 6�523	 /�8°�E A ౛ࢠ 51 �4,433

上層　溝（SD）観察表　

上層　道 1観察表

上層　ピット（P）観察表　

上層　性格不明遺構（SX）観察表　

上層　土坑（SK）観察表（2）
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遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 ௕ܘ（m） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

524 25 27 −
18.2・3・6・7・11・
12・16・17

不੔形 ୆形状 （6�7） 115〜 213 14 6�238	 /�27°�E % − −

遺構
番号

ਤ版番号 位置 形式 ྊ間 ܻ行
ྊ行௕
（m）

ྊ行柱間௕
（m）

ܻ行௕
（m）

ܻ行柱間௕
（m）

શ体চ面積
（㎡）

௕࣠方向 උ考

4#10 26・27 19・204 ଆ柱建物 1	 2 1�8 1�65 〜 1�8 2�2 0�7 〜 1�24 3�96 /�24°�E −

SB10

遺構
番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
出土
遺物

重ෳ
関係௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

542 1945 35	 32	 13 6�472 − −

543 1945ɼ2041 26	 21	 6 6�555 − −

544 20321ɼ2041 33	 28	 11 6�498 − −

545 2042 27	 24	 16 6�466 − −

546 2041 28	 26	 38 6�243 − −

547 2046 33	 29	 20 6�412 − −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 立ち上がり ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

503 24・27 27 86
15L21・22ɼ
15.1・2 ԁ形 ୆形状 ؇やか 188	 175	 25	 5�922	 /�17°�8 A − −

514 24・27 27 − 1403 ԁ形 ୆形状 ؇やか 93	 91	 6	 6�231	 /�62°�8 % − �1513

531 26・27 27 86 18317 ԁ形 ୆形状 ؇やか 86	 79	 13	 6�453	 /�33°�E % − −

559 25〜27 27 − 17221ɼ1731 （௕方形） ୆形状 ౓֯ٸ （107） 60	 18	 6�324	 /�24°�E % − −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向
෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 ௕ܘ（m） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

46 25・26 27 86
19/ɼ20/・0・1・2・3ɼ
21	1・2・3

௚ઢ ୆形状 （41�8） 86 〜 120 46	 5�823 〜 6�041 /�20°�8 A − −

533 26 27 − 1847・8・9・13・14 ௚ઢ ୆形状 （3�3） 46 〜 62 22	 6�228 /�82°�8 % − −

556 24 27 − 15.15ɼ16.11・12 ௚ઢ 状ހ （9�3） 26 〜 40 8	 6�155	 /�86°�E % − −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

形ଶ ໛ن ఈ面ඪ高
（m）

෴土ଯ
積形状

出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ 平面形 அ面形 立ち上がり ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

529 26・27 27 − 18317・22 ԁ形 ̪字状 ਨ௚ 35 30 56 5�996 E − −

538 26・27 27 − 19418 ԁ形 ࿙ే状 ౓ࣼٸ 26 24 40 6�170	 E − −

557 26・27 27 − 18222 ԁ形 ̪字状 ౓ࣼٸ 40 35 64 6�161 E − −

558 26・27 27 − 20416 ԁ形 ̪字状 ਨ௚ 34 33 62 5�765 E − −

遺構
番号

ਤ版番号
位置

໛ن ఈ面ඪ高
（m）

௕࣠方向 出土遺物 重ෳ関係
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

860
30・34
36・37

36
78・
87〜
89

17.20・24・25ɼ
18.16・17・21・22ɼ
17/4・5・10ɼ18/1〜 3・
6・7

（686） 575 14 4�700	 /�90°
縄文土器 1�3ɼ5・6ɼ8�11ɼ
石器 14・35・48・57

860�
࿍

30・36 36 88 18.21・22ɼ18/1 151 88 42 4�691	 /�71°�8 − −

1873 30・36 36 88 18.22 （64） （50） 19 4�699	 /�77°�E 縄文土器 4・7

1874 30・36 36 89 18.21 34 32 25 4�242	 /�45°�8 −

1895 30・36 36 89 18/6 28 23 22 4�523	 /�24°�8 − �1896

1896 30・36 36 89 18/6 23 19 22 4�667	 /�30°�8 − �1895

1899 30・36 36 89 18.16・21 33 30 36 4�611	 /�48°�8 −

1901 30・36 36 89 18.22ɼ18/2 39 22 28 4�434	 /�19°�E −

1902 30・36 36 − 17.25 （25） （23） 27 4�040	 /�60°�E −

1917 30・36 36 89 18.22 16 14 13 4�700	 /�78°�8 石器 57

1919 30・36 36 89 18.21 18 15 19 4�492	 /�63°�8 −

1921 30・36 36 89 18.21 28 24 32 4�263	 /�54°�8 −

1922 30・36 36 − 18.21・22 30 27 22 4�449	 /�81°�8 −

1923 30・36 36 89 18/1 38 25 （60） 4�174	 /�7°�8 −

中層　掘立柱建物（SB）観察表

中層　掘立柱建物（SB）の柱穴

中層　土坑（SK）観察表

中層　溝（SD）観察表　

中層　ピット（P）観察表　

中層　性格不明遺構（SX）観察表　

下層　竪穴建物（SI）　観察表
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遺構番号
ਤ版番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
௕࣠方向 出土遺物 重ෳ関係

平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

283 31・35・37 37 90 19313 80 74 13 5�280	 /�31°�E − −

800 30・34・37 37 90 1624・5・9・10 202 198 6 5�695	 /�63°�8
縄文土器 12ɼ

−

801 30・34・38 38 90
17116・17・21〜 23ɼ1721
〜 3・6〜 8

576 486 18 5�750	 /�31°�8
縄文土器 13〜 19ɼ
石器 5

ʺ 4$801�11〜 14

4$801　11 30・34・38 38 − 1722・7 32 30 37 5�610	 − − ʺ 4$801

4$801　12 30・34・38 38 − 1722 28 23 7 5�660	 − − ʺ 4$801

4$801　13 30・34・38 38 − 1721・6 61 54 6 5�640	 − − ʺ 4$801

4$801　14 30・34・38 38 − 1726 54 42 7 5�650	 − − ʺ 4$801

802 31・35・38 38 90 17213・14・18・19 286 252 16 5�640	 /�75°�E − −

803 31・35・38 38 90
18122・23ɼ
1822・3・7・8

328 298 15 5�230	 /�55°�8 縄文土器 20 −

804 31・35・39 39 91
18213 〜 15・17〜 20・22
〜 25ɼ19216・21ɼ1832 〜 5・
8〜 10ɼ1931

837 778 5 5�450	 /�57°�E
縄文土器 21〜 28ɼ
石器 4・37

ʺ 1892

806 31・35・40 40 91 1825・10ɼ1921・6 130 104 7 5�095	 /�32°�8 縄文土器 29 −

807 31・35・40 40 92 18413・14 150 91 14 5�658	 /�87°�8 − −

808 31・35・40 40 −
20121・22ɼ2021〜 3・6〜
8

（437） 350 16 5�050	 /�89°�8 縄文土器 33・34 −

809 31・35・40 40 − 20124 103 70 2 4�910	 /�5°�E − −

810 31・35・40 40 92 2024・9 123 （78） 7 4�976	 /�61°�8 − −

811 31・35・40 40 −
20125ɼ2025ɼ
21116・21ɼ2021

412 122 8 4�907	 /�14°�E 縄文土器 30〜 32 −

815 30・34・41 41 92
1514・5・8〜
10・13〜 15

（499） 308 21 5�852	 /�14°�E
縄文土器 35・36ɼ
石器 7・16・19・27・
34・54

−

816 30・34・41 41 92
14014・15・19・20・25ɼ
15011・16・21

（454） （355） 18 5�740	 /�47°�8
縄文土器 37〜 39ɼ
石器 13・29

−

817 30・34・41 41 92 17017 〜 19・22〜 25ɼ1713 440 310 17 5�193	 /�68°�E
縄文土器 40ɼ
石器 15・28

−

818 30・34・40 40 − 1613・8 155 122 6 5�542	 /�18°�E − −

821 31・35・40 40 − 1842・3・7・8 212 195 12 5�769	 /�14°�8 − −

825 30・34・42 42 78・93
17/11 〜 14・16〜 19・22
〜 24

526 （470） 44 4�271	 /�48°�8

縄文土器 41〜 53ɼ
石器 6・8・12・23・
25・56・58ɼ
ۄࢳ 64〜 68

ʺ 4$825�11・12

4$825　11 30・34・42 − − 17/18 55 54 23 4�775	 − − ʺ 4$825

4$825　12 30・34・42 − − 17/13 53 52 20 4�637	 − − ʺ 4$825

842 30・34・43 43
78・94
・95

16.19・20・24・25ɼ16/5ɼ
17.16・17・21・22ɼ17/1

534 338 3 5�048	 /�71°�E
縄文土器 54〜 57ɼ
石器 10・24・31・50ɼ
漆製品 69

ʺ 4$842�11・12

845 30・34・40 40 − 19.21 78 62 7 4�968	 /�71°�E − −

847 30・34・40 40 − 18/19・24 60 59 6 4�903	 /�48°�8 − −

850 31・35・43 43 92 19/20・25ɼ20/16・21 240 176 12 4�942	 /�54°�8
土器 58・59ɼ
石器 9

−

856 30・34・40 40 − 19/16 59 52 6 4�893	 /�37°�E − −

858 30・34・40 40 92 19/13・14 65 55 4 4�983	 /�8°�E − −

859 31・35・44 44 78・95
18015・20ɼ1906〜 9・11
〜 14・16〜 19・21〜 23

（784） （565） 12 4�793	 /�77°�E
縄文土器 60〜 71ɼ
石器 20・26・45・
51・61

ʺ 4$859�11

4$859　11 31・35・44 44 95 18015ɼ19011 （54） （49） 28 4�334	 /�63°�8 − ʺ 4$859

861 30・34・45 45 96
17.10・15ɼ18.1〜 3・6〜
8・11〜 13・16・17

（660） 517 8 4�690	 /�36°�E
縄文土器 75〜 79ɼ
石器 32

ʺ 1915・916

863 31・35・43 43 77 1844・5・9・10 248 228 18 5�318	 /�87°�8 石器 18 −

866 30・34・46 46 96 18023・24ɼ1813・4 288 253 18 5�104	 /�3°�E
縄文土器 80ɼ
石器 21

−

867 31・35・46 46 96 18025ɼ1815 128 107 8 5�083	 /�25°�8 − −

868 30・34・46 46 −
17.22〜 24ɼ17/2〜 4・8・
9

（398） （362） 19 4�884	 /�39°�E
縄文土器 81・82ɼ石器
2ɼアスファルト 70

−

870 31・35・46 46 96 18114・15・19・20 130 129 8 5�060	 /�39°�8 − −

871 31・35・46 46 − 19010・15ɼ2006・11 140 122 9 4�728	 /�69°�E − −

872 31・35・46 46 − 19123 （50） （40） 5 5�219	 /�85°�E −

876 31・34・46 46 − 19/21 （108） （78） 19 4�784	 /�76°�8 −

879 30・35・47 47 96 1939・10・14・15ɼ2031・6 430 （386） 10 5�123	 /�85°�8
縄文土器 72〜 74ɼ
石器 46

ʺ 1906・930

880 31・35・47 47 97 2001・2・6・7 （138） （126） 4 4�710	 /�63°�E 石器 36 −

884 31・35・46 46 97 1919・14 100 77 2 4�859	 /�41°�E − −

885 31・35・47 47 − 2013・4・8・9 272 199 8 4�704	 /�24°�E − −

889 31・35・48 48 − 20311・12・16・17 116 74 3 5�210	 /�41°�E − −

890 30・34・48 48 − 18/4 87 79 10 4�723	 /�51°�8 − −

891 30・34・48 48 − 18/4・5 118 102 10 4�755	 /�80°�E − −

893 30・34・48 48 − 18.15・20ɼ19.11・16 （110） （76） 5 4�801	 /�59°�E − −

911 31・35・48 48 97 1738・9・13・14 147 93 10 5�722	 /�38°�8 − −

914 30・34・48 48 97・98
1715・9・10・14・15ɼ
1816・11

349 308 16 5�270	 /�17°�8
縄文土器 83・84ɼ
石器 59・63

−

918 31・35・48 48 97 2106 83 29 4 4�749	 /�51°�8 − −

934 30・34・48 48 − 17116 98 90 6 5�490	 /�60°�E − −

下層　焼土・炭化物の集積（SC）　観察表
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遺構番号
ਤ版番号

位置
໛ن ఈ面ඪ高

（m）
෴土ଯ積形状 出土遺物 重ෳ関係

平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ ௕ܘ（Dm） ୹ܘ（Dm） ਂ౓（Dm）

848 30・34・54 54 101 18/15 74 66 40 4�573	 − −

851 31・35・54 54 − 1849 （24） （19） 37 5�330	 石器 13 −

854 30・34・40 40 − 18/20ɼ19/16 36 25 20 4�741	 − −

855 30・34・54 54 101 19/16 62 50 25 4�701	 −

877 30・34 − − 18/15ɼ19/11 （55） （37） 32 4�318	 アスファルト 71 −

878 30・34・54 54 101 19/11 （46） （45） 40 4�480	 − −

892 31・35・39 39 − 18220 （30） （25） 18 5�099	 − ʺ 4$804

906 31・35・47 47 − 19310 22 20 36 4�770	 − ʺ 4$879

915 30・34・45 45 − 18.12 38 30 26 4�263	 − ʺ 4$861

916 30・34・45 45 − 17.10・15ɼ18.6・11 36 34 33 4�374	 − ʺ 4$861

925 31・35・54 54 − 17314 26 22 32 5�428	 石器 39 −

927 31・35・39 39 − 1931 56 50 11 5�206	 − −

930 31・35・47 47 − 19310・15 30 22 36 4�780	 − ʺ 4$879

遺構番号
ਤ版番号

位置 器種 埋設ଶ位 ܽଛ状ଶ 付ਵ物 ୯・ෳ・近 出土遺物
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ

埋設 1 30・34・49 49 78 1611 ᆵ （A） 1 a ᾜ 縄文土器 85

埋設 824 30・34・49 49 78・98 17.9 ਂു・ᙈ A 1 d ᾝ 縄文土器 86〜 89ɼ石器 38・40〜 42

埋設 828 30・34・49 49 98 17L25 ਂു・ᙈ − − D ᾞ 縄文土器 90

埋設 830 30・34・50 50 98 17.3・8 ઙു・ਂു・ᙈ A 1 D ᾞ 縄文土器 91〜 93

埋設 834 30・34・49 49 99 17L22 ਂു・ᙈ − − a ᾜ 縄文土器 94

埋設 837 29・33・51 51 99 15.12 ᙈ − − a ᾞ 縄文土器 95

埋設 839 30・34・50 50 99 17.7 ਂു・ᙈ （A） 1 D ᾞ 縄文土器 98・99

埋設 840 30・34・50 50 99 16.10 ઙു・ᙈ （A） 1 a ᾞ 縄文土器 100・101

埋設 883 29・33・51 51 77・99 13.19 ਂു・ᙈ （A） 1 a ᾝ 縄文土器 96〜 97

埋設 887 31・35・51 51 99 21016・17・21・22 ઙു A 4 a ᾜ 縄文土器 102

埋設 894 31・35・49 49 100 20/16 ਂു・ᙈ A 1 a ᾜ 縄文土器 103

埋設 898 30・34・51 51 − 18023 ਂു・ᙈ − − a ᾜ 縄文土器 104

埋設 903 30・34・51 51 100 17.10 ു A 1 a ᾞ 縄文土器 105

埋設 908 30・34・51 51 100 17.2・3 ਂു・ᙈ # 1 a ᾜ 縄文土器 106

埋設 924 29・33・51 51 − 15.17 ઙു A 1 a ᾞ 縄文土器 107

埋設 928 31・35・51 51 100 17314 ਂു・ᙈ A・# 1 a ᾝ 縄文土器 108・109

埋設 933 30・34・53 53 100 16119 ᙈ $ 1 a ᾜ 縄文土器 110・111

遺構番号
ਤ版番号

位置 出土遺物 උ考
平面ਤ அ面ਤ ࣸਅ

土器集中 1 31・35・52 52 100 19322ɼ1942・3 縄文土器 112〜 115ɼ石器 53 −

土器集中 2 31・35・52 52 100 19319 縄文土器 116 −

土器集中 3 31・35・52 52 − 19321・22ɼ1942 縄文土器 117〜 119 −

土器集中 820 29・33・53 53 101 13L1 縄文土器 120 −

土器集中 822 29・33・53 53 − 15L13・18 縄文土器 121 −

土器集中 831 30・34・50 50 − 17.2・7 − −

土器集中 832 30・34・50 − − 17.2 − −

土器集中 833 30・34・50 50 − 17.2 − −

土器集中 835 30・34・50 50 101 16.5ɼ17.1 縄文土器 123〜 125 −

土器集中 836 30・34・50 50 − 17.6 縄文土器 122 −

土器集中 838 29・33・53 − − 14.14 縄文土器 126 −

土器集中 852 31・35・53 53 − 18311・16 縄文土器 127・128 −

土器集中 864 30・34・53 53 − 19/10 縄文土器 129 −

土器集中 865 30・34・54 54 101 1802・3 縄文土器 130・131 −

土器集中 881 31・35・53 53 − 18115 縄文土器 132〜 135 −

土器集中 886 31・35・53 53 101 19112 縄文土器 136 −

土器集中 888 31・35・54 54 − 18025ɼ19021 縄文土器 137 −

土器集中 932 30・34・54 54 101 1716 縄文土器 138 −

 下層　埋設土器　観察表

下層　土器集中観察表　

下層　ピット（P）　観察表
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報告
番号

分類 グリッド 遺構
層位

法ྔ（Dm） ৭調
上ஈɿ֎面
下ஈɿ内面

଻土 成形・調੔ 付ண物 උ考
種類 器種 大 小 種別 番号 口ܘ 器高 ఈܘ

1 土師質土器 小ࡼ 194 − 4E 349 ෴土 6�4 1�5 4�2
փ白
ઙԫᒵ

࠭
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

2 珠洲焼 ย口ു 194 − 4E 349 ෴土 − − −
փ
փ

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（10目）

− −

3 珠洲焼 ᙈ 194 − 4E 349 4 − − −
҉փ
҉փ

௕ ֎ɿ平行λλキ スス −

4 瓷器系陶器 ᙈ 194 − 4E 349 4 − − −
׊
׊

௕・᛽ φσ スス −

5 土師質土器 ࡼ 287 − 4E 386 1 − − −
ઙԫᒵ
փ白

࠭ ϩクϩ成形 − −

6 土師質土器 ࡼ 287 − 4E 386 1 − − 8�2
փ白
փ白

࠭
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

7 土師質土器 ࡼ 287 − 4E 386 1 − − 8�0
փ白
ઙԫᒵ

石・௕ ϩクϩ成形 − −

8 珠洲焼 ย口ു 287 − 4E 386 7 − − −
փ白
փ白

᛽ ϩクϩ成形 − 珠洲ᶚ期

9 珠洲焼 ย口ു 27・286ɼ7 − 4E 479 ෴土 − − −
փ白
փ白

௕・海ࠎ
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（9目）

スス 珠洲ᶚ期

10 珠洲焼 ย口ു 27・286ɼ7 − 4E 479 ෴土 − − −
փ
փ

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（4目）

− 珠洲ᶚ期

11 珠洲焼 ᙈ 27・286ɼ7 − 4E 479 ෴土 − − −
փ
փ

௕・海ࠎ ֎ɿ平行λλキ − 珠洲ᶚ期

12 珠洲焼 ᆵ 27・286ɼ7 − 4E 479 ෴土 − − −
փ
փ

௕
口内ɿ۳目೾状文
֎ɿ平行λλキ

− 珠洲ᶚ期

13 瓷器系陶器 ᙈ 27・286ɼ7 − 4E 479 ෴土 − − −
փ白
փ׊

᛽ φσ − 体部にԡ印。

14 土師質土器 ࡼ 204 − 4, 343 1 12�0 3�0	 8�0
փ白
փ白

࠭ ϩクϩ成形 − −

15 土師質土器 ࡼ 173 2 4, 362 2 13�0 − −
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

࠭ ϩクϩ成形 λール ౮明ࡼとして࢖用か。

16 珠洲焼 ย口ു 27T − 4, 397 ෴土 − − −
にͿいԫᒵ
にͿいԫᒵ

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（7目）

スス −

17 珠洲焼 ย口ു 26X − 4, 445 1 − − −
փ
փ

௕・海ࠎ
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（11目）

− 珠洲ᶚ期

18 珠洲焼 ย口ു 26X − 1 450 1 − − 12�5
փ৭〜փ白
փ白

௕ ϩクϩ成形 スス −

19 珠洲焼 ย口ു 173 1 4% 300 1 − − −
փ
փ

௕・海ࠎ
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（9目以上）

− 珠洲ᶚ期

20 珠洲焼 ย口ു 173 1 4% 300 1 − − −
փ白
փ

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（4目以上）

− 珠洲ᶚ期

21 珠洲焼 ย口ു 173 1 4% 300 1 − − 11�0
փ
փ

௕ ϩクϩ成形 − −

22 土師質土器 小ࡼ 2区 − − − ᶗ 6�0 3�0 1�5
փ׊
փ׊

௕ खͮくͶ成形 − −

23 土師質土器 小ࡼ 204 − 4X 23 1 7�6 1�1 6�0
փ白
փ白

࠭ − − −

24 土師質土器 小ࡼ 203	 25 − − ᶗ 7�9 1�6 5�8
փ白
փ白

࠭ − − −

25 土師質土器 ࡼ 203 18 − − ᶗ − − 10�0
փ白
փ白

࠭ − − −

26 土師質土器 ࡼ 203 18 − − ᶗ − − 7�8
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

࠭ − − −

27 青磁 ࿶ 4区 − − − ᶗ 16�0 − −
྘փ
　྘փ

ࠞೖ物がগな
くਫ਼ྑな଻土

ϩクϩ成形 − ࿇ห文。

28 珠洲焼 ย口ു 204 − − − ᶗ − − −
փ
փ白

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（6目以上）

− 珠洲ᶚ期

29 珠洲焼 ย口ു 203ɼ4 − − − ֧ཚ − − −
փ〜փ白
փ〜փ白

௕・海ࠎ ϩクϩ成形 − 珠洲ᶚ期

30 珠洲焼 ย口ു 203 − − − ֧ཚ − − 13�0
փ
փ

௕・海ࠎ
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（13目）ఈɿ
੩ࢳࢭ੾り

− ఈ部֎面にࢦ಄ࠟ。

31 珠洲焼 ย口ു 194ɼT − − − ᶗ − − 16�8
փ白
փ

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（10目）ఈɿ
੩ࢳࢭ੾り

− ఈ部֎面にࢦ಄ࠟ。

32 珠洲焼 ย口ു − − − −
ᶗ
ද土

− − 10�6
փԫ
փԫ

௕ ϩクϩ成形 スス −

33 珠洲焼 ย口ു 2区 − − − ᶗ − − 13�0
փ৭〜փ白
փ

௕
ϩクϩ成形
内ɿԷし目（9目以上）ఈɿ
੩ࢳࢭ੾り

− −

34 珠洲焼 ᆵ
203
203ɼ4

23 − −
ᶗ
֧ཚ

− − −
փ
փ白

௕ ϩクϩ成形 − −

35 珠洲焼 ᙈ 4区 − − − ᶗ − − −
փ
փ

௕・海ࠎ ֎ɿ平行λλキ スス −

36 珠洲焼 ᆵ 203ɼ4 − − − ᶗ − − 9�0
փ
փ

௕
ϩクϩ成形
ఈɿ੩ࢳࢭ੾り

− −

37 珠洲焼 ᙈ 4区 − − − ᶗ − − −
փ
փ

௕・海ࠎ ֎ɿ平行λλキ − −

38 瓷器系陶器 ᙈ 4区 − − − ᶗ − − −
փԫ׊
փ׊

᛽ φσ − 体部にԡ印。

ຌྫɿ部位は以下のΑ͏にද記する。

　　　　口 �口ԑ部、ఈ �ఈ部、内 �内面、֎ �֎面。

　　　　଻土ɿ石 �石ӳ、௕ �௕石、Ӣ �Ӣ฼、ࠎ �海໖ࠎ਑、᛽ �࠭᛽、࠭ �ཻ࠭

 中世　土器・陶磁器観察表
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報告番号 遺構名 グリッド 層位 器種 遺ଘ状ଶ ௕さ（Dm） 幅（Dm） ްさ（Dm） 重さ（̶） උ考

39 4E349 194 ෴土 土器転用研磨具 ܽଛ （5�8） （2�0） （1�3） 48 −

40 4E349 194 4 土器転用研磨具 ܽଛ （5�0） （3�5） （1�7） 22 −

41
4%300

−
1731
20318

1
1

土器転用研磨具 ܽଛ （10�0） （4�6） （1�4） 40 −

42 − 2038 I 土器転用研磨具 ܽଛ （5�9） （6�3） （1�2） 49 −

43 − 20T・6 ᶗ 土器転用研磨具 ܽଛ （10�1） （5�2） （1�2） 54 −

報告
番号

遺構名 グリッド 層位 器種
遺ଘ
状ଶ

௕さ
（Dm）

幅
（Dm）

ްさ
（Dm）

重さ
（̶）

石ࡐ

44 4E349 194 5 〜 6 ౐石 ܽଛ （7�3） （5�0） （1�5） 83 ؠփڽ

45 4%300 1731 1 ౐石 ܽଛ （5�3） （5�0） （1�0） 19 ؠփڽ

46 4%48 2037 1 ౐石 ܽଛ （3�6） （2�5） （0�3） 3�0	 ؠփڽ

47 − 20318 ᶗ ౐石 ܽଛ （4�6） （1�9） （1�3） 42�0	 ؠփڽ

48 − 194 − ౐石 ܽଛ （6�1） （2�7） （2�1） 33�0	 ؠփڽ

報告
番号

遺構名 グリッド 層位 器種
遺ଘ
状ଶ

௕さ
（Dm）

幅
（Dm）

ްさ
（Dm）

重さ
（̶）

උ考

49 4E349 194 4 ౛ࢠ ܽଛ （21�5） （2�0） （0�4） （74�0） −

50 4E386 287 1 ౛ࢠ ܽଛ （27�6） （2�4） （1�2）（123�0） −

51 4,488 277・8 ෴土 ౛ࢠ ܽଛ （27�7） （2�5） （0�4）（164�0） −

52 4%11 194 2 ౛ࢠ ܽଛ （6�1） （1�3） （0�4） （18�0） −

報告/o� 遺構名 グリッド 種別 器種 分名ࡉ 木औり 樹種 高さ（Dm） ௚ܘ（Dm） ްさ（Dm） උ考

68 4E386 287 ൘ࡐ 物ۂ ਫཷ ൘目 スΪ 54�0	 58�0	 0�5 〜 0�8 上下ٯに設置　内֎面ケϏキ　木クΪࠟ 36か所　

69 4E479 286 ࡐ֯ 井戸ଆ 木ࢅ ຝ目 スΪ （86�6） （5�4） （5�6） 東ଆ࠷下ஈ　ತՃ޻શ体に෗食著しい

70 4E479 286 ࡐ֯ 井戸ଆ 木ࢅ ຝ目 スΪ （89�5） （5�9） （6�9） 北ଆ࠷下ஈ　ԜՃ޻શ体に෗食著しい

71 4E479 286 ࡐ֯ 井戸ଆ 木ࢅ ຝ目 スΪ （88�7） （5�1） （6�3） 南ଆ࠷下ஈ　ԜՃ޻શ体に෗食著しい

72 4E479 286 ൘ࡐ 井戸ଆ ॎ൘ ൘目 スΪ 25�3	 （14�8） 0�9	 શ体に෗食著しい

73 4E479 286 ൘ࡐ 物ۂ ਫཷ ൘目 スΪ 24�7	 50�6	 0�4 〜 0�6 下ஈ　上下ٯに設置　内面ケϏキ　木クΪࠟ 6か所

74 4E479 286 ൘ࡐ 物ۂ ਫཷ ൘目 スΪ （53�6） 79�0	 0�6 〜 0�8 上ஈ　上部෗食のためܽଛ　内面ケϏキ

75 4E520 15L ࡐ֯ Ⴁ物 ࿶ ԣ木औり − （7�5） （11�6） 0�8	
内֎面੺漆ృ　高୆内面ࠇ漆ృ　高୆֎ܘ 6�0	
内ܘ 4�2　高さ 1�9　൘ް 1�7　

土器転用研磨具観察表

石製品観察表 金属製品観察表

木製品観察表

報告
/o�

遺構・層位・
グリッド

器種 分類
ුઢ
文

器高 口ܘ ఈܘ 残ଘ཰ ଻土 ֎面調੔・ࢪ文 内面調੔・ࢪ文 ֎面৭調 内面৭調
֎面
炭化物

内面
炭化物

උ考

1
4I860・
4$861・7・1・
18.

ു F − − 11�0	 − 0�347	 ௕
口ɿࣃڒ状集߹௜ઢ
文・ࢗಥ文ॆర、体ɿ
ٖ縄文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体

− −

2
4I860・7・
18.

ᆵ − − − 17�2	 − 0�230	 ௕・金 口ɿಥى・ුઢ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− 体 −

3
4I860・7・
18.

ᙈ・ਂു − − − − 12�0	 − ௕・金 体〜ఈɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փ白৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

4
4I860�1873・
18.

ᙈ・ਂു − − − − 10�5	 − ௕
体〜ఈɿ条ࠟ文、面ɿ
ササࠟ

φσ
10:3
փԫ׊৭

2�5:
ԫփ৭

−
体下
〜ఈ

ׂれ口のஅ面に
スス

5
4I860・෴土・
18.

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕
ෳ߹口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文 r

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

଻土のུশ　金Ӣ฼ɿ金、ࠇӢ฼ɿࠇ、石ӳɿӳ、௕石ɿ௕、֯ર石ɿ֯、海面ࠎ਑ɿ海ࠎ
部位のུশ　口ԑ端部ɿ端、口ԑ部ɿ口、ᰍ部ɿᰍ、ݞ部ɿݞ、体部ɿ体、体部上位ɿ体上、体部下位ɿ体下、ఈ部ɿఈ、୆部ɿ୆、ఈ面ɿఈ
ಥىのུশ　山形ಥى 1ɿ山形 1、山形ಥى 2ɿ山形 2

縄文時代　土器観察表（1）

報告番号
分類 グリッド 遺構

層位
法ྔ（mm） ৭調

上ஈɿ֎面
下ஈɿ内面

଻土 成形・調੔ 付ண物 උ考
種類 器種 大 小 種別 番号 口ܘ 器高 ఈܘ

53 須恵器 ແ୆ᆀ 20T 5 − − ᶗ 12�4 2�9 7�8
փ白
փ白

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

54 須恵器 ແ୆ᆀ 20T 14・18 − − ᶗ 11�8 3�3 8�6
փ
փ

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

55 須恵器 ແ୆ᆀ
193
203 1

4E 38
1
ᶚ

12�0 3�2 7�6
փ
փ

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

56 須恵器 ແ୆ᆀ 193 20 4X 44 1 12�5 3�4 7�9
փ
փ

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

57 須恵器 ແ୆ᆀ − − − − ᶗ 12�6 2�7 8�0
փ
փ

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

58 須恵器 ແ୆ᆀ 2区 − − − ᶙ 13�0 3�4 7�6
փ
փ

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

59 須恵器 ແ୆ᆀ − − 4% 11
෴土
下層

12�2 8�4 3�4
փ白
փ白

଻土#܈
ϩクϩ成形
ఈɿճ転ϔラ੾り

− −

60 須恵器 ແ୆ᆀ 201 2 − − ᶙ 12�2 2�7 8�3
փ白
փ白

଻土#܈ ϩクϩ成形 − −

61 須恵器 ഋ
202
203

21
1

4%
−

43
−

෴土
ᶚ

12�3 − −
փ
փ

଻土#܈ ϩクϩ成形 − −

62 須恵器 ഋ 193 25 4% 43 1 13�0 − −
青փ
青փ

଻土#܈ ϩクϩ成形 − −

63 須恵器 ແ୆ᆀ
203
−

6
−

4%
4%

48
43

1
1

− − 7�6
փ
҉փ

଻土#܈ ϩクϩ成形 − −

64 須恵器 ແ୆ᆀ 21T 6 4% 11 1 − − 8�0
փ
փ

଻土#܈ ϩクϩ成形 − −

65 須恵器 ແ୆ᆀ 193 25 4% 43 1 − − 7�8
փ
փ

଻土#܈ ϩクϩ成形 − −

66 土師器 ࿶ 2区 − − − ᶙ − − 6�0
明੺׊
ᒵ

石・௕ ϩクϩ成形 − −

67 須恵器 ᙈ
194
194

−
4%
−

11
−

෴土
ᶙ・ᶚ

22�0 − −
փ
փ

石・௕
֎ɿ平行λλキ
内ɿಉ৺ԁ状౰て具

− −

 古代　土器観察表
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縄文時代　土器観察表（2）

報告
/o�

遺構・層位・
グリッド

器種 分類
ුઢ
文

器高 口ܘ ఈܘ 残ଘ཰ ଻土 ֎面調੔・ࢪ文 内面調੔・ࢪ文 ֎面৭調 内面৭調
֎面
炭化物

内面
炭化物

උ考

6
4I860・෴土・
18.

ᆵ − C − − − −
௕・金・
ӳ

口ɿුઢ文、ᰍɿφ
σ

φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− −
֎面口ԑ・ᰍ部
੺࠼

7
4I860�1873・
1・2・18.

ᆵ − a − − 3�6	 − ௕
ɿුઢ文、体ɿφݞ
σ

φσ
10:3
փ白৭

2�5:
ԫփ৭

− −
体部֎面ࠇ漆付
ண

8
4I860・7・
18.

ᆵ − − − − 5�4	 − ௕ 体下ɿφσ φσ
10:3
փ৭׊

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

9
4I860・6・
18.

ᆵ − − − − 5�3	 − ௕ 体下ɿφσ φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

10
4I860・෴土・
18.

ᆵ − − − − 3�6	 − ௕ 体下ɿφσ ミΨキ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փ৭׊

− − −

11
4I860・7・
17/

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕ − − − − − −
器面アスファル
ト付ண

12
4$800・1・
16・172

ᆵ A − − − − − ௕・金
山形 1、ᰍɿོ ଳ、ݞɿ
字文・ོଳ޻

口ɿོଳ、φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

13
4$801・1・
172

ਂു #1 e2 − − − − ௕・金
口 � ුઢ文、体ɿ縄
文 L3

φσ
10:3
փ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

14
4$801・1・
172

ᙈ #1a e2 − 21�4	 − 0�472	 ௕・金
口ɿࢗಥ文・平行௜
ઢ文、ᰍɿු ઢ文、ݞɿ
ಥى・平行௜ઢ文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

ᰍ − −

15

4$801・෴土
・171・2・
4$825・2・
17/・4$842
・1・2・16・
17.

ਂു A6 − − 34�0	 − 0�583	 ௕
口ɿ平行௜ઢ文・ࢗ
ಥ文

φσ
7�5:3
ઙᒵ৭

7�5:3
ઙᒵ৭

− − −

16
4$801・3・
172

ᙈ・ਂു − − − − 6�2	 − ௕ 体 � 条ࠟ文・ཕ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

17
4$801・2・
172

ᆵ − − − − − − ௕・金
山形 1・2、口ɿࢗ
ಥ文・平行௜ઢ文

口ɿ௜ઢ、φσ
2�5:
փ白৭

2�5:
փ白৭

− −
17・18ಉ一ݸ
体

18
4$801・2・
172

ᆵ − − − − − − ௕・金
ಥ文・平行௜ࢗɿݞ
ઢ文・ಥى

φσ
2�5:
փ白৭

2�5:
փ白৭

− −
17・18ಉ一ݸ
体

19
4$801・1・
172

ᆵ − − − 16�8	 − 0�694	 ௕
ංް口ԑ、口ɿ縄文
L3、ݞɿ平行௜ઢ
文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

20
4$803・1・
182

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金
ංް口ԑ、口ɿ平行
௜ઢ文・໢目状೨ࢳ
文 r、ᰍɿҁਿ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

21
4$804・7・
182

ઙു A2 − − − − − ௕
山形 1、端ɿ௜ઢ、
口ɿ޻字文、体ɿ縄
文 L3

口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

22
4$804・7・
182

ᙈ #1C − − 31�6	 − 0�611	 ௕
口ɿ平行௜ઢ文、ᰍɿ
ҁਿ文、ݞɿڸ؟状
文

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− − −

23
4$804・8・
182

ᙈ #1a C − − − − ௕・金
口ɿුઢ文、ݞɿ平
行௜ઢ文・ಥى

口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
にͿいԫ׊৭

− − −

24
4$804・7・
182

ᙈ #1C − − − − − ௕・金
ෳ߹口ԑ、口ɿࢗಥ
文、ᰍɿ平行௜ઢ文・
ҁਿ文、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
ᰍ

口 −

25
4$804・7・
182

ᆵ − − − 26�0	 − 0�333	 ௕・金 口ɿ平行௜ઢ文 口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− − −

26 4$804・182 ᙈ − − − − − − ௕・金 状文ڸ؟ɿݞ φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
にͿいԫ׊৭

体 − −

27
4$804・7・
182

ᙈ・ਂു − − − − 10�1	 − ௕・金 体〜ఈɿ条ࠟ文 φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
փ৭׊

− − −

28
4$804・5・6・
7・182

ᙈ・ਂു − − − − 9�9	 − ௕
体ɿ条ࠟ文、体下〜
ఈɿφσ

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ৭׊

−
体下
〜ఈ

−

29
4$806・1・
182

ઙു − − − − − − ௕・金
端ɿ௜ઢ文、口ɿු
ઢ文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − ֎面口ԑ੺࠼

30
4$811・2・
212

ᆵ − − − − − − ௕
口ɿ縄文 L3・平行
௜ઢ文

丁ೡなφσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− −
内֎器面ണ落、
30〜 32ಉ一
体ݸ

31
4$811・2・
212

ᆵ − − − − − − ௕ ಥ文ࢗ・ɿුઢ文ݞ − − − − −
内֎器面ണ落、
30〜 32ಉ一
体ݸ

32
4$811・2・
212

ᆵ − − − − − − ௕ ಥ文ࢗ・ɿුઢ文ݞ −
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− −
内֎器面ണ落、
30〜 32ಉ一
体ݸ

33
4$808・2・3・
ᶜ・202

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− 体 −

34
4$808・෴土・
ᶜ・2022

ᙈ・ਂു − − − − 9�8	 − ௕・金 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

35
4$815・1・3・
151

ᙈ #3d − − 22�6	 − 0�527	 ௕・金
口ɿ平行௜ઢ文、ᰍɿ
φσ、体ɿ条ࠟ文・
ཕ文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

体上 −
ׂれ口のஅ面に
スス

36
4$815・3・
151

ઙു #1 a1 − 18�8	 − 0�194	 ௕・金
山形 1、口ɿڸ؟状
文・ුઢ文、体ɿ縄
文 L3

口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

37
4$816・1・2・
140

ു A − − 22�2	 − 0�333	 ௕
口ɿࢗಥ文・ුઢ文、
ىɿಥݞ

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− − 内֎面器面ണ落

38
4$816・2・
140

ਂു #7D − − − − − ௕・ࠇ
ෳ߹口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文3、体ɿ໢
目状೨ࢳ文3

φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

39
4$816・1・
140

ᆵ − − − − − − ௕・金 口ɿ௜ઢ文（連ހ状） φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
ᰍ

口〜
ᰍ

−

40
4$817・෴土・
170

ਂു #7d − − − − − ௕・金
ෳ߹口ԑ、口ɿ条ࠟ
文、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

41
4$825・2・
17/

ઙു $1 − − − − − ௕ 口ɿුઢ文 φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

42
4$825・4・
17/

ઙു $1 C2 − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

43
4$825・2・
17/

ઙു #1	 C2 − − − − ௕ 口ɿුઢ文 φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − ֎面口ԑ੺࠼

44
4$825・2・
10・ᶜ・17/

ઙു #1	 e3	 − − − −
௕・金・
海ࠎ

山形 2、口ɿුઢ文 φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
৭׊ࠇ

− − ֎面口ԑ੺࠼
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縄文時代　土器観察表（3）

報告
/o�

遺構・層位・
グリッド

器種 分類
ුઢ
文

器高 口ܘ ఈܘ 残ଘ཰ ଻土 ֎面調੔・ࢪ文 内面調੔・ࢪ文 ֎面৭調 内面৭調
֎面
炭化物

内面
炭化物

උ考

45
4$825・2・
17/

ઙു A2a − − − − ࠇ 口ɿ޻字文 口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

46
4$825・2・6・
17/

ਂു #6d − − − − − ௕・金
口ɿ平行௜ઢ文、体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
փ৭׊

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

47
4$825・8・
17/

ਂു − − − − − − ௕
口ɿ݁અ縄文・ࢗಥ
文

φσ
7�5:3
փ׊৭

5:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

48
4$825・2・
17/

ਂു #6d − − − − − ௕・金
口ɿ平行௜ઢ文、体ɿ
条ࠟ文

丁ೡなφσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

−
ׂれ口のஅ面に
スス

49
4$825・4・
17/

ਂു #6d − − − − − ௕
口ɿ平行௜ઢ文、体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

体 −

50
4$825・4・
17/

ઙു − − − − − − ௕
山形 2、端ɿ௜ઢ文、
口ɿුઢ文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
ઙԫᒵ৭

− − ֎面口ԑ੺࠼

51
4$825・2・
17/

ਂു #7d − − − − − ௕ 口〜体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փ৭׊

10:3
փ৭׊

口〜
体

体 −

52
4$825・5・
17/

ᆵ − − − 4�6	 − 0�444	 海ࠎ
口ɿ平行௜ઢ文、ݞɿ
平行௜ઢ文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

53
4$825・2・
17/

ᆵ − − − − − − ௕ 字文޻ɿݞ φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

54
4$842・3・
16.

ઙു #1 e3 − − − − ௕
端ɿ௜ઢ文、口ɿಥ
キβミ、ුઢ文・ى

φσ
10:3
明ԫ׊৭

10:3
明ԫ׊৭

− − −

55
4$842・3・
16.

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕
ෳ߹口ԑ、口ɿ条ࠟ
文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
৭׊ࠇ

− − −

56
4$842・5・6・
16.

ᙈ − − − − − − ௕
口ɿ݁અ縄文、ᰍɿ
平行௜ઢ文・ҁਿ文

φσ
7�5:3
ᒵ৭

7�5:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

57
4$842・6・
16.

ᙈ #2a − − − − − ௕・金

口ɿ໢目状೨ࢳ文3・
・ಥ文、ᰍɿҁਿ文ࢗ
平行௜ઢ文、ݞɿࢗ
ಥ文

φσ・ミΨキ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

58
4$850・1・
19/

ઙു − − − − − − 金 ಥى、口ɿුઢ文 丁ೡなφσ
10:3
ԫᒵ৭

10:3
ԫᒵ৭

− − −

59
4$850・1・
19/

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金 口ɿҁਿ文 φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

60
4$859・3・
190

ઙു − − − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 ミΨキ
10:3
փԫ׊৭

10:3
৭׊ࠇ

− − ֎面口ԑ੺࠼

61 4$859・190 ઙു #1 − − − − − ௕
口ɿුઢ文、体ɿミ
Ψキ

ミΨキ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

− − ֎面口ԑ੺࠼

62
4$859・1・3・
190

ઙു #1 e3 − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 ミΨキ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
փ白৭

口 口
֎面口ԑ੺࠼、
ׂれ口のஅ面に
スス

63
4$859・3・
190

ઙു #1 − − 18�6	 − 0�111	 ௕・金 口ɿුઢ文 ミΨキ
10:3
փ白৭

10:3
৭׊

− − ֎面口ԑ੺࠼

64
4$859・3・
190

ᙈ・ਂു − a − − − − ௕・金
口ɿුઢ文、ݞɿಥ
ઢ文ු・ى

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

65
4$859・2・
190

ു $ C2 − − − − ௕・金
口ɿුઢ文、ݞɿු
ઢ文、体ɿφσ・ミ
Ψキ

φσ・ミΨキ
10:3
փԫ׊৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

66
4$859・1〜
3・190

ᙈ E3a e1 − 23�0	 − 0�388	 ௕
口ɿ平行௜ઢ文、ᰍɿ
φσ、ݞɿಥى・ු
ઢ文、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փԫ׊৭

口〜
体

− ᰍ部ิम޸

67
4$859・3・
190

ᙈ − e2 − − − − ௕・金
ପԁ状ಥى、口ɿಥ
ઢ文、ᰍɿුු・ى
ઢ文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փԫ׊৭

− − −

68
4$859・2・
190

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金

口ɿࣃڒ状集߹௜ઢ
文・ಥى、ᰍɿ平行
௜ઢ文・ҁਿ文、ݞɿ
平行௜ઢ文・ಥى

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

69
4$859・土器
集中 888・3・
ᶜ・190

ਂു #7d − − 34�0	 − 0�166	 ௕
ෳ߹口ԑ、口〜体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

口〜
体上

− ֎面器面Ṟ落

70
4$859・1・c ・
18・190

ᙈ A2a
a2・
d1

50�8 32�0	 12�0	 0�500	
௕・金・
海ࠎ

ପԁ状ಥى、口ɿු
ઢ文・平行௜ઢ文・
ຢ状文、ᰍɿුઢࡾ
文・ࡾຢ状文、ݞɿ
平行௜ઢ文・ಥى、
体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

体〜
ఈ

֎面੺࠼

71
4$859・3・c ・
18・190

ਂു #7C − − 38�5	 − 0�833	 ௕
ංް口ԑ、口ɿࢗಥ
文、体上ɿ݁ અ縄文、
体下ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
体上

− −

72
4$879・1・
193

ઙു #1 e3 − − − −
௕・海
ࠎ

口ɿුઢ文 φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

73
4$879・1・
193

ਂു #6C − − 27�4	 − 0�758	 ௕・金
口ɿ平行௜ઢ文・݁
અ縄文、体ɿ݁અ縄
文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

− −

74
4$879・1〜
3・193

ᙈ #2a − 54�7 41�0	 11�7	 0�736	 ௕・金

ෳ߹口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文3・ಥى、
ᰍɿҁਿ文、ݞɿ؟
、状ོଳ・ුઢ文ڸ
体ɿ໢目状೨ࢳ文3、
ఈɿφσ

φσ・ミΨキ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

−
体下
〜ఈ

−

75
4$861・1・
18.

ઙു $1 − − − − − ௕ 口ɿුઢ文 φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

76
4$861・෴土・
18.

ઙു #1 a2 − − − − ௕・ࠇ 口ɿුઢ文 φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

− − ֎面口ԑ੺࠼

77
4$861・1・
18.

ઙു #1 a2 − − − − ௕ 口ɿಥى・ුઢ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫ׊৭

口 − −

78
4$861・෴土・
18.

ᆵ − − − − − − ௕・ࠇ 口ɿφσ、ᰍɿφσ φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փ৭׊

− − −

79
4$861・1・
18.

ᆵ A − − − − − ௕・金 ɿුઢ文ݞ φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − ֎面ݞ部੺࠼

80
4$866・2・
181

ਂു #7d − − − − − ௕
ෳ߹口ԑ、体ɿ条ࠟ
文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − ิम޸

81
4$868・2・
170

ਂു #6d − − − − − ௕
口ɿ平行௜ઢ文、体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փ白৭

口〜
体上

− −

82
4$868・2・
170

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕
口ɿ条ࠟ文、ᰍɿҁ
ਿ文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փ白৭

口〜
ᰍ

− −
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縄文時代　土器観察表（4）

報告
/o�

遺構・層位・
グリッド

器種 分類
ුઢ
文

器高 口ܘ ఈܘ 残ଘ཰ ଻土 ֎面調੔・ࢪ文 内面調੔・ࢪ文 ֎面৭調 内面৭調
֎面
炭化物

内面
炭化物

උ考

83
4$914・1・c ・
17・181

ਂു #7D − − − − − ௕
ෳ߹口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文3、体ɿ条
ࠟ文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փԫ׊৭

− − −

84
4$914・1・5・
171

ᙈ・ਂു − − − − 10�1	 − ௕ 体ɿ条ࠟ文 φσ
2�5:
փ白৭

2�5:
৭ࠇ

ఈ〜
面

体下
〜ఈ

−

85
埋設土器 1・
ᶜ・160

ᆵ $ − − − 12�0	 − ௕
字文、体ɿφ޻ɿݞ
σ

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− − ੺࠼

86
埋設土器 824
・1・17.

ઙു F1 a2	 − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

87
埋設土器 824
・1・17.

ᙈ #2a a1 21�6 17�3	 9�9	 0�436	 ௕・金

山形 1・2、端ɿڒ
状集߹௜ઢ文、口ɿ
ුઢ文、ᰍɿަޓҁ
ਿ文、ݞɿҁਿ文、
状文、体ɿ条ࠟڸ؟
文、体下ɿφσ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

体〜
ఈ

−

88
埋設土器 824
・1〜 2・
17.

ਂു #7D − − 41�2	 − 0�500	 ௕・金
ංް口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文3・φσ、
体ɿ໢目状೨ࢳ文3

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

体 − −

89
埋設土器
824・1・
17.

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

体上 体下 −

90
埋設土器 828
・17L・ᶜ

ᙈ・ਂു − − − − 9�2	 ௕
体ɿ条ࠟ文、ఈɿφ
σ

φσ 2�5: փ白৭
10:3
փԫ׊৭

−
体下
〜ఈ

−

91
埋設土器 830
・ᶜ・17.	

ઙു $2 − 11�7 25�0	 7�7	 0�166	 ӳ・֯
口ɿ޻字文、体ɿミ
Ψキ、面ɿ໢代ࠟ

口ɿංް・௜ઢ、
ミΨキ

10:3
փԫ׊৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

92
埋設土器 830
・ᶜ・17.	

ਂു #6e − − 15�0	 − 0�138	 ௕・金

端ɿキβミ、ෳ߹口
ԑ、口ɿ平行௜ઢ文
3条、体ɿ体上ɿφ
σϤコ、体上〜下ɿ
φσλς

φσλς
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − 内֎໖口ԑ੺࠼

93
埋設土器 830
・土器集中831
・ᶜ・17.

ᙈ・ਂു − − − − 7�9	 − ௕・金
体ɿ条ࠟ文、ఈɿφ
σ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− 体下 −

94
埋設土器 834
・ᶜ・17L

ᙈ・ਂു − − − − 12�8	 − ௕
体ɿ条ࠟ文、面ɿサ
サʁѹࠟ

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
にͿいԫ׊৭

体 体 −

95
埋設土器 837
・ᶜ・15.

ᙈ (1C − 17�5 18�0	 10�0	 0�333	 ௕

ෳ߹口ԑ、山形 1、
ᰍɿ平行௜ઢ文・ҁ
ਿ文・ަ ࢗ）ҁਿ文ޓ
ಥ文ॆర）、ݞɿ平
行௜ઢ文・ಥى、体ɿ
φσ

φσ
2�5:
փԫ৭

10:3
փ白৭

口〜
体上

〜ݞ
ఈ

−

96
埋設土器 883
・13.・ᶜ

ᙈ・ਂു − − − − 6�8	 − ௕ 体下ɿφσ φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫ׊৭

−
体下
〜面

−

97
埋設土器 883
・13.・ᶜ

ᙈ・ਂു − − − − 8�3	 − ௕ 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

ఈ〜
面

− −

98

土器集中 831
〜 833・埋設
土器 839・c ・
17.

ᙈ #2a e2 − 24�2	 − 0�805	 ௕
山形 1、口ɿු ઢ文、
ᰍɿཕ文、ݞɿුઢ
文・ಥى、体ɿཕ文

φσ
7�5:3
にͿいᒵ৭

7�5:3
৭׊ࠇ

口〜
ᰍ

体〜
ఈ

口ԑɿิम޸

99
埋設土器 839
・ᶜ・17.7

ᙈ・ਂു − − − − 10�0	 − ௕・金 体ɿ೨ࢳ文3 φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

100
埋設土器 840
・ᶜ・16.

ઙു $1 G1 19�4 29�5	 9�5	 0�694	 ௕・金
口ɿුઢ文、体ɿケ
ズリ・φσ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
ఈ

体〜
ఈ

−

101
埋設土器 840
・ᶜ・16.

ᙈ − − − − 6�0	 ௕
ɿ平行௜ઢ文ݞ or
ුઢ文、体ɿφσ

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փ白৭

体 − −

102
埋設土器 887
・1・2・210

୆付ઙു E1 C2 − 29�0	 16�3	 0�694	 ௕
山形 2、口ɿු ઢ文・
ボλϯ状ಥى

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

103
埋設土器 894
・1・20/

ᙈ・ਂു − − − − 8�8	 − ௕・金
体ɿ条ࠟ文、ఈɿφ
σ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− 体下 −

104
埋設土器 898
・ᶜ・180

ᙈ・ਂു − − − − 6�8	 − ௕ 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

体 − −

105
埋設土器 903
・ᶜ・17.

ു F − 9�1 13�9	 5�4	 0�138	 ௕
口〜ఈɿφσ・ミΨ
キ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
体上

体 −

106
埋設土器 908
・2・171

ᙈ・ਂു − − − − 9�2	 − ௕ 体〜ఈɿ条ࠟ文 φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
ઙԫᒵ৭

体下
体下
〜ఈ

ׂれ口のஅ面に
スス

107
埋設土器 924
・15.・ᶜ

ઙു #1 a2 17�5	 29�2	 10�0	 0�316	
௕・金・
海ࠎ

口ɿුઢ文、体ɿφ
σ

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

108
埋設土器 928
・ᶜ・173

ਂു #1 C3 14�7 14�8	 6�8	 0�444	 ௕・金
口ɿුઢ文、体ɿφ
σ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փ白৭

− − −

109
埋設土器 928
・ᶜ・173

ᙈ・ਂു − − − − 10�0	 − ௕・金 体ɿ໢目状೨ࢳ文3 φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

110
埋設土器 933
・1・161

ᙈ・ਂു − C2 − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 φσ 2�5: փ白৭
10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

111
埋設土器 933
・1・161

ᙈ #2a D1 15�7 19�0	 5�9	 0�777	 ௕・金

山形 1、端ɿ௜ઢ、口ɿ
௜ઢ文、ᰍɿҁਿ文、
ɿුઢ文、体ɿ条ݞ
ࠟ文

口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
体上

口〜
ఈ

−

112
土器集中 1�3
・ᶜ・194

ઙു − − − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փ白৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

113
土器集中 1・
ᶜ・194

ਂു A8 − 28�0 17�0	 19�3	 0�166	 ௕・金 口〜ఈɿφσ φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
փ白৭

口〜
体上

体上
〜ఈ

−

114
土器集中 1・
ᶜ・193

ਂു #1 a1 − 30�4	 − 0�216	 ௕・金
口ɿ໢目状೨ࢳ文3・
ුઢ文、体ɿ໢目状
೨ࢳ文3

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
体

口〜
体

−

115
土器集中1・2・
ᶜ・193・4

ਂു #7C − − 31�4	 11�6	 0�269	 ௕
口〜ఈɿ݁અ縄文・
೨ࢳ文 r

φσ
7�5:3
明׊৭

7�5:3
にͿい׊৭

口〜
体上

ఈ −

116
土器集中 2・
4$879・ᶜ・
193

ਂു #7D − − 33�6	 − 0�555	 ௕・金
ංް口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文3・φσ、
体ɿ໢目状೨ࢳ文3

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

口〜
体上

体下 −

117
土器集中 3・
ᶜ・193・4

ઙു #1 e3 12�6 22�0	 9�3	 0�761	 ௕
山形 1・2、口ɿු
ઢ文

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

口〜
面

面 ֎面口ԑ੺࠼

118
土器集中 3・
ᶜ・193・4

ਂു #7D − − − − − ௕・金
ෳ߹口ԑ、口ɿ೨ࢳ
文3、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
৭׊҉

10:3
փԫ׊৭

− − −

119
土器集中 3・
ᶜ・193

ᙈ・ਂു − − − − 8�0	 − ௕・ࠇ
体ɿ໢目状೨ࢳ文 r、
面ɿササѹࠟ

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
փ白৭

− 体 −
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縄文時代　土器観察表（5）

報告
/o�

遺構・層位・
グリッド

器種 分類
ුઢ
文

器高 口ܘ ఈܘ 残ଘ཰ ଻土 ֎面調੔・ࢪ文 内面調੔・ࢪ文 ֎面৭調 内面৭調
֎面
炭化物

内面
炭化物

උ考

120
土器集中 820
・ᶜ・13L

ਂു #7D − 46�0 36�9	 11�0	 0�833	 ௕・金
口〜ఈɿ໢目状೨ࢳ
文3

φσ・ミΨキ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փ白৭

口〜
体上

体下
〜ఈ

−

121
土器集中 822
・ᶜ・15L

ᆵ − − − − 11�8	 − ௕・金 ఈɿφσ φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

122
土器集中 836
・ᶜ・17.

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փ白৭

10:3
にͿいԫ׊৭

体 体 −

123
土器集中 835
・ᶜ・17.

ઙു − C − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 口ɿ௜ઢ、φσ
2�5:3
ᒵ৭

10:3
ԫᒵ৭

− − −

124
土器集中 835
・ᶜ・17.

ਂു A6C − − 33�8	 − 0�208	 ௕
ංް口ԑ、口ɿ平行
௜ઢ文・݁અ縄文、
体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

口〜
体上

体下 −

125
土器集中 835
・ᶜ・17.

ᙈ・ਂു − − − − 11�0	 − ௕・金
体ɿ条ࠟ文、ఈɿφ
σ

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

−
体下
〜ఈ

−

126
土器集中 838
・ᶜ・14.

ᙈ・ਂു − − − − 9�1	 − ௕ 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

ఈ
体下
〜ఈ

−

127
土器集中 852
・ᶜ・17・
183

ᙈ・ਂു − − − − 11�8	 −
௕・金・
海ࠎ

体ɿ縄文3L、ఈɿ
ケズリ

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

体下 −

128
土器集中 852
・ᶜ・183

ᙈ・ਂു − − − − − − ௕・金
ංް口ԑ、口ɿ平行
௜ઢ文 3条・ҁਿ
文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

129
土器集中 864
・ᶜ・20/

ᆵ − − − − 8�4	 − ௕
体下ɿミΨキ、ఈɿ
φσ

ミΨキ
7�5:3
明׊৭

7�5:3
明׊৭

− − −

130
土器集中 865
・ᶜ・180

ᙈ・ਂു − − − − 10�3	 − ௕
体ɿ条ࠟ文、面ɿ木
葉ࠟ

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ԫᒵ৭

体 体 −

131
土器集中 865
・ᶜ・180・
/

ઙു #1 e3 − 43�8	 − 0�138	
௕・海
ࠎ

山形 2、口ɿු ઢ文、
体ɿφσ・ミΨキ

φσ・ミΨキ
10:3
৭׊҉

10:3
৭׊ࠇ

口〜
体

− ֎面口ԑ੺࠼

132
土器集中 881
・ᶜ・181

ᙈ #2a − − 15�0	 − 0�361	 ௕・金

೾状口ԑ、口ɿ縄文
L3、ᰍɿ平行௜ઢ
文・ࣃڒ状集߹௜ઢ
文、ුઢ文、ݞɿಥ
体ɿ条ࠟ文、ى

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
৭׊҉

口〜
ݞ

体上 −

133
土器集中 881
・ᶜ・181

ਂു #7C − − 30�0	 − 0�250	 ௕・金
ෳ߹口ԑ、口ɿ݁અ
縄文3、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

134
土器集中 881
・ᶜ・181

ᙈ・ਂു − − − − 8�0	 − ௕・金 体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փ白৭

− − −

135
土器集中 881
・ᶜ・181

ᆵ ) − − − 4�3	 − ௕・金 φσ φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

7�5:3
ᒵ৭

− − −

136
土器集中 886
・ᶜ・191

ᙈ A1C − − 29�6	 − 0�438	
௕・ࠇ・
海ࠎ

ංް口ԑ、口ɿ໢目
状೨ࢳ文3、ᰍɿҁ
ਿ文、ݞɿ໢目状೨
・文3、体ɿφσࢳ
条ࠟ文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

137
土器集中 888
・ᶜ・190

ᙈ #3a − 32�5 26�5	 10�0	 0�472	 ௕・金

ංް口ԑ、口ɿٖ縄
文、ᰍɿφσ、ݞɿ
、状文・ඖ字文ڸ؟
体ɿ条ࠟ文、ఈɿφ
σ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

体下 −

138
土器集中 932
・ᶜ・171

ᙈ − d2 − − 10�0	 − ௕
状ڸ؟・ɿුઢ文ݞ
文、体ɿ条ࠟ文

φσ・ミΨキ
10:3
փ白৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

〜ݞ
ఈ

体 −

139 16/18・ᶜ ઙു #1 e3 − − − − ࠇ 口ɿුઢ文、φσ ミΨキ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

140 2003・ᶜ ઙു (1 a4 − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

141 19215・ᶜ ઙു %1 a2 − − − − ௕・金
山形 2、端ɿ௜ઢ、口ɿ
ුઢ文

φσ
7�5:3
明׊৭

7�5:3
փ白৭

− − −

142 19・201・ᶜ ઙു #1 e3 − − − − ௕・金
口ɿුઢ文、体ɿミ
Ψキ・φσ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − ֎面口ԑ੺࠼

143 17012・ᶜ ઙു #1 d1 − − − − ௕・金
山形 2、口ɿු ઢ文、
体ɿφσ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− −
֎ɿ੺漆、内ɿ
漆

144 16.18・ᶜ ઙു #1 e3 5�7 13�0	 4�4	 0�138	 ௕・金
口ɿුઢ文、体ɿφ
σ、面ɿ໢代ࠟ

口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փ白৭

口〜
体

体 ֎面口ԑ੺࠼

145 17.・ᶜ ઙു #1 e3 − 14�0	 − 0�166	 ௕・金
口ɿුઢ文、体ɿφ
σ

口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
体

体 −

146 181・ᶜ ઙു #1 e3 − 23�0	 − 0�138	 ௕
山形 2、口ɿු ઢ文、
体ɿφσ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փ白৭

端〜
体上

体上 −

147 202・ᶜ ઙു ( − − − − − ௕・金
口ɿڸ؟状文、体ɿ
φσ

φσ
10:3
明ԫ׊৭

7�5:3
փ白৭

− − −

148 20021・ᶜ ઙു #1 e3 − − − − ௕・金 山形 2、口ɿුઢ文 φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փ白৭

− − 内֎面口ԑ੺࠼

149 16.14・ᶜ ു F − − − − − ௕・金
口ɿ平行௜ઢ文、体ɿ
φσ

ミΨキ
10:3
փ白৭

10:3
փԫ׊৭

− 口
֎面口ԑ੺࠼、
ׂれ口のஅ面に
スス

150 1803・ᶜ ઙു %2 − − 33�8	 − 0�139	 ௕
口ɿࣃڒ状集߹௜ઢ
文・ಥ޻、ى字文、体ɿ
φσ

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

体 体 内֎面口ԑ੺࠼

151 18212・ᶜ ᙈ − a − − − − ௕・金
口ɿ平行௜ઢ文・ු
ઢ文

φσ
10:3
փ白৭

10:3
にͿいԫ׊৭

− − −

152 18316・ᶜ ୆付ઙു − − − − 6�4	 − ௕
୆ɿ平行௜ઢ文 12
条・ಁかし޸

φσ
7�5:3
ઙԫᒵ৭

7�5:3
ઙԫᒵ৭

− − −

153 18・191・ᶜ ୆付ઙു − − − − 8�2	 − ௕・金 ୆ɿ平行௜ઢ文 φσ
10:3
փ৭׊

10:3
փ৭׊

− − ୆部֎面੺࠼

154 16.14・ᶜ ു A − 4�7 7�4	 5�9	 0�583	 ௕・金 口〜ఈɿφσ φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− −
内面ɿࠇ漆  付
ண

155 19121・ᶜ ୆付ઙു − − − − − − ௕ φσ φσ
10:3
ԫᒵ৭

2�5:
փ白৭

− − −

156 20212・ᶜ ୆付ઙു − − − − 6�8	 − ௕
୆ɿ平行௜ઢ文・ަ
ඖ字文ޓ

φσ・ԁ文
10:3
৭׊ࠇ

10:3
৭׊ࠇ

୆ − −

157 2 区・ᶜ層 ୆付ઙു − − − − 5�9	 − ௕・ӳ

口ɿ޻字文  、体ɿ
ミΨキ、୆ɿ平行௜
ઢ文・ަޓඖ字文、
ಁかし޸

ミΨキ・ԁ文
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փ白৭

体 体 −

158 19025・ᶜ ു $ − − 10�0	 − 0�111	 ௕・金
口ɿ௜ઢ文、体ɿφ
σ

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փ白৭

− − −
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132

縄文時代　土器観察表（6）

報告
/o�

遺構・層位・
グリッド

器種 分類
ුઢ
文

器高 口ܘ ఈܘ 残ଘ཰ ଻土 ֎面調੔・ࢪ文 内面調੔・ࢪ文 ֎面৭調 内面৭調
֎面
炭化物

内面
炭化物

උ考

159 1911・ᶜ ു − − − − 4�0	 ௕ 体〜ఈɿφσ φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փ白৭

− − −

160 16.18・ᶜ ു F − − 14�2	 − 0�250	 ௕・金
口ɿミΨキ、体ɿφ
σ

丁ೡなφσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

161 14/7・ᶜ ു F − 7�1 11�0	 5�2	 0�722	 ௕ 口〜ఈɿφσ φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

− − −

162 1934・ᶜ ᙈ − − − − − − ௕
ෳ߹口ԑ、口ɿࢗಥ
文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փ৭׊

口 − −

163 16.10・ᶜ ᙈ − − − − − − ௕
ᰍɿࢗಥ文、平行௜
ઢ文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

164 16.14・ᶜ ᙈ A3d − − − − − ௕
山形 1・口ɿ平行௜
ઢ文、ᰍɿφσ、ݞɿ
平行௜ઢ文

φσ
7�5:3
にͿいԫᒵ৭

7�5:3
փ白৭

− − −

165
1822・5・6・
22・ᶜ	

ᙈ A1a
G1・
e3

− − − − ௕・金
ංް口ԑ、口ɿಥى、
平行௜ઢ文、ᰍɿු
ઢ文、ݞɿಥى

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

166 18/17・ᶜ ᙈ #1a a − − − − ௕・金 口ɿුઢ文 口ɿ௜ઢ、φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
ᰍ

− −

167 19324・ᶜ ᙈ #2a − − 18�0	 − 0�166	 ௕・金
口ɿුઢ文、ᰍɿҁ
ਿ文、ݞɿ平行௜ઢ
文 or ුઢ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փ৭׊

− 口 −

168 20012・ᶜ ᙈ − − − − − − ௕
山形 1、口ɿަޓҁ
ਿ文 or ඛ形集߹௜
ઢ文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
ઙԫᒵ৭

− − −

169 15/・ᶜ ᙈ #2e − − 29�2	 − 0�306	 ௕・金・ 口〜体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
ઙԫ৭

10:3
փ白৭

口〜
体

体 −

170
1925・10・
2021・6

ᙈ #3a e2 18�9 19�8	 8�3	 0�694	 ௕・金

口ɿ平行௜ઢ文、ᰍɿ
φσ、ݞɿුઢ文・
状文、体ɿ条ࠟڸ؟
文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− 体 −

171 180・෾࠭口 ᙈ A2a
d1・
d2

− − − − ௕・金

山形 2、ෳ߹口ԑ、
口ɿුઢ文、ᰍɿҁ
ਿ文・ුઢ文、ݞɿ
状文、平行௜ઢڸ؟
文 or ුઢ文、体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
փ৭׊

10:3
փԫ׊৭

− − −

172 14/22・ᶜ ᙈ A2e − − − − − ௕・ࠇ
ෳ߹口ԑ、口〜体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
৭׊

10:3
փ白৭

− − −

173 1831・ᶜ ᙈ A2e − − − − − ௕・金
ංް口ԑ、口〜体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

174 2 区҉ڎ ਂു #3 − − − − − 金
口ɿ平行௜ઢ文・ҁ
ਿ文、体ɿ条ࠟ文

丁ೡなφσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
৭׊҉

− 口 −

175 16.15・ᶜ ਂു #1 a − − − − 金
口ɿු ઢ文・ಥى、体ɿ
縄文 L3

φσ
10:3
にͿいԫ׊৭

10:3
փ白৭

− − −

176 1713・ᶜ ਂു #6d − − 15�0	 5�4	 0�250	 ௕
山形 2、口ɿ平行௜
ઢ文、体ɿ条ࠟ文、ఈɿ
φσ

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
৭׊ࠇ

−
口〜
体上

−

177 170・ᶜ ਂു #6d − − − − − 金
端ɿキβミ、口ɿ平
行௜ઢ文、体ɿ条ࠟ
文

φσ
10:3
փ৭׊

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

− −

178 18222・ᶜ	 ਂു #4 − − − − − ௕・金
口ɿҁਿ文・ුઢ文、
体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

179 16	.15・ᶜ ਂു A7D − − 32�0	 − 0�166	 ௕・金
口ɿࢗಥ文、体ɿ໢
目状೨ࢳ文3

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
փԫ׊৭

口〜
体

− −

180
17319・25・
ᶜ

ਂു #6D − − − − − ௕・金
口ɿ໢目状೨ࢳ文3・
平行௜ઢ文、体ɿ条
ࠟ文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

口 − −

181 16214・ᶜ ਂു #6d − − 19�1	 − 0�222	 ௕・金
口ɿࢗಥ文・平行௜
ઢ文、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

182 17L24・ᶜ ਂു #6d − − − − − ௕
口ɿࢗಥ文・平行௜
ઢ文、体ɿ条ࠟ文

φσ
10:3
৭׊ࠇ

10:3
にͿいԫᒵ৭

口〜
体上

体上
ׂれ口のஅ面に
スス

183 1818・ᶜ ਂു #7d − − − − − ௕ 口〜体ɿ条ࠟ文 φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
৭׊ࠇ

端 −
ׂれ口のஅ面に
スス

184 17122・ᶜ ਂു A7d − − 25�6	 − 0�194	 ௕
ංް口ԑ、口〜体ɿ
条ࠟ文

φσ
2�5:
ԫփ৭

2�5:
৭׊ࠇ

− − −

185 18・191・ᶜ ਂു #7C − − − − − ௕・金 口ɿ݁અ縄文 φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

186 18/22・ᶜ ਂു #8 − − − − − ௕・金 φσ φσ
10:3
փ৭׊

10:3
փԫ׊৭

体 − −

187 17115・ᶜ ਂു #7d − − 28�0	 − 0�250	 ௕・金
ංް口ԑ、口〜体ɿ
条ࠟ文

φσ
10:3
にͿいԫᒵ৭

10:3
փԫ׊৭

− − −

188 17L22・ᶜ ਂു #7a − − − − − ௕・金
ෳ߹口ԑ、口〜体ɿ
縄文 L3

φσ
10:3
փԫ׊৭

10:3
փԫ׊৭

口〜
体上

− −

189
18・191・
200・ᶜ

ᆵ − − − 5�6	 − 0�500	 ௕・金
口ɿಥى・平行௜ઢ
文

φσ
10:3
ઙԫᒵ৭

10:3
にͿいԫᒵ৭

− − −

190 20/16・ᶜ ᆵ − − − − − − ௕ ɿ平行௜ઢ文ݞ φσ
10:3
փ৭׊

10:3
փ৭׊

− − −

191 1836・ᶜ ᆵ − − − − − − ௕・金 ɿོଳ・ුઢ文ݞ φσ
2�5:
փ白৭

2�5:
փԫ৭

− − −

192
19025・
20012・16・
21

ᆵ − − − − 9�6	 − ௕・金
体ɿφσ、面ɿ木葉
ࠟ

φσ
10:3
փ白৭

10:3
փ白৭

体下
体下
〜ఈ

−

193 20021・ᶜ
ミニチϡ
ア土器

− − 4�4 4�4	 2�1	 0�444	 ௕・金
खͮくͶ成形、体ɿ
アϯΪϯ状ѹࠟ

−
10:3
փ白৭

10:3
փ৭׊

− − −

焼成粘土塊

報告
番号

遺構名 グリッド 層位
௕さ

（Dm）
幅

（Dm）
ްさ

（Dm）
重さ
（̶）

උ考

194 − #トレϯチ ᶜ 4�1	 4�4	 2�9	 46�0	 −

195 − 19311 ᶜ 5�7	 5�0	 3�0	 60�0	 −

196 − 19315	 ᶜ 9�8	 7�2	 5�7	 261�0	 −
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報告番号 遺構名 グリッド 層位 器種 分類 ௕さ（Dm） 幅（Dm） ްさ（Dm） 重さ（̶） 石ࡐ උ考

1 − 21021 ᶜ 石᭲ AⅡ a 3�9	 1�0	 0�7	 2�0	 ྲྀ໲ؠ アスファルト付ண

2 4$868 17/ 2 石᭲ $ 4�1	 0�9	 0�6	 1�8	 ϝノ΢ −

3 − 18410 ᶜ 石᭲ Aᶗ D 2�3	 1�6	 0�5	 1�3	 ϝノ΢ −

4 4$804 182 ෴土 石᭲ Aᶗ D 2�3	 （2�6） 0�5	 1�2	 ؠ質ทܔ ଆԑܽଛࠨ

5 4$801 171 2 石᭲ Aᶗ C 3�5	 1�4	 0�6	 2�1	 ؠ質ทܔ −

6 4$825 17/ 2 石᭲ Aᶗ C 4�1	 1�6	 0�6	 2�4	 ϝノ΢ −

7 4$815 151 2 石᭲ AⅡ a 2�3	 0�5	 0�5	 0�9	 ྲྀ໲ؠ −

8 4$825 17/ ෴土 石᭲ Aᶗ C 2�8	 1�3	 0�5	 1�2	 ؠ質ทܔ アスファルト付ண

9 4$850 19/ 1 石᭲ Aᶗ C 4�2	 1�8	 0�6	 2�9	 ϝノ΢ アスファルト付ண

10 4$842 17. 6 石᭲ Aᶗ a （4�2） 1�2	 0�5	 1�8	 ྲྀ໲ؠ 基部ܽଛ

11 1851 184 1 石᭲ − （3�1） 1�2	 0�6	 1�7	 ปۄ ઌ端部ܽଛ

12 4$825 17/ 4 石᭲ Aᶗ a 5�4	 1�7	 0�6	 3�4	 ϝノ΢ アスファルト付ண

13 4$816 140 1 石᭲ − （2�4） 1�3	 0�5	 1�1	 ྲྀ໲ؠ ઌ端部ܽଛ

14 4I860 17. 7 石᭲ Aᶗ C （2�5） 1�3	 0�6	 1�1	 ปۄ 基部ܽଛ

15 4$817 170 2 石᭲ະ成品 − 2�3	 1�3	 0�8	 2�3	 ปۄ −

16 4$815 151 2 石᭲ະ成品 − 3�1	 1�2	 0�6	 2�0	 ྲྀ໲ؠ −

17 − 2036 ᶜ 石᭲ະ成品 − 3�0	 1�0	 0�7	 1�9	 ϝノ΢ −

18 4$863 184 1 石᭲ະ成品 − 4�1	 2�3	 1�1	 6�5	 ؠփڽ −

19 4$815 151 2 石ਲ਼ #Ⅱ 3�8	 1�0	 0�7	 1�5	 ྲྀ໲ؠ −

20 4$859 190 1 石ਲ਼ #Ⅱ 3�6	 0�9	 0�7	 2�1	 ϝノ΢ −

21 4$866 180 3 石ਲ਼ A 4�1	 2�0	 0�9	 3�6	 ؠփڽ −

22 − 20022 ᶜ 石ਲ਼ A 3�6	 1�5	 1�7	 7�4	 ϝノ΢ −

23 4$825 17/ 2 石ਲ਼ #ᶗ 4�5	 1�7	 0�9	 4�2	 ؠ質ทܔ −

24 4$842 17. 6 不定形石器 $ 2�8	 1�8	 0�7	 2�4	 టؠ −

25 4$825 17/ 4 不定形石器 $ 2�5	 2�8	 1�0	 7�5	 ྲྀ໲ؠ −

26 4$859 190 1 不定形石器 A 4�9	 3�3	 1�3	 18�9	 ؠփڽ −

27 4$815 151 2 不定形石器 A 5�1	 3�4	 1�2	 21�0	 ؠ࠭ −

28 4$817 170 2 不定形石器 A 3�7	 2�6	 0�9	 7�2	 ؠփڽ −

29 4$816 140 1 磨製石ි − （1�9） （2�7） （0�5） 2�6	 ؠփڽ 上・下半部ܽଛ

30 − 17024 ᶜ 磨製石ි − 5�7	 3�3	 1�3	 34�9	 ً྘ؠ −

31 4$842 17. 3 磨製石ි − 7�2	 3�6	 1�4	 51�1	 ً྘ؠ −

32 4$861 18. 1 磨製石ි − （7�9） （4�4） 2�4	 114�0	 ؠփڽ ਕ部ܽଛ

33 − 17012 ᶜ 磨製石ි − （9�1） （6�5） （3�6） 328�5	 ؠ࠭ 基部ܽଛ

34 4$815 151 2 石ිະ成品 − （4�1） （4�8） （1�4） 49�4	 ؠ࠭ −

35 4I860 18. 13 石ිະ成品 − （6�1） （6�1） （2�9） 159�0	 ൗレイؠ −

36 4$880 200 1 石ිະ成品 − （8�4） （7�0） （3�5） 247�0	 ً྘ؠ −

37 4$804 182 7 石ිະ成品 − （10�9） （8�0） （3�1） 425�0	 ൗレイؠ −

38 埋設土器 824 17. 2 石ිະ成品 − 16�1	 9�0	 3�5	 603�0	 ً྘ؠ −

39 1925 173 1 石ිະ成品 − 15�5	 7�9	 4�8	 947�0	 ً྘ؠ −

40 埋設土器 824 17. 2 ࣗવ᛽ − 15�4	 8�2	 2�4	 453�0	 ً྘ؠ −

41 埋設土器 824 17. 2 石ිະ成品 − 18�6	 11�8	 3�9	 1103�0	 ً྘ؠ −

42 埋設土器 824 17. 2 石ිະ成品 − 21�3	 11�5	 7�4	 2238�0	 ً྘ؠ −

43 − 18/5 ᶜ 磨石類 A 9�5	 7�1	 3�8	 390�0	 ؠփڽ ੺৭إྉ付ண

44 − 18/15 ᶜ 磨石類 ( 9�7	 6�7	 3�9	 293�0	 ર྘ؠ −

45 4$859 190 1 磨石類 # 8�1	 7�0	 4�5	 354�0	 ؠփڽ ඃ೤、੺৭إྉ付ண

46 4$879 203 3 磨石類 ( 8�7	 6�7	 3�2	 306�0	 ؠփڽ −

47 − 19315 ᶜ 磨石類 E 7�0	 7�9	 6�0	 399�0	 ؠփڽ −

48 4I860 18/ 7 磨石類 E 6�3	 5�6	 4�2	 200�0	 安山ؠ −

49 − 19317 ᶜ 磨石類 ( 12�5	 5�8	 4�2	 286�0	 ؠփڽ −

50 4$842 16. 10 磨石類 A 6�1	 5�9	 3�9	 196�0	 ؠփڽ ੺৭إྉ付ண

51 4$859 190 3 磨石類 A 6�2	 5�6	 4�9	 248�0	 ર྘ؠ ੺৭إྉ付ண

52 − 19318 ᶜ ࣗવ᛽ − 9�3	 6�8	 4�7	 324�0	 ؠփڽ ੺৭إྉ付ண

53 土器集中 1 193・4 ᶜ 石֩ − 12�8	 15�3	 10�2	 2284�0	 ؠփڽ −

54 4$815 151 2 石֩ − 5�9	 6�9	 5�4	 207�0	 ྲྀ໲ؠ −

55 − 19/3 ᶜ 石֩ − 10�6	 10�1	 9�1	 788�0	 ؠփڽ −

56 4$825 17/ 4 石֩ − 7�9	 12�0	 6�4	 688�0	 ؠփڽ −

57 4I860�1917	 18. 1 類ۄ − （2�0） （1�7） （0�5） 1�8	 ؠփڽ −

58 4$825 17/ 15 ਨ০品 − 1�9	 3�3	 0�9	 5�6	 టؠ −

59 4$914 171 3 石冠 − 7�9	 13�3	 4�6	 463�0	 ً྘ؠ −

60 − ڎ҉ − 石冠 − 5�4	 8�0	 4�2	 308�0	 રѥԖ߭ −

61 4$859 190 1 石冠 − 5�8	 19�7	 4�6	 450�0	 ؠփڽ −

62 − 17.11 ᶜ 石製༰器 − 7�7	 9�5	 （7�4） 405�0	 σイサイト −

63 4$914 171 ᶜ 独鈷状石製品 − （9�9） （8�8） （6�3） 848�0	 σイサイト −

縄文時代　石器観察表

アスファルト

報告番号 遺構名 グリッド 層位 ௕さ（Dm） 幅（Dm） ްさ（Dm） 重さ（̶） උ考

70 4$868 17.・/ ෴土 4�0	 5�5	 3�5	 38�0	 −

71 1877 18. ෴土 4�3	 7�6	 3�5	 15�0	 −
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1413
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	మ分をؚΉ。

1414
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	మ分をؚΉ。

1381
	 1	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�4）
	 3	 ৭シルト（10:33�2）׊ࠇ
	 4	 ҉փԫ৭シルト（2�5:4�2）	࠭ ཻをؚΉ。
	 5	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�4）	 ཻ࠭をؚΉ。
	 6	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ ཻ࠭をؚΉ。

1458
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）炭化物、
	 	 炭化ཻࢠをؚΉ。
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0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）
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4E349
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	మ分をଟྔؚΉ。
	 2	 。炭化物をଟྔؚΉ	৭シルト（10:33�3）׊҉
	 3	 。炭化物をؚΉ	৭シルト（10:33�4）׊҉
	 4	 ৭シルトをϒ׊。炭化物層	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ

ϩック状にؚΉ。
	 5	 	৭シルト（10:34�4）׊ 炭化物・మ分をؚΉ。
	 6	 ৭シル׊փ৭シルト・明ԫ	৭シルト（10:33�3）׊҉

トをؚΉ。炭化物をؚΉ。
	 7	 ҉オリーϒփ৭シルト（2�5(:4�1）	փ白৭シルトをগ

ྔؚΉ。炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 8	 ҉փ৭シルト（/3�）	 փ白৭シルトをগྔؚΉ。

炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 9	 ҉փ৭シルト（/3�）	 青փ৭シルトϒϩックをଟ

ྔؚΉ。炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	10	 青փ৭シルト（10#(6�1）	҉փ৭シルトを微ྔؚΉ。
	11	 ҉փ৭シルト（/3�）	 青փ৭シルトϒϩックをগ

ྔؚΉ。

4E308
	 1	 փ׊৭࠭質シルト（7�5:35�2）	 炭化物をؚΉ。
	 2	 	৭࠭質シルト（10:32�2）׊ࠇ 炭化物層。
	 3	 փԫ׊৭࠭質シルト（10:35�2）	
	 4	 	৭粘質シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物をଟྔؚΉ。
	 5	 փ׊৭粘質シルト（7�5:35�2）	
	 6	 ৭࠭質シルト（10:34�6）׊

4E386
	 1	 。炭化物、炭化物ཻをؚΉ	৭シルト（10:33�2）׊ࠇ
	 2	 。炭化物ཻを主体とする	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ
	 3	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�3）	׊৭シルトをϒϩック状にଟྔؚΉ。
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（2�5:6�4）	ԫ׊৭シルト・׊৭シルトをؚ

Ή。ཻ࠭をؚΉ。
	 5	 青փ৭シルト（10#(6�1）
	 6	 青փ৭シルト（10#(6�1）
	 7	 。炭化物層。木ยをؚΉ	৭シルト（2�5:2�1）׊ࠇ
	 8	 青փ৭シルト（10#(6�1）
	 9	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�4）	׊৭シルトをϒϩック状にؚΉ。
	10	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�4）	׊৭シルトをؚΉ。
	11	 ԫ׊৭࠭質シルト（2�5:5�6）	׊৭シルトをϒϩック状にؚΉ。
	12	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�3）	ཻ࠭をগྔؚΉ。
	13	 ԫ׊৭࠭質シルト（2�5:5�6）	׊৭シルトをগྔؚΉ。
	14	 ҉青փ৭シルト（10#(4�1）	׊ࠇ৭シルトをগྔؚΉ。
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0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）
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4E396
	 1	 	৭シルト（10:34�4）׊ ԫ׊৭シルトをؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物層。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	ԫ׊৭シルトをϒϩック状に

ؚΉ。炭化物ཻをؚΉ。
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	ԫ׊৭シルトをϒϩック状に

ؚΉ。
	 5	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�4）	 ཻ࠭をؚΉ。
	 6	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�4）	 փ白৭シルトをগྔؚΉ。

4E398
	 1	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。మ分をؚΉ。
	 2	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 炭化物、炭化物ཻをؚΉ。మ分をؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 మ分をؚΉ。
	 4	 	৭シルト（10:34�1）׊ 。৭シルトをؚΉ。炭化物ཻをؚΉ׊
	 5	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物、炭化物ཻをଟྔؚΉ。మ分をؚΉ。
	 6	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	׊৭シルトをؚΉ。
	 7	 	৭シルト（10:34�5）׊ మ分をؚΉ。
	 8	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:35�4）
	 9	 にͿいԫ׊৭シルト（10:36�6）	ཻ࠭をগྔؚΉ。
	10	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	ཻ࠭をগྔؚΉ。
	11	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:35�3）
	12	 にͿいԫᒵ৭࠭質シルト（10:36�4）
	13	 ԫ׊৭シルト（10:37�6）

4,412
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 మ分をؚΉ。

1411
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をؚΉ。

4E478
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	オリーϒ׊৭シルトをϒ

ϩック状にؚΉ。炭化物をؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:33�3）׊҉ にͿいԫ׊৭シルトをϒ

ϩック状にؚΉ。炭化物をগྔؚΉ。
	 3	 	৭シルト（10:33�3）׊҉ 炭化物をؚΉ。
	 4	 փԫ׊৭シルト（10:35�2）	࠭ ཻをؚΉ。
	 5	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	にͿいԫ׊৭シルトをϒ

ϩック状にؚΉ。
	 6	 	৭シルト（10:33�3）׊҉ 炭化物をଟྔؚΉ。
	 7	 	৭シルト（10:33�2）׊҉ ԫ׊৭シルトをϒϩック

状にؚΉ。炭化物をؚΉ。
	 8	 ԫ׊৭࠭質シルト（2�5:5�4）

4E520
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	మ分をؚΉ。
	 2	 	փ৭シルト（10:34�1）׊ փオリーϒ࠭質シル

トをϒϩック状にؚΉ。మ分をগྔؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	మ分をଟྔにؚΉ。
	 4	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ փオリーϒ࠭質シル

トをϒϩック状にଟྔؚΉ。
	 5	 にͿいԫᒵ৭（10:36�4）とオリーϒփ৭࠭質シ

ルト（2�5(:5�1）のࠞ߹土。	
	 6	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物層。
	 7	 にͿいԫᒵ৭シルト（10:36�4）	オリーϒփ৭࠭

質シルトをଟྔؚΉ。

SE396

SE398

SE398・SK412・P411

SK412

P411

SE478

SE478

SE479

開渠

開渠

SE520

図 版 17上層遺構ݸ別ਤ（3）　4E396・398・478・520・4,412・1411



0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）
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4E479
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物をগྔؚΉ。మ分を

ଟྔؚΉ。
	 2	 ԫ׊৭シルト（10:35�6）	మ分をؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:35�4）	మ分をؚΉ。
	 4	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:35�3）	փԫ׊৭࠭質シルトを

ؚΉ。
	 5	 	৭シルト（2�5:3�1）׊ࠇ ԫ׊৭シルトをଟྔؚΉ。
	 6	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�6）	 青փ৭シルトをଟྔؚΉ。
	 7	 青փ৭࠭（10#(6�1）	 青փ৭シルトをଟྔؚΉ。
	 8	 ҉青փ৭シルト（10#(4�1）
	 9	 	৭シルト（2�5:3�1）׊ࠇ 炭化物層。
	10	 青փ৭࠭（10#(6�1）
	11	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�6）	 。৭シルトを微ྔؚΉ׊ࠇ
	12	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�6）

4,312
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	炭化物

ཻをଟྔ、ࠎยをগྔؚΉ。
	 2	 ҉੺׊৭シルト（5:33�2）	焼土ཻをଟ

ྔؚΉ。
	 3	 炭化物ཻをϒϩ	৭シルト（10:34�4）׊

ック状にଟྔؚΉ。ࠎยをগྔؚΉ。

4,317
	 1	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�3）	炭化物ཻをগྔؚΉ。

మ分をଟྔؚΉ。

4,318
	 1	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�3）	炭化物ཻをগྔؚΉ。

మ分をଟྔにؚΉ。

4,313
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物ཻ・

。ยをଟྔؚΉࠎ
	 2	 ҉੺׊৭シルト（5:35�6）	焼土ϒϩックを

ଟྔؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	炭化物ཻ、

。ยをؚΉࠎ

4,326
	 1	 փ৭シルト（10:35�1）׊
	 2	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:36�4）
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0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）
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4,327
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	మ分

をؚΉ。
	 2	 ԫ׊৭シルト（10:35�6）

1328
	 1	 փԫ׊৭粘質シルト（1:35�2）

4,346
	 1	 にͿい׊৭シルト（7�5:35�3）	 炭化物

ཻ・焼土ཻをؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:33�3）׊҉ 炭化物

ཻを微ྔؚΉ。焼土ཻをগྔؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）炭化物

ཻを微ྔؚΉ。焼土ཻをগྔؚΉ。
	 4	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 ԫ׊৭

シルトϒϩックをଟྔؚΉ。炭化物ཻを
微ྔؚΉ。

4,362
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	炭化物

ཻをগྔؚΉ。
	 2	 明ԫ׊৭シルト（10:37�6）
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 ৭シ׊

ルトをؚΉ。
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物

ཻをؚΉ。焼土ཻをগྔؚΉ。
	 5	 にͿい׊৭シルト（7�5:36�3）	 炭化物

ཻを微ྔؚΉ。

4,350
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	炭化物をؚΉ。మ分

をଟྔؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物ཻをؚΉ。మ

分をগྔؚΉ。

4,361
	 1	 。మ分をؚΉ	৭シルト（10:34�4）׊
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物をଟྔؚΉ。

4,351
	 1	 炭化物ཻをଟྔ	৭シルト（10:33�2）׊ࠇ

ؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物ཻ

をগྔؚΉ。

4,385
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	ԫ׊৭シルト

をϒϩック状にؚΉ。

4,390
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	మ分গྔؚΉ。
	 2	 ৭シルトをϒϩック状׊ԫ	৭シルト（10:34�4）׊

にؚΉ。

4,358
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	ԫ׊৭シルトをϒ

ϩック状にؚΉ。మ分をؚΉ。

4,382
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）

4,387
	 1	 。మ分をؚΉ	৭シルト（10:34�4）׊

4,392
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	׊৭シルトをؚΉ。

మ分をؚΉ。

4,336
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	ԫ׊৭シルトϒϩッ

ク状にؚΉ。
	 2	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	炭化物、炭化物ཻを

ؚΉ。మ分をؚΉ。

4,343
	 1	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:34�3）	փԫ׊৭シ

ルト・明ԫ׊৭シルトをؚΉ。మ分をগྔؚΉ。
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0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）

4,395
	 1	 	৭シルト（10:34�4）׊ మ分をؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）మ分をؚΉ。
	 3	 にͿいԫ৭シルト（2�5:6�4）	 మ分をؚΉ。

4,397
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	炭化物をؚΉ。మ分をؚΉ。

4,403
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）
	 3	 ৭シルト（10:34�4）׊
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	

炭化物গྔؚΉ。
	 5	 にͿい׊৭シルト（10:34�3）	
	 	 ཻ࠭をଟྔにؚΉ。

4,400
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	׊৭シルト

をؚΉ。炭化物をগྔؚΉ。

4,401
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	׊৭シルト

をϒϩック状にؚΉ。炭化物をগྔؚΉ。
4,399
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:35�2）	炭化物、炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物、炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 మ分をؚΉ。
	 3	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物をଟྔؚΉ。
	 4	 ҉փԫ৭࠭質シルト（2�5:5�2）

4,407
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をؚΉ。

4,441
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をؚΉ。

4,427
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	మ分をؚΉ。

4,433
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	ԫ׊৭シルトをϒϩック

状にؚΉ。

4,426
	 1	 にͿいԫᒵ৭シルト	৭シルト（10:34�4）׊

をϒϩック状にؚΉ。
	 2	 にͿいԫᒵ৭シルト	৭シルト（10:34�4）׊

をؚΉ。
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0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）
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SK468SD28

SK481SD373

SD28SK488

SK444

SK445

4,437
	 1	 ҉փԫ৭シルト（2�5:4�2）	మ分をؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物をগྔؚΉ。

మ分をଟྔؚΉ。
	 3	 	৭シルト（10:34�4）׊ 炭化物をগྔؚΉ。
	 4	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ 炭化物、炭化物ཻをଟྔ

ؚΉ。

4,471
	 1	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�4）	炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:34�6）׊ 炭化物をؚΉ。

4,444
	 1	 。మ分をؚΉ	৭シルト（10:33�3）׊҉

4,445
	 1	 。৭シルトをؚΉ׊ԫ	৭シルト（10:33�3）׊҉

4,476
	 1	 。మ分をؚΉ	৭シルト（10:34�4）׊
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物ཻ・焼土

。ยをؚΉࠎ・ཻ
	 3	 。炭化物、炭化物ཻをؚΉ	৭シルト（10:34�4）׊
	 4	 	৭シルト（2�5:5�4）׊ 炭化物をؚΉ。
	 5	 。ยを主体とする層ࠎ
	 6	 にͿい੺׊৭焼土ϒϩック（5:34�4）	炭化物ཻ・焼

土ཻ・ࠎยをؚΉ。
	 7	 。炭化物をؚΉ	৭シルト（10:33�3）׊҉
	 8	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物ཻ・焼土

。ยをؚΉࠎ・ཻ

4,481
	 1	 ৭シルトをϒϩック状׊ԫ	৭シルト（10:34�4）׊

にؚΉ。炭化物をগྔؚΉ。

4,488
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 మ分をؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	ԫ׊৭シルトをϒϩック状にؚΉ。炭化物、炭化物ཻをؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	炭化物গྔؚΉ。మ分をؚΉ。

4,468
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	にͿいԫᒵ৭シル

トをϒϩック状にؚΉ。炭化物をؚΉ。
	 2	 にͿいԫᒵ৭シルトをϒ	৭シルト（10:33�2）׊ࠇ

ϩック状にؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�4）	にͿいԫᒵ৭シル

トをϒϩック状にؚΉ。
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SD30 SD6
SD5

SD40 SD554

SX525

SX525・SD347（17R） SD11（18S）

SD25（23W）

SD37（22P）

SD304（18S）

SD40（21Q）

SD300（17R）

SD306（18S）

SD490（25Y）

道1（SD6・SD30）（20U）

SD553（21・22Q） SD553（22P）

SD303（17R・S）

SD40・SD554（21Q）

SD347

SX525 SD347

4%11
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をଟྔؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物・మ分をؚΉ。

4%25
	 1	 。৭シルトをؚΉ׊明ԫ	৭シルト（10:34�4）׊

4%554
	 1	 փ白৭シルト（10:37�1）	 మ分を微ྔؚΉ。
	 2	 	փ৭࠭質シルト（10:35�1）׊ మ分をؚΉ。

4%304
	 1	 փԫ׊৭࠭質シルト（10:34�2）	炭化物

ཻ・మ分をؚΉ。

4%303
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	 炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 2	 。基本土層ᶙ・ᶚ層のࠞ߹土	փ৭粘質シルト（7�5:34�1）׊

4%37
	 1	 。మ分をগྔؚΉ	փ৭シルト（10:35�1）׊

4%300
	 1	 փԫ׊৭࠭質シルト（10:35�2）	炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 2	 փ׊৭シルト（7�5:36�2）

4%306
	 1	 փԫ׊৭࠭質シルト（10:35�2）

4%490
	 1	 。炭化物をগྔؚΉ	৭シルト（10:34�4）׊

4%40
	 1	 ԫ׊৭シルト（2�5:5�3）	 փ白৭シルトを
	 	 ϒϩック状にؚΉ。మ分をগྔؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	 փ白৭シルトを
	 	 ϒϩック状にؚΉ。మ分をؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（2�5:6�2）	 ཻ࠭をଟྔؚΉ。
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（2�5:6�3）	 మ分をଟྔؚΉ。

4%553
	 1	 փ白৭シルト（10:37�1）	 మ分をଟྔؚΉ。
	 2	 փ白৭࠭質シルト（10:37�1）	 మ分をগྔؚΉ。
	 3	 明׊փ৭࠭質シルト（7�5:37�1）	మ分をଟྔؚΉ。
	 4	 փ白৭࠭質土（7�5:37�1）

4%6
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:35�2）	 మ分をؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（:35�3）	 మ分をؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4%5
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をଟྔؚΉ。

4%30
	 1	 。৭シルトをϒϩック状にؚΉ。మ分をؚΉ׊にͿいԫ	৭シルト（10:33�3）׊҉
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 4	 	৭シルト（10:34�4）׊ మ分をؚΉ。

4%347
	 1	 明ԫ׊৭シルト（10:37�6）	మ分をؚΉ。
	 2	 ԫᒵ৭シルト（10:38�6）	 మ分をؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	మ分をগྔؚΉ。

4X525
	 1	 にͿいԫᒵ৭࠭質シルト（10:37�4）	炭化物

をؚΉ。మ分をଟྔؚΉ。
	 2	 にͿいԫᒵ৭࠭質シルト（10:36�3）	炭化物

をؚΉ。焼土をؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	炭化物ཻをগྔ

ؚΉ。మ分をଟྔにؚΉ。
	 4	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	మ分をؚΉ。

図 版 22 上層遺構ݸ別ਤ（8）　4%5・11・25・37・40・300・303・304・306・347・490・553・554・4X525・道1（4%6・30）
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0 2m平面ਤ・அ面ਤ（1ɿ40）

0 4m4#10　平面ਤ・Τレϕーシϣϯਤ（1ɿ80）

P
5
4
5

P
5
4
7

P547

P
5
4
6

P542

4,514
	 1	 。炭化物をগྔؚΉ。మ分をؚΉ	৭シルト（10:33�4）׊҉

4,531
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	炭化物ཻをগྔؚΉ。మ分を

ؚΉ。

4,559
	 1	 փԫ׊৭シルト（10:35�2）	炭化物ཻを

গྔؚΉ。మ分をগྔؚΉ。

4X524
	 1	 ৭シルトをϒϩック状に׊にͿいԫ	৭シルト（10:33�3）׊҉

ؚΉ。మ分をؚΉ。

4,503
	 1	 ৭シルトをϒϩック状に׊にͿいԫ	৭シルト（10:34�3）׊҉

ؚΉ。మ分をଟྔにؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	҉׊৭シルトをϒϩック状に

ଟྔؚΉ。

1557
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	炭化物ཻをগྔؚΉ。మ分をؚΉ。
	 2	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	炭化物ཻをগྔؚΉ。మ分をؚΉ。
	 3	 փ白৭粘質シルト（10:37�1）	 మ分をগྔؚΉ。

1558
	 1	 	փ৭࠭質シルト（7�5:37�1）׊ 炭化物ཻをগྔؚΉ。మ分をؚΉ。
	 2	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	మ分をؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:35�2）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。మ分をؚΉ。
	 4	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	మ分をଟྔؚΉ。

4%553
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	ԫ׊৭シルト・

փ׊৭シルトをؚΉ。మ分をؚΉ。

4%556
	 1	 փ׊৭粘質シルト（7�5:36�2）	҉׊৭シルトを

ϒϩック状にؚΉ。మ分をؚΉ。

4%46
	 1	 	৭シルト（10:33�3）׊҉ మ分をଟྔؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:33�1）׊ࠇ にͿいԫ׊৭シルトをϒϩ

ック状にؚΉ。
	 3	 փԫ׊৭シルト（10:35�2）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	ԫ׊৭シルトをؚΉ。

మ分をؚΉ。
	 5	 փԫ׊৭シルト（10:36�2）	మ分をଟྔؚΉ。

1529
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	炭化物ཻをগྔؚΉ。మ分をগྔؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	փ白৭シルトをϒϩック状にؚΉ。మ分をଟྔؚΉ。

1538
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	మ分をؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	փ白৭シルトをϒϩック状にؚΉ。మ分をগྔؚΉ。
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P899P874
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SI860

P873

P901

P895

P923

P902

P921

P922

P917

P899

P896

P919

P874

4I860
	 1	 明オリーϒփ৭࠭（5(:7�1）	
	 2	 オリーϒփ৭シルト（5(:6�1）	
	 3	 明オリーϒփ৭࠭（5(:7�1）	
	 4	 オリーϒփ৭࠭（5(:6�1）	
	 5	 青փ৭シルト（10#(6�1）	
	 6	 ҉փ৭࠭（/3�）	炭化物ཻ・オリーϒփ৭࠭をগྔؚΉ。
	 7	 	৭࠭（/2�）ࠇ 炭化物層。オリーϒփ৭࠭をগྔؚΉ。
	 	 しまりڧい。
	 8	 փ৭࠭（/6�）	 炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 9	 青փ৭シルト（10#(6�1）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
	10	 オリーϒփ৭࠭（5(:6�1）	炭化物ཻをগྔؚΉ。
	11	 オリーϒփ৭࠭（5(:6�1）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。

	12	 	৭࠭（/2�）ࠇ 炭化物ཻ・オリーϒփ৭࠭をଟྔؚΉ。
	13	 。のࠞ在層	৭࠭（/2�）とオリーϒփ৭࠭（5(:6�1）ࠇ
	14	 オリーϒփ৭࠭（5(:6�1）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	15	 オリーϒփ৭࠭（5(:6�1）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	16	 	৭࠭（/2�）ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。オリーϒփ৭࠭を
	 	 微ྔؚΉ。
	17	 	৭࠭（/2�）ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。オリーϒփ৭࠭を
	 	 微ྔؚΉ。
	18	 オリーϒփ৭࠭（5(:6�1）	炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。
	19	 ҉փ৭࠭（/3�）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。オリーϒփ৭࠭
	 	 গྔؚΉ。
	20	 ҉փ৭࠭（/3�）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。オリーϒփ৭࠭
	 	 গྔؚΉ。

	21	 ҉փ৭࠭（/3�）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 オリーϒփ৭࠭গྔؚΉ。
	22	 	৭࠭（/2�）ࠇ 炭化物層。
	23	 ҉փ৭࠭（/3�）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 オリーϒփ৭࠭をগྔؚΉ。
	24	 	৭࠭（/2�）ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 オリーϒփ৭࠭を微ྔؚΉ。

4I860�࿍
	 1	 ҉੺׊৭࠭質シルト（5:33�2）	焼土。炭化物ཻ・
	 	 微ࡉなࠎยをଟྔؚΉ。
	 2	 	৭࠭質シルト（10:33�2）׊ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。

1895
	 1	 明྘փ৭࠭（10(:8�1）	 炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。
	 2	 ྘փ৭࠭（10(:6�1）	 炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。

1896
	 1	 ྘փ৭シルト（10(:6�1）	炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。
	 2	 ྘փ৭࠭（10(:6�1）	
	 3	 ҉྘փ৭シルト（10(:4�1）	オリーϒփ৭࠭をগྔؚΉ。
	 	 炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。

1901
	 1	 ҉փ৭シルト（/3�）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 青փ৭シルト（5#(6�1）	 炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 3	 ҉青փ৭シルト（10#(4�1）	炭化物ཻをগྔؚΉ。

1902
	 1	 ҉փ৭シルト（/3�）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 青փ৭࠭（5#(6�1）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 3	 青փ৭࠭（5#(6�1）	炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。

1917
	 1	 。炭化物ཻをଟྔؚΉ	৭࠭質シルト（10:33�2）׊ࠇ

1919
	 1	 。炭化物ཻをଟྔؚΉ	৭࠭質シルト（10:33�2）׊ࠇ

1921
	 1	 	৭࠭質シルト（2�5:3�1）׊ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 	৭࠭質シルト（2�5:3�1）׊ࠇ 青փ৭࠭をগྔؚΉ。
	 3	 	৭࠭質シルト（2�5:3�1）׊ࠇ 青փ৭࠭をଟྔؚΉ。

1922
	 1	 	৭࠭質シルト（2�5:3�2）׊ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 青փ৭࠭質シルト（10#(6�1）	׊ࠇ৭࠭質シルトを
	 	 গྔؚΉ。

1923
	 1	 。炭化物ཻをଟྔؚΉ	৭࠭質シルト（2�5:3�1）׊ࠇ
	 	 ҉青փ৭シルトをগྔؚΉ。
	 2	 。炭化物ཻを微ྔؚΉ	৭࠭質シルト（2�5:3�1）׊ࠇ
	 3	 。炭化物ཻをଟྔؚΉ	৭࠭質シルト（2�5:3�2）׊ࠇ

1873
	 1	 青փ৭࠭（5#5�1）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 2	 ҉青փ৭࠭（5#4�1）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。

1874
	 1	 	৭࠭（10:32�1）ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 ྘փ৭࠭をগྔؚΉ。
	 2	 炭化物ཻ・྘փ৭࠭を	৭࠭（10:33�1）׊ࠇ
	 	 ଟྔؚΉ。
	 3	 ྘փ৭࠭（10(:6�1）	׊ࠇ৭࠭を微ྔؚΉ。
	 4	 ྘փ৭࠭（10(:6�1）	׊ࠇ৭࠭をগྔؚΉ。

1899
	 1	 青փ৭࠭（5#(6�1）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 ҉青փ৭࠭（10#(4�1）	炭化物ཻをগྔؚΉ。
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4$283
	 1	 փԫ׊৭粘質シルト
	 	 （10:34�2）	炭化物ཻを
	 	 部分的にଟྔؚΉ。

4$800
	 1	 փԫ৭シルト（2�5:6�2）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。焼土ཻをগྔؚΉ。
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11・12
	 1	 փԫ׊৭シルト（2�5:6�2）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。

14
	 1	 փԫ׊৭シルト（2�5:6�2）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 4$801の3層Αり炭化物のྔগない。

13
	 1	 փԫ׊৭シルト（2�5:6�2）	炭化物ཻをؚΉ。
	 	 4$801の4層Αり炭化物のྔগない。

4$801
	 1	 明੺׊৭シルト（5:35�6）	焼土。
	 2	 にͿい੺׊৭シルト（5:35�4）	焼土ཻをؚΉ。
	 3	 ઙԫ৭シルト（2�5:7�3）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 4	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 5	 ઙԫ৭シルト（2�5:7�4）	

4$802
	 1	 փԫ׊৭࠭質シルト（2�5:6�2）	
	 2	 にͿい੺׊৭シルト（2�5:36�4）	
	 	 焼土。炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 3	 にͿい੺׊৭シルト（2�5:34�4）	
	 	 焼土。炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 4	 ੺փ৭シルト（2�5:35�1）	
	 	 炭化物ཻをؚΉ
	 5	 փ白৭シルト（2�5:7�2）	
	 	 焼土ཻ・炭化物ཻをؚΉ。

4$803
	 1	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	
	 	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	
	 	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 3	 ੺׊৭シルト（10:34�4）	焼土。
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4$804
	 1	 にͿい੺׊৭シルト（5:35�4）	焼土
	 2	 ઙԫ৭シルト（2�5:7�3）	 焼土ཻ・炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 3	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 4	 	৭シルト（10:32�1）ࠇ 炭化物層。焼土ཻをগྔؚΉ。
	 5	 ઙԫ৭シルト（2�5:7�3）	 焼土ཻ・炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 6	 փԫ৭シルト（10:36�2）	փ層。炭化物ཻ・փ白৭シルト
	 	 ϒϩックをଟྔؚΉ。焼土ཻを微ྔؚΉ。

	 7	 。փ層。炭化物ཻをଟྔؚΉ	փ৭シルト（10:34�1）׊
	 8	 にͿい੺׊৭シルト（5:35�4）	焼土
	 A	 ઙԫ৭シルト（2�5:8�4）	
	 #	 փ白৭シルト（2�5:8�2）	

1892
	 1	 փオリーϒ৭シルト（7�5:6�2）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 2	 փ白৭シルト（7�5:7�1）	 炭化物ཻを微ྔؚΉ。	

1927
	 1	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�3）	炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。
	 2	 	৭シルト（2�5:3�1）׊ࠇ 炭化物・ԫᒵ৭シルトをଟྔؚΉ。
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SC856・P854
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4$806
	 1	 փオリーϒ࠭質シルト（7�5:4�2）	炭化物ཻを
	 	 ଟྔؚΉ。焼土ཻをগྔؚΉ。

4$807
	 1	 ҉փԫ৭シルト（2�5:5�2）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 焼土ཻを微ྔؚΉ。
	 2	 にͿいԫ৭シルト（2�5:6�3）	炭化物をۃ微ྔؚΉ。

4$809
	 1	 փ白৭࠭（2�5:7�1）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 焼土ཻを微ྔؚΉ。

4$810
	 1	 փ白৭࠭（2�5:7�1）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$808
	 1	 փ白৭࠭（2�5:7�1）	
	 2	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	 焼土・炭化物ཻ・ࠎยを
	 	 ଟྔにؚΉ。
	 3	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	 炭化物ཻをଟྔにؚΉ。
	 4	 ੺׊৭シルト（10:35�4）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 5	 ੺׊৭シルト（10:34�4）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 4層Αり৭調が҉い。
	 6	 ੺׊৭シルト（10:34�4）とᒵ৭シルト（2�5:37�8）
	 	 のࠞ在層。焼土ཻをଟྔؚΉ。

4$818
	 1	 ҉փԫ׊৭シルト（2�5:5�2）	炭化物ཻをଟྔ
	 	 ؚΉ。焼土ཻをؚΉ。

4$847
	 1	 にͿいԫᒵ৭࠭質シルト
	 	 （10:36�3）	焼土ཻ・炭化
	 	 物ཻをଟྔؚΉ。

4$845
	 1	 ԫ׊৭࠭質シルト（10:35�6）	
	 	 炭化物をଟྔؚΉ。焼土ཻをؚΉ。

4$856
	 1	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:36�3）
	 	 	炭化物ཻをগྔؚΉ。
1854
	 1	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:35�3）	
	 	 炭化物ཻをগྔؚΉ。

4$858
	 1	 փ৭࠭質シルト（10:34�1）׊
	 	 	焼土ཻ・炭化物ཻをؚΉ。

4$811
	 1	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	焼土ཻ・炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 ԫփ৭シルト（2�5:5�1）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$821
	 1	 ԫ׊৭࠭質シルト（10:35�8）	փ白৭シルトをଟྔؚΉ。
	 	 炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。
	 2	 փ白৭࠭質シルト（10:37�1）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。
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4$815
	 1	 ҉փԫ׊৭シルト（2�5:5�2）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 ҉փԫ׊৭シルト（2�5:5�2）	1層Αり炭化物ཻがଟい。
	 3	 ҉੺׊৭シルト（10:33�3）	 焼土。

4$816
	 1	 ҉փԫ׊৭シルト（2�5:5�2）	炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 ҉փԫ׊৭シルト（2�5:5�2）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。焼土ཻを微ྔؚΉ。

4$817
	 1	 փ白৭シルト（2�5:8�2）	
	 2	 ҉੺׊৭シルト（2�5:35�6）	焼土。ࠎยをؚΉ。
	 3	 փ੺׊৭シルト（2�5:34�2）	炭化物ཻをؚΉ。
	 4	 ੺փ৭シルト（2�5:34�1）	 焼土。炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 5	 ੺փ৭シルト（2�5:34�1）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
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4$825
	 1	 ੺փ৭シルト（2�5:5�1）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 փ白৭シルトϒϩックをؚΉ。
	 2	 փ੺৭シルト（1035�2）	 焼土。	
	 3	 փ੺৭シルト（1035�2）	 焼土。ࠎยをଟྔؚΉ。
	 4	 ҉੺փ৭シルト（1037�5）	炭化物ཻをؚΉ。
	 5	 ੺׊৭シルト（1035�4）	 焼土。
	 6	 ੺׊৭シルト（1035�4）	
	 7	 փ੺৭シルト（1036�2）	 փ白৭シルトϒϩックをଟྔؚΉ。
	 8	 ੺׊৭シルト（1035�4）	 にͿい੺ᒵ৭シルトϒϩックଟྔؚΉ。
	 	 。ยؚΉ。下位は炭化物層ࠎ
	 9	 փ੺৭シルト（1035�2）	 炭化物ཻをؚΉ。
	10	 փ੺৭シルト（1035�1）	 焼土。下位は白৭シルトがଯ積する。
	11	 ੺փ৭シルト（1036�1）	 焼土・փ白৭シルトϒϩックをؚΉ。
	12	 փ੺৭シルト（1035�2）	 焼土・炭化物ཻ・փ白৭シルトϒϩック
	 	 をଟྔؚΉ。
	13	 փ੺৭シルト（1035�2）	 焼土・炭化物ཻ・փ白৭シルトϒϩック
	 	 をଟྔؚΉ。
	14	 փ੺৭シルト（1035�2）	 焼土ཻをଟྔؚΉ。
	15	 ੺փ৭シルト（1036�1）	 炭化物ཻをؚΉ。
	16	 ҉੺׊৭シルト（1033�3）	焼土。
	 A	 փ白৭シルト（/7�1）	
	 #	 փ白৭シルト（/8�1）	 低位面で部分的にᶜ層の上位にଯ積する。

4$825�11
	 1	 ҉੺փ৭シルト（1034�1）	焼土・炭化物・ࠎยをϒϩック状にؚΉ。

4$825�12
	 1	 փ白৭シルト（/7�1）	
	 2	 ҉੺փ৭シルト（2�5:3�1）	炭化物ཻ・ࠎยをଟྔにؚΉ。
	 3	 փ白৭シルト（5:7�2）	
	 4	 青փ৭シルト（5#5�1）	 炭化物ؚཻΉ。
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4$842
	 1	 ҉փ৭シルト（2�5:5�2）	 炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 ҉փ৭シルト（2�5:5�2）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 3	 փ׊৭シルト（7�5:36�2）	 。ยをଟྔؚΉࠎ
	 4	 明੺׊৭シルト（2�5:35�6）	焼土ཻ・ࠎยをؚΉ。
	 5	 ҉੺փ৭シルト（2�5:33�1）	炭化物ཻ・クルミをଟྔؚΉ。
	 6	 明੺׊৭シルト（2�5:35�6）	焼土。ࠎยをؚΉ。
	 7	 փ׊৭シルト（7�5:36�2）	 。ยをଟྔؚΉࠎ
	 8	 ੺׊৭シルト（2�5:34�6）	 焼土。ࠎยをؚΉ。
	 9	 ҉੺׊৭シルト（2�5:33�4）	焼土ཻをؚΉ。
	10	 ҉੺׊৭シルト（2�5:33�2）	焼土ཻをؚΉ。
	11	 փԫ৭シルト（2�5:7�2）	
	12	 ҉փԫ৭シルト（2�5:5�2）	 炭化物をؚΉ。
	13	 明੺׊৭シルト（2�5:33�4）	焼土。
A	 	 փ白৭シルト（2�5:7�1）

4$850
	 1	 。焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ	৭࠭質シルト（10:33�2）׊ࠇ

4$863
	 1	 փ白৭シルト（7�5:7�1）	 炭化物ཻを微ྔؚΉ。
	 2	 փ白৭シルト（7�5:8�1）	 炭化物ཻをۃ微ྔؚΉ。
	 3	 	৭シルト（2�5:2�1）ࠇ 炭化物層。
	 4	 にͿいᒵ৭シルト（5:36�3）	 焼土・炭化物ཻを微ྔؚΉ。
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4$859
	 1	 。ยをؚΉࠎ。炭化物をଟྔؚΉ	৭シルト（10:32�2）׊ࠇ
	 2	 փԫ৭シルト（10:34�2）	焼土。炭化物ཻをؚΉ。
	 3	 փオリーϒ৭࠭質シルト（5:6�2）	炭化物ཻをগྔؚΉ。

焼土2
	 1	 ҉੺׊৭࠭質シルト（5:34�6）	焼土。炭化物ཻ・微ࡉなࠎยをଟྔؚΉ。

4$859
11
	 1	 փ৭࠭質シルト（5:4�1）	炭化物ཻをؚΉ。

図 版 44 下層遺構ݸ別ਤ（9）　4$859
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4$861
	 1	 փ৭シルト（/6�）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 明ԫ׊৭࠭（10:37�6）	
	 3	 փ৭シルト（7�5:6�1）	 ෾࠭。
	 4	 ҉փ৭シルト（/3�）	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。෾࠭。
	 5	 փԫ׊৭࠭（10:36�2）	

1916
	 1	 ҉青փ৭シルト（10#(4�1）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
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4$866
	 1	 	৭シルト（10:34�4）׊ 焼土ཻ・炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 	৭シルト（10:34�6）׊ 焼土ཻ・炭化物ཻ・ࠎยをؚΉ。下位は焼土ཻがଟい。
	 3	 。ยをؚΉࠎ。炭化物ཻをଟྔؚΉ	৭シルト（10:33�4）׊҉
	 4	 にͿいԫ׊৭シルト（10:34�3）	焼土ཻ。炭化物ཻ・ࠎยをؚΉ。

4$867
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	焼土ཻ・炭化物
	 	 ཻをଟྔؚΉ。

4$870
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 	 焼土ཻをؚΉ。
	 2	 ৭シルトをϒϩック状׊明ԫ	փ৭シルト（10:36�1）׊
	 	 にؚΉ。炭化物ཻをؚΉ。

4$871
	 1	 փオリーϒ৭シルト（5:5�2）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 オリーϒԫ৭࠭（5:6�3）	 炭化物ཻをগྔؚΉ。

4$872
	 1	 にͿい੺׊৭シルト（5:34�4）
	 	 	焼土・炭化物ཻを微ྔؚΉ。

4$868
	 1	 փԫ৭シルト（2�5:7�2）	
	 2	 փ白৭シルト（2�5:7�1）	
	 3	 ҉փԫ৭࠭質シルト（2�5:5�2）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$876
	 1	 にͿいԫ׊৭シルト（10:35�3）
	 	 	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$884
	 1	 ҉փ৭シルト（2�5:5�2）	
	 	 焼土ཻ・炭化物ཻをؚΉ。
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0 2m4$880・885、1906・930（1ɿ40）

0 3m4$879（1ɿ60）
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SC879出土状況図

SC880 SC885
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72
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4$880
	 1	 փԫ׊৭࠭質シルト（2�5:5�2）	焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$885
	 1	 	৭シルト（10:32�2）׊ࠇ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 փԫ׊৭シルト（10:34�2）	焼土・炭化物ཻをଟྔؚΉ。

1906
	 1	 。炭化物をଟྔؚΉ	৭シルト（7�5:3�1）׊ࠇ
	 2	 ԫփ৭シルト（2�5:4�1）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。

1930
	 1	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�3）	 炭化物ཻを微ྔؚΉ。

4$879
	 1	 にͿい੺׊৭シルト（5:34�4）	焼土。炭化物ཻを
	 	 ଟྔؚΉ。
	 2	 ᒵ৭シルト（5:36�8）	 微ࡉなࠎยをগྔؚΉ。
	 3	 ԫփ৭シルト（2�5:6�1）	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 4	 փ白৭シルト（2�5:7�1）	炭化物ཻをগྔؚΉ。

b

b'

a a'a a'

d
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e e'
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a
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0 2m（1ɿ40）
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SC914

SC914出土状況図

SC890

SC918

SC911

SC934

SC891
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84
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4$889
	 1	 ・炭化物ཻ	৭シルト（2�5:3�1）׊ࠇ
	 	 փ白৭シルトをଟྔؚΉ。

4$890
	 1	 ҉青փ৭シルト（10#(4�1）	
	 	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$891
	 1	 ҉青փ৭シルト（10#(4�1）
	 	 	炭化物ཻをଟྔؚΉ。

4$893
	 1	 փ৭࠭（5:6�1）	炭化物ཻをগྔؚΉ。

4$911
	 1	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�3）	炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 2	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�4）	
	 3	 ੺׊৭シルト（5:34�6）	 焼土・ࠎยをଟྔؚΉ。
	 4	 ҉੺׊৭シルト（5:33�6）	 焼土。ઙԫᒵ৭シルト
	 	 をগྔؚΉ。

4$918
	 1	 にͿい੺׊৭࠭質シルト（5:34�4）	焼土。

4$914
	 1	 	փ৭シルト（7�5:36�1）׊ 焼土ཻ・炭化物を
	 	 。微ྔؚΉۃ
	 2	 	փ৭シルト（7�5:34�1）׊ 焼土。
	 3	 	փ৭シルト（7�5:35�1）׊ 炭化物層。
	 4	 ҉փԫ৭シルト（2�5:5�2）	炭化物をଟྔؚΉ。
	 5	 ੺৭シルト（1035�6）	 焼土。
	 6	 փ੺৭シルト（1034�2）	 焼土。

4$934
	 1	 փԫ৭シルト（2�5:6�2）
	 	 	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
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a a' a a'

a a'

a a'
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0 2m埋設土器824（1ɿ40）

0 1m埋設土器1・828・834・894（1ɿ20）
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埋設土器824

埋設土器1 埋設土器828

埋設土器824出土状況図

埋設土器834

埋設土器894

38
40

41

42 86

87 88

89

94

103

90

85

埋設土器824
	 1	 ԫᒵ৭࠭（10:37�8）	炭化物ཻをগྔؚΉ。
	 2	 	৭࠭（10:34�4）׊ 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 A	 փ׊৭࠭（2�5:7�1）	
	 #	 明ԫ׊৭࠭（10:36�8）	
	 $	 փ白৭シルト（/7�）	

埋設土器894
	 1	 にͿいԫᒵ৭࠭（10:36�4）	炭化物ཻをগྔؚΉ。
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0 2m埋設土器・土器集中出土状況ਤ（1ɿ40）

0 1m（1ɿ20）
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土器集中833
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123（集中域内出土）
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S

埋設土器830・839・840・土器集中831・832・833・835・836出土状況図

埋設土器840
埋設土器839

土器集中833

土器集中835

土器集中836

土器集中832

土器集中831

埋設土器830

図 版 50 下層遺構ݸ別ਤ（15）　埋設土器 830・839・840、土器集中 831〜 833・835・836



0 2m埋設土器837・924出土状況ਤ（1ɿ40）

0 1mそのଞ（1ɿ20）

0 3m埋設土器887（1ɿ60）
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b b' 埋設土器908

埋設土器887

埋設土器837・924
出土状況図

埋設土器898

埋設土器883

埋設土器903

埋設土器928

埋設土器837 埋設土器924

95
107

104

102
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105

109

108

96

97

106

埋設土器908
	 1	 փ白৭シルト（2�5:7�1）	
	 2	 փ白৭シルト（2�5:7�1）	
	 	 փԫ৭シルトをଟྔؚΉ。

埋設土器887
	 1	 	৭シルト（10:33�2）׊ࠇ 焼土ཻ・炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 にͿい׊৭࠭（7�5:35�4）	 炭化物をগྔؚΉ。
	 3	 にͿいԫ׊৭࠭（2�5:6�4）	炭化物をগྔؚΉ。

a a'

b

b'
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0 1mそのଞ（1ɿ20）

0 3m土器集中1・2・3出土状況ਤ（1ɿ60）
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土器集中1・2・3出土状況図

土器集中1

土器集中2
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土器集中3
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4
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4
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53土器集中1内出土

118

112

113

115

土器集中3
	 1	 ԫ׊৭࠭質シルト（10:35�6）	 炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 にͿいԫ׊৭粘質シルト（10:35�4）	粘土。炭化物ཻをؚΉ。

図 版 52 下層遺構ݸ別ਤ（17）　土器集中 1〜 3



0 1mそのଞ（1ɿ20） 0 2m埋設土器933・土器集中852（1ɿ40）
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埋設土器933
	 1	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�3）	炭化物ཻを微ྔؚΉ。

土器集中864
	 1	 ԫ׊৭࠭質シルト（2�5:5�4）	炭化物ཻをؚΉ。
	 2	 ԫփ৭࠭質シルト（2�5:5�1）	

b
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bb'
a

a'
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0 2m1848・851・855・878・925（1ɿ40）0 1mそのଞ（1ɿ20）
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土器集中932

土器集中888

土器集中865

2面目1面目

P878P855

P851

P925

131

130（集中域内出土）

137

11
（1層）

138

39

土器集中865
	 1	 明ԫ׊৭࠭（10:36�8）	
	 2	 にͿいԫ׊৭࠭質シルト（10:35�3）	

1848
	 1	 փ৭࠭質シルト（5:4�1）	
	 	 炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 փ৭࠭質シルト（5:4�1）	
	 	 炭化物ཻをগྔؚΉ。

1851
	 1	 にͿいԫ৭シルト（2�5:6�3）	
	 	 炭化物をଟྔؚΉ。
	 2	 ઙԫ৭シルト（2�5:7�3）	
	 3	 にͿいԫ৭シルト（2�5:6�3）	
	 	 炭化物をଟྔؚΉ。

1878
	 1	 փ৭࠭質シルト（5:5�1）
	 	 	炭化物ཻをଟྔؚΉ。
	 2	 փ৭࠭質シルト（2�5:4�1）
	 	 	炭化物ཻをؚΉ。
	 A	 փオリーϒ࠭（5:5�2）	
	 #	 にͿいԫ׊৭࠭（2�5:6�3）	

1855
	 1	 ৭シルト（10:33�2）׊ࠇ
	 	 ・ยをؚΉ。ଟྔの炭化物ཻࠎ
	 	 焼土ཻをؚΉ。

1925
	 1	 ઙԫᒵ৭シルト（10:38�3）	
	 	 炭化物ཻをগྔؚΉ。
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a a'

a a'

a a'a a'
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（1�3）

0 20Dm（98・100）
（1�4）

図 版 64 縄文時代の土器（7）



102

103

104

105

106

107

埋設土器887

埋設土器903

埋設土器908

埋設土器924

埋設土器894

埋設土器898

0 15Dm
（1�3）

図 版 65縄文時代の土器（8）
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112

113

114

115

109

埋設土器928

埋設土器933 土器集中1

0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（113・114）
（1�4）

0 20Dm（115）
（1�5）

図 版 66 縄文時代の土器（9）



116
117
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121

122

土器集中2 土器集中3

土器集中820 土器集中822

土器集中836

0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（116・120・122）
（1�5）

図 版 67縄文時代の土器（10）
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131

土器集中835

土器集中852

土器集中865

土器集中838

土器集中864

0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（130・131）
（1�4）

0 20Dm（124）
（1�5）

図 版 68 縄文時代の土器（11）
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133

土器集中881

土器集中888

土器集中932

土器集中886

0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（133・137）
（1�4）

0 20Dm（136・138）
（1�5）

図 版 69縄文時代の土器（12）
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遺構外出土遺物

0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（150）
（1�4）

漆

図 版 70 縄文時代の土器（13）
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172 173

176

177 178

179

174
175

168

0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（169・179）
（1�4）

図 版 71縄文時代の土器（14）
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0 15Dm（そのଞ）
（1�3）

0 20Dm（187）
（1�4）

0 10Dm（193）
（1�2）

図 版 72 縄文時代の土器（15）・焼成粘土塊
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図 版 73縄文時代の石器（1）
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図 版 74 縄文時代の石器（2）



0 5Dm（64〜68）
（1�1）

0 20Dm（55・56・59〜63・69）
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0 6Dm（57・58）
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SC842

SC868 P877

SC825

図 版 75縄文時代の石器（3）・石製品・漆製品・ۄࢳ・アスファルト



図 版 76

遺跡近景・上層（北西から）　林の奥は境塚遺跡

遺跡近景・下層（南西から）

Χラーਤ版（1）遺跡近ܠ



図 版 77

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ層の陥没（19S）

SC863（18S　西から）

Ⅲ

Ⅳa

Ⅳa'

Ⅳb

噴砂層Ⅴa

Ⅴb
Ⅵ

Ⅶb

Ⅶc

Ⅶa

Ⅳa

Ⅳb

Ⅵ

Ⅶb

Ⅶa

Ⅴa

Ⅷ

Ⅵ

Ⅵ Ⅵ

Ⅵ Ⅵ

Ⅵ

Χラーਤ版（2）調査区શܠ・基本層ং・෾࠭・෾࠭口・ؕ຅・4$863・埋設土器 883

調査区全景・下層 基本層序（18P）

噴砂 2（19P）噴砂 1（16O）

噴砂口（18O） 陥没 1（19O）

埋設土器 883（13M　北東から）



図 版 78Χラーਤ版（3）4I860・4$825・842・859・埋設土器 1・824

SI860　遺物出土状況（南西から） SC825　遺物出土状況（南から）

SC842　遺物出土状況（西から） SC842　焼土セクション（西から）

SC859　石冠出土状況（北東から）SC859　遺物出土状況（北から）

埋設土器 1　出土状況（北西から） 埋設土器 824　出土状況（南から）

Ⅵ

Ⅶ



図 版 79 Χラーਤ版（4）下層出土土器・石器・ۄࢳ・漆製品・アスファルト

下層出土  縄文土器

下層出土石器（石冠）・糸玉・漆製品・アスファルト

64

65

66

69

70 71

6867

SC825（64〜68）

SC842（69）

SC868（70） P877（71）



図 版 80

SB7・9、SE386・398・479　完掘（西から）

SB8　完掘（西から）

遺構（1）4#7〜 9・4E386・398・478・479

4#7
4E386

4E479

4#9



図 版 81 遺構（2）4#6・4#7�1381・4E308・349・386・396・398・4,412・1411

SB6　完掘（北から） SB7-P381　セクション（西から）

SE308　完掘（南から） SE349　セクション（南東から）

SE386　曲物出土状況（南から）SE386　セクション（南から）

SE396　セクション（東から） SE398（右）・P411（中）・SK412（左）　セクション（東から）



図 版 82遺構（3）4E478・479・520・4,312・313

SE478　セクション（西から） SE479　遺物出土状況（西から）

SE479　下部セクション（東から） SE479　曲物出土状況（西から）

SE520　上部セクション（南から） SE520　遺物出土状況（南から）

SK312　セクション（東から） SK313　セクション（南から）



図 版 83 遺構（4）4,336・346・351・362・385・390・395・397・399・4%373

SK336　セクション（南西から） SK346（右）・362（左）　セクション（南から）

SK351　セクション（南から） SK385　セクション（西から）

SK395　セクション（南から）SK390　セクション（東から）

SK397　セクション（東から） SK399（右）・SD373（左）　セクション（北から）



図 版 84遺構（5）4,403・437・471・476・488・4%347・4X525

SK403　セクション（西から） SK437　セクション（西から）

SK471　セクション（西から） SK476　セクション（東から）

SK476　骨片出土状況（北から） SK488　セクション（東から）

SX525 セクション（北から） SX525（左）・SD347　完掘（南から）



図 版 85 遺構（6）4%11・37・40・300・303・553・554・道 1（4%6・30）

SD11　セクション（19S　東から） SD300　セクション（17R　東から）

SD303　セクション（17R・S　東から） SD37・40・553・554　完掘（21・22O～ R　北から）

SD553　セクション（22P　南から） 道 1（SD6（右）・SD30（左）　完掘（20・21U　北から）

SD6　セクション（北から） SD30　セクション（北から）



図 版 86遺構（7）中層׬掘・4,503・531・4%46

中層　完掘（真上から）

SK503　セクション（西から） SK531　セクション（南東から）

SD46　完掘（北から） SD46　セクション（南東から）



図 版 87 遺構（8）4I860

SI860　検出（南から）

SI860　セクション（南西から）



図 版 88遺構（9）4I860・4I860� ࿍・4I860�1873

SI860　完掘（北西から）

SI860　炉　検出状況（北東から） SI860　炉　セクション（南西から）

SI860　出土状況（南東から） SI860-P873　セクション（南から）



図 版 89

SI860-P874　セクション（北西から） SI860-P895（左）・P896（右）　セクション（東から）

SI860-P899　セクション（東から） SI860-P901　セクション（東から）

SI860-P917　セクション（東から） SI860-P919　セクション（西から）

SI860-P921　セクション（西から） SI860-P923 セクション（南西から）

遺構（10）4I860�1874・895・896・899・901・917・919・921・923



図 版 90遺構（11）4$283・800 〜 803

SC283　セクション（南から） SC800　検出（南から）

SC801　焼土検出状況（東から）SC800　出土状況（南から）

SC801　セクション（東から） SC801　セクション（南から）

SC802　セクション（西から） SC803　検出状況（西から）



図 版 91 遺構（12）4$804・806

SC804　検出（北から）

SC804　焼土検出状況（南西から） SC804　セクション（北から）

SC806　焼土検出状況（西から） SC806　セクション（南西から）



図 版 92遺構（13）4$807・810・815 〜 817・850・858

SC807　遺物出土状況（北から） SC810　セクション（北から）

SC815　遺物出土状況（北から） SC816　遺物出土状況（東から）

SC817　検出状況（北から） SC817　セクション（北から）

SC850　検出状況（南から） SC858　セクション（西から）



図 版 93 遺構（14）4$825

SC825　炭化物検出状況（南から）

SC825　セクション（北から） SC825　セクション（北から）

SC825　焼土検出状況（南から） SC825　糸玉出土状況（西から）



図 版 94

SC842　焼土（最上層）　出土状況（北から）

SC842　焼土（最下層）　検出状況（西から）

遺構（15）4$842



図 版 95 遺構（16）4$842・859・4$859 焼土・4$859�11

SC842　セクション（南から） SC842　オニグルミ出土状況（東から）

SC859　検出状況（西から） SC859　セクション（南から）

SC859　遺物出土状況（北から） SC859　遺物出土状況（北から）

SC859　焼土（最下層）　セクション（東から） SC859-P1　セクション（北から）



図 版 96遺構（17）4$861・866・867・870・879

SC861　遺物出土状況（西から） SC861　セクション（南から）

SC861　礫出土状況（東から） SC866　セクション（東から）

SC867　セクション（西から） SC870　セクション（北西から）

SC879　遺物出土状況（西から） SC879　セクション（西から）



図 版 97

SC880　セクション（南から） SC884　セクション（北西から）

SC918　セクション（南西から）SC911　セクション（南西から）

SC914　検出状況（西から）

遺構（18）4$880・884・911・914・918



図 版 98遺構（19）4$914・埋設土器 824・828・830

SC914　焼土（最下層）　検出状況（東から） SC914　セクション（南から）

埋設土器 824　検出状況（東から） 埋設土器 824　セクション（北西から）

埋設土器 824　出土状況（北東から） 埋設土器 828　出土状況（北から）

埋設土器 830　出土状況（南東から） 埋設土器 830　セクション（西から）



図 版 99 遺構（20）埋設土器 834・837・839・840・883・887

埋設土器 834　出土状況（北東から） 埋設土器 837　出土状況（南から）

埋設土器 839　出土状況（西から） 埋設土器 840　出土状況（東から）

埋設土器 883　出土状況（北東から） 埋設土器 887　検出状況（南西から）

埋設土器 887　出土状況（西から） 埋設土器 887　セクション（南から）



図 版 100遺構（21）埋設土器 894・903・908・928・933・土器集中 1・2

埋設土器 894　セクション（東から） 埋設土器 903　セクション（南から）

埋設土器 908　セクション（西から） 埋設土器 928　出土状況（南から）

埋設土器 933　セクション（南東から） 埋設土器 933　出土状況（北から）

土器集中 1　出土状況（東から） 土器集中 2　出土状況（南から）



図 版 101 遺構（22）土器集中 820・835・865・886・932・1848・855・878

土器集中 820　出土状況（南から） 土器集中 835　出土状況（南西から）

土器集中 865　出土状況（西から） 土器集中 886　出土状況（北から）

土器集中 932　出土状況（南東から） P848　セクション（南から）

P855　セクション（南東から） P878　セクション（南西から）
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図 版 102中世の土器・土器転用研磨具・石製品・మ製品
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図 版 103 中世の木製品・ݹ代の土器



そのଞ　ʤ1�3ʥ
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図 版 104縄文時代の土器（1）
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図 版 105 縄文時代の土器（2）



そのଞ　ʤ1�3ʥ
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図 版 106縄文時代の土器（3）
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図 版 107 縄文時代の土器（4）



そのଞ　ʤ1�3ʥ
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埋設土器1（85）

埋設土器830（91〜93）
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図 版 108縄文時代の土器（5）



そのଞ　ʤ1�3ʥ
98・100　ʤ1�4ʥ

95

9899

97

96

102

101

100

埋設土器837（95） 埋設土器883（96・97）

埋設土器887（102）
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図 版 109 縄文時代の土器（6）
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土器集中1（112〜115）

埋設土器898（104）

埋設土器924（107）

埋設土器903（105）

図 版 110縄文時代の土器（7）



そのଞ　ʤ1�3ʥ
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土器集中2（116）

土器集中836（122）
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土器集中3（117〜119）

図 版 111 縄文時代の土器（8）
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図 版 112縄文時代の土器（9）
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図 版 113 縄文時代の土器（10）
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図 版 114縄文時代の土器（11）
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図 版 115 縄文時代の土器（12）・縄文時代の石器（1）
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（上層 3,759㎡、
中層 5,616㎡、
下層 5,482㎡）

一般国道49号
阿賀野バイパ
ス建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山口野中遺跡 集落跡 縄文時代晩期 竪穴建物 1基、焼土・炭化物の集積
46か所、埋設土器17基、土器集中
15か所、ピット 24基

縄文土器・石器・漆製品・
焼成粘土塊・アスファルト

集落跡 平安時代（9世紀
前〜中葉）

掘立柱建物 1棟、土坑 4基、ピット
51基、溝 3条、性格不明遺構 1基

土師器・須恵器

集落跡 鎌倉時代（13世
紀後半〜 14世紀
前半）

掘立柱建物 4棟、井戸 8基、土坑 40
基、ピット 111基、道 1条、溝 15条、
性格不明遺構 1基

土師質土器・青磁・白磁・
珠洲焼・瓷器系陶器・土器
転用研磨具・金属製品・石
製品・木製品

要　　約

　下層では縄文時代晩期後葉の遺構・遺物が出土した。遺構は東西の旧河川に挟まれた幅約 100mの微高地端
部から低位面にかけてつくられており、遺跡は旧河川に沿って南北方向に延びるものと推定される。遺構は焼土・
炭化物の集積が主体である。ここでは堅果類（トチノキ・オニグルミ・クリなど）・魚類（コイ科・アユ属・サ
ケ属など）の食物残滓の燃焼と、これらの集積を繰り返し行っていたことが推定される。埋設土器は焼土・炭化
物の集積と分布がほぼ重なっており、埋設土器の土器内からは炭化した堅果類が出土した。出土状況から堅果類
は土器内に納められた可能性がある。このことから、食物残滓の燃焼行為と埋設土器の設置、食物残滓の集積は
一連のものと捉えられる可能性が考慮される。また、燃焼行為を示す遺構やその付近で石冠・独鈷状石製品の出
土が認められることから、祭祀的な場であったことが推定される。
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